















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　何かを手に入れるためには、別の何かを諦あきらめる必要がある。

　それが、この世の道理だ。

　しかし、あの時の私は、自分自身の夢を諦あきらめられなかった。

　誰だれも死ぬことのない理想郷を。悲しみのない楽園を。

　その創造の代だい償しように、何を失うのかも考えもせずに。

　──つまるところ、私はどうしようもないほど子供だったのだ。

「ユノ姉ねえ、見てよ！　薔ば薇らの冠かんむりつくったんだ！」

　そこは花々が咲さき乱みだれる庭園〈パティオ〉。

　不意に、少年の無む邪じや気きな声が響ひびいた。

　振ふり返かえった先では、頰ほおを泥どろで汚よごした黒くろ髪かみの少年が、満面の笑えみで花はな飾かざりを抱かかえている。私が大好きな橙だいだい色いろの薔ば薇らだ。それを、彼は私のほうに差し出した。

　私はしゃがんで黒くろ髪かみの少年と目線を合わせる。

「あーくんが作ったの？　凄すごいじゃん！　……もしかしてこれ、私にくれるの？」

「うん！　いつも遊んでくれるから、そのお礼！」

　頰ほおがひくりと動いた。私は笑えていただろうか。その自信が無くて、私は彼の髪かみをくしゃくしゃに撫なでると、その小さな身体からだをぎゅっと抱だきしめた。

　──記き憶おく暗転。

　景色が変わる。時間が飛ぶ。

　そこは、嶺れい京きよう人じんが遺のこしていった地下施し設せつ──西さい牙が研究所。今は私しか知らない秘密基地だ。

　虚こ空くうに浮うかぶ無数のホロウィンドウが火か砲ほうの光に明めい滅めつしている。

　そのうちの一枚の中で、立派に成長した漆しつ黒こくの少年と白銀の少女が、雪に閉じ込められた都市で相対していた。

『……お願い。殺、して』

　スピーカー越ごしに少女のか細い声が届いてくる。

　ありがとう、と少女の唇くちびるの形が変わり、少年は今にも泣きそうな顔になった。

　そして、一発の銃じゆう声せいが鳴なり響ひびく。赤が散り、乾かわいた音がコンクリートジャングルに何度も反はん響きようした。

　残ざん響きようも雪の中へ消えた頃ころ、黒くろ髪かみの少年は少女の亡なき骸がらを前にして崩くずれ落おちる。

『──ぁぁあああああッ!!　こんなの、あんまりだっ、なんで、なんで俺は人を──』

　彼は誰だれもいない瓦が礫れきの山の上で慟どう哭こくした。

　その姿を見て、私は嗚お咽えつを漏もらした。

　ごめんなさい、ごめんなさい──涙なみだが流れるままに何度も虚こ空くうに謝った。

　望むもの全ては手に入らない。あの理想郷は手放すべきものだった。私は大人になるべきだった。諦あきらめるべきだった。

　しかし、エゴがこの身体からだを突つき動うごかした。

　血肉の上に舞まう百花の繚りよう乱らんなど、花はな園ぞのでありこそすれ楽園では決してないのに。

　これは私の罪だ。大人で在ることを拒こばみ、理想を追い求めた者の罪。

　だから償つぐなおう。

　この身の全てを賭としてでも──
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『ヒット。パワーサプライユニットを貫かん通つう。──弾だん薬やく室しつに引火、車体の破は壊かいを確かく認にん』

　システィ・カルトルのすぐ横で機械音声が響ひびいた。

　波状に巻き上がった土つち煙けむりの中、システィはスコープの先の目標物を睨にらんだままボルトを前後させた。立ち上った硝しよう煙えんとともに排はい出しゆつされた巨きよ大だいな空から薬やつ莢きようがカラン、と床ゆかを叩たたく。

　遅おくれて、遠えん雷らいのような鈍にぶい低音がやってくる。

　目標の敵てき装そう甲こう車しやが内側から破は裂れつし、大破した音だ。

『次の目標、右に３・５』

　機械音声が続く。

　声の主は、彼女の隣となりに三さん脚きやくを立てて設置された三さん眼がんカメラと付ふ随ずいする演算装置だった。

　その正体は狙撃手スナイパーを補佐する観測器スポツターである。内部には狙そ撃げき専用の支し援えんＡＩがインストールされており、有線接続されている銃じゆう本体から各種情報を取得して弾だん道どうの微び調ちよう整せいを自動で行ってくれる。そうすることで、射手の演算能力を狙そ撃げきに集中させることができるのだ。

　システィは俯うつぶせのまま僅わずかに体勢を変え、右みぎ肩かたに当てたストックを左手で抱かかえ込こみ言う。

「確認したコンタクト。環かん境きよう係数を再取得して。──早く」

『環かん境きよう係数の再取得完かん了りよう。リアルタイム弾だん道どう演算を開始。視野に予測弾だん道どうを合成表示します』

「予測弾だん道どうの合成表示を確かく認にん、輝き度どを三ポイント下げて」

『了りよう解かい』

　システィは観測器スポツターへ呪じゆ文もんのように指示を続ける。

「狙そ撃げき補正演算をカット。代わりに追尾弾スマートブレツトの操作をマニュアルからハイブリッドへ移行」

『警告：四次キャッシュの容量を超ちよ過うかします』

「うるさい、そんなの分かってるし。──警告無視。ストレージに仮想メモリを作って間に合わせて。市街戦と違ちがって地形ごとの気流の乱れがキツすぎる。次の一発は追尾弾スマートブレツトの補正をもっと利きかせるから」

『設定を更こう新しん。四次キャッシュの再割り当て完かん了りよう。──用意できましたスポツター・オフ』

「──狙撃準備完了シユーター・レデイ」

　システィの背が一度大きく膨ふくらみ、それから沈しずむ。その最さ中なかで静止。呼吸が止まる。

　無言のカウントが二つ。

　直後、撃げき発はつ。再び夥おびただしい土つち煙けむりとともに銃じゆう声せいが響ひびき渡わたった。

　システィの小さくもしなやかな体たい軀くが膨ぼう大だいな反動を受け止め、銃じゆう身しんを押し戻す。

　爆ばく音おんの中、彼女は無言で弾だん丸がんの行ゆく方えを追った。システィは今まさに、脳内に埋うめ込こまれたナノマシン群〈ニューラルゲート〉で予測弾だん道どうを演算し、飛ひ翔しようしている弾だん頭とうをオンライン誘ゆう導どうで制せい御ぎよしているのだ。

　果たして、豆まめ粒つぶよりも小さく見える金きん属ぞく片へんは、五キロ先でこちらを睨にらみつけている敵てき戦せん闘とう車しや輛りようの横っ腹に突つき刺ささり火花を散らす。

　一いつ拍ぱく置いて、荒こう野やに閃せん光こうが瞬またたいた。

『ヒット。敵、航空ドローン輸送車輛コクーンの大破を確かく認にん』

　ヒットコールが響ひびくと、システィは大きく息を吐はき出だしてボルトを引いた。

　キンッ、と小気味のいい金属音が鳴り、空から薬やつ莢きようが宙を舞まう。

「……バレルの冷れい却きやくを始めて。三キロ地点で西風が強くなった。収まるまで様子を見る」

『了りよう解かい』

　システィの背後であぐらをかいている秋あき人とは、緊きん張ちようの一いつ瞬しゆんが過ぎ去ったのを見てパチパチと手を叩たたいた。

「お～～～流石さすがだな」

　システィが狙ねらい撃うったのは敵の包ほう囲い網もうの中でも最さい奥おうに控ひかえている大型車しや輛りよう。その距きよ離りは実に五千メートルを超こえる。いくら支し援えんＡＩによる弾だん道どう補正技術の向上が目覚ましいとはいえ、生半可な腕うででは掠かすることすら難しい超ちよう長ちよう距きよ離りだ。それを彼女は二射連続で中あてた。フィリアや玲れ奈なの戦せん闘とうスキルも異常に高いが、システィもまた人外の域に達している。

　別べつ棟むねの屋上からも断続的に射しや撃げき音おんが響ひびいている。それらは今朝の委員会会議の決定で急造された狙そ撃げき部隊によるもので、構成メンバーは皆みな、かつての嶺れい京きよう兵へいでそれなりの評点スコアを出していた狙そ撃げきの名手たちである。しかし、ヒットコールはまばらで決して多いとは言えない。それだけ、この超ちよう長ちよう距きよ離り射しや撃げきが困難を極きわめるということだった。

　そんなシスティは、おもむろに立ち上がってキッと秋あき人とを睨にらみつける。

「アンタに褒ほめられてもうれしくない、って言うかさっきからうるっさいんだけど!!　ランチなら中で食べなよ！」

　秋あき人とは眉まゆを上げて背後を振ふり返かえった。

　そこにあったのは狙そ撃げき部隊の横で昼食を平らげた金きん髪ぱつや銀ぎん髪ぱつ、赤せき髪はつの少年少女が、今夜の夕食のデザートを賭かけて仮想のトランプで激戦を繰くり広ひろげるという謎なぞ景げ色しき。

「ぁぁあああああこっちがババじゃん!!　また負けたんだけどぉぉおおお!?」

「ふ……。玲れ奈なって視線に全部出るから分かりやすいわ」

「いい加減学べよ玲れ奈な。勘かんだけで戦うテメェは演算駆く使しする奴やつには一生勝てねえンだよ」

　そう言ってギャンギャンと口争を始める二人と傍ぼう観かん者しやが一人。ちなみに、秋あき人とは一位でアガリを決めており、暇ひまつぶしがてらシスティの狙そ撃げきを眺ながめていたところだった。システィ以外は全員、暑さのあまりタクティカルスーツの上半身を脱いでインナーだけの恰好をしている。スーツは身体の動きを利用して発電するため、休憩中は体温調整機能が使えないのだ。

　ここ最近でよく見るようになった目の前の光景に頰ほおを緩ゆるめながら、システィに向き直る。

「うーん、ピクニック的な？」

「ピクニック感覚で硝しよう煙えん臭くさい場所で食べる奴やついる!?　しかもなんでわざわざこのクソ暑い屋上なのさ、脳ミソ沸ふつ騰とうして溶とけてんじゃないの!?」

「そんなこと言っていいのか～？　もしこの屋上ランチは、何かあった時に狙そ撃げき部隊をすぐにカバーできるようにっていうフィリアの気の利きいた計らいだって言ったらどうする？」

「え!?　うそっ、フィリアごめん！」

「え？　何のこと？」

　振ふり向むいたフィリアがちょこんと首を傾かしげ、固まったシスティが目線だけで秋あき人とを見る。

「まあ噓うそなんだけど。言い出しっぺは俺だし」

「い、一いち之の瀬せぇえええええ!!」

　システィが太ふと腿もものホルスターに収まるハンドガンに手を伸のばしたため、慌あわててフィリアの背に隠かくれる。フィリアは呆あきれたように嘆たん息そくして、肩かた越ごしに振ふり返かえった。

「……ちょっと秋あき人と。あんまりシスティをからかわないでくれる？」

　彼女の滑なめらかな髪かみが秋あき人との頰ほおを撫なでていく。

　横よこ髪がみを耳にかき上げる彼女の美しさに見み惚とれながら、秋あき人とは口を尖とがらせた。

「いっつもあいつに虐いじめられているんだ。こんくらいの反はん撃げきなんて可か愛わいいもんだろ？」

「フィリア、そこをどいて。そいつの脳ミソの色を見るまで、私安あん眠みんできない」

「あとでスキャンした画像送ってやるからそれで満足してくれ」

「今、無む性しようにナマで見たい気分なんだよね」

「有名絵画を見に行くみたいなノリで言うな。……って言うかマジな話、俺の脳ミソの色ならよく知ってるだろ」

　こいつには嶺れい京きようで散々脳天をぶち抜ぬかれたものだ。

「ああ、そう言えばそうだったね。ドブを捏こねくり回まわして発はつ酵こうさせたような色をしてたっけ。……ったく、彼女の背に隠かくれるとかダサいことしてんじゃないよ」

　システィの言葉に、隣となりの玲れ奈なが〝彼女〟という単語に反応してむっと眉まゆを立て、一方でフィリアは澄すました様子で逸そらした横顔を仄ほのかに紅潮させていた。

　秋あき人とは絶ぜつ妙みような緊きん張ちよう感かんを覚えながら、両手を上げて降参の意図を示した。

「どこかの誰だれかさんが銃じゆう口こうを向けてこなければ、こんな真ま似ねはしなかった」

「は……っ、ホント食えない男。アンタだけはもっと殺しとくんだった」

　そう言ってシスティは満足したのかはたまた呆あきれきったのか、元の狙そ撃げき位置に戻もどっていく。

　それを見届けた秋あき人とは、システィから殺意が消えるのを確かく認にんしてからようやくフィリアの陰かげから外に出る。

「……なんつー凶きよう暴ぼうなやつ」

「今のは九割秋あき人とが悪いと思うんだけど」

「普ふ段だんは九割あっちが悪いからイーブンだ」

　どっちもどっちね、とフィリアは笑いながら嘆たん息そくした。

　その隣となりで宙に浮うかぶフィリア専用の航空ドローン〈イヴ〉が秋あき人との肩かたを小こ突づいてくる。あんまり主人を困らせるなということだろうか。最近、ますますこのドローンが意志を持った小動物のように見えてきた。嶺れい京きようで敵として相対していた時はただの滅め茶ちや苦く茶ちや厄やつ介かいな超ちよう高ハイ性スペ能ツクドローンというイメージだったのが、フィリアと一いつ緒しよに過ごす時間が増えてから着々と印象が変わってきている。

　なるほど、確かにこれはフィリアが溺でき愛あいするのも何となく分かるというものだ。

「は───」

　秋あき人とは息を吐はき、辺りを眺ながめる。

　ここはテレサ社が所有する無人の工場──通つう称しよう、第七プラント。

　一週間前、秋あき人とたちはアルカディア修復のために秋あき人とらの回収を試みるテレサ社と、謎なぞの黒服の部隊の追っ手を振ふり払はらい、この場所に辿たどり着ついた。というのも、ここ第七プラント内にある装置で〈エラー５１７〉と呼ばれるクローン体特有の病変の治ち療りようが必要だったのだ。

　命からがら第七プラントの確保と〈エラー５１７〉の治ち療りように成功した秋あき人とたちは、現在、その他の怪け我がの対応や、消しよう耗もうし尽つくした物資の補ほ充じゆうなどを行っている。幸い、第七プラント内には医い療りよう用ようクローンを生産するための大量の印刷素材フイラメントと、戦術立体プリンターＡＴＡＰが一通り揃そろっていた。それらを用いて、最低限の兵装を印刷しているというのが現状だ。

　とはいえ、本来であればそうした物資の補ほ充じゆうもほどほどに、すぐにでもテレサ社から逃のがれるため出発したいところなのだが──それができない明確な問題が、今の秋あき人とたちの前に立ちはだかっていた。

「ん～……相っ変わらず包囲されてるねえ。半径四キロから五キロ地点をぐるっと一周して陣じん取どってる。一体何機のドローンがいるんだか」

　玲れ奈なはスパウトパウチに入った水を飲みながら荒こう野やの先へと目を凝こらした。秋あき人ともその横でスマートコンタクトレンズの倍率を引き上げる。

　蜃しん気き楼ろうに揺ゆらぐミルクティー色の荒こう野や。そのひび割れた大地の先に、輪りん郭かくがおぼろげに揺ゆらぐ黒点がずらりと並んでいるのが分かる。それは数日前より、ここ第七プラントを中心に現れた包ほう囲い網もう。それらを構成する黒点は、イージス戦車ＡＢＴを始め、戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔ、自Ｓ走Ｐ対Ａ空Ａ砲Ｇ、航空ドローン輸送車輛コクーンに原子力野戦発電車しや輛りようとなんでもござれなラインナップの自律兵器である。それら全て、テレサ社の部隊だった。

「情報統とう括かつ本部の計測だと小型の自爆ドローンＳＵＡＶも含ふくめたら六千から八千機だとさ」

　秋あき人とが床ゆかに転がしてあった炭酸飲料の缶かんのプルタブを開けながら言うと、玲れ奈なは「うへえ」と心底うんざりした表情を浮うかべた。

「狙そ撃げき部隊によるテレサ機の間引き作戦……これぞ焼け石に水ってやつじゃない？」

「玲れ奈なも委員会で承しよう認にんした作戦じゃない。今いま更さら文句言わないで」

　冷静な顔で言うフィリアに対して、玲れ奈なはニヤリと笑う。

「もーそんな突つっかかってこないでよフィリア。大大大好きなシーちゃんがお仕事中で構ってくれないからって機き嫌げん悪いのは分かるけどさー」

「な、ななな、なってないから！　って言うか何よ大大大好きって！」

　白銀の少女はそれを鬱うつ陶とうしそうに押しのけるが、その横顔はどことなく楽しそうにも見える。

　秋あき人とも釣つられて笑い、仰あお向むけに寝ね転ころんだ。

　すると、フィリアも何とはなしにその隣となりに横たわる。

　秋あき人とが無言で彼女の顔を見ると、恥はずかしいのか秋あき人との頰ほおを手のひらでぐいっと押しのけて強制的に視線を逸そらされた。かと思えば、すっと身を寄せてくるので気まぐれな猫ねこのようだ。

　肩かたと肩かたとが触ふれ合あい、互たがいの熱と鼓こ動どうが伝わる。

　それは幸せな時間だった。

　楽しく、柔やわらかく、温かい、そんな時間。

　フィリアと殺し合うこともなく、ただ彼女が隣となりにいてくれる。

　こそばゆさを感じながらも再び首を回すと、フィリアと視線がぶつかる。彼女もまた秋あき人とを見ていた。フィリアは顔を赤くしながらも、秋あき人とにだけ見える角度で柔やわらかく微ほほ笑えんだ。

　それを見て不意に思う。

　ああ、ずっとこんな時間が続けばいいのに──

「──ずっと、こんな時間が続けばいいのにね」

　玲れ奈なの声が秋あき人との思考に被かぶさった。

　見れば、膝ひざを両手で抱だいた玲れ奈なが、遠い目をして青空を見上げていた。その横顔は嬉うれしそうにも、寂さびしそうにも、悲しそうにも見えて、感情が上う手まく読めない。もしかしたらその全てが入り混じった表情かもしれない。

「……そうね。わたしも、そう思う」

　すると隣となりでフィリアが呟つぶやいて、身体からだを起こす。

「俺も同意」

　秋あき人とも寝ねころんだまま言った。

　しかし、脳のう裏りをよぎる不安の影かげがひとつ。

「──でも」

　でも、このままで本当にいいのだろうか──と。

「そう。〝でも〟なんだよ」

　玲れ奈なもまた、同様に言葉を繫つないだ。秋あき人ととフィリア、遼りよ太うた郎ろう、そして狙そ撃げき体勢に入っていたシスティまでもが玲れ奈なを振ふり返かえる。

　玲れ奈なはきゅっと自分の右手と左手の指を絡からませて視線を落とした。

「……今はすごく楽しい。楽しいと言うか、生き生きできてる感じがする。青春できてる気がする。今まで敵だって言われて戦ってきたみんなとこうして肩かたを並べて話せるし、理由なく戦場に出る必要がなくなった。もちろん大変なことも沢たく山さんあるけど、それ以上に新しいことばかりで、新しん鮮せんで、すごく充じゆう実じつしてる」

　その場の全員が縦に頷うなずく。だが、玲れ奈なの表情は暗くなる。

「……でも、毎日が綱つな渡わたり。クローン体のこの身体からだにはガタが来てるし、テレサにも追われてる。何とか毎日戦いながら生き残っている。──それにさ、私たちが夢見ていたキラキラ未来、そういうのって、全部噓うそだったわけじゃん。作り物だったわけじゃん。……私、最近わかんなくなっちゃって。私たちってさ、この先何を目標に生きていけばいいんだろう」

「────」

　秋あき人とは言葉を吞のんだ。

　天てん真しん爛らん漫まんを体現したような少女──天あま代しろ玲れ奈な。

　誰だれもが彼女の顔を見るだけで元気になるし、言葉を交かわせば笑え顔がおになる。その玲れ奈なが、今はどこまでも暗く、小さく、不安に震ふるえていた。

　──そう思ったらさ、色々と悩なやみも吹ふっ切きれない？

　いつか玲れ奈なに言われた言葉。思い返して、今になって気が付く。あれは秋あき人とに向けていたと同時に、自分自身にも幾いく度どとなく言ってきた言葉なのではないだろうか──

「目標もなにも、俺たちはここで死ぬか、捕つかまった後に殺されるかのどっちかだろーよ」

　染しみ出だすように、遼りよ太うた郎ろうが言う。それに対して玲れ奈なは小さく嚙かみついた。

「……そんなの分かんないじゃん」

　遼りよ太うた郎ろうは短く鼻を鳴らした。

「分かンなくねえよ。見ろよあの包ほう囲い網もう。狙そ撃げきで潰つぶせるったって一日に破は壊かいできる台数はいったい何台だ？　せいぜい数十台が限界だ。だが、奴やつらは壊こわされたら基地から輸送すればいい。対して俺たちは物資を補ほ充じゆうできたとはいえ、プラントにある資材が底をついたらそこでおしまいだ」

「で、でも」

「逃にげ場ばだってねえ。万が一にもあの包ほう囲い網もうを抜ぬけられたとするぜ？　それでも奴やつらは絶対に俺たちを逃にがさない。どこまでも追いかけてくる」

　遼りよ太うた郎ろうは頭上に向けて顎あごをしゃくった。玲れ奈なは怪け訝げんな顔をしながらもそのすらりとした喉のどを晒さらす。釣つられて秋あき人ととフィリアもまた空を見上げた。

　手のひらでひさしを作って目を細める。そこには一面の青空が広がる。

　極ごく彩さいの青一色がグラデーションを描えがく様は、まるでずぼらな神様が筆一本と顔料一つで芸術に挑いどんだ一枚絵のようだ。

　その中に一点、絵えの具ぐの海に混じった一いつ片ぺんの金きん箔ぱくのようにキラリと光る何かがあった。

　それを見たフィリアが口の中で言葉を作る。

「あれは──テレサの監かん視し衛星？」

　遼りよ太うた郎ろうが頷うなずいた。玲れ奈なは絞しぼり出だすように言う。

「──結局、どこまで行っても私たちは逃にげきれないってわけ？　破損したアルカディアを直すために。それってさ、アルカディアがある限り終わりがないじゃん」

　アルカディアがある限り──。

　秋あき人とはフィリアとともに嶺れい京きようのテレサビルに攻せめ込こみ、アルカディアの軍事転用実験を指揮していた神かん崎ざき徹とおるに真正面から対たい峙じした。そしてアルカディアの本体を両断し、破は壊かいした。それでテレサの思おも惑わくが全て水すい泡ほうに帰したように思えたのだが──しかし、実際は違ちがった。

　秋あき人とが止めたのは、あくまでアルカディアのシステムデータの転送。

　嶺れい京きようのサーバーは確かに破は壊かいしたが、その九割以上のデータが別のテレサのデータセンターにコピーされてしまっていた。そしてテレサは今、秋あき人とら実験に参加させた子供たちの記き憶おくデータを使って、破損状態にあるアルカディアを復活させようと目論もくろんでいるのである。だからこそ、玲れ奈なの言う通り、テレサは秋あき人とたちを決して諦あきらめることはないし、どこまでも追いかけてくる。

　アルカディアが、この世に存在する限り。

「……おーいテレサ。俺たちのこと、見えてるかー？」

　秋あき人とは指でハンドガンの形を作り、人差し指を天頂に位置する監かん視し衛星に向けた。

「ここはひとつアルカディアなんてもんは諦あきらめて、俺たちに普ふ通つうの人生ってやつを歩ませてくれ。あんたら大人は働きすぎなんだ。たまには二千四百人の身ガ体ラくらい見み逃のがしてくれてもいいじゃないか」

　しかし、当然返ってくる声があるはずもなく、無機質な金属の煌きらめきが秋あき人とたちを静かに見下ろすのみ。

「そう言われると見み逃のがしたくなくなるのが人間の心理なんじゃないの？」

　フィリアのツッコミに秋あき人とは口を曲げて手を下ろした。

「せっかく人がカッコよくキメてんのに水を差すなよ」

「今のでカッコつけてるつもりだったの？」

「……最近なんかフィリアもシスティみたいになってきてないか？」

「どういう意味よそれ」

　むっと眉まゆを立てたフィリアが顔を寄せてくるので、秋あき人とは思わず後あと退ずさる。

　すると、離はなれた場所からまた銃じゆう声せいとともに叫さけび声ごえが聞こえてきた。

「だーっ！　やっぱり全然演算能力が足りないんだけど！　フィリアどうしよう、この観測器スポツター、ぜんっぜん使い物にならない！　ぶっ壊こわしてもいい!?」

　フィリアが振ふり返かえって言う。

「ダメ、我が慢まんしてシスティ。今は装備の一つ一つが貴重なんだから」

「あああああ～～～ほんっとにどーしてくれるの、この行き場のない怒いかりの矛ほこ先さきは!?　中あ　てようにも、このポンコツのせいで外れまくるからストレス解消するどころか溜たまる一方だし！」

　うがー！　っと頭を搔かきむしるシスティに、遼りよ太うた郎ろうがぼそっと呟つぶやく。

「テメェのキレる沸ふつ点てんが低すぎる説に一票」

「あ？　今なんつった葉は木ぎ遼りよ太うた郎ろう？」

　瞼まぶたを一度下ろして、上げたその間。その一いつ瞬しゆんでシスティは数メートル離はなれていたはずの遼りよう太た郎ろうの顔を下から覗のぞき込こみ、片目を大きく見開いてガンを付けていた。普ふ通つうにホラーである。

　そんなシスティに、遼りよ太うた郎ろうは負けじと彼女の額に頭ず突つきしてオラついた。

「……っ、さっきからガーガーうるせえンだよ。血圧高すぎるンじゃねえのか。テメェは狙撃手スナイパーだろ、もっと心臓抑おさえるもンだろーが」

「こっちは針の穴にただ糸を通せばいいところ、注し連め縄なわねじ込むみたいな神かみ業わざやってのけてんの、分かる？　アンタの心臓、無音にしてやろうか」

「お？　テメェやンのかコラ」

「やんのかコラ、じゃねえわよ。ドタマぶち抜ぬくよ？」

　身体からだを起こした秋あき人ととフィリアは同時に顔を手で覆おおって溜ため息いきをついた。

「やめろやめろ遼りよ太うた郎ろう。流ながれ弾だまで俺まで巻き添え食らう未来が見えるから」

「やめてシスティ。あなたの使う大だい口こう径けい弾だんだと整備班班長の心臓どころか全身が吹ふき飛とぶわ」

「二人とも心配するのそこ……？」

　玲れ奈なが冷静に困こん惑わくの声を上げる。

　秋あき人とは頭をガシガシと搔かいてシスティに言った。

「そんなに狙そ撃げきに演算能力が足りないって言うんなら、ここらプラント一帯の制せい御ぎよシステムと嶺れい京きよう兵へいのローカルネットを接続して演算能力を借りるのはどうだ？」

「え？　そんなことできんの？」

　遼りよ太うた郎ろうの襟えりを摑つかみ、般はん若にやの相そう貌ぼうでメンチを切っていたシスティが、一転してきゅるんと可か愛わいい純真無む垢くな表情で小顔を傾かしげる。

　きっと、悪あく魔まとはこういう顔をしている奴やつのことを言うのだ。

　秋あき人との言葉に、フィリアが横で手を口元に当てて考え込む。

「できないことはないわ。今、私たちが動かしている設備もプラント全体で見ればごく一部だし、兵へい站たんの補ほ充じゆうに支障は出ない。演算能力は特別高いわけではないけど、少なくともそこの観測器スポツターよりは百倍マシよ。狙そ撃げき部隊の命中率の底上げには確実になる。……ただ、やっぱりセキュリティの面で心配だわ」

　フィリアの言葉に秋あき人とは言う。

「──ま、でも演算能力の不足は現実問題起こっている。取とり敢あえず繫つないでみてから考えればいいだろ。困ってるのもシスティだけじゃなくて狙そ撃げき部隊全体の問題なわけだし」

　まずはやってみてから考える──。フィリアは石橋を叩たたきすぎて粉ふん砕さいするタイプのため、この調子だと決断には至らないと思っての言葉だった。

　それを、フィリアはじとっとした目を向けてくる。

「……あなたって相変わらず安易と言うかツメが甘いと言うか」

「判断が素す早ばやく的確だと言ってくれ」

「後半はどうだか」

　うちの恋こい人びとはしばしば手厳しい。

　フィリアは腰こしに両手を当てると、盛せい大だいに溜ため息いきをついた。

「……しょうがないわね。分かったわ、プラントの制せい御ぎよシステムの演算能力を持ってくるわ。接続自体は簡単にできるから今この場で切きり替かえる」

「ほんと!?　やっぱりそれでこそ私のフィリアだよ!!」

　フィリアが言うなり、システィは勢いよく抱だき着つく。フィリアは恥はずかしそうにしながら、焦しよう点てんを虚こ空くうに移して虹こう彩さいを小刻みに動かす。仮想の画面を見ながら工場一帯のネットワーク回線の接続の設定をしているのだろう。

　秋あき人とは息を吐はいて立ち上がると、システィの狙そ撃げき位置にあった観測器スポツターからコードを引っ張った。そして、屋上に備え付けられていた整備用のモジュールの扉とびらを開く。

「フィリア、どこに繫つなげばいい？」

「右下に赤い端たん子しがあるからそこに繫つないで。……でも、本当に接続して大だい丈じよ夫うぶかしら。一応、統とう括かつ本部の基幹ネットは隔かく離りしてあるけど、それ以外のセキュリティレベルは全部同じなのよね」

「大だい丈じよ夫うぶ大だい丈じよ夫うぶ。そう簡単にクラッキングなんてされないって」

　秋あき人とは笑い、端たん子しにケーブルを挿さし込こんだ。

　インジケーターの色が変わり、ネットワークの状態を映すウィンドウの中に、第七プラントのサーバーを示すアイコンが現れる。

「ほら、大だい丈じよ夫うぶだろ？」

　秋あき人とはそう言ってフィリアを振ふり返かえり、

『情報統とう括かつ本部より各位に通達!!　不明なアドレスから補助回線経由で侵しん入にゆうされました!!　回線に接続している全員、今すぐ演算区画を切り分けてプロファイルを削さく除じよしてください！』

　その場に居合わせた全員の脳内にオペレーターのキリの通信が響ひびいた。

「ははは、いやいやいや…………え？」

　まじ？　秋あき人とが振ふり返かえり、フィリアがジロリと秋あき人とを睨にらんだ──その時だった。

『現在、カテゴリー７でアンチプロトコルを実行中。でも侵しん入にゆう者しやのルート変へん更こう速度に全く対応できていません。部長、指示を──を──ぉ……、……っ』

　キリの声が突とつ如じよとしてひび割れたかのようにノイズ交じりになったのは。

「ンだこれ……!?」

　遼りよ太うた郎ろうが顔をしかめる。

　ザザザ、と耳みみ障ざわりな音が入り、次の瞬しゆん間かん別の音が重なってきた。混じって、上書きされる。

　それも、ただの音ではない。

『……………。……す、けて。……お、……ねがい……────たすけて』

　それは──声。

　高い声こわ音ねだった。子供のものではない。歳としはむしろ秋あき人とたちに近いように感じる。掠かすれているため分かりにくいが、恐おそらくこれは──少女のもの。

　秋あき人ともフィリアも玲れ奈なもシスティも遼りよ太うた郎ろうも、全員が仮想ウィンドウ内で揺ゆれる声の波形を呆ぼう然ぜんと凝ぎよ視うししていた。

「──……」

　秋あき人とはその〝声〟を聞いて、無意識に身体からだが震ふるえていることに気が付いた。

　少女の声から滲にじみ出でる感情──それは恐きよ怖うふであり、不安であり、悲ひ壮そうであり──微かすかな希望。

　秋あき人とはそれをこの目で何度も見てきた。そして、何度も自身が体験してきた。

　──少女はいま、死の淵ふちに落ちてきた蜘く蛛もの糸に手を伸のばしているのか。

　やがて声は遠のき、再び強いノイズが混じったかと思うと、クリアな音声に切きり替かわる。

　すかさずフィリアがそこに声を乗せる。

「こちらフィリア・ロードレイン。キリ、状じよう況きようを教えてッ」

『こちらキリです。委員会専用の回線でお繫つなぎします。──部長、状じよう況きよう不明です！　……アドレスからの侵しん入にゆうの消失を確かく認にん。しかし、その侵しん入にゆう源げんも侵しん入にゆうに使用されたコードも全くの未知のもので……』

　フィリアは殻からのように割れていたタクティカルスーツの上半身部分に腕うでを通し、装着する。

　ものの二秒で臨戦態勢に入ると、鎖さ骨こつの辺りからコードを伸のばし、秋あき人との目の前にある整せい備び盤ばんに迷いなく結線した。

「浮ふ動どうアドレスよ。一定のアルゴリズムで接続ルートを変えている。リアルタイムでアドレスが変わるから、ただの逆探知だと追つい跡せきの途と中ちゆうで変へん更こう前まえのアドレスを摑つかんでしまって経路をロストするわ。でもそのアルゴリズムさえ解かい析せきしてしまえば──」

　同時、フィリアから隊員全員への共有ウィンドウにて、工場群の全域マップが映し出される。

　そのうちの一点に真っ赤な光点が一つ輝かがやいた。

「──アドレスが浮ふ動どうしても、侵しん入にゆう源げんをトレースできる」

　キリが鋭するどく息を吞のむ。

『侵しん入にゆう源げんは第十三プラント!?　近いです！　……っ、使用されていたコードの解かい析せきも完かん了りようしました！　アルカディア開発本部内のデータベースにヒットがあります！』

「アルカディア開発本部にヒット？　テレサの社員ってこと？」

『──うそ……待ってください、このコードってまさか』

「キリ、侵しん入にゆう者しやは一体誰だれなの!?」

　フィリアが鋭するどい口調で問う。

　そして、キリは硬かたい声こわ音ねで言った──







「報告！　第十三プラント内に二千四百一個目の生体反応を確かく認にんしました!!　いずれの〝死を超越した子供たちアクセプテイ〟とも反応パターンは一いつ致ちしません！」

　無数のホロウィンドウが宙に浮うかぶ巨きよ大だいなドーム状の空間。

　そこはテレサ本社ビル内のコマンドルームだった。

　ただでさえ慌あわただしく人と情報とが往来していたその場所が、響ひびいた今の報告に騒そう然ぜんとする。

「二千四百一個目だって？」

「整備員の反応をキャッチしただけじゃない？」

「あの一帯の州は完全隔かく離り宣言下だ。州間防護壁ステートボーダーに近づいただけで射殺命令が出ている。ありえないよ」

「じゃあ、一体誰だれが──」

　その混乱の中、細身のダークスーツに銀フレームの眼鏡という組み合わせの男が立ち上がる。

　立ち上がる時、右足を庇かばう動きを見せた。怪け我がをしているのだ。それは、一週間ほど前に上の立場の人間から発はつ砲ぽうを受け、得た傷だった。

　その神経質そうな男は切れ長の目でコマンドルームを見み渡わたすと、細い喉のどで声を張った。

「誰だれの反応パターンですか」

　ざわつきが引いていき、オペレーターの一人が言う。

「解かい析せき中ちゆうで結果はまだ分かりません。局長代理、指示を」

　その男──リム・ディアスは腕うでを組み数刻の間考え込み、唸うなる。

「……そのまま待機。反応の正体が分からない以上、手は出せません」

　さざ波が広がるように辺りがざわめいた。職員のうちの一人が立ち上がりリムに言い放つ。

「代理。ここは監かん視し用ように偵てい察さつ用ようの航空ドローンＵＡＶ数機程度は向かわせるべきでは……っ」

　しかしリムは、ばんっとテーブルを叩たたき、

「待機だと言ったでしょう！　今は私がここの長なんだ！　黙だまって私の言うことを聞け！　ドローンを向かわせて、〝死を超越した子供たちアクセプテイ〟を不用意に刺し激げきすることは避さけたい」

　言った、その瞬しゆん間かん。

「──バカが。そこをどけ」

　声が響ひびいた。それは子供の──少年の声。

　その場にいる全員が声の元を探した。リムは苛いら立だち交じりに勢いよく振ふり返かえる。

「……誰だれですか、ここに子供なんか入れたのは。それに、口の利きき方かたを分かっていないバカな子供のようですね」

　声の主の姿はすぐに見つかった。

　コマンドルームの入口。その前に立つ、背の低い少年だった。

　くすんだ金の短たん髪ぱつに、日に焼けた肌はだ。若いその顔はその歳としながらに整っているが、なぜか皺しわのように無数の切り傷の痕あとが残っている。服装と言えば、短パンに大人用のパーカーをオーバーサイズに合わせた姿をしていた。ファッションのひとつというわけでもなく、間に合わせで着られる服に取とり敢あえず袖そでを通したかのような印象を受ける。

　それだけ見れば、ただの場ば違ちがいな少年。テレサ本社内の一いつ般ぱんフロアに設けられている社内見学コースから何かの手て違ちがいで迷まよい込こんでしまったかとも考えられる。

　しかし、そう自分を納なつ得とくさせるには、少年の眼光はあまりにも鋭するどすぎた。

　そう。まるで、戦場で幾いく度ども死を直視してきたかのような、そんな瞳ひとみ──

「バカは貴様だ、リム」

　そう言って少年は、おもむろにリムの右の太ふと腿ももを蹴けった。

「ぐっぅ──ッ！」

　激痛に視界が白く飛び、思わずその場にしゃがみ込む。それを見て少年はせせら笑った。

「なんだ、まだ治っていなかったのか。戦場を大して知らないインテリ様は、生への執しゆう着ちやくがそれほど強くないらしい。メディカルナノはやる気のない奴やつのためには仕事をしないんだよ」

　その喋しやべり方かた。その横暴さ。そして死を見続けたその瞳ひとみ。

　声も姿も違ちがうが、リムはそこで少年の正体を確信した。顔を跳はね上あげ睨にらむ。

「まさかあなた──ランド局長ですか？」

「相変わらず察しの悪い男だな、リム。──まあ、この姿を見たら無理もないか」

　その予測していた答えに、しかしリムは、理解はできても納なつ得とくはできなかった。

「噓うそだ、あなたは第七プラントで二十メートルギリング級の戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔもろとも戦死ＫＩＡしたはずじゃ」

「らしいな」

「らしいって──」

「俺にその記憶はないからな」

　そこで、リムは一つの可能性に行き当たる。

　しかし、それは禁きん忌きの手法。まだ不完全で、不安定で、使えるはずのない方法。

「──あなた、まさかアルカディアを使ったのですかッ!!」

「ほう、今度は察しがいい」

「変数体同期装置ＭＳシンカーはテレサ本社にはなかったはず。──さては出しゆつ撃げき前まえに記憶変素体マインドステートを保存して、それを元に複体再生リスポーンしたのか──」

「おかげで死んだときの記き憶おくはないから何が起きたのかは記録頼だよりになっているがな。ガキの身体からだになる上、この身体からだもしばらくすると〈エラー５１７〉とやらで思うように動かなくなるらしい。──だが、便利なものだな。死んでも生き返るシステムというものは」

　くすんだ金色の短たん髪ぱつの少年──もとい、ランド・ローガン安全保障局局長はそう言って口くち端はを持ち上げた。

　その場に居合わせた職員はわけが分からず、シンと静まり返っている。当然だ。アルカディアの名はテレサ社の要職に就ついている者でもごく僅わずかな人間しか知らない極ごく秘ひ事じ項こうだ。しかし、今目の前で起こっていることが、何かしらの異常事態であることは空気から察しているらしく、誰だれも口を開かない。

「もう一度言う。そこをどけリム。ここは俺の城だ。貴様に任せていたら、ひと月と保もたずにこのテレサの安全保障は灰かい燼じんに帰すだろう」

「し、しかし──」

「くどい。邪じや魔まだ」

　ランドはうずくまるリムを押しのけると、局長席の椅い子すにどかりと座り、両足を机に上げて組む。それからポカンとしたまま立たち尽つくしている職員たちを睥へい睨げいした。

「オイ、包囲に使っている自律兵器の三割を今現れた生体反応に向かわせろ。今すぐにだ」

　少年の声だけが広い空間に響ひびき渡わたる。

　ランドは舌打ちをして、机の上にある機材の一つを蹴けり飛とばした。

「聞こえなかったのか馬鹿野や郎ろう!!　ドローンを向かわせるんだよ！」

　その一言で、ワッとコマンドルーム中の人間が動き出した。慌あわただしく情報のやり取りが始まり、宙に浮うかぶホロウィンドウの中のデータが次々に更こう新しんされていく。

　皆みな、悟さとったのだ。事情がどうであれ──あの少年こそがランド局長なのであると。

　ランドは卓上の木箱から葉巻を一本取り出すと、先せん端たんを切り落として火をつける。

　葉巻の先せん端たんが赤く燻くすぶり、ジワリと灰に変わった。

「ふ……──。厭いやな予感がする。こういう時の勘かんってやつは憎にくいほどよく当たるんだ。オイお前、誰だれよりも先に反応源を確保しろ」

「りょ、了りよう解かい！」

「このタイミングで現れた不確定要素はあまりにもくさすぎる」

　独り言のようにランドは呟つぶやいた。

　すると、オペレーターの一人が声を張り上げる。

「生体反応の分ぶん析せき結果、出ました!!　対象はアルカディア開発本部の元職員のようです!!」

「なんだと……ッ!?」

　ランドは葉巻を取り落として、立ち上がった。

「あの場に出現したのは誰だれだ!?」

　そして、オペレーターは言った──







『──アルカディア開発局・主任研究員、コードネーム《ＪＵＮＯ》です!!』

　キリの言葉に、秋あき人ととフィリアは目を丸くする。

「《ＪＵＮＯ》だって!?」

　秋あき人とは歯は嚙がみする。

《ＪＵＮＯ》──その正体は、秋あき人とたちにとって謎なぞの多い存在だ。

　最初にその名を目にしたのは、西さい牙が研究所で手に入れたデータドライブの中。彼女はそこに嶺れい京きよう一帯で繰くり広ひろげられる戦争の真実を残し、秋あき人とら〝死を超越した子供たちアクセプテイ〟に伝えた。二度目は、秋あき人とたちが〈エラー５１７〉に苦しんでいた時。〈エラー５１７〉の治ち療りようのため第七プラントへの道を示してくれた。

　そして三度目となる今回。これまで記録された電子情報でしかなかったその存在が、秋あき人とのすぐ近くでその鼓こ動どうを鳴らしている。

　──厭いやな予感がした。

　まるで、選せん択たくを誤ると、この先の一生の在り方が変わってしまうような、そんな予感。

　きっとこの反応の出現は、ただの偶ぐう然ぜんなんかではないのだと直感が囁ささやいている。

　秋あき人とは浅く息を吐はくと、ハンドガンのスライドを引きながらキリに訊たずねた。

「こちら一いち之の瀬せ。キリ、《ＪＵＮＯ》の位置、分かるか？」

『第十三プラント地下三階──医い療りよう用ようクローン体保管区画内です！』

「了解ラツジ」

　秋あき人とはタクティカルスーツに腕うでを通しフィリアと同様に装着すると、立たて掛かけておいたアサルトライフル〈ＭＡＲ−16〉を拾い上げる。

　玲れ奈なが慌あわてて振ふり返かえった。

「ちょっとアキ、どこ行くの!?」

　弾マガ倉ジンを抜ぬき、弾だん種しゆを確かく認にんする。中身は先端チツプが青と黒にカラーリングされている弾だん薬やく──今ある六・八ミリ弾だんの中で最高貫かん通つう力りよくを誇ほこる特殊徹甲ＳＡＰ弾だんだ。乗り込むには申し分ない。

　玲れ奈なを振ふり返かえって、言う。

「──決まってるだろ。助けに行くんだよ」

　すると、玲れ奈なが真しん剣けんな表情で詰つめ寄よってきた。

「アキ、絶対にダメ。なんでこの膠こう着ちやく状態になっているかも分かってるでしょ？　アレをどうにか突とつ破ぱするために出した苦肉の策が狙そ撃げき部隊の編制だったでしょ？　なのに、それなのに急に変なこと言い出さないでよ！」

「変なことじゃない。《ＪＵＮＯ》は俺たちにとって重要な情報源だ。確保することで得られるメリットは計り知れない。──俺たちは、あまりにもこの世界に疎うとすぎる」

「罠わなかもしれないじゃん！　また仕組まれた何かかもしれないじゃん！　もうこの前みたいに無茶するのはやめてよ……っ！」

　秋あき人とは奥おく歯ばを強く、強く嚙かんだ。

　頭では理解している。玲れ奈なの言っていることが正しいことを。

　しかし──

「少なくとも俺たちは《ＪＵＮＯ》に二度命を救われた。嶺れい京きようでアルカディアを破は壊かいした時と、〈エラー５１７〉の二度。恩に報むくいるなら、今がその時だと思う」

「そうだけど、そうだけどさ……っ！」

　──しかし、きっと、恐おそらく、一いち之の瀬せ秋あき人とという人間は、そこまで器用に損得勘かん定じようができないのだ。目の前に消えそうな命の灯ひがあれば、手のひらで包み込んで、再び赤々と燃もえ盛さかるまで傍そばにいてやりたいと思ってしまう。だからこそ、そうした選せん択たくを取ってきたからこそ、このフィリアという少女とともに立っている今がある。みんなが肩かたを並べて笑える今がある。

「ちょっとフィリア、あれを見て……っ!!」

　俯うつぶせに狙そ撃げき銃じゆうを覗のぞき込こむシスティが声を上げた。

「どうしたのシスティ!?」

「テレサの自律兵器がごっそり移動してる！　多分、あいつらも目指しているのは第十三プラントだよこれ!!」

「────っ」

　その場の面々の表情が強こわ張ばる。

　再び工場地帯の外周に目を向けた。確かに遠くで砂すな煙けむりが立ち込め、豆のように小さな粒つぶが第十三プラントの方へと向かっているのが見える。

　玲れ奈なは口元に手を当てた。

「……まさか、あいつらも《ＪＵＮＯ》の反応をキャッチした、とか……？」

「可能性はクソほどに高けぇよな。俺たちの使ってる機材は全部テレサ社製。こっちが捕ほ捉そくできて、奴やつらに捉とらえられない道理はねえ。──だが、テレサにとってもこの包ほう囲い網もうを崩くずしてまで追う価値のある対象か？」

「そうじゃなきゃ追わないじゃん、馬鹿じゃないの？」

　遼りよ太うた郎ろうとシスティが摑つかみ合あっていがみ合い始める。

　そんな二人を横目にフィリアは自分の得物であるライトマシンガンを拾い、コッキングレバーを勢いよく引いた。そして彼女の隣となりで待機していた〈イヴ〉が駆く動どう音おんを鳴らして浮ふ遊ゆうする。

　そしてフィリアが秋あき人との隣となりに並ぶ。

「わたしも行く」

「いいのかフィリア？」

「何もよくないわよ。毎回不安になるわたしの気持ちもたまには考えて欲しいわ」

　玲れ奈なに向けていたものよりも更さらに二百度ほどマイナスした絶対零れい度どの視線が突つき刺ささる。

　フィリアは鼻を鳴らして前に出た。

「──でも、誰だれかを助けるあなたの姿は、嫌きらいじゃないから」

「────」

　秋あき人とはしばし目を見開いたまま立たち尽つくした。それから頰ほおを搔かきながら「ありがとう」と呟つぶやく。フィリアは笑えみだけで応えた。

　そしてフィリアは白銀の長ちよう髪はつで弧こを描えがくと、玲れ奈なを見た。

「玲れ奈な。あなたはどうするの？」

　言われた玲れ奈なはぎゅっと目を瞑つぶり、空を仰あおぐ。

「ムカつく、イラつく、腹が立つ。──でも」

　そしてかっと瞼まぶたを持ち上げると、決意を固めた表情でフィリアと秋あき人とに言った。

「私も、アキのそういうところ、好きだから。──往くよ、私も一いつ緒しよに」

「決まりね」

　フィリアが口くち端はを持ち上げ、玲れ奈なは不敵な笑えみを浮うかべた。

　秋あき人とは照れればいいのか謝ればいいのか分からずにいると、遼りよ太うた郎ろうが立ち上がり言う。

「おっし、ンじゃま、いつもの面メン子ツで突つっ込こむか」

　そう言ってショットガンを手に秋あき人とたちの方へと歩き出し、

「待ちな、頭とう髪はつキャンプファイヤー野や郎ろう」

　システィに足を引っかけられ、盛せい大だいに転んだ。それも、顔面から。

「痛ッッッてぇな、何すンだ!!」

　鼻柱を赤くした遼りよ太うた郎ろうは立ち上がるなりシスティに飛とび掛かかろうとするが、当の本人はいたって真面目な表情でスコープの先を睨にらみつけている。

「葉は木ぎ遼りよ太うた郎ろう、アンタは私のサポートしな」

「はぁ？　ンだそれ」

「腐くさってもアンタも二千四百人のうちの戦績トップ勢でしょ。エースが四人も抜ぬけたこの場所を私一人で押さえらんないから。それくらい分かれ」

「ぐ……っ」

　喉のどの奥で声だか呼気だか分からない変な音を出した遼りよ太うた郎ろうは、珍めずらしく助けを求めるような目で秋あき人とを見てきた。しかし、秋あき人とはどうにも今のシスティを止める気は起きなかった。むしろ、彼女の味方をしてやりたくなる。玲れ奈なもフィリアも同じ考えなのか、どこかニヤニヤしながらふりふりと手を振ふっていた。

　遼りよ太うた郎ろうには申し訳ないが、ここは残ってもらおう。

　秋あき人とはしゅたっと手を立てて背を向けた。

「──ま、そういうことみたいだから、ここは任せた遼りよ太うた郎ろう」

「ちょっ、オイ、テメェ秋あき人と！　何がそういうことなンだよ意味分かンねえぞ!!」

　何が何だか本当に分からずに咆ほえる遼りよ太うた郎ろうに、その横で不自然なほど無口なシスティの組み合わせを見て、秋あき人ととフィリアと玲れ奈なはもう一度笑ってその場を後にした。





２






　第十三プラント地下三階に辿たどり着ついた秋あき人とたちを出で迎むかえたのは、夥おびただしい量の自律兵器だった。

『情報統とう括かつ本部よりライガー１ワン。その先、敵テレサ兵器群の反応多数！』

「見えてる、よ！」

　銃じゆう口こうを向ける先にあるのは一本道の白はく亜あの廊ろう下か。

　その廊ろう下かの最さい奥おうに、一枚の大おお扉とびらが見えた。

　いや──より正確に言うのであれば、壁かべに収まっているべき大おお扉とびらが、廊ろう下かの反対側にひしゃげた状態で打ち捨てられているのが見える。〈ニューラルゲート〉の支し援えんシステムが大おお扉とびらの輪りん郭かくをハイライトすると、そのすぐ横に〝医い療りよう用ようクローン体保管区画内〟の文字を合成表示した。

　そこが目的地──《ＪＵＮＯ》の生体反応の発信源である。

　その保管区画に、今この瞬しゆん間かんにも次々に多種多様なドローンが侵しん入にゆうしていく。見れば、一いつ般ぱん的てきな四足歩行型の陸戦ドローンの他に、二足歩行型の機体もあった。

　秋あき人とはホロサイトの赤の照星を敵機体に重ねた。

　輪りん郭かくはヒトのそれ。しかし、身体からだを構成するそれらは有機化合物ではなく、鋼鉄の肉体。

　頭部はなく、胴どう体たいと一体化したシルエットは、戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔにも似ている。

　閉所戦せん闘とう用ようにテレサが保有する二足歩行型陸戦ドローン──《リッター》である。

　二足歩行型は小回りが利きく上、人間の兵士のノウハウを学習している分、四足歩行型より閉所での対人戦せん闘とうに長たけていて非常に厄やつ介かいな相手だ。

《リッター》の赤黒いセンサーが瞬またたき、その鋼鉄の両りよう腕うでに収まるブルパップ式のアサルトライフルで秋あき人とらを射しや撃げきする。対して秋あき人とは膝ひざ立だちになり斉せい射しやし、その肩かた越ごしに玲れ奈なが弾だん丸がんをばら撒まいた。

　正確に敵のサプライユニットを次々に撃うち抜ぬきながら玲れ奈なが報告の声を上げる。

「こちらライガー３スリー、目標地点を確かく認にんしたよ！　現在、敵《リッター》三十四機と交戦中。でも数が多すぎて突とつ破ぱには時間が──」

　すると、二人を追おい越こす影かげがあった。

「わたしが切きり拓ひらくわ」

　フィリアは駆かけながらトリガーを引ひき絞しぼる。同時、放たれた全ての七・六二ミリ弾だんがまるで空を駆かる誘ゆう導どうミサイルのように軌き道どうを変えて別々の敵機体へと吸い込まれていった。

　ものの数秒で、敵てき影えいの大半が巨きよ大だいな風穴を残して崩くずれ落おちる。

　秋あき人とと玲れ奈なはその馬鹿げたフィリアの同時処理能力に呆あきれながらも、残りの機体を撃げき破はした。

　秋あき人とはフィリアと並へい走そうしながら言う。

「相変わらずの突とつ破ぱ力りよく、恐おそれ入いる」

「適材適所というやつよ。わたしは秋あき人とみたいな瞬しゆん間かん火力も、玲れ奈なみたいな高精度射しや撃げきもできないけど、こういう数だけ多い敵の処理は得意だから」

「瞬しゆん間かん火力も高精度射しや撃げきもなんだかんだできるクセによく言うよ！」

　玲れ奈なが笑いながら憎にくまれ口ぐちを叩たたいて、釣つられて秋あき人ととフィリアも笑う。

　本当に、こうして三人が肩かたを並べて戦うのが不思議な感じだ。それなのになぜか、ずいぶん前からずっと一いつ緒しよに戦っているような気さえしてくるのだから面おも白しろい。

　そうこうしていると、医い療りよう用ようクローン体保管区画内の入口はすぐ目の前まで迫せまっていた。

「こちらライガー１ワン。これより突とつ入にゆうする！」

『気を付けてください、内部にも反応多数です！』

　秋あき人とはジェットキットを起動。

　内部のクリアリングを放ほう棄きする代わりに、敵の捕ほ捉そく網もうを潜くぐり抜ぬける速度を選んだ。

　フィリアと玲れ奈なが続いてジェットキットを起動する音が聞こえる。

「行くぞ！」

　二人が頷うなずくのと同時、秋あき人とは弾はじかれたように加速した。

　景色が間延びする。体感時間が引き延ばされ、全ての感覚が鋭えい敏びん化かする。

　内部に踏ふみ込こむ。

　そして、その絶景に息を吞のんだ。

　機械仕じ掛かけの鍾しよう乳にゆう洞どう。あるいは、可視化された電子情報の海底世界。

　否、それは既き存そんのどの景色を用いて形容しようとも言い表せない光景だった。

　あるのはただただ広大な空間。

　小さな街がまるまる一つ入る規模だ。ジオシティ・イオタと比べれば二回りも三回りも小さい。しかし、あの現げん実じつ離ばなれした大深度地下都市を知っているからこそ、逆にこの巨きよ大だいな空間が地下空間として脳が認にん知ちできる分、圧あつ倒とうされる。

　宙に、足元に、頭上に──あらゆる場所に立体的に走査する六角形のパネルは、壁かべであり床ゆかであり天てん井じようだった。それらの材質は不確かで金属のようにもガラスのようにも、あるいは強化プラスチックのようにも見える。

　薄うす暗ぐらいようでいて、その実空間の輪りん郭かくははっきりと見て取れた。

　理由は、六角形のパネルのところどころから飛び出している人間の身長ほどある筒つつ状じようのナニカが光を放っていたからだった。パネルの反射率が高いせいか、まるで鏡の世界に迷まよい込こんだかのような錯さつ覚かくを得る。

　上下左右から筒つつ状じようのナニカが飛び出している様相が、最初に鍾しよう乳にゆう洞どうであると脳が誤ご認にんした理由だろう。まるで幾き何か学がくの森だ。筒つつ状じようのソレが縦にも横にも表出しているせいで、これだけ広大な空間であるにも関わらず、立体迷めい路ろのように入り組んでいる。

「なにここ!?　めっちゃ気味悪いんだけど!?」

　玲れ奈なが喉のどを露あらわにしながら叫さけぶ。

　その横で、フィリアは走りながら通り過ぎていく筒つつ状じようのソレを入念に見ていた。

「……これ、全部中に何かが入ってるわ！　もしかしてこれって──」

　大半が半はん透とう明めいな筒つつの中身に人型の影かげが映っているのに気が付いていた秋あき人とは短く頷うなずく。

「医い療りよう用ようクローン体──ってやつだろうな！　外こつちの世界ではアルカディアはまだ実用化されていないだろうから、脳そのものをこいつらに乗のせ換かえるのか、はたまた解バ体ラして移植するのか」

　筒つつ状じようのナニカ──それらは全て、クローン体を管理するための保管ポッドだったのだ。

　秋あき人との言葉に、フィリアと玲れ奈なは同時に息を詰めた。

「……このクローン体の中にも、脳ってあると思う？」

　玲れ奈なが囁ささやくように言う。彼女が意図したことはすぐに分かった。ここにいるクローン体に意志はあるのか、ということだろう。しかし、秋あき人とは残念ながらその答えを持ち合わせていない。

「さあな……。複体再生リスポーンっていうやり方は、この景色をクリーンに見せかけたようなものなのかもな」

　言いながら、秋あき人とは視界に表示されるターゲットアローを追って頭上を仰ぐ。目標は、秋あき人とたちの直上にあるようだった。

　ジェットキットを一ひと際きわ強く吹ふかして飛び上がる。フィリアと玲れ奈なもすぐに続いた。

　三人は中空に群生する保管ポッドや六角形のパネルを足場にして蹴けりながら一気に上じよう昇しようする。

　六角形のパネルの壁かべを蹴けり、ジグザクに蹴けり上あげる動きは、嶺れい京きようで超ちよう高層ビル群の戦場で培つちかった必ひつ須すスキルだ。

　目標との距きよ離り、残り三十メートル。

　見ると、今まさに四機の二足歩行型自律兵器《リッター》がアサルトライフルのストックで保管ポッドを砕くだこうと、両りよう腕うでを高く振ふり上あげているところだった。

「───ッ」

　空中で、トリガーを一度だけ引いた。

　ボルトが後退。横回転した空から薬やつ莢きようが宙を舞まう。

　続けてフィリアと玲れ奈なが一発ずつ、群がっていた他の《リッター》に発はつ砲ぽう。正確に頭部一体型の胴体を撃うち抜ぬき、破は壊かいする。

　計三体の機械の身体からだが被ひ弾だんの衝しよう撃げきで弾はじかれ、六角形のパネルの細長い足場から落ちた。

　そして、秋あき人とは着地した。

　しかし、まだ一機の《リッター》が残っている。

　その《リッター》はその胸部に収まるチップで一対三は圧あつ倒とう的てき不利であると判断したのか、脇わき目めも振ふらずにアサルトライフルのストック部分をクローン体保管ポッドに叩たたきつけた。

「あ──っ！」

　玲れ奈なが声を上げ、フィリアが息を吞のむ。

「こ、の……ッ！」

《リッター》の二にの腕うでが保管ポッドに突つき刺ささる。ガラス片へんが散り、中に満たされていた半はん透とう明めいの液体が溢あふれ出だす。

　そして引き抜いた《リッター》の手には、真っ白な人間の首が握にぎられていた。

　細い、細い、少女の首。

　一糸まとわぬ少女の体たい軀くが引きずり出される。朝あさ露つゆに濡ぬれたようなすらりとしたその身は、しかし《リッター》によって、その頭部にライフルの銃じゆう口こうが向けられる。

《リッター》の赤黒いセンサーが怪あやしく瞬またたいた気がした。

　近づいたら殺す──言葉はなくとも、その意図がハッキリと伝わってくる。

「は──」

　秋あき人とは思わず笑ってしまった。

　レベルの低い兵士の動きを学習してしまったのか、あるいはどこか遠えん隔かくからインテリなオペレーターがこの《リッター》を操作しているのか知らないが──その判断は下の下もいいところ。端はなから《ＪＵＮＯ》を処分する目的ならわざわざ保管ポッドを割ったりしない。最初に銃じゆう弾だんを撃うち込こむだろう。その一連の流れを秋あき人とらに見せているというのに、銃じゆう口こうを目標に突つき付つけたままなど、得物を持っていないのと同義。

「下手打ったな、お前」

　足場の六角パネルに降り立つ。少女の身体からだを人ひと質じちにとる《リッター》との距きよ離りは実に三メートル。つまり、至近距きよ離り。既すでに秋あき人との間合いだ。

　秋あき人との殺意を理解して、《リッター》は慌あわててライフルの銃じゆう口こうを秋あき人とに向けようとしてくる。

　しかし、全ては遅おそい。その一いつ瞬しゆんで秋あき人とは《リッター》の眼前まで距きよ離りを詰つめ、ライフルを握にぎったその腕うでを両手で取った。

　取って、捻ひねる。捩ねじる。捩ねじって、切る。

　スーツの出力に任せて、ライフルを握にぎった腕うでごと引き千切った。ワイヤーが、シリンダーが、ベアリングが覗のぞき、転がり、破は片へんが散るが、そんなものには目もくれない。

　秋あき人とは《リッター》の身体からだを押し出し、少女の肩かたを抱だいて引き寄せる。

　そして、《リッター》の腹部を思い切り蹴けとばした。

　両者の距きよ離りが広がる。

　その瞬しゆん間かん、秋あき人との背後でフィリアと玲れ奈なの得物の銃じゆう声せいが続いた。

　フィリアのライトマシンガンがベルトで繫つながれた弾だん薬やくを吞のみ込こみ、玲れ奈なのサブマシンガンが高速でポリマー製の空から薬やつ莢きようを弾はじき飛とばす。

　瞬まばたき一つで二足歩行式の自律兵器は胸部を蜂はちの巣すにされた。

　オイルを撒まき散ちらしながらたたらを踏ふんだ《リッター》は、しかしあと一歩で足場の六角パネルから滑すべり落おちるというところで踏ふみとどまる。そこでフィリアも玲れ奈なも弾だん薬やくを撃うち尽つくし、リロードに入る。

　秋あき人とは少女の肩かたを抱だいたまま、執しゆう念ねん深ぶかいその機械に止めとばかりに片手でアサルトライフルの銃じゆう口こうを向けた。

「ＧＧおつかれさん」

　マズルフラッシュが瞬またたき、六・八ミリ弾だんの重い銃じゆう声せいが響ひびく。

　その閃せん光こうが消えた頃ころには、《リッター》の身体からだは二百メートル下を目指して自由落下を始めていた。遅おくれて眼下にオレンジの光が瞬またたき、鈍にぶい爆ばく発はつ音おんが広大な空間に響ひびき渡わたった。

「ふー……」

　秋あき人とはライフルを背中のマウントに固定し息をつく。

　それから通信のチャンネルをオープンにする。

「……こちらライガー１ワン。目標を確保した」

『本部了りよう解かい。回収部隊を向かわせます。一分でその場から退たい避ひしてください』

　すると、少女の身体からだが僅わずかに動いた気がした。

「ん、んん……」

　全体重を秋あき人とに預けていた少女の身体からだがほんの少しだけ軽くなる。意識が戻もどり始はじめたからか、両足に力が入ったのだろう。しかし、覚かく醒せい直後で運動周りの神経活動が不完全だからか、あるいは長期間の保存で筋肉が減少しているからか上う手まく力が入らないようだ。

「おいあんた、大だい丈じよ夫うぶか？」

　脇わきに手を回し、身体からだを支え直す。

　すると、指先に今こん生じようならぬ柔にゆ和うわな感かん触しよくを得た。

「────」

　秋あき人との全身が硬こう直ちよくする。知っていた。その感かん触しよくの正体を秋あき人とは知っていた。丁度、今、秋あき人との背後にいるとある白銀の君のものに大半が事故か相手方の故意による行こう為いで知っていた。

　しかも、この少女のものはフィリアのものよりも更さらに重じゆう厚こうで大質量な感かん触しよくで──

「……あー、くん？」

　澄すんだ秋空が似合うような──あるいは、橙だいだい色いろの薔ば薇らが似合うような大人びた声が耳じ朶だを潤うるおす。秋あき人とはその時初めて、少女をただの確保対象ではなく一人の女の子として認にん識しきした。

　秋あき人とと同じくらいの身長。亜あ麻ま色いろに蒼あおの色が混じった不思議な色合いのショートボブの髪かみ。

　瞳ひとみは赤みがかったルビーカラーで、角度によっては灰色が強くなる。どこか達観したような空気を感じさせるのは、恐おそらくその独特な虹こう彩さいの色合い故ゆえだろう。

　小顔に垂れた目め尻じりはおっとりとした雰ふん囲い気きを見せるが、左目の泣きぼくろが妖よう艶えんさを醸かもし出だしている。可か愛わいいという形容ではなく、綺き麗れい、美人、と表現するのが最適と思われるようなそんな女性。

　等身大に接してきたこれまで出会ってきた女性陣じんの誰だれとも似つかないタイプの少女だった。

　そんなふうに秋あき人とがぼうっとしていると、その少女は秋あき人とに力ないまま抱だき着ついてきた。

「……やっぱりそうだ。この匂におい、あーくんだ。……きて、くれた。きてくれたんだ。……ほんとうに君は、優やさしい子だね。……おねーちゃん、想定外だよ」

　耳元で囁ささやかれる言葉に、ぞくりと背筋が震ふるえた。

　囁ささやかれたこと自体に震ふるえたのではない。

　その声に震ふるえたのだ。

　知っている。──そう、秋あき人とは、彼女の声を知っていた。

　擦すり切きれた記き憶おくのフィルムが脳のう裏りを高速で通り過ぎていく。

　ついさっきの外部から侵しん入にゆうしてきたときに聞いた声。

　嶺れい京きようから脱だつ出しゆつする際に〈エラー５１７〉の正体と第七プラントへの道を示してくれた時の声。

　フィリアとともにデータドライブを巡めぐって戦った西さい牙が研究所のサーバールームで聞いた声。

　確信する。

「──《ＪＵＮＯ》。君がそうなのか」

　もっと年上かと思った。二十代、三十代くらいの年ねん齢れいの女性であると。アルカディアを作ったということは、そのくらいの大人だと思ったのだ。

　しかし、秋あき人とは依い然ぜんとして戸と惑まどっていた。

　この背筋の震ふるえや心臓の動どう悸きの原因は、彼女が《ＪＵＮＯ》であるという確信ゆえではない。

　もっと、もっと前。

　遥はるか昔に感じるその時代に、秋あき人とはこの少女の声を知っている──

「……ちがう、でしょ、あーくん。呼び方、ちがう」

　すると、少女は秋あき人との腕うでの中で力なく首を横に振ふった。

　秋あき人との戸と惑まどいを的確に言い当てられたかのような感覚。

「違ちがうって、一体何が──」

　それから《ＪＵＮＯ》は顔を上げ、少しだけ低い位置から秋あき人との瞳ひとみを真っすぐに見る。

　その万まん華げ鏡きようのように色合いが赤と灰に変わる不思議な両の目に、大おお粒つぶの涙なみだを携たずさえて。

「──ユノ。わたしの名前は由ゆ乃のだよ」

　その音を聞いた時、秋あき人とは全身に電でん撃げきが走ったかのような錯さつ覚かくを得た。

　同時、背後でフィリアと玲れ奈なが息を吞のむ音が聞こえる。

「う、そ……。まって、アキ。私、知ってる。その人、知ってる──」

「どういう、こと……。ああ、……穴だらけだけど、覚えてる──いえ、思い出した。思い出したわ、小さい頃ころの記き憶おく。でもどうして、私もその人を知っているの……？」

　フィリアと玲れ奈なが同じように動どう揺ようしている。しかし、その反応を視界に収める余よ裕ゆうすら今の秋あき人とにはない。

　ああ……懐なつかしい。その響ひびき。知っているどころではない。どうしてその大切で温かな音の連なりを今の今まで忘れていたのだろう。

　咲さき乱みだれる一面の薔ば薇ら。

　その中心で笑う一人の女性。血の繫つながりはないのに、母のようで、姉のように可か愛わいがってくれた一人の女性。

　秋あき人とたちの人種が多く住んでいる地域では、食事の時に手を合わせることを教えてくれた。

　命を尊ぶことを、ものを粗そ末まつにしないことを、人を思いやることを──全部教えてくれた。

　慈じ愛あいに満ちた目は、いつもどこか寂さびし気げだったのを子供ながらによく覚えている。

　──否、よく覚えていたことを、今思い出した。

　擦かすれた記き憶おくのフィルムに色しき彩さいが宿る。

　数えきれないほどの記憶転写オーバーライトに虫食いになっていた思い出が手を繫つなぎ出だす。

　秋あき人とは恐おそる恐おそる唇くちびるを湿しめらせて、言う。

「もしかして、由ゆ乃の姉ねえなの、か……？」

　その時、薔ば薇らが咲さくように笑った彼女の笑え顔がおは、記き憶おくの中のそれと瓜うり二ふたつだった。
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「久しぶりみんな。由ゆ乃のおねーちゃんだよー。みんなにとってはいつも遊んでくれていたお姉ちゃんみたいな印象かもしれないけど、実はテレサの研究員だったんだぁ。アルカディアを作ったり、パティオを作ったり──まあ、色々な研究をしていたよ～」
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　薄うす手でのカットシャツに黒のパンツ──何も着ていなかった由ゆ乃のに玲れ奈なが作った服はそんなコーデだった。しかし、そこに由ゆ乃のの要望で追加された衣服が一つ。

　純白の白衣。

　裾すそが膝ひざ下したまであるそれを春コートのように羽織った由ゆ乃のは、改まって背筋を伸のばすと調子を戻もどして自己紹しよう介かいをした。

　秋あき人とたちは今、第七プラントの作業レーンが並ぶ空間に何となく扇おうぎ状じようの円えん陣じんを作って由ゆ乃のと相対していた。各おの々おの、工作機械やレーンの上に座って由ゆ乃のの言葉に耳を傾かたむけている。

　その中、むすっとした顔で両りよう腕うでを組んだ小こ柄がらな少女──システィが言う。

「……信じられない。私たちの記き憶おくの中にある〝由ゆ乃のお姉ちゃん〟と、今目の前に立つユノが全然歳とし変わってないんだもん」

　対して、由ゆ乃のはコホンと一つ咳せき払ばらいをすると、ゆっくりと口を開く。

「私が年を取っていないんじゃなくて、君たちみんなが常人の何倍もの速度で育っただけだよー。主幹年ねん齢れいが加速するよう調整された仮メ想タ空バ間ー帯スの中でね～」

　どこか先生のようにも聞こえる口調は、由ゆ乃のが〝お姉ちゃんモード〟に入ったことを感じさせた。しかし、システィはそんなことは気にも留めず、容よう赦しやなく言葉を続ける。

「……その話はあんたの残したデータドライブの情報から知っているけどさ。いまいちピンとこないんだよね。だって、私の記き憶おくの中で〈パティオ〉以外の場所に行ったことなんてないわけだし。その学習用の仮メ想タ空バ間ー帯スだって知らないよ。……言っとくけど、誰だれよりも私の記き憶おくは鮮せん明めいだから思おもい違ちがいだとか言わないでね。何せ、この場で一番死んでいないのは私だから」

「────」

　秋あき人ともフィリアも玲れ奈なも遼りよ太うた郎ろうも、そこに居合わせた全員が口を噤つぐんだ。

　一流の狙撃手スナイパーであるシスティ。一方的に対象を制圧する彼女は、言葉の通り誰だれよりも少ない戦デ死スで、多くの撃キ破ルをしてきた。つまり、記憶転写オーバーライトによる記き憶おくの摩ま耗もうが軽けい微びなのだ。

　そんな攻こう撃げき力りよく高めなシスティの言葉にたじたじしながらも、由ゆ乃のは言葉を返した。

「か、簡単な話だよぉ。テレサのビルの中に作られた空間と、仮メ想タ空バ間ー帯スの二つを合わせて〈パティオ〉って出来ていたからね。具体的に言うと、みんなが睡すい眠みん用ように使っていたセントラルガーデンがテレサの社内で、それ以外は全部仮メ想タ空バ間ー帯スの中。睡すい眠みんのタイミングで現実世界リアルと仮想世界バーチヤルを切きり替かえてたんだよねえ」

「────」

　それは秋あき人とも初めて聞く話だった。途と切ぎれ途と切ぎれの記き憶おくだから多くのことは思い出せないが、その現実世界リアルと仮想世界バーチヤルの切きり替かわりなど全く体感したことなどなかった。

　すると、痺しびれを切らしたように遼りよ太うた郎ろうが口を開く。

「おい、由ゆ乃の。ンなことを話しに俺たちの前に姿を現したわけじゃねーよな。〈パティオ〉の話なんてどーだっていいンだ。──あんた、何が目的だ」

　由ゆ乃のは遼りよ太うた郎ろうを見た。ゆっくりとその顔から表情が消えていく。

　それから由ゆ乃のは細く息を吐はいて、

「──私はね、アルカディアを抹まつ消しようする方法を伝えに来たんだよ」

　短く言った。

　ガタン、と音が鳴った。視線が秋あき人とに集まる。秋あき人とは自分が思わず立ち上がっていることに気が付いた。

「由ゆ乃の姉ねえ──今、なんて？」

「アルカディアを、抹まつ消しようする、方法だよ。あーくんたちはアルカディアを壊こわしたいんだよね？」

　秋あき人とは幾いくばくかの思考の硬こう直ちよくを経て、頷うなずいた。

　それを見て、由ゆ乃のは満足そうに──そして寂さびしそうで悲しそうな顔をする。

「だから、教えてあげる。今のアルカディアがどこにあって、どうやってそのサーバーのある場所に侵しん入にゆうして、どうやって破は壊かいするのかを──全部」

「どうしてそんなことを私たちに教えるの？」

　玲れ奈なの問いかけに、由ゆ乃のは薄うすく微ほほ笑えんで小首を傾かしげた。

「おねーちゃんが可か愛わいい可か愛わいい妹と弟を助けるのに理由が必要？」

「…………」

　玲れ奈なは内心複雑そうな顔をして押し黙る。

　その隣となりで、フィリアが声を上げる。

「その具体的な場所と方法は？」

　由ゆ乃のは頷うなずきを一つ作り、空中に巨きよ大だいな地図を投とう影えいした。

　それはかつてフィリアがブリーフィングに使用した、クオン暫ざん定てい大陸の地域地図ローカルマツプ。

　地図の上には二つの光点があった。東の端はしに光る一つは嶺れい京きようだ。そしてもう一つは、その南西部──大陸のほぼ中央の下部に位置する場所。秋あき人とたちの現在地である第七プラントである。

　そこに、三つ目の光点が西の端はしに灯ともる。

　同時に描えがき出だされたのは〝ＴＩＬＬＡテイーラ〟の文字。

「てぃ……ら？」

　システィが眉まゆを寄せながら舌ったらずな声を上げて首を捻ひねる。

「名前はティーラだよぉ。テレサが実質的に統治する巨きよ大だい都と市し。彼ら曰いわく、あらゆる最新技術を駆く使しして作り出された、この世最後の楽園都市……らしいよ。──笑っちゃうよねえ。楽園なんて、地上のどこにもあるはずないのに」

　由ゆ乃ののほわほわした笑えみとは裏腹に、最後の言葉が空くう虚きよに響ひびいた。それを耳にした秋あき人とは、どういうわけかゾクリと悪お寒かんを覚える。

　地図の縮尺が一気に大きくなり、ティーラと呼ばれる都市へとフォーカスされた。ほとんど平面だった地図は、ワイヤーフレームで表示された立体地図へと変わり、その全容が露あらわになる。

　嶺れい京きようと変わらない規模──いや、もしかしたらそれ以上だろうか？

　しかし、嶺れい京きようとは決定的に異なる特とく徴ちようがティーラにはある。それは、都市の輪りん郭かくがピラミッド状になっているということだ。端はしから低層の雑居ビルが並び、やがて中央に近づくにつれ超ちよう高層ビルへと形を変えていく。景観としても、太陽光を取り込む設計としても理に適かなっているように思える。

　その中央。こには、都市のどのビルよりも巨きよ大だいで、どのビルよりも無数の直線が入り乱れた先せん鋭えい的てきなデザインをした構造体があった。

　それを、由ゆ乃のは指さして言う。

「これが、テレサの本社ビル」

　縮尺が更さらに膨ふくれる。

　立体マップは舐なめるようにテレサの本社ビルを下から昇っていき、

「そしてそしてこの地上四十六階にありますのが──」

　由ゆ乃のが歌うように言って、そのほぼ最上階近くで動きを止めた。

「アルカディアを保管しているテレサ社防ぼう諜ちよう局きよくの秘ひ匿とくサーバーだよ」

「────」

　一同、息を吞のんだ。遼りよ太うた郎ろうが呻うめくように呟つぶやく。

「ホントにここにあるっていう情報で間ま違ちがいねえのかよ」

「ふふん、りょう君は相変わらず見かけによらず慎しん重ちようクンだなあ」

「りょ、りょう君だァ？」

　鼻白む遼りよ太うた郎ろうに、玲れ奈なは指をさして笑う。

「あはは、リョウが顔真っ赤にしてる。めっずらしー、写真撮とっとこ」

「やめろバカ玲れ奈な！　何撮とってやがンだ、見世物じゃねえぞ！」

　そんな様子を由ゆ乃のは慈じ愛あいとも言える柔やわらかな笑え顔がおで迎むかえながら、言葉を続けた。

「……ここでまず間ま違ちがいないよ～。神かん崎ざき徹とおるなら安全保障局に一いつ旦たん送り付けてから、そこの局長権限で防ぼう諜ちよう局きよくの秘ひ匿とくサーバーに転送させるよう仕向けるはず。あそこが本社ビルの中ではセキュリティが強固だからねえ。あの人は、そこまでする人間だった」

「まるでトオルのことをよく知っているような口ぶりね」

　腕うでを組んだフィリアが片足に体重を乗せて言う。色々あったとはいえ、神かん崎ざきとは幼少の頃ころからの付き合いなのだ。かつて世話になった由ゆ乃のとはいえど、勝手に何かを言われるのは気分が良くないのだろう。

「そりゃあよく知ってるよぉ。──だって、私のお父さんだもん」

「な──っ」

　なんだって……!?

　喉のどの奥で叫さけんだ秋あき人とは隣となりのフィリアとともに驚おどろきに身を乗り出した。他の面々の反応はそれだけにとどまらず、今日一番のどよめきが広がる。

　秋あき人との脳内をこれまでの記き憶おくが巡めぐる。

　成長した娘むすめに嫌きらわれ家出され意気消しよう沈ちんする神かん崎ざき徹とおる。時折そんな上司の情けない姿を笑う秘書のエルゼ・アインハルト。いつか神かん崎ざき徹とおるに見せつけられた娘むすめの写真はちょうど目の前にいる自じ称しよう姉くらいの背せ丈たけだった。

　──記き憶おくのピースがはまっていく。

　彼女の灰色がかった瞳ひとみ。彼女の研究者としての腕うで。

　彼女のどこか飄ひよう々ひようとしながらも芯しんのある心。

　言われれば、共通点などいくらでもあった。この物もの腰ごし柔やわらかで、どうしようもなく秋あき人とらのことが好きでたまらない、この数歳年上の少女こそが、あの神かん崎ざき徹とおるの──

「家出した大佐の娘むすめって──由ゆ乃の姉ねえのことだったのか……っ!!」

「家出したこと、なんで知ってるの……？」

　由ゆ乃のは不ふ機き嫌げんそうな顔をして、戸と惑まどいの声を上げた。

「神かん崎ざき……大佐が言ってたから。って言うかなんであんなところで死にかけてたんだよ」

「あのバカ父……。〈エラー５１７〉を治療するためにみんなが来ることは分かっていたからここで待ってたんだよー。……でも思ってたよりも眠りが浅くて衰弱死しかけちゃった」

「しかけちゃったって……」

　そこに、遼りよ太うた郎ろうが苛いら立だちに声を荒あらげる。

「オイ、そンなのはいいからよ、教えろよ。アルカディアの壊こわし方かたってやつをよ。っつーかビルごとサーバーを破は壊かいすりゃいい話なンじゃねえのか？」

　由ゆ乃のは咳せき払ばらいを一つした。

「それじゃ意味がないのよ。サーバーを物理的に破は壊かいしたとしても、もしデータの断だん片ぺんが他のサーバーに複製されていたり外部に漏もれていたりしたらそこまで手が及およばない」

「それは──そうだけど。じゃあどうすンだよ」

「アルカディアの内部に侵しん入にゆうして、自じ壊かいプログラムを流し込むんだ。アルカディアは通信素子帯エーテルネツト上で運用されることが前提で開発されているから、仮に基幹システムが複製されていたとしても同期を取るようになっている。だから、テレサのアルカディアが自じ壊かいプログラムに感かん染せんしさえすれば、アルカディアというエコシステムは全ぜん滅めつするよ」

「内部から流し込むって……簡単に言うけど、どうやるのそれ？」

　玲れ奈なが訊たずねるが、由ゆ乃のは曖あい昧まいな表情を浮うかべてからニッコリと笑った。

「まあまあ、その辺はおいおい、ね。それよりも課題は山積みだから」

「課題？」

　小首をかしげる玲れ奈なに、由ゆ乃のは言う。

「君たち、エルメア陸軍のヤバイ連中に目つけられてるでしょ」

　腰こしに手を当ててそう言う由ゆ乃のは、まるで「お姉ちゃん、知ってるんだからね？」と弟か妹を𠮟しかるような調子だった。

　しかし、秋あき人とはそんな由ゆ乃のの姿などよそに、ひとり息を吞のむ。

　心しん拍ぱく数すうが上がる。呼気が熱くなり、背中にじっとりとした汗あせの粒つぶが浮うかぶ。

　脳のう裏りにフラッシュバックするのは白銀の刀身の鋭するどい眩まばゆさ。生成される二ふた振ふりの刀とう剣けんに、機械仕じ掛かけの仮面の如ごとき異様な義眼。

　なにより──秋あき人とと瓜うり二ふたつのその外見。

　息を吐はく。吐はいて吐はいて、心を整える。そして──聞いた。

「奴やつらは──いや、アイツは何者なんだ」

　シンと辺りが静まり返り、皆みなが秋あき人とを見る。由ゆ乃のは歌うように答えた。

「彼らはエルメア合衆国の記録上抹まつ消しようされている欠番の特とく殊しゆ部隊──第十三特とく殊しゆ作戦コマンド。通つう称しよう〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟」

　誰だれかが喉のどを鳴らした。秋あき人とは義眼の男の言葉を思い出す。

　──我々は野に放たれた番犬。首輪も無ければ、ネームタグも無い顔無しの部隊だ。

　国に認にん知ちされない非公式の特とく殊しゆ部隊。

　あの時、奴やつが言っていたことは、そういうことだったのか。

　しかし、知りたいことはそんな情報ではない。自己同一性アイデンテイテイを揺ゆるがしかねない一大事じ項こう──

　自分の顔を指さしながら、由ゆ乃のへと詰つめ寄よる。

「由ゆ乃の姉ねえ。俺は見たんだ。これと同じ目を。これと同じ顔を。これと同じ身体からだを──！　一体、あれは何なんだ!!」

　由ゆ乃のは少し驚おどろいた顔をして、秋あき人との胸むな元もとに右手を当てる。

「……そっか。あーくんは会ったんだね」

　遅おくれて、両りよう腕うでを誰だれかに取られていることに気が付く。振ふり返かえれば、それは玲れ奈なと遼りよ太うた郎ろうだった。二人とも視線で、落ち着けと言っているのが分かる。しかし、それを言葉にしないのは、彼らも秋あき人との問いに対する解を求めているのだ。

　それを肌はだで感じたのか、由ゆ乃のは一つ息を大きく吐はくと、真面目な口調で言葉を紡つむいだ。

「幾いく島しま亜あ礼れい。それが彼の名前。和わ州しゆう出身の若い兵士で、ここしばらくは天才的な近接戦せん闘とうセンスを買われて〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟の隊長をやっている子だよ」

「いくしま、あれい……」

「端たん的てきに言うね。彼はあーくんのオリジナルだよ」

　脳が止まり、身体からだが止まる。

　目を見開いて、ぽかんとした。

「……。──、────え？　それって、どういう──」

「……言葉の通りだよ、あーくん。あーくんはね、幾いく島しま亜あ礼れいから採取した遺伝子を元に生まれてきたクローンなの。──あ、でもね、これはあくまで遺伝子的にオリジナルってだけで、記憶変数体マインドステートはまったくの別物だから安心して」

「いや……、待てまてまて──え？　ちょっと待って」

　秋あき人とは頭を押さえ、半歩下がる。

　笑うつもりなどないのに、楽しい気分でも全くないのに、勝手に口角が上がる。

　想定していなかったわけではない。予測していなかったわけでもない。可能性のひとつとして当然考えた。しかも、秋あき人とは一度は目にしていたはずだった。フィリアとともにサルベージしたデータドライブの中にある由ゆ乃のの手記に、〝死を超越した子供たちアクセプテイ〟は二大国の特とく殊しゆ部隊から遺伝子を採取したものであると。

　また、自分の意志で自分の意識から事実を除外していたのだ。

　得も言われぬ不快感が胸中に広がる。まるで自分の部屋に飾かざっていた絵が、贋がん作さくのコピー品だと分かった時の落らく胆たんのような──そんな感覚。それがただただ、気持ち悪かった。

「……ってことは、もしかして、俺たちって全員よぉ──」

　遼りよ太うた郎ろうが呟つぶやく。ざわ、と声のさざ波が広がり、やがてうねり、高潮となった。

　そこに由ゆ乃のの声が響ひびき、白波を砕くだく岩となる。

「そうだよぉ。みんなクローン。みんな作られた命。ごめんね、大人って汚きたなくて」

「────」

　秋あき人とたちと数歳しか違ちがわない由ゆ乃のを大人と言うべきかは分からない。最も早はや、秋あき人とたちにとって主観年ねん齢れい以外の情報──外見による年ねん齢れいの予測値などあてにならないことが分かっている。

　それでも、彼女のふわふわとした口調のまま放たれたその言葉は、あまりにも強く、あまりにも混じり気がなく、あまりにも真っすぐに──汚けがれていた。人のエゴに、汚けがれていた。

「……っ」

　秋あき人とを押しのけ、遼りよ太うた郎ろうが前に出る。

　勢いのまま遼りよ太うた郎ろうは由ゆ乃のに摑つかみかかり、白衣の襟えりを手首の返しで捻ひねり上あげた。

　それを、慌あわてて秋あき人とと玲れ奈なの二人で止めにかかる。

「おい、馬鹿落ち着け遼りよ太うた郎ろう！　さっき俺を止めた奴やつが何してんだ！」

「リョウ、放して！　そんなことしても何にもならないでしょ!?」

　由ゆ乃のは変わらずふわふわとした笑えみを浮うかべたままだ。

　それが更さらに遼りよ太うた郎ろうの感情の炎ほのおに油を注いだのか、ぐっと額に青筋を浮うかべた。

「馬鹿にするにもほどがあるぜぇ由ゆ乃の……ッ。それじゃあ俺たちが生まれた意味って、マジで戦って殺して殺して殺すことだけじゃねえか！」

「本当に、ごめんね」

　由ゆ乃のは表情を消して頭を下げた。その声に、浮うわついた響ひびきは一いつ切さいなかった。

　遼りよ太うた郎ろうはその由ゆ乃のの表情が意外だったのか鼻を摘つままれた猫ねこのように言葉を詰つまらせる。

　何かを悟さとっているような、あるいは何かの覚かく悟ごを決めているような、そんな雰ふん囲い気きを感じる。

　秋あき人とはそれを、アルカディアを壊こわして自責の念に駆かられていた頃ころ、鏡の中でよく見ていた。

　秋あき人とは先日までアルカディアを壊こわしたことに対して心を潰つぶした。

　では、由ゆ乃のは？　彼女は一体何を思って、何に対してあの顔をするのだ──

　すると、遼りよ太うた郎ろうが踵きびすを返すなり秋あき人との肩かたを摑つかんできた。

「秋あき人と。コイツのことは捨て置こう。俺たちだけで、アルカディアを壊こわそう」

「無理だよリョウ君。〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟の力量を見誤っているよ」

「うるせえ、一体誰だれのお陰かげでこうなってると思ってンだ！　そもそもテメェがアルカディアなンてものを作るからこンな事態に陥おちいってるンだろーがッ！」

「……そうだね。その通りだね。でも、私の助けなしには壊こわせないよ。お願い、私に君たちの手助けをさせて」

「いやだね。っつーか、マジでなんでだよ」

「可か愛わいい妹と弟のためだって」

　それから由ゆ乃のは秋あき人とに視線を移して言った。

「あーくん。このままじゃテレサの包ほう囲い網もうすら突とつ破ぱできずに確保されちゃう。そうなったら最後、アルカディアを修復するためのデータを採集するだけされて、そのまま殺処分されちゃう」

「オイ秋あき人と、騙だまされンな、やっぱ大人は信じらンねえ。俺たちのことは俺たちじゃねえと助けらンねえよ。こンな実験動物みてえな扱あつかい受けてよ、今いま更さら信じらンねえよッ」

　その場で立たち尽つくす。

　二人から視線が離はなせない。周りを見回すことなどできない。そんなことをすれば、秋あき人とたちを信じてここまで来てくれたこの場にいる全員の不安を煽あおることになる。

　考えろ。考えろ考えろ考えろ。

　考えて、最さい善ぜん手しゆを見み極きわめろ。

　いや、しかし──それは考えて出る答えなのか？

「────」

　遼りよ太うた郎ろうを見て、由ゆ乃のを見る。

　由ゆ乃のが今、何を考えて、あのどこまでも寂さびしそうな横顔を見せたのかは分からない。

　だが、秋あき人とは直感で、このまま由ゆ乃のを放っておけないと思った。それは恐おそらく、秋あき人とがつい先週まで責任という重しに心を潰つぶされていた経験から来るものだった。

　それに、今の秋あき人とたちにどの道、現状を打開する術は持ち合わせていない。

　であれば、自おのずと進むべき道も見えてくる。

　秋あき人とは鋭するどく息を吸った。

「──決めた。由ゆ乃の姉ねえのプランで行く」

「あーくん……」

「オイ秋あき人と、テメェ！　なンでだよッ！」

　秋あき人とは遼りよ太うた郎ろうを押して放し、言う。

「現状、由ゆ乃の姉ねえの情報が無ければこの包ほう囲い網もうを突とつ破ぱすることも難しい。……全ぜん滅めつの可能性だって十分あるんだ。それなら、俺は誰だれも死ななくていい選せん択たくをしたい」

　遼りよ太うた郎ろうは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして、それから息を吐はいて秋あき人との肩かたから手を離はなした。

「……俺はテメェを信じる。だけどこの女は信じねえ」

「悪いな。それでＯＫだ」

　遼りよ太うた郎ろうは鼻を鳴らして下がる。

　それから秋あき人とも息をひとつ吐はくと、由ゆ乃のを振ふり返かえった。

「──由ゆ乃の姉ねえ。そういうことだから、教えてくれ。どうやってこの包ほう囲い網もうを抜ぬけるのかを。生あい憎にく俺たちは航空機の類を持っていないし、あの数の敵を突とつ破ぱするほどの陸戦兵装の持ち合わせもない。正直、詰つんでるっていうのが現状だ」

「……信じてくれてありがとうね」

　由ゆ乃のは言って、気を取り直すように深呼吸をする。次に顔を上げた時には、それまでの柔やわらかい笑えみを浮うかべる〝お姉ちゃん〟らしい表情の由ゆ乃のになっていた。

　そんな彼女は、床ゆかを指さして、

「あーくん。戦場は何も空と陸だけじゃないんだよ。足元も見ないとね」

「足元……？」

　秋あき人とを始め、首を傾かしげる一同に、悪いた戯ずらっぽく笑ってみせたのだった。











４






　電灯の一つも灯ともっていない薄うす暗ぐらい地下空間。

　大量の改札口が並ぶそこは、かつて工場地帯が有人で稼か働どうしていた頃ころ、従業員が使っていた地下鉄の駅だった。

　その埃ほこりっぽい空間を疾しつ駆くする人ひと影かげが、実に二千四百。

　否、正確に言えば、二千四百と一人。

　全員がフード付きのケープコートのようなものを羽織っており、背中には巨きよ大だいなバックパックを、そして両手には銃じゆ火うか器きを携たずさえて疾しつ走そうする。

『二時の方向から《リッター》五機出現！　タイプＡ−２──軽量型です！』

「こちらライガー隊隊長ライガー・アクチユアル。振しん動どう波形をこちらでも検知。対応する」

　通信で飛んできたキリの報告に、秋あき人とはフィリアや玲れ奈なを始めとする小隊員にハンドサインを出す。握にぎった拳こぶしを二度前後に振ふり、作った手刀を前へ向ける。

　俺たちで処理する、の意味である。

　隊員たちは皆みな、無言で頷うなずき、安全装置セーフテイーを外した。

『テレサのネットからは隔かく離りされているようで、追っ手ではなさそうです。でも、十分に注意してください。グレネード一つ投げられるだけで致ち命めい傷しようです』

「了りよう解かい」

　秋あき人とは短く呟つぶやき、光学ジャミング装置を起動する。

「え、ちょ、なになに？　急にどしたの？」

　状じよう況きようの理解が追い付かない由ゆ乃のが、戸と惑まどいの声を上げてきょろきょろと見回す。

　先ほど秋あき人とら嶺れい京きよう兵へいのアクセスコードを共有したためキリからの通信は由ゆ乃のも聞いているはずなのだが、まさか自分たちの担当になるとは思っていなかったのだろう。

「由ゆ乃の姉ねえ、危ないから下がって」

　秋あき人とは由ゆ乃のの腕うでを摑つかみ、自分の背後にその身体からだを隠かくした。

「へ？　ちょ、あーくんっ？」

　由ゆ乃のの口から間の抜ぬけた声が漏もれると同時、右みぎ斜ななめ前方にある地上へと階段から五機の二足歩行型の自律兵器《リッター》の姿が現れる。

　金属フレームが目立つ肉にく抜ぬきされたボディは、報告通りの軽量型で間ま違ちがいない。機動力が高い機種だが、その反面、装そう甲こうは最小限しか積んでいないのが特とく徴ちようだ。

　つまり、先手必勝。

「接敵したコンタクト、交戦を開始するエンゲージ」

　秋あき人との声を合図に、部隊のメンバー全員が一いつ斉せいにトリガーを引く。

　消音装置サプレツサーもなく、剝むき出だしの銃じゆう声せいが狭せまい地下鉄改札口に反はん響きようした。

　硝しよう煙えんが銃じゆう口こうから噴ふき出だし、空から薬やつ莢きようが足元に吐はき出だされる。誰だれも何も言わない。無言でただ敵の鋼鉄の体たい軀くに弾だん丸がんを浴びせて引き千切っていく。何度もこうやって敵を屠ほふってきた。この瞬しゆん間かんだけは、抱かかえた悩なやみも、不安も、希望も、絶望も、全ての思考がクリアになる。

　それが──秋あき人とたち嶺れい京きよう兵へいのスタンダード。

　これまでずっとこうしてきたし、これからもきっと無心で繰くり返かえしていくことになる動作。

「きゃぁああああああああああああ!!」

　その中に、異音が混じった。

　悲鳴だ。しかも、由ゆ乃のの声。

「由ゆ乃の姉ねえ!?　どうした、被ひ弾だんしたのか!?」

　秋あき人とは慌あわてて振ふり返かえる。その間も右の人差し指は止まらずに引き金を単発で引き続けた。首は前を向いていないが、照サ準イ器トから送られてくる映像を視界端はしに映しながら射しや撃げきしていた。

「待って待って、やっぱこわい、銃じゆう怖こわい！　って言うか敵いるとか聞いてない！　あーくんやっぱ戻もどろ？　地上から行こ？　こんな危ないルート進むとか私、想定外！」

「ちょっ、由ゆ乃の姉ねえ、何言ってんだよ！　地下鉄使うって言ったの由ゆ乃の姉ねえだろ!?」

　そこには、しゃがみ込んで両手で頭を覆おおう由ゆ乃のの姿があった。

　由ゆ乃のは怯おびえた表情で発はつ砲ぽうを続ける仲間たちを見ていた。涙なみだ目めになったその赤い瞳ひとみに、マズルフラッシュの閃せん光こうを映しながら。

　秋あき人とは思わず射しや撃げきの手を止めた。

「だ、だってだって戦せん闘とうとか危ないじゃん怪け我がしちゃうじゃん、最悪死んじゃうじゃん!!」

　冗じよう談だんかと思ったが、由ゆ乃のは本気の顔だ。その身体からだが小刻みに震ふるえているあたり、本当に怖こわいのだろう。

「いやいや地上目指す方がここの百倍危険だからな!?　って言うか大だい丈じよ夫うぶだって由ゆ乃の姉ねえ！　この程度、俺たちにとっては花畑を散歩するのと変わんないから！」

「お花畑を散歩しても弾たまは飛んでこないでしょ！」

　……そりゃごもっとも。変な喩たとえをした秋あき人との不ふ手て際ぎわである。

　由ゆ乃のは涙なみだ目めで秋あき人とに縋すがり付ついてくる。

「あーくん、一いつ旦たんプラントに帰ろ？　帰ってちょっとお茶飲んでゆっくりしよ？　おねーちゃん、音大きいの苦手なの。静かなとこ帰ろ？」

「はいはい分かったよ、耳塞ふさいどいてやるから先行こうな？」

　そう言って秋あき人とは由ゆ乃のの両耳を背後から塞ふさいで、強ごう引いんに前進する。腕うでの中で由ゆ乃のがジタバタと暴れるが嶺れい京きようの戦場で鍛きたえ上あげられた体たい軀くで押さえ込む。

　どうしてこんなことになってしまったのか──。

　秋あき人とは大きな溜ため息いきをつきながら、出しゆつ撃げき前まえのブリーフィングを思い返した。







　遡さかのぼること三時間前。

　秋あき人とたちは、第七プラント内部にて、由ゆ乃のからテレサ本社に辿たどり着つくまでの具体的なプランを聞いていた。

「地下鉄を使うんだよ」

　そう言って由ゆ乃のは、続ける。

「テレサは拠きよ点てん間かんの輸送の大半を地ち下か鉄てつ網もうで賄まかなっているからね。それに便乗していけば、地上の自律兵器群とも接敵せずにティーラを目指せるってワケ。途と中ちゆう、防衛用のドローンはいるだろうけど、地上に比べて索さく敵てきは甘いから、フィリちゃんもいることだし簡単に欺ぎ瞞まんできるはず」

　ほう、と辺りから呻うめき声ごえとも感心の声ともとれる溜ため息いきが上がる。

　その中で、はい、と声を上げながら手を挙げる少女が一人。玲れ奈なである。

「はい、どうぞレナちゃん。質問？」

　由ゆ乃のは先生のように手のひらを向けて玲れ奈なに発言を促うながす。

　玲れ奈なはこほん、と咳せき払ばらいして、

「テレサの本社ビルに殴なぐり込こみに行くにも、まともに正面から突とつ破ぱするのはちょっとキツくない？　裏口とか使えないの？」

「いい質問だねえ、レナちゃん」

　鋭するどい、と由ゆ乃のは言いながら言葉を続ける。

「残念ながら、私のテレサへの権限は全部失効しちゃってるから使えないんだ～」

「ダメじゃねえかそれ」

　茶々を入れる遼りよ太うた郎ろうを、由ゆ乃のはそのまま流す。

「代わりにティーラにいる情報屋を使おーっ、って計画なのです」

　フィリアは首を傾かしげた。

「情報屋……？　なにそれ」

「言葉の通り、情報を価値に変えて商あきないをする人たちのことだね」

「当てはあるのか。俺たち、ここの人間以外に知り合いなんていないぞ」

　秋あき人とが言うと、由ゆ乃のは得意げに鼻を伸のばす。

「一人だけ、ね。その人は情報屋としては駆かけ出だしなんだけど、最近までテレサ内部にいた人で、その辺の事情にも詳くわしいんだ～。お金さえちゃんと詰つめば、確実にこっちの欲ほしい情報をくれる相手だから是ぜ非ひとも接せつ触しよくしたいって感じ」

「ンだよ、割と簡単そうじゃねえか」

「それがそうでもないんだよ～」

　遼りよ太うた郎ろうの言葉に、由ゆ乃のは首を横に振ふった。

「その人、最近テレサから目を付けられちゃったみたいで、転々としているようなの。今は追つい跡せきを巻くために潜もぐったって噂うわさも聞くし。ティーラみたいに規模が大きくて、かつ深い都市は見つけるのも一苦労なんだよ～」

「……ってことはまさか」

「そう、そのまさか。みんなの最初のミッションはその情報屋を探すことだよ！」

　秋あき人とは隣となりの玲れ奈なと顔を見合わせた。

　お互たがい、不安げな表情を浮うかべていたことだろう。

　秋あき人とは恐おそる恐おそる手を挙げる。

「はい、あーくん質問どーぞ」

「あのー、俺たちぶっちゃけ、自信ないって言うか──外の人間と関わるの、多分これが初めてになるって言うか──そんなぶっつけ本番で大量の人間がいる中から手がかりも無しに見つけるの、かなり厳しくないか？」

　しかし、由ゆ乃のはなおも自信満々な表情を浮うかべて胸を張る。

「だいじょーぶ！　私はちゃんとこのためにグローバルネットでリサーチしてきたからね。──その情報屋さんが使っているっていうコードネームとトレードマークを入手したのですよ」

　そう言って由ゆ乃のは一つの画像を空中に投射した。

　それは、一言で表すと、蜘く蛛もだった。

　正確に言えばただの蜘く蛛もではない。稲いな妻ずまで形作られた蜘く蛛もだった。

「コードネームは《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》。アイコンもまんまだね。営業開始から日が経たっていないからお客さんの数も限られているけど、常連さんはこのマークの電子タトゥーを入れてるみたい」

「……そのタトゥーを入れている奴やつを追えと？」

「そゆことー」

　フィリアは頭を押さえて呻うめいた。

「……待って、一体ティーラには何人の人が住んでいるの？　〈イヴ〉も使うとしても絶対にドローンの数が足りない。どうしよう、これ、本当に行ける？」

「ま、その辺は足を使って調査するしかないね～」

　さらりと残ざん酷こくなことを宣のたまう由ゆ乃の。

　しかも、そこに追い打ちをかけるように言葉を続ける。

「かつ、都市には十中八九、〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟が構えているからね。勿もち論ろん、テレサの兵士もいるし、捕つかまらないように注意して～。捕つかまったら最後、記憶変数体マインドステートだけ抜ぬかれて即そく殺処分だよ」

「…………」

　その洒落しやれにならない未来に、一同、喉のどを鳴らして身体からだを強こわ張ばらせる。

　それから由ゆ乃のは玲れ奈なを振ふり返かえって、手を振ふった。

「え、なに？　私？」

「レナちゃん、聞くところによると、服作り、すごい上う手まいんだって」

　言われ、玲れ奈ながでれっと頰ほおを緩ゆるめる。

「ほ、ほんと？　えへへ、それほどでもないけど、そっかあ、やっぱり上う手まいかなあ？」

「うんうん、お洒落しやれで可か愛わいくて素す敵てきだって話だよ～。──だからね、これ、頼たのめるかな」

「え～、やった～ありがとー……って、え？」

　乗せられ、コクコクと頷うなずいていた玲れ奈なは会話の雲行きが変わったことに遅おくれて気付く。

　そして玲れ奈なに由ゆ乃のからのメッセージが届いたのか虚こ空くうに視点を移し、

「は!?　ちょっ、え、なにこれ!?　タクティカルスーツのデータ？　しかも、なんか見たことないフィラメントあるんだけど！　く、くあんたむ、すて……んん？」

「私の手元にある最新のタクティカルスーツのデータだよ～。それあるだけで生存率がぐっと上がると思う。あと、スーツだけ着て街中歩くとすんごく目立つから、全員分の私服を作って欲しいんだ～」

「うんうん……うん？　今、何て言った由ゆ乃の姉ちゃん？」

「最新のタクティカルスーツ？」

「その後」

「生存率がぐっと上がる」

「もっと後！」

「全員分の私服を作って欲しいな～」

「それ!!　──いや、って言うか多すぎだから！　いったい何人分あると思ってるの!?　二千四百だよ二千四百！　そんなにデザインのストックないから！」

「べつに一人ひとり違ちがう必要はないから大だい丈じよ夫うぶだよ～。いくつか種類と色と柄がらさえ揃そろえてくれれば、あとは個々人に選んでもらって戦術立体プリンターＡＴＡＰで出力すればいいから。こういうところがオンデマンド・クローズのいいところだよねえ」

「……なるほど。たしかにそれなら、間に合わないことも、なくない、かも……？」

　秋あき人とは溜ため息いきをついて、玲れ奈なの肩かたに手を置く。

「……玲れ奈な、騙だまされるな。普ふ通つうに母数がおかしい。多すぎるからな？　スーツの調整だけでも大変なんだ。哨しよう戒かいメンバー以外は全員、装備の用意を手伝うように手配するよ」

　秋あき人との言葉に我に返ったのか、玲れ奈なは由ゆ乃のに嚙かみつく。

「ちょっと由ゆ乃の姉ちゃん！　しれっと誘ゆう導どうしないでよ！　私そういうの信じちゃうんだから！」

「レナちゃんは素す直なおでいい子に育ってくれておねーちゃん嬉うれしいよ～」

「その妹の純真さを利用しないでよバカ！」

　そんな様子を見て、秋あき人とはフィリアと並んで溜ため息いきをつく。

　その中で由ゆ乃のは心底楽しそうに笑いながら、パンッ、と手を叩たたいた。

「何はともあれ、みんなのミッションはこの《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》の追つい跡せきだよ～。作戦名はそうだなあ、──オペレーション・ネストハントっていうのはどう？」







　──そして現在に至る。

　地下鉄のプラットフォームを目指す先頭集団の中で、遼りよ太うた郎ろうが呻うめくように漏もらした。

「クソ。……認めたかねえが、地下鉄とは盲もう点てんだったぜ」

「この辺りは工場に資材を運んだり、逆に製品を外に運び出したりするために、鉄てつ道どう網もうが発達しているのよね」

　その隣となりで、タクティカルスーツの上から白衣を、そしてその更さらに上からケープコートを着た異様な出いで立たちをしている大人びた少女──由ゆ乃のが得意げに胸を張る。

　秋あき人との隣となりで、同じくケープコートを身に纏まとったフィリアが悔くやしそうな顔で手を口元に当てた。

「……思えば嶺れい京きようで旧テレサビルを制圧した時も、社員が脱だつ出しゆつに使用したのが専用の地下鉄だったって仮説はあったのよね。実際、嶺れい京きようの辺りも地ち下か鉄てつ網もうは発達していたし。その可能性は考こう慮りよすべきだった」

「ねえ、もしかして第七プラントに来るときも、わざわざ車列組まなくても列車があったんじゃないの？」

　玲れ奈ながジトっとした目で放った言葉に、秋あき人とら全員の空気が固まる。

　当然だ。あれだけの苦労とリスクを取ってようやく辿たどり着ついた第七プラント。

　それがもっと手軽に辿たどり着つけました、なんて結論は誰だれも望んでいない──

　しかし、幸か不幸か、そんなことはなかったようで、

「残念。嶺れい京きようから第七プラントまで来るには、一回別のテレサの中ちゆう継けい基地を経由しなきゃダメだったのよね。そこはテレサにとって重要な物資の運うん搬ぱん拠きよ点てんになっているから地下の警備が厳しすぎて、あの時の君たちじゃとてもじゃないけど突とつ破ぱできる場所じゃなかったよー」

「そ、そっか……。それは、よかった……？　って言っていいのかな？」

　由ゆ乃のの一言に、ある意味で全員の心が救われた。

　すると、地下鉄のプラットフォームが見えてくる。

　階段を下り、プラットフォームへと降り立った。

　左右にぽっかり開いたトンネルが風鳴りに低く鳴動しており、ひどく不気味だ。

　辺りは暗く、ライフルにマウントしたライトで周囲を照らしながら進む。今もなお使われているからか、寂さびれている様子はない。代わりに自動化が進んでいる証しよ拠うことして、貨物を輸送するためのレールやクレーンが綺き麗れいに整備された状態で無数に並んでいた。

「ここ、か……？」

　秋あき人とが言うと、その後ろから由ゆ乃のが視線をあちらこちらに向けながら言う。

「時間通りだね、さすがあーくん。行動計画の時間ぴったしだよ。予定だと、あと十秒後に《リッター》を輸送して帰ってくるティーラ直通の貨物列車がくるはずだけど──」

　──と、丁度その時、トンネルの奥からレールの軋きしむ音が聞こえ始めた。

「見て、あれじゃない!?」

　いち早く気が付いた玲れ奈なはトンネルの奥を指さす。

　目を凝こらすと、果たして、一いつ対ついのライトを灯ともした先頭車しや輛りようがカーブを曲がってプラットフォームへと進入してくるところだった。

　由ゆ乃のの指示があるとは言え、こうして実物がやってくると安心する。

　秋あき人とたちが貨物列車を見て、ほっと一息ついた──のだが。

「あれ……？」

　先頭車しや輛りようはブレーキ音もなくプラットフォームに差しかかり、そのまま秋あき人とたちの目の前を横切り、そしてまた反対側のトンネルへと吸い込まれていった。

　眼前を、次々に《リッター》が載っていたらしい空の車しや輛りようが流れていく。

　減速する気配は一向にない。

　秋あき人とは慌あわてて由ゆ乃のを振ふり替かえった。

「ちょっ、由ゆ乃の姉ねえ!?」

「あれー？　なにこれ、もしかして特急だと第七プラント止まらない的な感じ？」

「感じ？　じゃないだろ、明らかに止まってないだろこれ！」

「ふむ──」

　風に前まえ髪がみを揺ゆらしながら由ゆ乃のは頷うなずきを一つ作り、

「んじゃま、全員それぞれのやり方で飛び乗っちゃって！」

　秋あき人とたちの悲鳴が響き渡った。
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「局長！　エルメア合衆国・陸軍参さん謀ぼう本部からホットラインで通信が入りました！」

　その報告に、テレサ安全保障局のコマンドルームは騒そう然ぜんとした。

　極ごく太ぶとの葉巻を咥くわえていたランドは、珍めずらしく静かに茶色の先せん端たんから口を離はなす。

「……相手は」

「合衆国陸軍・特とく殊しゆコマンド群の統とう括かつ役やく──バルドレッド准じゆん将しようです」

　バルドレッド准じゆん将しよう──。それはテレサの軍事活動を取りまとめる安全保障局の人間であれば、誰だれしもが一度は聞いたことがある名前だった。理由は単純。先の二国間大戦でローレリア連れん邦ぽうを相手にクオン暫ざん定てい大陸で最前線を指揮していた英えい雄ゆうの名だからだ。

「エルメアの掃そう除じ屋やが今いま更さら何を……っ！　どの面下げてホットラインなんかコールするんだ！」

　ランドの横でそう息巻くリムの言葉に、コマンドルームの職員たちは一様に頷うなずく。

「……繫つなげ」

　しかし、ランドはまるで猛もう獣じゆうが唸うなるように低く、低く言った。

　リムは驚おどろきに満ちた目を向ける。しかし、ランドはそれを黙もく殺さつする。

　普ふ段だんはただ独裁者のように乱雑な物言いのランドらしからぬ雰ふん囲い気きに尋じん常じようならざるものを感じて、オペレーターたちは慌あわてて持ち回りの仕事を再開する。

「回線のウイルス走査クリア。社内ネットとの隔かく離りを完かん了りよう。──エルメア合衆国・陸軍参さん謀ぼう本部とのホットラインに接続します」

　同時、コマンドルームのありとあらゆるホロディスプレイに白しら髭ひげの男の顔が現れた。

「──久しぶりだな、ランド。少し見ないうちにずいぶん若返ったようだ」

　老人と呼ぶにはいささか視線が鋭えい利りに過ぎるその男──バルドレッドが第一声を放つ。

「ＣＧとの見分けもつかなくなったのか。引退時だなバルドレッド」

「はは、そういうことにしておこう。……それにしても懐なつかしい。嶺京制圧作戦オペレーシヨン・スレツジアツシユ以来か」

　ランドは不服そうに鼻を鳴らし、頰ほお杖づえを突ついた。

「口が軽くなったな。あの作戦の封ふう印いん指定が貴様の国で解除されるのはまだ四十年先だろう」

「口外されて手痛いのはテレサの方だろう。なにせ、嶺れい京きようを手に入れるために我々エルメア合衆国とローレリア連れん邦ぽうに働きかけてクオン暫ざん定てい大陸への上陸を手助けしたのだから。お陰かげで、先せん端たん技術の粋すいを集めた嶺れい京きよう人じんの防ぼう御ぎよ網もうも難なく喰くい破やぶることができた」

　リムを含ふくめ、職員全員、身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　それは明らかに聞いてはならない会話だった。二国間大戦の中でも最大の戦線──何百人もの命が散ったクオン暫ざん定てい大陸の戦せん闘とうは、ローレリア連れん邦ぽうとエルメア合衆国の経済摩ま擦さつが原因で起こったと言われている。しかし、その真実が、テレサ社が土地の利権欲しさに起こしたものだとすれば──正義は一体、どこにある。

　そういった雲の上の話を、この男たちは今まさに繰くり広ひろげていた。

「本題に入ろう。ご老体の寿じゆ命みようもそう長くないはずだ」

　ランドの言葉にバルドレッドは口元だけで笑って──言った。

「〝死を超越した子供たちアクセプテイ〟の回収を手伝ってやる。その代わり、ローレリア連れん邦ぽうよりも一週間早く完成品のアルカディアを我々合衆国に納品しろ」

　前置きも、言い訳も、建前も、何もなく。

　ただ要求を言って伝えて宣のたまった。

　リムが真っ赤な顔で立ち上がる。

「寝ね言ごとは寝ねて言えこの老木がッ！　アルカディアを強ごう奪だつしておいて優先的に納品しろだと!?　ふざけるな！　貴国が我が社に敢かん行こうした鋼鉄の雹作戦オペレーシヨン・アイアンヘイルをまさか忘れたとは言わせないぞ!!」

　ホロディスプレイの中でバルドレッドの目が細くなる。

　ランドは溜ため息いきを一つつくと、おもむろに机の引き出しからハンドガンを取り出し、その銃じゆう口こうをリムに向けた。

　直後、発はつ砲ぽう。

「ぁ────」

「次、口を挟はさんでみろ。ミンチにして下水のヘドロに変えてやる」

　リムの頰ほおには一筋、赤の線が入っていた。直ちよく撃げきはしていない。しかし、一度はランドに撃うち抜ぬかれた身。先日の痛みが幻げん肢し痛つうとなって恐きよ怖うふに変わり、リムは震ふるえて尻しりもちをついた。

　そんなリムの様子には目もくれず、ランドは拳けん銃じゆうを握にぎりながらバルドレッドへ向き直る。

「〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟の指揮権を我々に譲ゆずる、と？」

「そう言っている。もちろん、回収が完かん了りようするまでの一時的なものだがな」

「──悪くない話だ」

　ランドの一言に一同がぎょっとする。

　リムの言葉ではないが、この男が率いる非正規戦せん闘とう集団──〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟は、たった十日ほど前、テレサの領空に無断で侵しん入にゆうしたばかりか、空くう爆ばくや隊員による強きよう襲しゆう、はたまた〝死を超越した子供たちアクセプテイ〟の電子的な拉ら致ちを敢かん行こうしようとした事実がある。

　いや、それ以上に。その部隊のリーダーである幾いく島しま亜あ礼れいは、何を隠かくそう、このランド・ローガンのオリジナルを殺した張本人なのだ。

　当然、それを知らないランドではないし、全てを承知の上での判断だろう。

　しかし、いや、だからこそ。淡たん々たんと損得勘かん定じように努めるその姿はあまりにも常じよ軌うきを逸いつしていた。

「我が社の部隊は無人化を進めて久しい。対して、回収対象の〝死を超越した子供たちアクセプテイ〟は対自律兵器戦せん闘とうのスキルに長たけている。その点、対人専門の〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟は最適と言える」

「先週の回収作戦は君に邪じや魔まされて叶かなわなかったがな。あれさえなければ、我々にとって〝死を超越した子供たちアクセプテイ〟の回収は酷ひどく容易だ」

「──しかし、交こう換かん条件としては弱いな」

「と、言うと？」

　ランドは片方の口くち端はを持ち上げた。

「貴様らが強ごう奪だつした破損状態にあるアルカディアのシステムデータ。それを消去しろ」

「…………」

「我々の関係はあくまで買い手と売り手。買い手が商品を模も倣ほうして自給自足し出したらこの関係は終わるだろう？」

「もっともだ」

「だから、消せ。今すぐに」

　ドスの利きいたランドの声。バルドレッドの口元が白しら髭ひげの下で歪ゆがむ。

「それは、契けい約やく成立と取ってよろしいか」

　ランドはホロディスプレイに向けてハンドガンを構えた。

　その中央には、ランドの姿を捉とらえているドローンカメラが浮ういている。

「──六時間以内に〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟を寄こせ。話はそれからだ」

　同時、ランドはドローンカメラごとホロディスプレイを撃うち抜ぬいた。







　引き金を引いた。赤が散る。

　刀を振ふるった。赤が散る。

　そしてまた引き金を引いた。

　赤が散る。散る。散る。散る。

　積み上げられた死体の山は幾いく千せん万まん。

　立ち上る硝しよう煙えんの先に横たわるのは、夏の穹そらよりも深い蒼あおの瞳ひとみと、人形よりも人形らしい、現実味すら消失するほどの美の化け身しん。その少女の冷たい貌かおが、血の海の中に横たわる。

　俺が殺した。誰だれよりも多く。誰だれよりも素す早ばやく。

　何度も何度も、何度も何度も何度も何度も。

　斃たおれた死体は動かない。冷えた身体からだを揺ゆさぶっても目を覚まさない。

　人は生き返らない。

　悲しい？　辛つらい？　──否。ただただこの喪そう失しつが、苦しくてたまらない。

　だから瓦が礫れきの上に横たわったその美しい死体を抱だいて、慟どう哭こくした。




「フィリアぁぁああああ────!!」




　がばり、と身体からだを起こすと、そこは積荷のない空の貨物車の中だった。

　見回せば、見知った仲間たちが一様に手を止めて秋あき人とを見ている。

　その大きく見開かれた目や、恥はずかしそうに背そむけられた顔、クスクスと笑う声に、秋あき人とはゆっくりと自分の意識が覚かく醒せいしていくのを自覚した。

「んんっ」

　誰だれかが秋あき人とのすぐ隣となりで短く咳せき払ばらいした。

　首を回せば、そこには借りてきた猫ねこのように足を揃そろえてちょこんと地べたに座るフィリアの姿があった。その頰ほおや耳は真っ赤になっている。

　秋あき人とは遅おくれて自分が今しがた何を叫さけんだのかを思い出した。アレはきっと夢の話で、口から声が出ていたのだと思い至る。それだけで顔が発火したかのように熱くなるのを感じた。

「ひゅー。熱いねえ二人とも」

　由ゆ乃のがニヤニヤした顔で冷やかし、

「おかしくない？　一番一いつ緒しよにいた時間が長いの私のはずなんだけど。なんで私の名前が出てこないの？」
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　しゃがみながら膝ひざに両りよう肘ひじを立てて手のひらで頰ほおを支える玲れ奈ながジト目でぼやく。

「刷り込みが足りないんじゃないの？　いっそのこと天あま代しろ玲れ奈ながあの貧ひん血けつ野や郎ろうを監かん禁きんでもしてくれたら話は早いんだけど」

　その横でシスティが光のない目で物ぶつ騒そうなことを言う。

「シーちゃんってあの二人のこと応おう援えんしてるのか、引ひき裂さこうとしているのかたまに分かんなくなるんだけど」

「奇き遇ぐうだね。私もだよ。──でも分かるでしょ、この気持ち？」

　システィの言葉に玲れ奈なは神しん妙みような顔をして、

「愛と憎にくしみって表ひよ裏うり一いつ体たいだよね」

「そういうこと。沼ぬまっていうのは嵌はまれば嵌はまるほど、深ければ深いほど、心ここ地ちよくも苦しいものなんだよ」

　なぜか二人してうんうんと頷うなずき以心伝心していた。

　すると、きゅっとケープコートの裾すそをフィリアに抓つままれる。そして秋あき人との耳に顔を近づけて囁ささやいた。

「……わたしは、ここにいるから」

　頰ほおに触ふれた彼女の吐と息いきの熱が、秋あき人との恐きよ怖うふに固まった心をゆっくりと溶とかしていく。

　目が合うと、見上げてくるフィリアが恥はずかしそうに薄うすくはにかんだ。同時に湧わき上あがってくる恥はずかしさのあまり自分の顔を覆おおうが、結局どうしようもなくなって照れくささの入り混じった苦笑いをフィリアに向けた。

　そうして時間が永遠に止まったかのように思えた、その時。

「おい、見ろ、外だ！」

　遼りよ太うた郎ろうの珍めずらしく上ずった声が響ひびくと同時、先頭車しや輛りようの方から真っ白な光が見えた。

　見つめ合っていた形の秋あき人ととフィリアは我に返ってお互たがい距きよ離りを開ける。

　視線を感じてフィリアとともに振ふり返かえると、そこには冷めた目をした玲れ奈なとシスティが肩かたを並べて立っていた。それから二人して「ふんっ」と鼻を鳴らして窓まど際ぎわへと駆かけ寄よっていく。

　秋あき人ととフィリアは無む性しように恥はずかしくて互たがいの顔も見られないまま、その二人の後を追って曇くもったガラス窓にへばりつく。すると、更さらに秋あき人とたちの後ろから仲間たちが俺も私も、と外を見たさに重なっていく。

　──そして、遂ついに地下鉄道を抜ぬけ、列車は外へ出た。

「わ───」

　視界が真っ白に塗ぬりつぶされ、目を細める。そして世界が色しき彩さいを取とり戻もどした時、秋あき人とたちは示し合わせたわけでもないのに感かん嘆たんの声を重ねた。

「すっげええええええええ───！」

「なに、これ……──」

「これ、街？　都市？　ねえ、あれってもしかして全部人？」

　秋あき人と、フィリア、玲れ奈なの順に窓に齧かじりつくように外の世界を瞳ひとみに収める。

　そこは無数の超ちよう高層ビルから立体の鉄てつ道どう網もう、そしてホログラムの輝かがやきが絡からまり合あった一つの巨きよ大だいな都市だった。

　視界全てを覆おおい尽つくすのは嶺れい京きようと同等かそれ以上の輪りん郭かくの大きさを持つ威い影えい。しかし嶺れい京きようと決定的に異なるのは、そこが灰色一色に塗ぬりつぶされた廃はい骸がい都市などではなく、夥おびただしい数の人と情報が作り出す生命の輝かがやきに満ち満ちていることだった。

　そんな都市の中心を、中空に浮ういたレールを秋あき人とたちの乗る列車が走る。

　由ゆ乃のが振ふり返かえり、静かに言った。

「──みんなようこそ。楽園都市《ティーラ》へ」

　その言葉は不思議と秋あき人とたちを高こう揚ようさせる。

　しかし、そんな感傷に浸ひたっているのも束つかの間ま。

　列車の車輪が立てる鈍にぶい音の中に、外から大気が燃ねん焼しようする高音が混じる。

「……？」

　最初に音に気が付いたのは秋あき人ととフィリアだった。

　焦しよう点てんをどこまでも続く巨きよ大だい都と市しから引ひき戻もどし、意識を周囲警けい戒かいに切きり替かえる。それから続々と他のメンバーが同様に異変に気が付く。その間、たったの一秒とコンマ二秒。

　直後、高音は中型のジェット音に変わり、車しや輛りようの左右へと迫せまった。

　それと同時に、列車の下から現れたのは黒々とした機き影えい。

　全長十五メートル。黒と灰色の都市迷めい彩さい。形状は羽を広げたカモメにも見えるが、その実、腹の中に溜ため込こんでいるのは幾いく千せん発ぱつもの鉛なまり玉だまの類。それはかつて秋あき人ととフィリアがテレサビルに向かって強行した際に使用した機体と同型機体──ティルトジェット式の航空機である。

「え──？」

　玲れ奈なが思わず声を漏もらす。

　一機だけではない。四機……いや五機いる。

　それがずらりと十数輌りようある列車を左右から挟はさみ込こんでいる。左右合計で十機は視界に捉とらえた。

　秋あき人とはそれら両りよう翼よくに備え付けられたバルカン砲ほうが快音を上げて回転し始めるのを見て、

「全員、伏ふせろ!!」

　目め一いつ杯ぱい両りよう腕うでを広げて周囲の人間を押し倒しながら叫さけんだ。

　列車が人の体重で揺ゆれる。遅ち延えんした世界で人が床ゆかに折り重なっていく。

　そして、列車の左右から弾だん雨うがやってきた。

「きゃぁぁぁあああああああああああああああああ!!」

　上がった悲鳴は由ゆ乃ののもの。

　ガラスが飛び散り、フレームが穴だらけに削けずり取とられ、シートに敷しき詰つめられたクッションが雪のように舞まい散ちる。車しや輛りようの天てん井じようが引ひき剝はがされ、ドアが吹ふき飛とんでいく。

「秋あき人と、どうなっているのこれ!?」

「動くなフィリア、死ぬぞ!!」

　秋あき人との腕うでの下した敷じきになったフィリアが呻うめいて顔を上げようとしたところを、四し肢しを使って必死に押さえつける。今、少しでも頭を上げたら一いつ瞬しゆんで蜂はちの巣すだ。

　やがてバランスを大きく崩くずした列車は、ついに秋あき人とのいる真下付近で脱だつ輪りんした。

　ガキンッ、と異様な音が鳴なり響ひびく。

「や、ば──っ！」

　弾だん丸がんの往来など最も早はや気にしている余よ裕ゆうはない。

　それを悟さとった面々は、血相を変えて今度は一いつ斉せいに身体からだを起こして膝ひざを曲げる。

　直後、浮ふ遊ゆう感かんが来た。

　身体からだが浮うく浮うく浮うく。

　景色が反転し、髪かみの毛けが逆立つ。空が足元に、地面が頭上に現れる。

　秋あき人とは渾こん身しんの力を肺に溜ため、ありったけの声を吐はき出だした。

「総員、列車を棄すてて退たい避ひ!!」

　それを合図に、嶺京れいきよう兵へいは両足に込こめた力を解放。タクティカルスーツに編み込まれた人工筋繊維バイオメタルフアイバーが通電し、強化された脚きやく力りよくに物を言わせて航空機の包ほう囲い網もうから抜ぬけ出だしていく。

　直後、垂直に屹きつ立りつした先頭車しや輛りようが後続車しや輛りように押され横回転を始めると、ティルトジェット式の航空機を巻き込んで火花を散らした。

「あーくんっ！」

　秋あき人ともいよいよ落下の一いつ途とをたどる列車から飛び出ようとしたその時、悲痛な声を聞いた。

　誰すい何かするまでもない。由ゆ乃のである。彼女は空中に完全に投げ出されており、このままでは列車の脱だつ線せんに巻き込まれて鉄てつ塊かいにプレスされるであろう位置にいた。

　由ゆ乃のは体勢を調整することも叶かなわず、逆立つ列車の合間から脱だつ出しゆつできずにいるのだ。

「ゆ、の、ねえ……こっちだっ！」

　地上方向へ身体からだを伸のばし、肩かたを伸のばし、腕うでを伸のばして──その手を捉とらえた。

　同時、先頭車しや輛りように衝しよう突とつした航空機三機が引火、閃せん光こうを伴ともなって爆ばく発はつ。

　秋あき人とは由ゆ乃のを強ごう引いんに引き寄せるなり、横にして抱だき、ジェットキットを展開。

「あっつッ！」

　墜つい落らくした航空機の爆ばく炎えんに背中を炙あぶられながら由ゆ乃のを守るように身体からだを折り曲げる。

　そして爆ばく風ふうに煽あおられて、屹きつ立りつする列車の合間から上空に向かって弾はじき出だされた。

　秋あき人とは由ゆ乃のを抱かかえたまま空中で数回転しながらジェットキットを吹ふかして勢いを殺す。そして何とか街の上空を走るレールを超こえて、片側一車線の道路に降り立った。

「ぐ──っ！」

　由ゆ乃のが軽いとは言え、二人分の体重がのしかかる。接地した両りよう脚あしがアスファルトにヒビを入れながら沈しずみ込こんだ。全身のバネを最大限に沈しずみ込こませて衝しよう撃げきを吸収し、そのまま横に転がって受け身を取る。

　しかし、由ゆ乃のは秋あき人とに担かつがれたままだったため受け身をまともに取ることも叶かなわず、秋あき人との上に身体からだが投げ出される結果に。

　果たして、秋あき人とは呆ぼう然ぜんと立ち止まる大衆の面前で、由ゆ乃のの尻しりに敷しかれていた。

「は──、は──。死ぬかと思った、死ぬかと思った死ぬかと思った死ぬかと思った!!　ありがと、あーくん、本当にありがとう……っ！」

「……、……っ。ゆ、の、ねえ……ギブ、いき……ぎぶ……」

「えっ、ちょっ、あーくんなんで私の下にいるの!?」

「ちゃくち、ミスった……っていうか、どいて……」

　顔を赤くしながら秋あき人との上から降りる由ゆ乃のを端はた目めに、秋あき人とは横よこ薙なぎに視線を巡めぐらせた。

「げほっ、げほっ……みんな、無事か」

　そして秋あき人とは息を吞のんだ。

　結論から言えば、嶺れい京きよう兵へいはみな多少の怪け我がはしていてもピンピンしていた。当然だ。この程度のイレギュラーで死ぬような鍛きたえ方かたはされていない。

　しかし、その向こう。秋あき人とたちが立つ街自体には惨さん状じようとも言える風景が広がっていた。

　停車していた自動車にひしゃげた列車が突つき刺ささり、空中を走るレールにはボロボロになった航空機の亡なき骸がらが火の粉を振ふり撒まきながら引っかかっている。レールの下の道路には無数のガラス片へんや金きん属ぞく片へんが撒まき散ちり、アスファルトの所々に落下した車体の衝しよう撃げきで亀き裂れつが入っている。

　その様子を、街の人々が啞あ然ぜんとした様子で眺ながめていた。

　あらゆる年ねん齢れい、あらゆる性別、あらゆる人種の人々が、秋あき人とたちを遠巻きに見ている。

「ひ、人が降ってきた……ッ！」

「オイオイオイオイ今の航空機、テレサ社のものじゃなかったか？　何が起きてる？」

「見ろよアレ、全員子供じゃないか。しかも、なんであの爆ばく発はつの中で生きているんだ？」

　その目の色は、異物を見る恐きよ怖うふの色だった。

　秋あき人とは悟さとる。

　──ああ、これが普ふ通つうなんだ。

　壊こわれた都市しか見たことがなかった。歩けば何かが壊こわれるのが当たり前の生活だった。

　それが普ふ通つう。それが日常。──そう思っていた。

　ここでは、秋あき人とたちが異質だった。

　すると、秋あき人との手が引かれる。見れば由ゆ乃のだった。

「……あーくん。これ、すぐに離はなれた方がいいかも」

「分かってる。これじゃあテレサの連中に見つけてくださいと言っているようなもんだ──」

「手て遅おくれだよ、一いち之の瀬せ」

　そこに、別の男の声が混じった。

　聞き慣れない声。しかし、忘れもしない声。

　命のやり取りをしたからではない。過去唯ゆい一いつ、秋あき人とが勝利できなかった強敵だからではない。

　──なぜならそれは、自分と同じ声だから。

「由ゆ乃の姉ねえ、下がれッ！」

「あ、あーくんっ!?」

　突つき飛とばされた由ゆ乃のが驚おどろきの声を上げた。

　視みるより前に、戦いの記き憶おくを刻み込まれた脊せき髄ずいが指先を動かす。

　マウントから抜ぬくのは柄つか状じようの兵装──〈ＺＥＲＯ−96〉。通つう称しようゼロクロ。

　指先がトリガーを絞しぼり、起動する。

　そしてほとんど勘かん頼だよりに〈ゼロクロ〉を振ふり上あげ──

「────ッ!!」

　飛来してきた鋭するどいナニカを弾はじき飛とばした。

　わぁあああっ！　と群集の一部が飛来してきた棒状のソレに対し、姿勢を低くして逃にげ出だす。

　右みぎ腕うでが痺しびれる。それほどの速度と質量だったということ。

　見れば、秋あき人とが弾はじいたそれは、細身の白い刀とう剣けんだった。見み間ま違ちがえるわけがない。それは秋あき人との持つ〈ゼロクロ〉の後こう継けい機種である、もう一種類の対戦車ブレード──

「〈マークエイト〉を弾はじき飛とばす奴やつは未いまだかつて君しか見たことがないよ」

「……そりゃどうも。俺だって〈ゼロクロ〉を弾はじく奴やつはあんたしか知らない」

　顔を上げた先。

　そこには秋あき人とと瓜うり二ふたつの顔の男が立っていた。

　以前被かぶっていたフルフェイス型のヘルメットはそこにはない。黒の頭とう髪はつが太陽の下に晒さらされている。最も早はや、顔を隠かくす必要もないということか。

　だが、顔を露あらわにしているのは秋あき人とも同じ。というのもこれから使用する兵装の電力消費が膨ぼう大だいにつき、光学ジャミング装置が今回使用できないのだ。

　背せ丈たけも、瞳ひとみの色も、立たち居い振ふる舞まいも。全てが同じ二人の男が相対する。

　異なるのは奴やつの方が秋あき人とよりも数歳年上ということと、顔に走る傷きず跡あとの多さ。

　そして、顔の右半分を覆おおう視覚デバイス。

　その男の名は、幾いく島しま亜あ礼れい。秋あき人との遺伝子的なオリジナルだった。

「……どうしてアンタがここにいる。テレサとは敵対していたはずだろう」

　彼ひ我がの距きよ離りは三十メートル前後。タクティカルスーツの最大出力で脚きやく部ぶを強化すれば、瞬まばたき一つする間に懐ふところに入られる距きよ離りだ。

「簡単なことさ。テレサ社と手を組んだんだ。君たちの記憶変数体マインドステートを確保することを条件にね」

「は……？　手を組んだ？　アルカディアを盗ぬすんでおいて？」

「おかしなことはないだろう。元々、我が母国エルメアはテレサ社最大の顧こ客きやくだ。多少のイレギュラーがあったとしても、利害が一いつ致ちすれば手だって組むし、駒こまにさえなる」

「……理解できないね」

「それが大人というものだ。君たちがまだ子供っぽい思考を捨てきれていないだけだ」

　秋あき人とは子供という言葉に反応して、思わず嚙かみつく。

「あんたはただ思考停止して他人のいいなりになっているだけだろう」

「思考停止ではない。組織の──社会の意志に同調しているんだ。それにほら、君たちだって同じだろう。敵だった者同士、今は行動をともにしている」

「────」

「結局、我々人間は自分にとって都合のいい人間を仲間と呼び、駒こまにするんだよ」

「……っ。違ちがう、俺たちは──！」

「違ちがわないさ。貴様ら全員、一いち之の瀬せ秋あき人とという人間にこんな場所まで扇せん動どうされた駒こまなんだよ」

　亜あ礼れいは頰ほおもほとんど動かさないまま口元だけで薄うすく笑った。ひどく寂さびしそうな笑えみだった。

　亜あ礼れいの右みぎ腕うでが掲かかげられる。

　すると、亜あ礼れいの背後に出来ていた人ひと垣がきの合間から、滲にじむように大量の兵士が現れた。構えるのは〈ＭＡＲ−16〉を始めとしたエルメアの銃じゆ火うか器き。その兵士たちは、秋あき人とらが州間防護壁ステートボーダーと第七プラントで交戦したエルメア合衆国軍の切り札──〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟である。

　そして亜あ礼れいは目を細め、

「人形は人形らしく人間の言うことを聞いて大人しくしていろ！」

　右みぎ腕うでを勢いよく振ふり下おろした。

　同時、正面から弾だん雨うがやってくる。

　しかし、それをただ眺ながめているだけの秋あき人とたちではない。

　その時既すでに、秋あき人とを始め嶺れい京きよう兵へいは全員、自分の得物を構えていた。

『──総員、迎げい撃げきしてください』

　キリの声が通信上に響ひびくと同時、嶺れい京きよう兵へいの皆みなが銃じゆう撃げきを開始した。

　一いつ斉せいに硝しよう煙えんが辺り一帯を埋うめ尽つくし、その中をまるで雷らい雨うに走る稲いな妻ずまのようにマズルフラッシュの瞬またたきが橙だいだい色いろに染め上げる。

　今度こそ野次馬根こん性じようで武装した兵士たちと秋あき人とら謎なぞの来訪者のやり取りを眺ながめていた群集が、悲鳴を上げて散り散りになる。

「──打ち方止めシーズ・フアイア」

　煙けむりの向こうで亜あ礼れいの声が響ひびく。

　それに合わせて、秋あき人とも手を掲かかげて嶺れい京きよう兵へいの皆みなに射しや撃げきを止めるよう指示を出した。

　硝しよう煙えんの霧きりがゆっくりと風に流され晴れていく。最初に空から薬やつ莢きように埋うめ尽つくされたアスファルトが、次に正面に壁かべのように立ち並ぶ〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟の影かげが見えた。

　地面に転がる死体の姿はない。それどころか散った赤色の一いつ滴てきさえどこにも見当たらない。

「……ッチ」

　晴れた煙けむりの向こうで、亜あ礼れいが憎にく々にくし気げな顔で舌打ちした。

　対して、秋あき人とたち嶺れい京きよう兵へいも同様に誰だれ一人ひとりとして倒たおれていない。

『情報統とう括かつ本部より各位へ通達。皆みなさんグッジョブです。被ひ弾だん数すうゼロ、傷害数ゼロです』

　飛来してくる弾だん丸がんの全てを、余すことなく撃うち落おとして相そう殺さいしたのだ。

「え……？　え……？　私、生きてる……。って言うか、え……？　あんなに撃うったのに、誰だれも怪け我がしてない……？　え……？」

　秋あき人との後ろで蹲うずくまっていた由ゆ乃のが混乱の声を上げる。

　それは、秋あき人とたちにとっても実現の難しい業わざだった。飛来してくる弾だん丸がんの数に対してこちらの迎げい撃げき用ように放った弾だん丸がんが多すぎても少なすぎてもダメなのだ。自分たちが被ひ弾だんすることも、敵兵を殺してしまうことも、ましてや民間人に跳ちよう弾だんしてしまうことも避さける必要があった。

　誰だれがどの弾だん丸がんを撃うち落おとすか──そのすべての演算上の指揮を執とった情報統とう括かつ本部と、その長たるフィリア、そして正確に全ぜん弾だん命中させた嶺れい京きよう兵へい全員による神かみ業わざである。

「ふー……」

　フィリアが弾マガ倉ジンをリロードしながら細く長く溜ため息いきをつく。

　秋あき人とは無言でその肩かたを叩たたいて労ねぎらい、亜あ礼れいに向き直った。

「ただの駒こまには出来ない芸当だろこれ？」

「……戦略統合システムＵＴＡＳもなしに弾だん丸がん全てを撃うち落おとすとは、演算能力だけは一流のようだ」

「…………」

「フィリア、鼻の下伸のびてるぞ」

「ちょ……っ、秋あき人とうるさい！　こんな時に何言ってんの！」

　フィリアに肩かたを思い切り叩たたかれて秋あき人とは思わず笑ってしまう。それを見て更さらにフィリアが頰ほおを膨ふくらませるのが微ほほ笑えましくて仕方なかった。

　それを見て、亜あ礼れいは舌打ちを一つして指示を飛ばす。

「第一から第四小隊、次じ弾だん装そう塡てんし次し第だい、斉せい射しやしろ！　頭部は外せッ！」

「……ッチ。ほんっと容よう赦しやないなあ……っ！」

「笑っていられるのも今のうちだ、肉人形。いくら正確無比な射しや撃げきで全ぜん弾だん撃うち落おとせたとして、その軽装を見る限り、持ち歩いている弾だん薬やくもそう多くないだろう？　弾たま切ぎれまで追い込んで、無事君たちの敗北だッ」

「…………」

　亜あ礼れいの言う通りだった。

　実際、秋あき人とたちの持ち前の弾だん薬やくはせいぜい多くても一人当たり弾マガ倉ジンが八本の三百発程度しかない。対して敵はこのまま持久戦に持ち込めば、いくらでも後こう援えんのテレサから弾だん薬やくの支給が来るだろう。戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔなど大型兵器を持ち出されたらひとたまりもない。

　──しかし。

　秋あき人とたちだって無策なわけではないのだ。

　秋あき人とはリロードを挟はさみながら、フィリアに声を飛ばす。

「フィリア、アレのルート指示、用意！」

「やってるわ！　あと十秒待って！」

　そして、亜あ礼れいの掲かかげた手が振ふり下おろされ斉せい射しやが今まさに開始されようとして──

　──それは来なかった。

　嶺れい京きよう兵へいの間で緊きん張ちようの糸が張ったまま疑念が広がる。

　しかし、それは敵兵たちの間でも同様だったようで、彼らの視線が泳ぎ始めるのを見た。

　原因は分かり切っていた。亜あ礼れいの肩かたが、腕うでが、手のひらが、空高く掲かかげられたまま硬こう直ちよくしていたのだ。そればかりか、視線すらも硬こう直ちよくしていた。

　否、亜あ礼れいはなにかを見つめていた。

　その何かを秋あき人とは追って──息を吞のむ。

　奴やつは、どういうわけか、玲れ奈なを凝ぎよ視うししていた。

「え？　え？　なに、なになに、私なにかした……？」

　それが玲れ奈なにも分かったのか、怪け訝げんな表情を浮うかべ戸と惑まどいの声を上げる。

「……花か[image: 蓮]れん？」

　秋あき人とは振ふり返かえった。こぼれた自分と同じ声こわ音ね。しかし、自分以外の誰だれかが放ったその言葉。

　それは間ま違ちがいなく、亜あ礼れいから出た声だった。

「花か[image: 蓮]れん、おい、花か[image: 蓮]れんがなぜここに──」

　秋あき人とは驚おどろいた。あの冷静沈ちん着ちやくで常に無機質な表情ばかり浮うかべる亜あ礼れいが、玲れ奈なに目を向けたまま動どう揺ようを見せたのだ。

　秋あき人との斜ななめ後方に控ひかえていた遼りよ太うた郎ろうが低く唸うなる。

「……なんだこりゃ。どうなってやがる」

　すると、その亜あ礼れいに駆かけ寄よる〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟の隊員が一人。大おお柄がらの男のそいつは亜あ礼れいの肩かたを強く揺ゆさぶって叫さけんだ。

「オイ亜あ礼れい、正気に戻もどれ！　アレは花か[image: 蓮]れんじゃない！　ただのクローンだ、目を醒さませ！」

「──あ、ああ……そうだな、分かっている。だが、いや、しかし──あれは魂たましいが別だとは到とう底てい思えないほど瓜うり二ふたつ──。いやよそう、我々は我々の仕事をこなすだけだ」

　そう言って、亜あ礼れいは再度得物を構えて、手刀を掲かかげた。

「──その紛まぎらわしい肉体、頭ず蓋がいを残して跡あと形かたもなく粉ふん砕さいしてくれる」

　そしてその手が再び振ふり下おろされようとして、

「秋あき人と！　ルート指示のアップデート終わったわ！　これでオフライン状態の今でも動ける！」

　フィリアからの報告に、秋あき人とは短く頷うなずき、〈マインドトーク〉の回線を全隊員に向けて開きながら亜あ礼れいへと向き直った。

「悪いけど、アンタらに構っている暇ひまはないんだ」

　秋あき人とたちは端はなから持久戦をするつもりなど毛頭ない。

　なんのために玲れ奈なに都市に合うカジュアルな服を作ってもらったのか。

　なんのために着慣れたタクティカルスーツのデザインを一新したのか。

　なんのために高速機動戦せん闘とうに不利なケープコートを羽織っているのか。

　全ては都市に紛れるため。そして紛まぎれるべきは、今だった。

『総員、量子迷彩クアンタムステルス用意』

　嶺れい京きよう兵へいの全員が、同時にケープコートのフードを被かぶる。

「……何のつもりだ」

「折角、こんな遠いところまで来たんだ。観光でもしていくよ」

　同時、キュィインと高音が一いつ斉せいに鳴なり響ひびき──

　嶺れい京きよう兵へい全員の姿が、虚こ空くうに溶けた。

　同時、亜あ礼れいの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

「──ッ!?　量子迷彩クアンタムステルスだと!?　なぜその技術を持っている！　量子迷彩クアンタムステルス技術はアルカディア開発局が解散すると同時に失われたはず──!!」

「知っている人間にちょっと出会っただけさ」

　秋あき人との隣となりで由ゆ乃のが小さく笑ったのが空気伝いに分かった。

　亜あ礼れいの眼球が秋あき人とたちを見失って焦しよう点てんを見けん当とう違ちがいな場所に巡めぐらせる。

「じゃあな亜あ礼れい。俺たちは俺たちの頭で考えて道を進む。思考停止人間はそこで空気でも眺ながめて休んでな」

　同時、秋あき人とたちの姿が完全に背景と同化する。透とう過かする。

　そして秋あき人とは予定通り由ゆ乃のを連れたまま、この後の《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》探たん索さく任務で同じ班となるフィリアと玲れ奈なと合流しようとして──

「総員、制圧射しや撃げき始めッ！」

「は？」

　亜あ礼れいの指示で、〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟は秋人たちがさっきまでいた空間に向け乱射した。今、秋あき人とたちは互たがいを近距離高速無線通信ＮＦＨＣ規格で接続しているだけであり、散開した後は情報統とう括かつ本部がティーラ上にネットを構築するまで互たがいの位置の把は握あくができなくなる。だから、今すぐに合流する必要があるのだが──

「やっばっ、──フィリア、玲れ奈な、どこだッ!?」

「あーくん、危ないよ、ここは逃にげようっ！」

「くそ──っ！」

　何発も秋あき人との身体からだを掠かすめ、いよいよ危険と判断。由ゆ乃のを連れてその場から離り脱だつする。

「あーもうっ、いっつも恰かつ好こうがつかないなあ！」

　せっかくあの亜あ礼れいを出だし抜ぬいたのに──と秋あき人とは歯は嚙がみしながら由ゆ乃のとともにティーラの街を駆かけ抜ぬけた。





６






　どこを歩いても人、人、人。

　巡めぐらす視線の先には必ず人の姿がある。灰か瓦が礫れきか死体しかなかった嶺れい京きようとは大おお違ちがいである。往来する誰だれもが小こ奇ぎ麗れいで洒落しやれた服を着ており、心底、玲れ奈なに街用の私服を作ってもらってよかったと実感する。

　亜あ礼れいの部隊との交戦から一時間。

　秋あき人とと由ゆ乃のは《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》の捜そう索さくのため、自分たちが担当する区画を目指してティーラを横断しているところだった。

　ティーラの大通りを由ゆ乃のとともに早足で進みながら秋あき人とはティーラの立体マップを視界端はしに呼び出して拡大する。本来であればそこに仲間たちの現在位置を示す光点が表示されるのだが──点てん滅めつするのは二つの光点のみ。秋あき人とと由ゆ乃ののものである。

「……やっぱり信号は受信してないか。この都ま市ち、なんでこんなに通信環かん境きようが悪いんだ？　さっさと他のみんなと合流したいんだけどな」

「今の時代の情報都市ってどこもこんなものだよー。あーくんたちが使っている通信システムって一人一人が接ノ続ー子ドとして構築する小規模な分散型ネットワークでしょ？　いくらこの時代のものより二世代も三世代も〝最さい先せん端たん〟の技術を持ったあーくんたちでも、そもそもの信号の出力不足で混線しちゃうんだよ」

　すれ違ちがう人々を興味深そうに振ふり返かえりながら由ゆ乃のが言い、秋あき人とはしばし考え込む。

　想おもうのはフィリアのこと。由ゆ乃のほどではないが、あの少女もまた運動神経は決して高いわけではないのだ。卓たく越えつした演算スキルを持つとは言え一人の女の子だ。素す直なおに心配だった。

「……集合するのも手こずりそうだな。量子迷彩クアンタムステルスの消費電力もかなりエグいせいで、タクティカルスーツのバッテリー残量も少ないし……」

「オフラインでも《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》の捜そう索さくができるように担当エリアは割わり振ふってあるんでしょ？」

「そうだけど、仲間と通信ができない状じよう況きようっていうのは常にネットに繫つながっていた俺たちにとっては怖こわいんだよ。……通エ信ー素テ子ルが手元にあればなー。優先度がそんなに高くないからって、第七プラントにほとんど置いてきちゃったんだよな」

「……通エ信ー素テ子ル、ね」

「？」

　何やら含ふくみのある言い方に秋あき人とは由ゆ乃のの顔を覗のぞき込こもうとするが、その前に由ゆ乃のが白衣を翻ひるがえして振ふり返かえる。

「今の位置的に丁度いいし、捜そう索さくの担当エリアに行く前に一か所観光してく？」

「観光？　どこを？」

「あそこ」

　そう言って指さすのは、右手に広がるオフィス街。

　その中心にそびえるのは建築的な知識がさっぱりでも先せん鋭えい的てきなデザインであると一目で分かる巨きよ大だいな建造物。それを見て最初は綺き麗れいだなー、どっかで見覚えあるなー、くらいにしか思わなかった秋あき人とであるが、そのビルの端はしに掲かかげられた企き業ぎようロゴを見てぎょっとする。

　それは、ひどく見慣れたデザイン。

「ちょ──由ゆ乃の姉ねえ、あれってまさか」

　ドン引く秋あき人とを前に、由ゆ乃のはニヤリと悪い笑えみを浮うかべた。

「──そ。テレサ本社」

　そこは、敵の本ほん拠きよ地ちだった。

　由ゆ乃のに連れられるまま歩くこと十分。

　テレサ本社は、ティーラの都市のど真ん中に鎮ちん座ざしていた。

　巨きよ大だいな立方体や直方体を幾いくつも重ね合わせたようなデザインとでも言えばいいのだろうか。

　流線形の類は一いつ切さいなく、ただ直線の織り成す美しさだけが、多用されたガラスと人工大理石の中で光ひかり輝かがやく。

　敷しき地ちに広がるのは美しさのためだけに配置された芝しば生ふや木々の緑色。

　自然を表す記号のはずなのに、それすらも作られた人工物に見えてしまう。

　本社ビル前は広大な敷しき地ちを贅ぜい沢たくに使った公園になっており、ジョギングコースや噴ふん水すい広場まで完備されていて、街と一体化しているような印象を得る。

　無む駄だのない美しさのために全てが計算された空間。

　完かん璧ぺきである以外のものは排はい除じよされる、真っ白で、綺き麗れいで、完かん璧ぺきな場所。

　それが、テレサ本社だった。

「……ここが」

「うん。テレサの本社ビル。アルカディアの本体も、今はあの中にあるよ」

「────っ」

　さらりと由ゆ乃のの口から出てきた言葉に秋あき人とは身を固くする。

　振ふり返かえると、由ゆ乃のの表情はいたって普ふ通つうだった。無表情と言ってもいい。

　しかし、その無表情がむしろ、彼女の心中に様々な感情が渦うず巻まいていることを思わせた。

「……、突とつ破ぱするには、相応の装備が必要だな」

　秋あき人とは今の由ゆ乃のにかける言葉が分からず話題を繫つなぐ。

　そんな秋あき人との内心まで見み透すかしたのか、由ゆ乃のは一度だけ柔やわらかく笑うと、視線を眼前のテレサの本社ビルに移した。

「そうだねえ。少なくとも今のあーくんたちだったら一人当たり十デスしてやっとビル内部に侵しん入にゆうできる、ってくらい戦力差があるかな。あ、そう言えばエルメアの〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟もいたっけ。そしたら二十デスで足りるかどうかって感じかな」

「二十デスって……今の俺たち、命いっこしかないんだけど？」

「だから正面突とつ破ぱだけは絶対にしちゃだめ」

　秋あき人とと由ゆ乃のは近くのベンチに座って同時に足を組み、頰ほお杖づえをついてビルを睨にらみつけた。

「空から降下して屋上から侵しん入にゆうするのは？」

「無理だねー。今は収納されていて見えないけど、あーくんたちが突とつ破ぱした州間防護壁ステートボーダーなんて目じゃないくらい大量の対アン空チエ砲アーが配備されているよ」

「さっき言っていた正面突とつ破ぱっていうのは？　──例えば、戦車タンクを調達してくるとか」

　一見ただの小こ奇ぎ麗れいな正面広場。作りだけ見れば嶺れい京きようにあったアルカディア開発本部のそれに似ているが、その実、所々にアートオブジェの皮を被かぶった防護用の固こ定てい砲ほうが大量に設置されているのが分かる。装そう甲こう車しやでも持ち出さないと歩兵など秒で血ち飛沫しぶきに変わるだろう。

　由ゆ乃のはその細い肩かたを竦すくめた。

「仮にイージス戦車を持ち出しても、今の第八世代戦車の薄うすい装そう甲こうじゃ簡単に貫つらぬかれちゃう」

「虎とらの子この多重自律反応ＭＡＲ装そう甲こうも一いち撃げき必殺の質しつ量りよう弾だんには強くても、多面攻こう撃げきにはめっぽう弱いもんな」

「そーいうこと。せめて第三世代戦車の分厚い装そう甲こうがないと無理かな」

「……わざわざこんな場所まで連れてきたんだ。まさか打つ手なしってオチじゃないんだろう？」

　秋あき人とがそう言うと、由ゆ乃のはふふんと得意げに笑ってみせた。

「もっちろん。おねーちゃんに全部任せなさいって」

「不安だなあ……」

「不安ってひどいなあ。これでも超ちよう一流の研究者なんだからね？　分ぶん析せき力りよくには自信アリだよ」

　由ゆ乃のはベンチから立ち上がり、ビルの一点を指さす。

「あそこから突とつ破ぱするの」

「……正面玄げん関かん？」

「違ちがう違ちがう。その隣となり」

　秋あき人とはスマートコンタクトレンズの倍率を引き上げて、ガラス張りのビルを舐なめまわすように探す。すると、由ゆ乃のの指さす辺りに見えたのは、正面玄げん関かんとは別のもう一つの侵しん入にゆう経路。

「……まさか幹部専用のエントランス？」

「あったりぃ」

「いやいやいや……何言ってるんだよ」

「あそこが何だかんだ遮しや蔽へい物ぶつが多い関係で一番通る射線の数が少ないのよね」

「…………仮に五百歩譲ゆずったとして」

「五百歩も譲ゆずったら最も早はやそれは敗走よ」

「どうやって入る？　どうせ通るのにカードキーが必要なんだろ？」

　由ゆ乃のの茶々を無視して言葉を繫つなぐ。

　そして由ゆ乃のはドヤ顔のまま言い返した。

「その方法を、これから見つける情報屋さんに教えてもらうんだよ～」







　由ゆ乃の曰いわく、この街は三つの区画に分かれているらしい。

「ティーラの中心はテレサが牛ぎゆ耳うじる区画。その周辺はテレサ以外の企き業ぎようが縄張りにしている区画。そしてさらに外周部が企き業ぎように街を追い出された連中が住む場所がある。それが──」

　秋あき人とと由ゆ乃のの足が、ざっと音を立てて止まる。

　見上げる先には、違い法ほう増築を繰くり返かえしたことにより立体迷めい路ろの様相を呈ていしているコンクリートジャングル。階段の先に商店街があり、その真上に住宅街があるかと思えば、隣となりは廃はい車しやが積まれたスクラップ工場がある。

「……なんか、入り組んでいる感じがジオシティ・イオタみたいな場所だな」

「たしかにねえ。ここがテレサに追われた人たちが流れ着く場所──廃棄区画トラツシユデイビジヨンだよ」

　その境界を踏ふみ越こえた瞬しゆん間かんから街の空気が変わるのが分かった。

　通りを歩く人間がまず違ちがう。小こ奇ぎ麗れいかつスタイリッシュにコーディネートを決めていた人々が、電でん飾しよくと金属パーツがふんだんに使われた派手な恰かつ好こうをした人間に入いれ替かわった。

　サイボーグの種類も全く異なる。さっきまでは生体パーツを自然に埋うめた人々が多かったのに、ここではシリンダーが剝むき出だしになった外骨格系の人工筋肉パーツや、明らかに攻こう撃げき用ようと分かるナイフや銃じゆうの機構が仕込まれた手足を持つサイボーグが目立つ。

　そんな粗そ野やな人間で溢あふれ返かえる商店街を、秋あき人とは由ゆ乃のに手を引かれながら進む。

　その時。

　変なニオイのする煙けむりの向こう──露ろ店てんと露ろ店てんの隙すき間まに出来た小さな交差路に見覚えのある黒のタクティカルスーツ姿の兵士を見た。

　秋あき人とは、はっ、と顔を上げて、先行する由ゆ乃のの手を引いて抱だき寄よせる。

「──由ゆ乃の姉ねえ、こっち」

「ちょっ、あーくん……っ？」

　それから露ろ店てんの商品を値ね踏ぶみする客を装よそおって、路地の近くで背を向ける。

　二人一組の兵士だ。どちらもさっき、秋あき人とたちの列車を襲しゆう撃げきしてきた際に亜あ礼れいの後ろにいた顔だ。視線の巡めぐらせ方かたを見るに、秋あき人とたち嶺れい京きよう兵へいを探しているのは明らかだった。

　秋あき人とは無言でフードを被かぶり、由ゆ乃のを自分の陰かげに隠かくす。

　由ゆ乃のが不安そうな声で囁ささやいた。

「て、敵……？」

『シッ……。音声探知ソナーを走らせているかもしれない。大きな声を出すと見つかる』

『わわ、分かってるわよ。今はちゃんと音声探知ソナーに引っかからない声量でしゃべったんですうー』

『ほんとかよ……』

　そう言いながらも由ゆ乃のは肩かたを竦すくめて両手で自分の口を押さえる。そういうところが、大人っぽい見た目をしているくせに、どうにも子供っぽく見えるのだ。

　秋あき人とは視界に装備一覧を示すウィンドウを展開し、タクティカルスーツの蓄ちく電でん状じよう況きようを見る。

『……バッテリーの戻もどりが悪い。歩きばっかだったせいだ。スーツが全然発電していない。これじゃあ量子迷彩クアンタムステルスは使えないな。由ゆ乃の姉ねえは──』

『私もまったくだよー。代謝悪いからかなあ。生体エネルギーの出力、全然ないんだよね』

　今回のテレサ本社への殴なぐり込こみ作戦で一番のキーパーソンである由ゆ乃のを連れていたこともあり、なるべく量子迷彩クアンタムステルスを使いながら亜あ礼れいの軍から逃にげたのが、ここに来て仇あだとなった。

『クソ……もっと早く気が付いていれば』

『あの〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟を振ふり切きるには必要だったし。あーくんのせいじゃないよ』

　秋あき人とはパーカーの裾すそに隠かくしていた背中のホルスターに触ふれる。

　それを見た由ゆ乃のが怯おびえた目で秋あき人とを見上げる。

『た……戦っちゃダメだからね？』

『……こんな場所でやらないよ。民間人が多すぎる。何より装備が貧ひん弱じやくだ』

「装備が万ばん全ぜんでもダメだから！　あーくん、そんなだと本当に死んじゃうからね……！」

「ちょっ、由ゆ乃の姉ねえ声がでかい……っ」

　慌あわてて肉声を発した由ゆ乃のの口を押さえる。

　すると、視界の端はしで亜あ礼れいの部下がこちらを振ふり返かえるのが見えた。

「……？　おい、待てそこの二人」

　まず……！

　秋あき人とは硬こう直ちよくした。どうするどうするどうする。

　連中との距きよ離りは二十メートル弱。往来する人々で通りがごった返していることを踏ふまえても、あと数十秒程度で接近されるだろう。ゆっくりとこの場から離はなれることもできるが、既すでに目を付けられている今、自分たちが連中の言うところの〝死を超越した子供たちアクセプテイ〟ですと公言するようなものだ。

　こうなったら、いっそ一発空に向かって発はつ砲ぽうして、混乱に乗じて逃にげるしかない。量子迷彩クアンタムステルスが使えない以上、亜あ礼れいから逃にげた時以上に難しい逃とう走そう劇げきになるだろうがここで摑つかまるよりは万倍マシというもの。

　秋あき人とは無言でホルスターに収まるハンドガンのグリップを握にぎった。

『あーくん……？』

『……合図をしたら走るぞ』

『な、なにをするつもり……っ！』

『大だい丈じよ夫うぶ。大だい丈じよ夫うぶだから…………多分』

『多分ってそれダメなやつじゃん！』

　黒の兵士たちが秋あき人との右手が背中に回っていることに気が付き、彼らもまた身体からだの前に抱かかえているアサルトライフルを握にぎり直なおした。その瞬しゆん間かんだけは、兵士たちの意識が僅わずかに秋あき人とたちから手元の銃じゆうに逸それた。

「そこの二人、動くな。妙みような真ま似ねすると痛い目を見るぞ」

　──今しかない。

　秋あき人とは腹を括くくってハンドガンを抜ぬき、その銃じゆう口こうを空に向け──

「……っ!?」

　突とつ如じよ、目の前の空間がぐにゃりと歪ゆがんだ。

　由ゆ乃のも驚おどろき、慌あわてて目を擦こする。しかし、その光景に変わりはない。水たまりに石せつ鹼けんを垂らしたように、何もないはずの虚こ空くうが淡あわい虹にじ色いろの輪りん郭かくを伴ともなって曲線を描えがく。しかも、振ふり返かえれば秋あき人とたちの背後の空間も同様に歪ゆがんでいた。

　それは、量子迷彩クアンタムステルスが世界を偽いつわる痕こん跡せき。

　直後、腕うでを引かれ、強ごう引いんに走らされる。

「だ、誰だれ!?」

　由ゆ乃のは驚おどろきに声を上げながら、秋あき人とと同様に上半身だけ前かがみになって駆かけ出だす。

「クソッ、追うぞ！」

　黒の兵士たちが背後で叫さけび、人の波を搔かき分わけて後を追ってくるのが端はた目めに見えた。

　秋あき人とは鼻先を掠かすめる二つの匂においに、秋あき人とと由ゆ乃のの手を取る二人が誰だれなのかが一いつ瞬しゆんで分かった。

　何より秋あき人との右手に収まる柔やわらかな手は、この数か月で一番触ふれた大切なカタチ。

『フィリアと……玲れ奈なか』

『え……!?　フィリちゃんと、レナちゃんなの!?』

　秋あき人との言葉に由ゆ乃のが驚おどろきの声を上げると、由ゆ乃のとの回線に二つのアイコンが追加される。

　僅わずかなホワイトノイズが走り、それからクリアになった音声が脳内に響ひびく。

『ねえ、アキ？　こんな非常事態だっていうのに、由ゆ乃の姉ちゃんとデートとはずいぶんよゆーじゃん？』

『待て待てよく見ろ、俺たちは真面目に《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》の追つい跡せきをしていたんであって──』

『玲れ奈な、そこの貧ひん血けつ男おとこを追おい詰つめるのは後にして。あなたが飛び出したせいで、ここから先はノープランよ』

『は？　二人とも力ちから業わざであの〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟を躱かわすつもりだったのか!?』

『うっさい、上空に発はつ砲ぽうして強ごう引いんに逃にげ出だそうとしていたアキに言われたくない！』

　秋あき人とは真横の歪ゆがんだ空間に向かって叫さけぶと、脳内で玲れ奈なの鋭するどい声が返ってくる。

　すると、秋あき人とたちの正面の人だかりの中から増ぞう援えんと思われる六、七人の兵士が現れた。

「まっず──」

　思わず全員の足が止まる。思考が止まる。

『み、みんな、そこの路地に入って！』

　否、独りだけ思考だけは止まらなかった者が一人。

　由ゆ乃のの声に弾はじかれたように秋あき人とたちは、真横にあった細く薄うす暗ぐらい路地へと駆かけ込こんだ。露ろ店てんと露ろ店てんの隙すき間まを抜ぬけ、水はけの悪いシンと冷えた細道を走る。人気はなく、露ろ店てん通どおりと異なり追っ手が路地に入った瞬しゆん間かん、銃じゆうの射線が秋あき人とたちを捉とらえるのは必至。

『ゆ、由ゆ乃のさん、こんな路地を進んだところで囲まれて捕つかまります！』

『ふ、二人とも、今すぐ私とあーくんのことを挟はさみ込こむようにして抱だきしめてっ！』

『は、はいぃ!?　由ゆ乃の姉ちゃん、まさかの欲求不満!?』

『おおおいおいおい由ゆ乃の姉ねえ、どうした、テンパりすぎて〈ニューラルゲート〉壊こわれたか!?』

『い、いいから、言う通りにしてっ!!』

　背後から迫せまりくる複数の軍ぐん靴かの音。

　逡しゆん巡じゆんの末、秋あき人との背中からフィリアが、由ゆ乃の側から玲れ奈なが密着する。久しぶりに感じるフィリアの強い肉感にかっと身体からだが熱くなるのを感じていると、秋あき人との腕うでの中に収まった由ゆ乃のが緊きん張ちように震ふるえる声で言った。

『ふ、二人とも、次の合図でコート前面の量子迷彩クアンタムステルスを解除。すぐにお互たがいの電磁波誘導界面ダイバーターを接続して！』

『なになになになに急に変なこと言わないで！』

『ら、了解ラツジっ！』

　慌あわてふためく玲れ奈なと、何とか事態を飲み込むフィリア。

　対極的な二人を他所に、遂ついに敵てき影えいが路地の入口へと差さし掛かかり──

『今だよ！　繫つないで！』

　瞬しゆん間かん、由ゆ乃のの声が脳内に響ひびく。

　直後、バチンッ、と静電気が弾はじけたような音とともに、フードを被かぶった玲れ奈なの顔が由ゆ乃の越ごしに現れた。きっと、秋あき人との後ろには同様に何もない空間からフィリアの姿が現れたことだろう。

　そして由ゆ乃のは玲れ奈なとフィリアのケープコートの裾すそを重ね合わせさせると、全員で座り込むように指示を飛ばす。わけも分からずに秋あき人とたちはその場にしゃがんだ。

　四人の身体からだを二人分のコートでぐるりと囲んだような形である。

『電磁波誘導界面ダイバーターの接続を確かく認にん──量子迷彩クアンタムステルス、再起動するよ！』

　同時、キュイン、と量子迷彩クアンタムステルスの起動音が響ひびくと、薄うすく光を透とう過かしていたケープコートの内側が真の暗くら闇やみになる。

　前後左右からケープコートに当たった光が、コート表面の電磁波誘導界面ダイバーターと呼ばれる極小の機械繊せん維いを通じて迂う回かい。入光した場所とは真反対に抜ぬけることで、中にいる人や物を透とう過かさせるのだ。それが、量子迷彩クアンタムステルスの大まかな仕組み。迷ステ彩ルスが起動している最中は、光が迂う回かいすることから内部には一いつ切さいの光が入ってこない。

　そのため──

『スーツの外部センサーを起動した。仮想ビュワーを合成表示するよ』

　由ゆ乃のが言うなり、秋あき人との眼前に外部からの視界情報へのアクセス許可申しん請せいを示すウィンドウがポップアップする。迷わず〝ＹＥＳ〟のボタンをクマリイッンクドすると、警告表示のアイコンが明めい滅めつ。直後、ケープコートが透とう過かし、外の景色が露あらわになった。

　それは、あくまで透過したように見えるだけで、実際にはコートの内側は暗くら闇やみのままだ。それを、外部センサーが捉とらえた光学情報を元に仮想的に作りあげた映像を視界に合成表示することで疑ぎ似じ的てきに透とう過かして見せているのである。

「な、に──？　奴やつらどこへ行った」

　敵兵の悪態が路地に響ひびく。秋あき人とたちは一いつ斉せいに振ふり返かえった。そこには、銃じゆう口こうを路地の奥や上空に向けながら歩いてくる複数名の兵士の姿があった。

『……見失ってくれたみたいだな』

『でも、こっちに来るわ』

　フィリアの言葉の通り、一歩、また一歩と秋あき人とたちのいる場所へと近づいてくる。

　双そう方ほうの距きよ離りは、実に十メートル。兵士の一人が苛いら立だち紛まぎれに舌打ちする。

「クソッ、視覚デバイスマネージャーに侵クラ入ツクされてないよな!?」

「制せい御ぎよアプリはクリーンだ。恐おそらく量子迷彩クアンタムステルスだろう。幾いく島しま隊長の話では一いち之の瀬せ秋あき人とと神かん崎ざき由ゆ乃のの推定バッテリー残量から、向こう三時間は量子迷彩クアンタムステルスを使えないだろうという話だったが──何らかのイレギュラーが発生したのだろう。それ以外に説明がつかない」

「量子迷彩クアンタムステルスだって万ばん能のうじゃない。音も熱も、足音だって人の痕こん跡せきはいくらでも残るんだ。音声探知ソナーをもう一度走らせろ！」

「残念ながら私のバッテリーも限界だ。ここでソナーを打てばスーツが動かなくなる」

「畜ちく生しようが……ッ。これだからタクティカルスーツは厭いやなんだ。機能を集約しすぎているせいで不測の事態に対して脆ぜい弱じやく過ぎる」

　亜あ礼れいの部下の兵士二人は、最後にそう悪態をついて踵きびすを返した。その背中が露ろ店てん通どおりの雑ざつ踏とうに消えてから更さらに数分経たった頃ころ、ようやく四人は大きく息を吐はき出だした。

「ぶっ、はぁあ！　きんちょーしたぁー！」

　玲れ奈なが最初に立ち上がり、秋あき人ととフィリアがそれに続く。秋あき人とは、俯うつむいたまま足あし腰こしにまるで力が入っていない由ゆ乃のの手を引いて無理やり立ち上がらせた。

　それと同時、量子迷彩クアンタムステルスが解け、ただのケープコートへと変わと、近くを通りかかっていたやんちゃそうな若い男の集団がぎょっとした目で見てくる。傍はたから見れば、何もない空間から女三人と男一人が抱だき合あった状態で現れたのだから当然の反応とも言えた。

　秋あき人とは固まった首をゴキゴキと鳴らしながらフィリアと玲れ奈なの方を向く。

「二人ともありがとうな。滅め茶ちや苦く茶ちや助かった。あのままじゃ一発空に撃うって、混乱した通りを無理やり走って逃にげるしか方法がなかった」

「まったく……あなたが銃じゆう口こうを空に向けた時には肝きもが冷えたわよ。相変わらず計画性がないんだから」

「選せん択たく肢しがなかったと言ってくれ」

「バッテリー残量を気にするところから準備が足りないって言っているのよ」

「無茶言うなよ……。それにしてもフィリアと玲れ奈なと合流できたのは運がよかった」

　右手に握にぎりっぱなしだったハンドガンをホルスターに戻もどしていると、秋あき人との言葉に玲れ奈なとフィリアが互たがいの顔を見合わせる。それから玲れ奈なが眉まゆを立てて、

「ちょっとアキ、運任せで私たちがここにいるわけないじゃん。二人とも探すのめっちゃ大変だったんだからね？」

「お、おう……？」

　腰こしに手を当て溜ため息いきをつく。

「はー……もうわかってないなあ。フィリアが〈イヴ〉と少しだけ持ってきてた他のドローンを総動員して探したに決まってんじゃん」

「────」

　驚おどろき、フィリアの方を向く。

　フィリアは、素知らぬ顔をして露ろ店てん通どおりを眺ながめていた。白銀の髪かみをニットの袖そでから僅わずかに覗のぞく細い指で弄いじっている。

「あ、ありがとう、フィリア」

「……別に。わたしは今回のキーパーソンを優先的に保護したにすぎないわ。由ゆ乃のさんを失えば、わたしたちはアルカディアへ辿たどり着つく手立てを失うことになるから」

「そ、そうか……」

　何か、いつもよりも──と言うより、昔みたいに棘とげの数が戻もどっている……？

　秋あき人とが内心で甘々な感じのフィリアを少し期待していたのだが、ここティーラに来てからというもの、どうもトゲトゲしているような気がする。まさか、新しい街に来て、色々なものを見て、今の関係に飽あき始はじめたなんてこと──

「もー、相っ変わらず素す直なおじゃないなあ、素す直なおに心配だったの一言で済むのに」

　フィリアの背後から首をひょっこり出した玲れ奈なが暴ばく露ろしていく。

「ちょっ、玲れ奈な！　何言ってんのよ！」

　勢いよく振ふり返かえったフィリアは顔を真っ赤にして玲れ奈なの頰ほおを両側からつまみ、ぐにぐにと揉もみくちゃにする。

「うへへへ、らっへフィリアがクールぶってるからあ」

「ぶってなんかない！　あーもうっ、色々台無しじゃない！」

　そして頰ほおを膨ふくらませたフィリアがむーっ、と秋あき人とを睨にらむので、苦笑いを返しておいた。

　すると、玲れ奈ながふと呟つぶやく。

「……そう言えば、由ゆ乃の姉ちゃん、なんか静かだね？」

「たしかに」

　いつもなら歩兵二人が立ち去った後など真っ先に悲鳴を上げそうなものなのだが。

　そう思ってずっと身体からだを支えていた手元の由ゆ乃のに視線を落として──

「「「あ」」」

　秋あき人とと玲れ奈なとフィリアは同時に声を上げる。

　そこには、極度の緊きん張ちようゆえに白目を剝むいて気絶している由ゆ乃のの姿があった。
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　私──神かん崎ざき由ゆ乃のは友達がいない。

　いや、その一言では大いに語ご弊へいがあるだろうか。

　正確に言うなら、私は友達がいないのではなく、友達になるような同年代の人間が周りにいなかった、というのが実際のところである。

　私はいわゆる一いつ般ぱん的てきな子供ではなかった。

　若くしてテレサ社の要職に就ついた父・神かん崎ざき徹とおるは、「生きているうちに娘むすめと話したい」という死に瀕ひんする彼の妻の願いを叶かなえるために、私を作った。

　私は人工子宮アイアンマザーから生まれ、学習用仮想空間で通常の人間の倍の速さで育てられた。この身体からだの成長も調整用の培はい養よう器きで加速させられた。世界を捉とらえた時間も、肉眼よりも脳で疑ぎ似じ信号を視みた時間の方が遥はるかに長い。

　それが悪かったというわけではない。

　私は私の幼少期に満足しているし、不平不満の類もない。ただ、愛され方が違ちがっただけ。そんな父のお陰かげで母と話せたし、その記き憶おくもこのちっぽけな脳にしっかりと刻み込まれている。

　しかし、言葉を交かわす人間は父とその秘書たち。せいぜいが、手伝いをしていた研究室の同どう僚りようたちくらいなものだったが、彼らは私よりも一回りも二回りも年上だった。当然だ。当時、私の心と身体からだの年ねん齢れいは──主観年ねん齢れいと実年ねん齢れいが一いつ致ちしないためこのような言い方になるが──弱じやつ冠かん十三歳だった。テレサ社の社員に同年代の子供がいるわけがない。

　だから、ずっと独りだった。

　自分では気にしていないつもりだった。──昔からそういうものだと理解していたから。

　しかし、ここに至って、知ってしまった。──仲良く言葉を交かわす彼らを見てしまったから。

　私は自覚した。

　自分の孤こ独どくを。隣となりに誰だれもいない事実を。胸のうちにぽっかりと空いた、黒々とした大きな穴を。その穴を埋うめようにも、私が彼らの輪の中に入ることは決して許されない。

　絶対に、許されない。

　彼らは──〝死を超越した子供たちアクセプテイ〟は作られたという点は同じでも、私とは違ちがう。なぜなら、彼らは私に作られた側であり、私は彼らを作った側だからだ。

　第七プラントで久しぶりに彼らと再会した時にそれを強く自覚した。

　私に対する彼らの目。それは、明らかに敵ないしは異物を見る目だった。

　ただ唯ゆい一いつ、一人だけ。一人の少年を除いて。

　──由ゆ乃の姉ねえ。

　私のことをそう呼んで慕したってくれる黒くろ髪かみの少年だけは、私の心の内を覗のぞき込こむような冷たくとも柔やわらかな瞳ひとみを向けていた。

　彼は昔からそうだった。誰だれに対しても一歩身を引いて、誰だれに対しても柔にゆ和うわに接する。

　それが彼の優やさしさであり、強さであった。

　私はそんな彼の一面が好きで、よく可か愛わいがったものだ。

　その彼が私に対して優やさしさを見せてくれる度たびに思う。

　──私が守らなければ、と。







　温かい──

　最初に知覚した情報は、身体からだ前面に感じる熱だった。

「……から、俺はむしろ被ひ害がい者しやというか保護者だったんだって何度も言ってるだろ？」

「じゃあなんでテレサ本社ビルなんて行ったわけ？　この都ま市ちでいっっっちばんヤバイところじゃん！」

「玲れ奈な、それ以上はムダよ。どうせいつものその場の流れに身を任せた無計画さの産物よ」

　一定周期で身体からだが上下している。風も感じる。鼻先をくすぐるのは髪かみだろうか。ちくちくしてくすぐたい。どうやら誰だれかに背負われているらしい。

「──っ」

　そこで意識が浮ふ上じようする。

　目を開き、肺を思い切り膨ふくらませる。酸素を取り込み、脳を稼か働どうさせる。

　一体いつから寝ねていた？　今は何時？　それ以上に、ここはどこ──？

「あ、やっと起きた由ゆ乃の姉ちゃん」

　視界の横からひょいっと金きん髪ぱつ少女の顔が入り込んでくる。

「……大だい丈じよ夫うぶですか？　怪け我が、していませんか？」

　その向こうから白銀の少女──フィリちゃんが美しい蒼あおの瞳ひとみで振ふり返かえって心配そうな顔をした。そして最後に、顔をすぐ横にあった黒くろ髪かみの頭部が傾かたむき、同じく黒色の瞳ひとみと目が合う。

　そこは、あーくんの背中の上だった。

「よかった、由ゆ乃の姉ねえ。目、覚ましたか」

「────」

　あーくんが心底、安心したように柔やわらかい笑えみを浮うかべる。

　それが、私の心を揺ゆさぶった。

　──ああ、そんな顔で見ないで。

　勘かん違ちがいしてしまう。自分が、輪の中に入れたのだと錯さつ覚かくしてしまう。

　だから私は笑った。上手に笑えていたかは分からないが、口角を上げた。

「ごめんねえ。私、あーくんに背負われてばっかだね」

　たはは、と笑って、あーくんの背中から降りる。

　危ないからと止めてくれたあーくんだが、その言葉は丁てい重ちようにお断りして、両足で地面に立つ。ゴミと汚お水すいに塗まみれたアスファルトだ。走っているヒビは砲ほう撃げきの衝しよう撃げきによるものではなく、単なる経年劣れつ化か故ゆえ。補ほ修しゆうも掃そう除じもされていない、放置された人工物。

　その汚きたなささえ、私の目には新しん鮮せんに映る。ただ研究室の中に引きこもっていた人生だったが、最後にこんな別世界を見られることになるとは。気を取り直して向き直る。

「私、もしかして気を失ってた感じ？　今何時かな」

「午後十時です。五時間くらい気を失われていた計算になりますね。第十三プラントで覚かく醒せいしてから日も経たってないのにここ数日激務でしたから、その反動が来たのでは」

「そう、なのかなあ……？　三人ともごめんね、迷めい惑わくかけちゃったね」

「全然。謝るなよ。由ゆ乃の姉ねえもこういう都市に慣れてないんだからあんまり無理すんなよ」

「ありがと、あーくん」

　首を回すと、辺りは薄うす暗ぐらく、都市の表情はすでに夜のそれに切きり替かわっていた。

　この辺りはどうやら廃棄区画トラツシユデイビジヨンの中でも深部のようで、階段と路地とが複雑に入り乱れた立体的な繁はん華か街がいになっていた。食べ物屋からパーツ屋、薬屋から何やら怪あやしいピンク系の光に包まれた店まで様々だ。

「この五時間、どんな感じだった？」

　訊たずねると、三人は微び妙みようそうな顔をした。

　はあ……とレナちゃんが盛せい大だいに溜ため息いきをつく。

「テレサの情報を握にぎっているっていう情報屋の居場所は全く摑つかめずだよ。この廃棄区画トラツシユデイビジヨンにいるのは確からしいんだけど、みんな口を開きたがらない。テレサが怖こわいみたい」

「そっか……。思った以上に、テレサの独裁が進んでいたんだね。他のみんなとの連れん絡らくは？」

　すると、今度はフィリちゃんが浮うかない表情で首を横に振ふった。

「残念ながらまだ……。今、〈イヴ〉──わたしの専用機のドローンのことなんですけど、その子と一部持ってきていた小型ドローンを駆く使しして、ティーラの広域に僅わずかながら通エ信ー素テ子ルを撒さん布ぷしている状じよう況きようです。撒さん布ぷが完かん了りようすれば、通信速度は期待できませんが、戦術データリンクが復旧して最低限の連れん絡らくも取れるようになる見込みです」

「横の連れん携けいも難しいか……。情報屋は潜もぐっちゃった可能性があるね」

「潜もぐったっていうのは？」

　あーくんはネオンに彩いろどられる〝カラオケ〟やら〝イザカヤ〟といった文字を眺ながめながら聞く。

「文字通り地下に潜もぐることもあるけど──情報の売買を一時的にやめたってことだよー。手て練だれの情報屋が潜もぐるとなったらネットにも浮ふ上じようしなくなるから、追つい跡せきはかなり難しくなっちゃう」

「……そうなったら詰つみ、だな」

　四人の間に重苦しい空気が立ち込める。

　すると、くぅ～、と可か愛わいらしい音が鳴った。

「……っ!!」

　音の出所はすぐに分かった。

　フィリちゃんだ。

　本人は我関せずのすまし顔を貫つらぬいている気だろうが、その実頰ほおはりんごのように赤く染まっている。それに目ざとく気付いたあーくんはニヤリと笑って、

「フィリア、言ってくれればよかったのに。今日も超ちよう絶ぜつハラヘリだったのか」

「ちっ、ちがっ！　って言うかわたしがいつも腹ペコみたいに言うのやめてよね！」

「でも実際、俺と一いつ緒しよでフィリア、燃費悪いだろ？」

「燃費とか言わないでよ！　知らない間にエネルギーがどこかに行っちゃうだけなんだから！」

　私とあーくんの視線が、無言でフィリちゃんの胸部と臀でん部ぶに向けられたのは言うまでもない。直後、あーくんは眉まゆを立てたフィリちゃんから鋭するどいビンタを頰ほおに喰くらっていた。

　すると、耐たえきれなくなったのか、今度はレナちゃんが大きな欠伸あくびをした。

「ふわ……ぁふ。なんか私は眠ねむ気けが急にマックスになったかもー……」

「そこら辺の露ろ店てんで食べ歩きしながら、宿探すか？」

　あーくんの提案に、フィリちゃんとレナちゃんが頷うなずく。

　そうなれば私の役割だと思い、繁はん盛じようしてそうな商店街の方を指さした。

「私、休ませてもらった分、元気だから、ちょっと宿の場所聞いてくるね」

「ちょっ、由ゆ乃の姉ねえ一人で行くのは危ないって。俺も付いて行くから」

　そう言ってあーくんが慌あわてて付いて来る。

　それを見たフィリちゃんとレナちゃんも振ふり返かえり、

「秋あき人と待って、わたしも行く」

「待って待って置いてかないでよ、こんな場所で離はなれたら五分ではぐれる自信ある！」

「じゃ、じゃあみんなで行こっか？」

　結局、四人で商店街を回ることになった。







　最も早はやベースが分からない合成肉に、産地不明の固形野菜。

　真っ青に光ひかり輝かがやく炭酸飲料に、虹にじ色いろのクリームが三重にスポンジに挟はさまれたケーキ。

　その他、正体不明だけど妙みように匂においだけは食欲をそそる食べ物を三種。

　露ろ店てん街がいで手に入れた食料はそんなラインナップだった。

　嶺れい京きようの基地内で使っていた電子通貨がそのままティーラでも使えたのが幸いした。最悪、電子決済システムを騙だまして食料などは現地調達することを考えていたため、その手段を取らずに済み安心する。

　秋あき人とたちは本日の戦利品を抱かかえて、四人並んで繁はん華か街がいの奥へと歩いていた。

　探すのは、ずばり本日の寝ね床どこである。

「肉を焼く仕事もあれば、薬を作る仕事とかジュースを作る仕事とか色々あるんだねえ」

　そう言って感心した声を上げるのは、真っ青に発光している炭酸飲料をストローで吸い上げる玲れ奈なだ。時折、隣となりのフィリアの方を向いて「見て」と舌を見せて、フィリアのドン引いた反応を見て楽しんでいる。

　昔から玲れ奈なはメロンジュースが好きだったのだが、こうしてみると、もしかしたら着色料マシマシな極ごく彩さい色しきな飲み物が好きなだけなのではと勘かんぐってしまう。

「……嶺れい京きようでは世の中の全てを把は握あくした気になっていたけれど──こうして実際に外の世界を目まの当あたりにすると、それが間ま違ちがいだったってことを思い知らされるわね」

　一方で、フィリアはその横で紙かみ袋ぶくろに入った食料を覗のぞき込こみながら、コーヒーもどきの液体が入ったカップに口を付けては、一口ごとに眉み間けんに皺しわを寄せている。きっとローレリア軍として戦っていた頃ころは基地で良い豆から挽ひいたコーヒーを飲んでいたのだろう。由ゆ乃のはと言えば、一見無難そうな缶かんジュースを手に持っているが、その表面には〝当社比カフェイン２０００％増量中!!〟の文字が躍おどっている。大だい丈じよ夫うぶだろうか、致ち死し量りようじゃないだろうかそれ。

　街に並ぶ宿はどこも遠目に見て怪あやしい外観をしていた。極ごく彩さい色しきのホロに彩いろどられていたり、城のようなデザインをしていたり、異国の地を思わせる緑溢あふれる装そう飾しよくが施ほどこされていたりと、つまるところ派手だ。

　各おの々おの、手にした食料を食べ終えた頃ころ、ようやく比ひ較かく的てきまともそうな外観の宿を見つける。

　疲つかれも相まって判断能力も鈍にぶっていた四人は、半ば投げやりに転がり込んだ。

〝ホテル・ディヴァース〟。宿の名前はそんな感じの横文字だった。

　中に入ると狭せまいカウンターに、不ぶ愛あい想そうな中年男性の店主が目に飛び込んでくる。照明は薄うす暗ぐらく、奇き妙みような匂においの香が焚たかれていた。一見小こ奇ぎ麗れいに取とり繕つくろっているようだが、所々に掃そう除じが行き届いていないのか埃ほこりが積もっているのが見てとれる。

「二人用の部屋を二つ、一いつ泊ぱくさせてもらえませんか」

　気難しそうな店主に向かって由ゆ乃のが言う。

　店主は身体からだのあちらこちらには金属フレームが見えており、一目で元軍属ないしは秋あき人とたちと同じムジナの匂においを感じさせた。機械化されているのは店主の顔も同様で、光学カメラに置おき換かえられた両眼が由ゆ乃のを凝ぎよ視うしする。

「……、っ」

　由ゆ乃のが怯ひるむ。秋あき人とはケープコートの下──背中のホルスターに収まるハンドガンに右手を伸のばした。それを、フィリアの手が重なり無言で制止する。彼女は首を小さく横に振ふった。

　すると、おもむろに店主が口を開いた。

「生あい憎にく、今日はスイートの一部屋しか空きがない。テレサの連中がどうにも騒さわがしいお陰かげで、表の路みちを歩けない奴やつらがわんさかと押し寄せてきやがった。部屋を使いたけりゃ四人一部屋で済ませな」

　野太い声に、秋あき人ととフィリア、玲れ奈なの三人は互たがいの顔を見合わせる。四人一部屋。普ふ段だんならここで赤面の一つでも作るところだが、状じよう況きようが状じよう況きようだ。誰だれもそこについては触ふれずに、皆みなむしろこの宿の造りやいざとなった時のための退たい避ひルートについて思案を巡めぐらせている顔だった。

　その中で由ゆ乃のは振ふり返かえって、

「──他の宿を探すのも大変そうだし、今日はここでいいかな？」

　三人に同意を求めた。

　渋じゆう面めんを作りながらも頷うなずく女二人。きっとこの雑然とした埃ほこりっぽさを気にしてのことだろう。なんだかんだ言って嶺れい京きようでの生活は清潔で快適に整えられていた。秋あき人とこそあまり頓とん着ちやくしない性格のためまだ耐たえられるが、女性陣じんにとっては少なからず抵てい抗こうがあるのだろう。

　最後に秋あき人とが頷うなずいて、由ゆ乃のが「それでお願いします」と店主に伝える。

「チェックアウトは十一時まで。延長は三十分ごとに加算。鍵かぎは指し紋もん式しき。指がない奴やつがいたら脈みやく拍はく式しきも備え付けてあるからそっちを使ってくれ」

　決済を終えるなり、店主はさっさとカウンターの奥にある小部屋へとひっこんでしまった。

　秋あき人とたちは息を吐はくと、本日の寝ね床どこへと向かう。

　部屋は三階にあった。店主曰いわく、秋あき人とたちが取った部屋以外は満室だそうだが、存外他の宿しゆく泊はく者しやの気配は感じても物音はしない。実に静かな空間だ。防音がしっかり行き届いているらしい。

　扉とびらに備え付けられているセンサーに親指を押し当て、四人分の指し紋もんを登録してから部屋の中へと足を踏ふみ入いれる。

「う……っ」

　真っ先に感じたのは、強きよう烈れつなルームフレグランスの匂におい。

　続いて、仄ほのかに残る青あお臭くささ。遅おくれて、それが人間の残り香だと気づく。

　窓は全て洒落しやれこんだ木製扉とびらで塞ふさがれており、室内は薄うす暗くら闇やみに沈しずんでいる。代わりにふんだんに使われた間接照明が大人びた空間を演出しており、異界へ迷いこんだかのような錯さつ覚かくを得る。

　外部から光学で捕ほ捉そくされにくいというのは利点だが、どうにも閉へい塞そく感かんが強く息が詰つまる思いがする。何より、咄とつ嗟さの脱だつ出しゆつ経路が出入口ひとつというのが不安を残す。

　鏡が多用された部屋の中央には半円形のソファが置かれており、それを点対たい称しようにクイーンサイズだがキングサイズだかの巨きよ大だいなベッドが部屋の左右に鎮ちん座ざしていた。

「な──なによ、これ。宿って、こういう場所なの？」

　最初に戸と惑まどいの声を上げたのはフィリアだった。

　玲れ奈なは立たち尽つくすフィリアを追おい抜ぬいて部屋を渡わたると、異様に広い浴よく槽そうを見て、鏡張りの天てん井じようを見て、そして最後にベッドの分厚いマットレスを見て言う。

「ねえ……なんかここ、雰ふん囲い気きめっちゃ怪あやしいね？」

　居い心ここ地ち悪わるそうにきょろきょろと室内を見回す玲れ奈なを他所に、由ゆ乃のは向かって左手にあるベッドの上にぼすんと座った。

「そりゃあそうだよ～。だってここ、そういう場所だし」

「そういう場所？」

　閉めた扉とびらの前で秋あき人とと並んで立たち尽つくしているフィリアが問い、小首を傾かしげる。それから少しして、由ゆ乃のが言わんとする意味に気が付いたのか、音が聞こえてきそうなほどの勢いで耳まで真っ赤にするとそっぽを向いて叫さけんだ。

「なな、なんで普ふ通つうの宿にしなかったんですか！」

「廃棄区画トラツシユデイビジヨンにまともな宿なんてないよ～。むしろこっちの方が綺き麗れいで便利で安全だよ」

　そう言いながら、由ゆ乃のは足を組んでこちらを見ながらニマニマと笑う。こちらの反応を楽しんでいるのは明らかだった。ここまで努めて無心を貫つらぬいていた秋あき人とであったが、そこまであからさまな注目を浴びるとこちらも意識せざるを得ない。そうして隣となりのフィリアの吐と息いきや衣きぬ擦ずれが耳につくようになって、いよいよ体温が上がってきた頃ころ──

「あーもうだめ、私、ギブ」

　由ゆ乃のの座るベッドに玲れ奈なが倒たおれ込こんだ。

　沈しずむ黄金の髪かみに、鳴るポリマーフレームの音。出所は彼女の腰こしに交差して装備されている二丁のハンドガン〈ヴァイタリア〉だ。

　慌あわてて秋あき人とは玲れ奈なの元へと駆かけ寄よる。

「おい馬鹿。せめて装備外してから寝ねろって。トリガーセーフティだって万ばん能のうじゃないんだ」

「ふ、ふふ……。ここでアキに言われるのが化け粧しよう落とせ、とかじゃないのが笑えるね」

　瞼まぶたを閉じながら顔を横向きにして小さく笑う玲れ奈な。秋あき人とは唇くちびるを尖とがらせる。

「……仕方ないだろ。少なくとも今はまだ、テレサと交戦中なんだから」

「そうだね……いつか、こんな会話をしないで済む日が来るといいね……」

　その言葉を最後に、玲れ奈なはベッドに突つっ伏ぷしたまま小さな寝ね息いきを立て始めた。

「まったく……危ないって言ってんのに。…………お疲つかれ様さま、玲れ奈な」

　秋あき人とは呆あきれの溜ため息いきをつきながら、玲れ奈なの頭を柔やわらかく撫なでる。秋あき人との頰ほおはきっと持ち上がっていた。それから玲れ奈なを起こさないようにそっとケープコートを脱ぬがせ、腰こしに装備していたベルトごとハンドガンと予備の弾マガ倉ジンを外して、ガラス張りの背の低いテーブルに載せる。

　振ふり返かえると、由ゆ乃のが座ったまま両手を天てん井じように突つき出だして伸のびをした。

「ふぁ……ぁ。レナちゃんの寝ね顔がお見てたら私も眠ねむくなってきちゃった。……私、どこで寝ねよっかなあ～？」

　意味深な視線を投げかけてくる由ゆ乃のに、二つのベッドの狭はざ間まできょろきょろと挙動不ふ審しんに視線を巡めぐらせるフィリアがびくりと身体からだを震ふるわせた。

　秋あき人とは慌あわててソファを指す。

「お、俺はここで大だい丈じよ夫うぶだから、由ゆ乃の姉ねえもフィリアもベッド使えよ」

「え～、そんなんじゃ疲つかれ取れないよ？」

　由ゆ乃のは笑って、フィリアに目配せをした。

　秋あき人とが内心で首を傾かしげている傍そばで、フィリアが何やら深刻な顔をして俯うつむいてしばらく口を噤つぐむので、いよいよ心配になって口を開く。

「フィリア？　俺は本当にここで大だい丈じよ夫うぶ──」

「……あなたはこっち」

　フィリアが言葉を被かぶせながら、秋あき人との手を引いた。そして指さした。

　玲れ奈なと由ゆ乃ののいるのとは反対側のベッドを。

「えーと、つかぬことを伺うかがうようですが……フィリアは？」

「……わたしも、こっち」

　手の位置は変わらないまま、無む垢くに繰くり返かえされる言葉。

　頰ほおに朱しゆの差した顔で見上げてくる蒼あおの瞳ひとみは、期待と不安に揺ゆれていた。

「……分かったよ」

　言った先、フィリアは恥はずかしさを越こして、嬉うれしさに大おお粒つぶの瞳ひとみを弧こにした。




　斯かくして、一いち之の瀬せ秋あき人ととフィリア・ロードレインは同どう衾きんに至り──




　微まど睡ろみの中、秋あき人とは裏うら拳けんを喰くらって目が覚めた。

「……っ！　いってぇ──っ！」

　見れば、細い手が秋あき人との鼻っ柱を直ちよく撃げきしている。

　瞼まぶたの裏に星を散らしながら飛び起きると、秋あき人との身体からだの上には、フィリアの細い左ひだり腕うでが乗っかっていた。見れば、彼女は瞼まぶたを下ろしたまま絶賛夢の中で、

「む、ぅ……。なに、この戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔ。装そう甲こうが、とても、硬かたいわ」

　再び左ひだり腕うでを天高く振ふりかぶったので、ひいいぃっと秋あき人とはベッドから飛び降りる。

　すんでのところで避よけた秋あき人とは振ふり返かえると、今の今まで秋あき人との頭部があった場所にそれは鋭するどい一いち撃げきが繰くり出だされるのを見た。普ふ通つう、ベッドのスプリングは、ぐしゃあ、と音を立てるものではないはずなのだが。

　視界端はしに浮うかぶデジタル時計を見れば、まだ深夜の三時半。

　早朝の静かな時間を楽しむにしてはまだ太陽は地平線の下を彷徨さまよっているし、二に度ど寝ねするには未まだアドレナリンが全身を駆かけ巡めぐっていてしばらくは難しそうだ。

　──と、冷たい夜風が足元を撫なでるのを感じた。

　見れば、嵌はめ殺ごろしだと思っていた木製扉とびらが左右に開け放たれ、ガラス窓が開いている。

　その手前。

　亜あ麻ま色いろに蒼あおの色が混じった幻げん想そう的てきな色合いのショートボブが風に揺ゆれる。

「あーくん。夜よ更ふかしさんじゃん」

　窓まど際ぎわに腰こし掛かけていた由ゆ乃のが振ふり返かえり、手をひらひらと振ふった。

　秋あき人とは硬かたくなった首を回しながら歩み寄った。

「見てなかったのか？　フィリアからクリーンヒット貰もらったんだよ。見てくれよ、これ。俺の鼻曲がってないか？」

「あーくんの可か愛わいい悲鳴は聞こえた。大だい丈じよ夫うぶ。イケメン君だよ」

「お気き遣づかいどーも。生あい憎にく、自分の顔の出来の悪さについては自覚してるつもりだ」

「過度の謙けん遜そんは失礼だよ？」

「そのつもりがなくてもアイツの隣となりに立っていると自信も無くすさ」

　言って、眠ねむれる白銀の君を振ふり返かえる。見事なプロポーションを誇ほこる一方で、今は非常出口を示すピクトグラムのような恰かつ好こうで快適極きわまる寝ね息いきを立てていた。それがどこか微ほほ笑えましい。

　視線を戻もどすと、由ゆ乃のは笑って肩かたを竦すくめる。気にするな、ということらしい。

　秋あき人とは苦く笑しようしながら、由ゆ乃のと対面になる形で同じ窓まど枠わくに腰こし掛かける。

　座ってから気が付くが、ここからだと廃棄区画トラツシユデイビジヨンの輪りん郭かくの向こう側にテレサ本社ビルの威い影えいがよく見えた。角度的に、由ゆ乃のの位置からだとなおさらだ。

　そうして由ゆ乃のの方へと向き直ると、ふい、と彼女は顔を逸そらした。

　ショートボブが由ゆ乃のの横顔を覆おおい、表情を隠かくす。

「由ゆ乃の姉ねえ……？」

　声をかけるが、由ゆ乃のは無言で首を横に振ふるのみ。

　何か様子がおかしい。

　そう思って由ゆ乃のに近寄り、彼女の手を握にぎる。

　由ゆ乃のは一度深く息を吸って吐はくと、秋あき人との顔を見た。

「────」

　由ゆ乃のは、泣いていた。

「ごめんね、あーくん」

　由ゆ乃のは両りよう膝ひざを抱かかえるようにして身を縮めながら、ガラス窓にその小さな頭を預ける。重そうに。辛つらそうに。まるで微まど睡ろみの波に攫さらわれるかのように由ゆ乃のの瞳ひとみの焦しよう点てんが曖あい昧まいになる。

　秋あき人とは慌あわてて声をかける。

「どうして謝るんだよ。謝られることなんてなにも──」

「あるよ。罪なら沢たく山さん、あるよ。私は沢たく山さんの噓うそをついた。沢たく山さんの人を傷つけた。沢たく山さんのことから逃にげてきたし、沢たく山さんの言い訳をした。大切なあーくんを、優やさしい君を、誰だれよりも沢たく山さん殺した」

「由ゆ乃の、姉」

「そして何より──」

　由ゆ乃のが顔を上げる。

　赤みがかった灰色の瞳ひとみ。凪ないだ湖面に一石が投じられたように、濡ぬれた瞳ひとみが揺ゆれて、震ふるえて、大おお粒つぶの涙なみだの粒つぶを目め端はしに作った。

「──何より私は、アルカディアを生み出した」

「違ちがう」

　考えるよりも先に言葉が口をついた。

　由ゆ乃のの肩かたを抱だき、ぐっと顔を寄せる。

「由ゆ乃の姉ねえ、それは違ちがう。それは罪なんかじゃない。由ゆ乃の姉ねえが謝ることなんかじゃない。確かにアルカディアに苦しめられている現状があるのも確かだけど、そもそもアルカディアが無ければ俺たちは今ここに存在していなかった。生きていなかった。──由ゆ乃の姉ねえ。失敗だと思った何かが、誰だれかにとってのかけがえのない成功だったりするんだよ」

　秋あき人とは思い出す。第七プラントで由ゆ乃のが見せた悲しい横顔を。

　あれはやはり、罪を抱かかえた者の貌かおだったのだ。

　今だからこそ分かる。

　秋あき人とが心を潰つぶした理由がアルカディアを壊こわしたことによる罪悪感なのであれば。

　由ゆ乃のが心を潰つぶした理由はアルカディアを作った罪悪感なのだ。

「……優やさしくていい言葉だね。誰だれの言葉？」

「半分以上は玲れ奈なの受け売りさ」

「そっか。でも、もう半分はあーくんの言葉ってことだ。……ありがと。優やさしい子に育ってくれておねーちゃん嬉うれしいよ」

　由ゆ乃のの頰ほおを涙なみだの粒つぶが伝った。

　それなのに、由ゆ乃のは笑って、秋あき人との頭を撫なでた。それがなぜだか途と方ほうもなく悲しくて胸が締しめ付つけられる痛みが走って、気が付けばその手を取っていた。大事に大事に温めるように両手で包み込んで、目を伏ふせた。

「……あーくん？」

「………………そう言えばまだ聞いてなかった。……なあ、由ゆ乃の姉ねえ。教えてくれよ」

「何を？」

　顔を上げる。上げて、問う。

「──アルカディア、どうやって壊こわすんだ。自じ壊かいプログラムってやつを、どうやって内部から流し込むつもりなんだ」

　広がったのは無音。

　否、二人の心音が、脈みやく拍はくが、繫つないだ手を伝って聞こえてくる。

　たったそれだけの繫つながりなのに、時間が経たてば経たつほど二人の境界は曖あい昧まいになり、溶とけていくような錯さつ覚かくを覚えた。

　しかしその感覚も、由ゆ乃のが短く息を吸ったことで終わりを告げる。

「記憶変数体マインドステートに自じ壊かいコードを混入させた状態で、複体再生リスポーンするの。そして、死をトリガーに自じ壊かいコード交じりの記憶変数体マインドステートをアルカディアが読込ロードさせて──終わり」

「待てよ、それって──」

　呼吸が速くなる。由ゆ乃のは頷うなずく。

「片道切きつ符ぷの自じ爆ばく攻こう撃げき。アルカディアは壊こわれちゃうから、記憶変数体マインドステートは読込ロードされても再生はされない。──でも、大だい丈じよ夫うぶ。その役は私がやるから」

　秋あき人とは立ち上がって由ゆ乃のに迫せまった。

　そんなこと、絶対にさせてはならない。

「ダメだ。他の方法を探そう。誰だれかの犠ぎ牲せいの上に成り立つ未来なら俺は要いらない」

「────」

　由ゆ乃のは目を開いてから目を伏ふせた。

「……やっぱり優やさしいね、あーくんは」

「優やさしさなんかじゃないよ。これは俺の欲だ」

「……それでも、だよ」

　秋あき人とは由ゆ乃のの肩かたを起こして言う。
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「例えば──そう。アルカディアのシステムに正面から侵しん入にゆうして、自じ壊かいプログラムを流し込めばいい」

「……フィリちゃんの演算能力でも三層から成るアルカディアのセキュリティウォールは簡単には破れないよ。最低でも五時間はかかる。そんな長時間、サーバーのコンソールをフィリちゃん抜ぬきで防衛できる？」

「それ、は──」

　無理だ。フィリアがいたとしても、敵てき陣じんのど真ん中で陣じん地ちを築いて防衛するなど保もって五分が限界だ。

「これが最善で、唯ゆい一いつの方法なんだよ、あーくん」

「だからって、そう簡単に諦あきらめられるかよ……ッ」

　秋あき人とは叫さけんで、はっと後ろを振ふり返かえって口を噤つぐむ。

　幸い、フィリアと玲れ奈なは変わらず規則的な寝ね息いきを立てていた。あの二人にはまだ、この話を聞かせられない。聞いたらきっと──いや、間ま違ちがいなく無理をしてでも別の手立てを探そうとするだろう。ただでさえ《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》の捜そう索さくを含ふくめ、今回の作戦でも負担を強しいているのに、きっとそうする。それは秋あき人との望むところではなかった。

　胸を撫なでおろす一方で、秋あき人とは逡しゆん巡じゆんした。

　思考して、そして由ゆ乃のへ向き直って言った。

「──その役、俺が引き受ける」

「ダメ」

「由ゆ乃の姉ねえ……っ！」

「ダメなものはダメだよ。これは私の罪。私が背負うべきもので、あーくんが背負うものではない。それにさっき自分で言ったばっかじゃん。誰だれかの犠ぎ牲せいの上に成り立つ未来なら俺は要いらない──って。同じことをきっと、そこの二人は思っているよ」

「…………」

　秋あき人とはもう一度二人の寝ね顔がおを見て、言葉を失ってしまった。

　そして由ゆ乃のを見て──自分の目の前にあったはずの路みちが立ち消えた感覚を得てぞっとする。

　すると、そっと抱だきしめられた。見ずとも分かる。由ゆ乃のだ。

「……ごめんね。そしてありがとうね。私のために、沢たく山さん考えてくれて」

「当たり前だろ……っ、何言ってんだよ……！」

「でもね、あーくん」

　ほとんど同じ位置から秋あき人との顔を由ゆ乃のは見み据すえた。

　見て、言う。

「望むもの全ては手に入らないんだよ。諦あきらめることを覚えないと。──それが、大人になるっていうことなんだよ」

「────」

　声が出ない。

　出そうとしても喉のどが震ふるえてうまく言葉を発することができない。

　そんな秋あき人とを由ゆ乃のはもう一度抱ほう擁ようして、耳元で囁ささやく。

「……今は《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》を追うことだけに集中して。その後は私が上う手まくやるから」

　由ゆ乃のは身を離はなすと、短く「おやすみ」と言って玲れ奈なの寝ねるベッドへと入り込んでしまった。

　秋あき人とは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくして、ソファの上に腰こしを下ろす。

　そのままずるずると背中を滑すべらせて、天てん井じようを一人見上げた。





８






　目が覚めると、全身が古木になったように軋きしんだ。

「………………………………、あぁ」

　朝あさ陽ひに照らされた天てん井じようが目に入る。どうやら昨日はあのままソファで寝ね落おちてしまったらしい。その上、不用心極きわまりないことに窓を開けっぱなしのままで、朝あさ陽ひはそこから入射してきていた。

　端たん的てきに言って、寝ね覚ざめは最悪だった。

　身体からだの痛み以上に、心にのしかかる重しの質量が大きすぎる。

　もう一度だけ大きな溜ため息いきをついてから勢いを付けて身体からだを起こす。

　どちらにせよ、昨夜、由ゆ乃のが最後に言ったように今の秋あき人とたちにとって最優先事じ項こうは《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》の早期発見だ。それができなければそもそもアルカディア破は壊かいの一歩目すらも達成できない。

　両手で自分の頰ほおを張って気合いを入れる。悩なやむ時間も必要だが、切きり替かえも大切だ。

　そして部屋を振ふり返かえり、絶句した。

　大きなダブルベッドが一対ある部屋。

　その中間、ソファ正面に広がる人工大理石の床ゆかの上に横たわるのは一人の少女。

　その少女──フィリアは、身体からだを丸めて気持ちよさそうに寝ね息いきを立てていた。

「…………相変わらずの寝ね相ぞうの悪さだな」

　秋あき人とは無言でカメラアプリを立ち上げ、視野を短い動画で撮さつ影えいする。果たして、丸めた身体からだで枕まくらを抱だきしめ、寝ね言ごとで「〈イヴ〉……だいすき」と呟つぶやく姿が激写された。

「…………」

　秋あき人とは画像フォルダに保存されたその一枚を早さつ速そく見て、くすりと笑う。ほんの少しだけ心が軽くなったような気がした。……この写真も何かフィリアに詰つめられた時のカウンター用に撮とったつもりだったが、予定変へん更こうだ。本人には悪いが、丁てい重ちように保存させてもらおう。

　玲れ奈なと由ゆ乃のはと言えば、仲良く二人抱だきしめ合あう形で心ここ地ちよさそうな寝ね息いきを立てている。

　その由ゆ乃のの寝ね顔がおを見て、秋あき人とは再び夜中の由ゆ乃のとの会話を思い出し、息を詰つめた。

　──諦あきらめることを覚えないと。それが、大人になるっていうことなんだよ。

　首を横に振ふる。

　諦あきらめるなんて、そんな簡単にできていたらそもそも嶺れい京きようを脱だつしてこんな場所にいない。しかし、現状有効な答えが出ないのも確か。

　──切きり替かえよう。

　秋あき人とは自分の胸に手を当て、深呼吸を一つ。

　それから、声を張り上げた。

「みんな起きろー！　朝だぞー！」







　汚よごれた洗面所で顔を洗い、一応用意されていた新品の歯ブラシで歯を磨みがき、水を髪かみに撫なでつけ寝ねぐせと格かく闘とうする。

　そんなことを狭せまい空間で押し合いへし合いを繰くり広ひろげた四人が、ようやく部屋を出たのは実に正午を目前にした午前十一時五十八分──起き床しようしてから実に二時間後のことだった。

　レイトチェックアウトもいいところである。

「まいど」

　秋あき人とは昼間に見ても不ぶ愛あい想そうなオーナーに由ゆ乃のから預かった暗号通貨で延えん滞たい料りようを払はらい、エントランスとは名ばかりのベンチが一つあるだけの空間を振ふり返かえった。

　三人は疲つかれが残った顔で立ち上がり、それぞれのバックパックを背負う。

「ん～、なんだか身体からだが痛いなぁ。あのベッド、クッションがほとんど入ってなくてスプリングが当たって痛かったぁ～」

「私はふかふかな由ゆ乃の姉ちゃんのお陰かげでぐっすりだったかも」

　由ゆ乃のが首を回しながら言い、玲れ奈なが笑いながら由ゆ乃のと腕うでを組む。

　昨日の泣き顔はどこへやら。多少目め端はしが赤く腫はれているように見えるが、そうと知らなければ気が付かない程度だ。そこにはいつもの柔にゆ和うわな笑えみを浮うかべる〝由ゆ乃のお姉ちゃん〟がいた。

　秋あき人とは息を吐はく。昨夜のことは依い然ぜんとして肚はらに落ちていない。それでも由ゆ乃のはこうして前を向いて先に進もうとしている。その未来を変えたい。しかし、その変え方が分からなかった。

　すると、玲れ奈なの横でフィリアが不思議そうな表情を浮うかべた。

「……わたしも身体からだが痛いのよね。どうして今日わたしは床ゆかで寝ねていたのかしら……？」

「いや、どうしてって、そりゃあ……」

　秋あき人とは意図的に呆あきれた顔を作ってフィリアを見る。

　フィリアはそのほっそりとした指を顎あごに当てて考え込んだ。

「基地にいる時もそうだったけど、毎朝目が覚めると床ゆかの上なのよ。てっきり〈イヴ〉が悪いた戯ずらでわたしの身体からだを移動させていたとばかり思っていたけど──今朝は〈イヴ〉はいないわけだし……」

「……なあ、フィリア。それ本気で言ってるのか？」

「……どういう意味よそれ」

　秋あき人ととフィリアの後ろで、由ゆ乃のと玲れ奈なが「ちょ、ちょっとあーくん、それは言っちゃダメだって！」「アキ、世の中には知っていいことと悪いことがあるんだよ……！」などとひそひそ声で騒さわぎ立たてているが、流石さすがに誰だれかが言ってやるべきだろう。

「言っちゃ悪いがフィリアの寝ね相ぞう、物もの凄すごいぞ。ベッドから毎日落ちてるのだってその寝ね相ぞうのせいだろ」

「…………」

　フィリアの顔が硬こう直ちよくする。

　一秒、二秒……と静止してから、輝かがやきを失った蒼あおの瞳ひとみでようやく瞬まばたきをして、

「ちょっと何言っているのか分からないわ。寝ね相ぞうが悪くてベッドから落ちるなんて聞いたことないもの。そんなアクロバティックな寝ね相ぞうのひとなんて、いるわけないじゃない」

　なんて宣のたまった。

（（（……いや、現に目の前にいるんだってば）））

　とは、その他三人の一いつ致ちした心の声だった。

　微び妙みような顔をする三人に対し、一人だけフィリアが頭上に〝？〟マークを浮うかべて小首を傾かしげる。それにしても、過去二年強、ルームメイトをやってきたシスティは何も言わなかったのだろうか。……いや、よくよく考えたらアイツも笑ってフィリアの写真を撮とりそうである。

　秋あき人とたちは息をひとつついて頭を切きり替かえると、バックパックを背負い直す。

　そんなやり取りをしながら、いよいよ秋あき人とたちはカランと鈴すずを鳴らしながらホテルの扉とびらを押した。

「──んじゃま、今日も元気に情報屋探しの続きをしますか」

「そうだねえ、ちゃちゃっと見つかってくれるとおねーちゃんも楽なんだけどねえ」

「もういっそのこと戦車タンクをレンタルしてテレサにかちこむ方が楽な気がしてきたんだけど」

「ちょ、ちょっと秋あき人と、今の反応、どういう意味よっ。それじゃまるで本当にわたしが毎朝ベッドから転がり落ちてるみたいじゃない！」

　そうして朝あさ陽ひの降り注ぐ都市へと新たな一歩を踏ふみ出だし──

「よォ、一いち之の瀬せ少しよ尉ういィ。ロードレイン中佐のみならず《九ミミズリ・のナ令イ嬢ン》と由ゆ乃の様と同どう衾きんするとはいい御身分だなァ」

　目を血走らせた男たちに一いつ瞬しゆんで囲まれた。







「ちょっ、お前たちなんで!?」

　ケープコートを身に纏まとった男たち。

　それは、ロードレイン愛好会のメンバーたちだった。道行く廃棄区画トラツシユデイビジヨンの住人たちも、異様な光景を見るように奇き異いの視線を向けながら立ち去っていく。

「はっ。朝まで絶賛お楽しみ中だった貴様は気が付いてもいなかったのか」

　ロードレイン愛好会の会長である長ちよう髪はつの男・ザインは一歩前に出て、反転されたホロディスプレイを展開する。それは、ティーラの平面マップと、いくつかの赤い光点。

「まさか──」

　秋あき人とは目を見開き、ザインはニイィッ、と残ざん虐ぎやくな笑えみを浮うかべる。

「つい十五分前、戦術データリンクが復旧した」

　ばっ、と秋あき人とは勢いよくフィリアを振ふり返かえる。

　すると同じく驚おどろきに硬こう直ちよくしていたフィリアは我に返り、慌あわてて虚こ空くうに視線を走らせ、

「……ほんとだ。みんなとの通信、復旧してる」

　ぽつりと言った。

　それを耳にした愛好会の連中が一いつ斉せいに頭を抱かかえ、慟どう哭こくする。

「ぁぁああああなんてことだッ、あの情報戦最強の名を恣ほしいままにしていた中佐が、戦術データリンクの復旧なんていう超ちよう重要ミッションを完全に放念されていたとはッ!!」

「いいち之の瀬せぇええ、そんな重要なことを忘れさせるなど、我らの中佐に何をしていたぁああ！」

「まてまてまてまてまて寝ねてただけだから！　別に指一本触ふれてないから！」

「寝ねてただけだと!?　〝だけ〟と言ったか貴様！」

　やばい、テレサ本社に殴なぐり込こむ前に、ここで死ぬかも。

「なんならフィリアが自由奔ほん放ぽうにぐっすり熟じゆく睡すいしていた証しよ拠うこ写真も──」

　──あるんだぞ。そう続けようとした矢先。

「かっ……はッ」

　隣となりから伸のびてきた手によって秋あき人との喉のどが鷲わし摑づかみにされた。

　震ふるえる身体からだで目だけで追うと、そこには白銀の幽ゆう鬼きが立っている。

「……わたしたちは、ただ、一いつ緒しよに寝ねていただけよね？」

「いやフィリアは床ゆかで一人で大の字にんぐっ──は、い……そう、です、一いつ緒しよに寝ねてました」

　僅わずかに緩ゆるめられ生まれた気道の隙すき間まから、必死に言葉を絞しぼり出だす。

　それを聞いたフィリアはニッコリと笑って秋あき人とを解放した。

「よかった」

　秋あき人とは自分の喉のどを押さえながら嘔え吐ずく。

　今のを見て事実認にん識しきを改めてくれるかと期待し顔を上げるが──

「中佐と一いち之の瀬せが、ついに……」

「いやまて、まだそうと決まったわけでは……」

「やめろやめるんだ、現実から目を逸そらし続けるほうが最近は辛つらくなってきた……」

　そこには既すでにフィリアの言葉に打ちのめされた男たちの姿しかなかった。

　そんな光景を他所にフィリアがててて、と秋あき人とに身を寄せてくる。

　もうこれ以上、彼らに追い打ちをかけてやるなと秋あき人とは言おうとしたが、しかし。

「ねえ、秋あき人と。さっき言っていた証しよ拠うこ写真について、あとでじっくり教えてもらおうかしら」

「…………」

　追い打ちをかけられたのはむしろ秋あき人との方であった。

　不自然なほどニコニコな笑えみを崩くずさないフィリアに、呆あきれてジト目を無言で向けてくる玲れ奈な。

「あーくんはずいぶん罪な男の子になっちゃったんだねえ……」

　残されたその惨さん状じようを前に、由ゆ乃のが溜ため息いきを一つついた。

　秋あき人とは冷ひや汗あせを流しながらザインを見る。

「……それで。そんなことを言うために俺たちを尾つけていたのか？」

「まさか。貴様の確保は任務のついでだ」

　そして、ザインは頰ほおを引ひき攣つらせながら言った。

「この周辺に《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》のアジトがあるとの情報を入手した」







「はいよ、ラーメン半はん炒飯チヤーハンセットおまち」

　そんな声とともに秋あき人との前に置かれたのは、もうもうと湯気が立ち上るラーメンと半球状に綺き麗れいに整えられた炒飯チヤーハンの一皿だった。

　件くだんのホテルの数すう軒けん隣となりにあったラーメン店。通りに面したカウンター席と、路地まで領地を拡大したテーブル席が六つ並ぶその店に秋あき人とたちは入ることにした。

　秋あき人と、フィリア、玲れ奈な、由ゆ乃のは四人掛がけのテーブル席に座った。そんな四人を──否、正確には秋あき人とを睨にらみつける影かげが十数名。

　ロードレイン愛好会の連中だった。

　彼らは秋あき人とたちを囲うように他のテーブルについて同様に遅おそめの朝食を取り始めた。その他にも、近くのエリアで情報屋の居場所を探さぐっていたメンバーがばらばらと集結してきて、同じラーメン店や隣となりの定食屋のテーブル席に陣じん取どり始める。

　秋あき人とは熱々のラーメンに箸はしを付けながら、後ろの席に座るザインに背を向けたまま訊たずねる。

『──それで、さっきの話は本当なのか？』

『我々の仕事を疑うとは腹立たしい。見くびるなよ一いち之の瀬せ少しよ尉うい。ロードレイン中佐を探──ゴホン、《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》を探す一心でティーラ中の情報屋を総当たりで買収して得た情報だ』

『おい……今、壮そう大だいな規模でのストーキングが暴ばく露ろされた気がするんだが』

　いや、そんなことは今に始まったことではない、と麻ま痺ひした頭を横に振ふった。

　ザインが言葉を続ける。

『《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》は、ティーラを縦断する川沿いにあるどこかの小屋を隠かくれ家がにしているらしい。──ここまでの情報ならズブの素しろ人うとでも辿たどり着つくだろう。だが我々中佐の右みぎ腕うでは違ちがう。その隠かくれ家がには情報を買う客のための地下通路があるらしい』

　向かいに座るフィリアが「右みぎ腕うでにした覚えはないんだけど……」と端たん正せいな眉まゆを寄せた。

『その通路が、廃棄区画トラツシユデイビジヨンの中でもここら一帯にあると？』

『そういうことだ』

『よく調べたな』

『これも中佐への忠義故ゆえだ』

『──助かる』

　秋あき人ととザインは同時に振ふり返かえる。そして無言のまま互たがいに口くち端はを持ち上げると、それぞれの食事に戻もどった。

　すると、店員の少女が水のピッチャーを交こう換かんしに来た。

　褐かつ色しよくの肌はだにウルフカットの黒くろ髪かみといった出いで立たちの快活そうな少女だ。

　左胸に光るネームプレートには〝ヨルタ〟と書いてあった。

「お兄さんたちってモデルさんか何かなんスか？　着ている服、めっちゃオシャレっスよね」

　ウルフカットの少女──ヨルタが興きよ味うみ津しん々しんな様子で秋あき人とたちに話しかけてくる。

「ほ、ほんと!?」

　ガタッと椅い子すを鳴らして、玲れ奈なが勢いよく立ち上がった。玲れ奈なはそのまま身を乗り出してヨルタの手を取ってキラキラした目で見つめる。

　ヨルタは驚おどろいて若じやつ干かん身を引きながらも、コクコクと頷うなずく。

「ほ、ほんとっス、ほんとっス。今の中央の流は行やりじゃなくて、ひと昔前に流は行やったスタイリッシュな感じが、今風に洗練されている感じで、めっちゃおしゃれだなって」

「あ、あっ、ありがとう！　これね、全部私が作ったの！　二千四百人分、全部！」

「ぜ、全部スか!?　って言うか二千四百人ってなんスかその意味分かんない数字」

　それから玲れ奈なとヨルタは会話に花を咲さかせた。

　その中で、由ゆ乃のが突とつ然ぜん口を開く。

「ねえ、ヨルタさん。《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》って名前に聞き覚えある？」

　響ひびいた由ゆ乃のの言葉にヨルタの身体からだが静止する。

　玲れ奈なが戸と惑まどいの表情で振ふり返かえった。

「由ゆ乃の姉ちゃん……？　一体何を──」

　一いつ瞬しゆん生まれた静せい寂じやく。

　次にヨルタが顔を上げた時、これまで終始浮うかべていた笑えみからは一変して無表情だった。

　そして、ずい、とヨルタはテーブルに乗り出し、

「──その名前、どこで聞いたんスか」

　ドスの利きいた低い声こわ音ねが四人の合間に響ひびいた。

　しかし、由ゆ乃のはそんな般はん若にやの形相のヨルタなどどこ吹ふく風で、いつものニコニコした柔やわらかな笑えみを浮うかべている。そしてちょんちょんと自分の鎖さ骨こつの辺りをつついた。

「丸見えだよお。ホロタトゥーを隠かくすなら透とう過か処理じゃなくてアプリごと落とさなきゃね。私みたいな人には逆位相で中和されて覗のぞき見みされちゃうぞ」

「──っ!?」

　ばっ、と慌あわててヨルタは自身の首元を手で押さえる。

　その直前、秋あき人とは一いつ瞬しゆんだけ彼女の首を見た。なるほど、たしかに微かすかな空間の揺ゆれがあった。言われるまで気付かなかった。しかし由ゆ乃のには見えていたのだ。それが蜘く蛛もの形をしていると。

「──ねえ、《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》について少し教えてくれないかな。報ほう酬しゆうは弾はずむよ」

「アンタたちはウチのお客さんス。だから忠告してあげるっス。──《電磁蜘蛛ソレ》を追った人間は、消されるっスよ」

「それは《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》に？」

「まさか」

　ヨルタは冷ひや汗あせを流しながら鼻で笑う。

「この都ま市ちで消す側に立つ組織はただ一つっス」

　その時だった。

　通りの方が急に慌あわただしくなったのは。

「なんだ？」

　秋あき人ととフィリアは振ふり返かえり、素す早ばやく視線を走らせる。

「──ほら、来たっス。消す側の奴やつらが」

　皆みな、都市の中央の方から走って逃にげてきている。それも、何かに怯おびえるような表情を浮うかべている。

　その理由はすぐに分かった。

　二足歩行型・陸戦ドローン──《リッター》。胸部にテレサ社のロゴが刻まれた幾いく十じゆつ機きもの機体が、次々に住民へ銃じゆう口こうを向け、捕ほ縛ばくしているところだった。

「悪いけどウチも店じまいっス。裏口とかはないんで今のうちに逃にげた方がいいっスよ」

　ヨルタは慣れた様子で鉤かぎのついた鉄棒を取ると、シャッターを下ろしていく。

　秋あき人とたちは顔を見合わせ、ここはひとまず撤てつ退たいしておくかとアイコンタクトを送り合った──その瞬間。

「こちらティーラ都市警察ＴＣＰＤ。そこの少女、止まれ。都市間住民基本データベースに登録なし。違い法ほう滞たい在ざい者しやとして拘こう束そくする」

「いやっ、放して！　助けて、助けてお姉ちゃんっ！」

　幼い少女の悲鳴が通りに響ひびき渡わたった。

「──サチ？」

　ヨルタが鉤かぎ付つきの鉄棒を取り落し、振ふり返かえる。

　釣つられて秋あき人とも視線を送った。そこに居たのは褐かつ色しよく肌はだの十歳前後の少女で、顔立ちはヨルタと瓜うり二ふたつだ。傍はたから見るだけで二人が姉し妹まいであることが分かる。

「お願い、サチ、そこから動かないで。お願い。殺されちゃう」

「お姉ちゃん、お姉ちゃんっ!!」

　表情を失ったヨルタ。サチと呼ばれた妹が、姉に助けを求めて悲痛な声を上げる。

　サチは《リッター》の腕うでを振ふり払はらって大通りを走った。数機の《リッター》がその背中に銃じゆう口こうを向ける。

「そこの少女、停止しろ。もう一度言う。──停止しろ」

　秋あき人とは無意識に立ち上がった。

　同時、その肩かたを誰だれかに捕つかまれる。

「あーくん、ダメ」

　声の主は由ゆ乃のだった。秋あき人とは振ふり返かえらないまま言う。

「由ゆ乃の姉ねえ。頼たのむ」

「……っ、大人になってあーくん。今あなたがすべきことを思い出して……っ。……求めるもの全部を手に入れるのは無理なの、諦あきらめることを知ってよ！」

　秋あき人とは奥おく歯ばを強く、強く嚙かんだ。

　由ゆ乃のが言っていることはもっともだ。きっと正しいのだろう。由ゆ乃のが言っていることは大人の行動で、秋あき人とが今やろうとしていることは子供のそれなのだ。

　しかし。だがしかし。

　それら決して譲ゆずれないものを譲ゆずりたくないと言って、それの一体何が悪い。

　今、眼前で散ろうとしている命を助けたいと願って、それの一体何が悪い──!!




「──大事なものも諦あきらめなきゃいけないのが大人だって言うんなら、俺は子供のままでいい」




　秋あき人とは由ゆ乃のの手を振ふり解ほどいて通りに出た。

「ライガー１ワンよりエリアＤ41内の全ユニットへ通達。──交戦用意レデイ・トウ・エンゲージ」

　その後ろに玲れ奈なとフィリアが続く。

　背中のマウントからハンドガンを抜ぬき、スライドを引いて初しよ弾だんを装そう塡てんした。

　同時、これまで沈ちん黙もくを貫つらぬいていた嶺れい京きよう兵へいの全員が立ち上がり、得物を構える。

　フィリアが通信上で短く言った。

「キリ、広域ジャミングのアクティベート用意」

『ちょっ、部長!?　い、いきなりどうされたんですか!?　航空ドローンは待機していますけど、今の台数で広域ジャミングなんてかけたら五分ももたずにバッテリーがゼロになります！』

「いいから早くッ！」

『……っ、ら、了解ラツジ！』

　キリの返答のすぐ後に、〈マインドトーク〉の回線が自動で切きり替かわる。それが唯ゆい一いつ、こちらから仕し掛かけるジャミングの中で回線がクリアに聞こえる周波数帯なのだ。ここからは敵に同様のクリアな周波数帯を特定されてもいいように五秒ごとにこの回線が切きり替かわる。

　ヨルタが異変に気が付き、秋あき人との横顔を見る。

「アンタたち、一体なにを──」

「見れば分かるだろ。妹を助けるんだよ」

　視線の先で、《リッター》が鋼鉄の指先をトリガーにかけた。

「都市法第六十三条第二項こうに基もとづき目標を処分対象と認にん定てい。処分す──」

　──る。

　そう《リッター》の機械音声が鳴り終える前。

　秋あき人とたちは一いつ斉せいに発はつ砲ぽうした。次々に崩くずれ落おちる二足歩行兵器。反はん撃げきの間もなく胸部のサプライユニットを穿うがたれた機体が紫し電でんを散らしながら倒たおれていく。

　果たして、決着は一いつ瞬しゆんでついた。

　住民が見守る中、鋼鉄の死体が転がる通りに、ただ一人幼い少女が立っている。

　玲れ奈ながヨルタの背中を押した。それを見た妹もまた歩き出し、早足になり、そして最後は走り──二人は通りの中心で抱だき合あった。

「お姉ちゃん……っ!!」

「サチ……っ！　大だい丈じよ夫うぶ!?　怪け我がはない!?」

「大だい丈じよ夫うぶだよ！　この人たちが助けてくれたから……！」

　ヨルタは妹の手を握にぎったまま秋あき人とたち嶺れい京きよう兵へいを振ふり返かえって、勢いよく頭を下げた。

「────、ありがとう。この恩は、忘れないっス」

　しかし、秋あき人とは表情を崩くずさない。

　理由は単純。まだ終わってないからだ。

　秋あき人とは右手でヨルタの肩かたに触ふれる。少女は顔を上げた。

「早く逃にげろ。奴やつらは俺たちを捕ほ捉そくした。その間に二人で逃にげるんだ」

「でも──」

「どうせ俺たちはテレサとやり合う運命なんだ。それがちょっとばかし早まっただけ。──だから行ってくれ。俺たちは大だい丈じよ夫うぶだから」

　噓うそだった。それでも後こう悔かいはない。

　なぜなら隣となりで玲れ奈なとフィリア、それ以外の皆みなも彼女ら二人に笑いかけているからだ。

　そこに、通信が入る。

『情報統とう括かつ本部よりライガー隊隊長ライガー・アクチユアル！　ドローンのバッテリーが切れて広域ジャミングが解除されました！　今、テレサの追つい撃げき部隊がそちらに向かっています！』

　嶺れい京きよう兵へいの顔が一気に強こわ張ばる。

　秋あき人とは叫さけんだ。

「行ってくれ！　テレサの追つい撃げき部隊がもう来る！」

　ヨルタは唇くちびるを嚙かんでラーメン屋の店内を振ふり返かえり、それからサチの顔を見た。

　そして数すう瞬しゆんの葛かつ藤とうの末、ヨルタはラーメン屋の奥を指さす。

「──店の中に逃にげ道みちがあるっス。そこから一いつ緒しよに脱だつ出しゆつしましょう」

　秋あき人とたちは鼻を摘つままれた猫ねこのような顔をしていたことだろう。

「さっき、裏口はないって」

　フィリアの言葉にヨルタはニヤリと笑う。

「裏口はないっス。でも入口なら店の中にあるッス。──隠かくし通路への入口がね」

　それから全員は顔を見合わせる。しかし、ここでリアクションを取っている暇ひまはない。

　秋あき人とたちは一様に頷うなずいた。

「分かった、案内してくれ」

「了りよう解かいっス。ただ、狭せまいんで一人ずつしか通れません。この人数だと少し時間がかか──」

　その時だった。

　キリの切羽つまった声が脳内に届いたのは。

『──うそ、自分の管理する都市なのにそんな──。皆みなさんなんとしてでもそのエリアから撤てつ退たいしてください!!　戦術輸送機ドロツプシツプの射出光を確かく認にん──敵は廃棄区画トラツシユデイビジヨン居住区のど真ん中に着地点をセットしていま──』

　瞬しゆん間かん、キリの声が搔かき消きえた。

　音という音が消失する。

　否。音はハッキリと脳に届いているはずだった。

　しかし、それを上回る衝しよう撃げきに、思考の外へと追いやられた。

　めくれ上がるアスファルト。崩くずれ落おちる居住区画のビル群。

　粉ふん塵じんが濃のう霧むのように広がり、瓦が礫れきが濁だく流りゆうのように流れる。

　その中央に降り立つ三体の巨きよ人じん。

　気が付けば、秋あき人とたちはさっきまで立っていた位置から十メートルは吹ふき飛とばされていた。

　何かが着ちやく弾だんしたのは見えた。しかし、その瞬しゆん間かんに飛来してきた瓦が礫れきの渦うずに巻き込まれ、何が起こったのか理解するのに時間がかかった。

　身体からだにのしかかった瓦が礫れきを押しのけ、周りを見み渡わたす。

　立体的に入り組んでいた商店街は見る影かげもなく、横よこ殴なぐりにしたジェンガよりも脆もろく、大だい胆たんに形状を変えていた。

　フィリアや玲れ奈な、由ゆ乃のを始めとする嶺れい京きよう兵へいも砂さ塵じんに塗まみれたコンクリートの上に投げ出されている。その横にはヨルタとサキの姿もあった。簡単な画像診しん断だんをかけた限りでは、命に関わる外傷は無さそうだった。

　しかし、安心するには状じよう況きようがあまりに悪すぎる。

　秋あき人とは視線を上げる。

　秋あき人とたちがいたラーメン屋の、丁度道を挟んだ向かい側。

　そのビル群の上に、三つの巨きよ影えいが秋あき人とたちを睥へい睨げいしていた。

「一体、何が、起こったんっスか。……っ、あ、あれは……なんっスか……」

　起き上がったヨルタが慄おののきに喉のどを震ふるわせる。

　同じく眼前の絶望を見上げた由ゆ乃のは目を見開いて、その名を口にした。

「そんな、まさか──戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔ？」

　その横で玲れ奈なと互たがいに支え合いながらフィリアが立ち上がる。

「……ひどすぎる。こんな、人が住んでいる都市に、戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔを落とすなんて」

「まずいよね、コレ。完全に捕ほ捉そくされちゃってるよね。流石さすがに全員で逃にげ切きるのはちょっときつそうかな～……」

　玲れ奈なは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　秋あき人とはこんな状じよう況きようでも右手がまだハンドガンを強く握にぎりしめていることに気が付いた。

　死んでも得物は手放すな──。死ねない世界へと一変したアルカディア破は壊かい後ごの日常で、秋あき人とたちが真っ先に叩たたき込こんだ意識改革がそれだった。死ねないからこそ、死んでも手放さない気持ちで武器を手にし続ける──。外の世界の戦せん闘とう用ようの教本に書いてあったことの一つだった。

　その恩おん恵けいを、ここにきて秋あき人とは強く実感した。

　ハンドガンが被かぶった砂すな埃ぼこりを振ふり払はらい、スライドを勢いよく引く。砂じや利りとともに弾だん頭とうの詰つまった弾たまが一発弾はじき出だされた。大だい丈じよ夫うぶだ、問題なく動作する。

　そしてようやく、秋あき人とは立ち上がった。

「……俺が殿しんがりをやる。その間に、みんな離り脱だつしてくれ」

　視線の先で戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔが通りに降り立った。

　夥おびただしい量の粉ふん塵じんを撒まき散ちらし、その煙けむりの向こうからセンサー群の怪あやしい光を輝かがやかせる。

　対戦車ブレードゼロクロはライフルと同様、持ち合わせていない。

　秋あき人とは隣となりに立つフィリアと玲れ奈なを見て、そして最後に由ゆ乃のを振ふり返かえった。

　端はなから勝ち筋など皆かい無む。それでも、出来ることはある。それでもやらなければならないことはある。それでも──守らなければならない人がいる。

　秋あき人とは目を閉じ顔を前に戻もどし、そして目を開けた。

　肉の案か山か子しになる準備はできた。願わくば、秋あき人とが死ぬ前に、全員をヨルタの言う緊きん急きゆう用ようの隠かくし通つう路ろとやらで脱だつ出しゆつさせたい。

「────」

　遂ついに砂さ塵じんが風に吹ふかれて晴れた。

　思ったよりもずっと近くに三機の戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔは立っていた。

　青白かったセンサー群が赤に変わり、秋あき人とたち嶺れい京きよう兵へいをはっきりと捉とらえる。それからゆっくりとシリンダーが稼か働どうする音が響ひびき、巨きよ大だいな砲ほう身しんを携たずさえた兵装がその剛ごう健けんな両りよう腕うでに持ち上げられていく。

　死が音を立てて迫せまっていた。

　最も早はや秋あき人とがなすべきことは数少ない。あとはそれを遂とげるだけ。

　そして両りよう脚あしに力を籠こめようとしたその時、

「こんなになっても、あーくんは諦あきらめないんだね」

　秋あき人との肩かたに置く手があった。

「由ゆ乃の姉ねえ……？」

　由ゆ乃のは秋あき人との横を通り過ぎて進む。

　一歩、二歩と。そこで立ち止まる。

　彼女の足は小刻みに震ふるえていた。

「は、はは……。なにこれ、すっごく怖こわいね。みんな、こんな場所で二年間も戦っていたの？」

　いや──十六年間、ずっとか。

　口の中で呟つぶやいた由ゆ乃のの言葉は風に巻かれて消えていく。

　由ゆ乃のは顔を上げた。そして、肩かたにかけていた白衣を脱ぬぎ捨すてる。

「由ゆ乃の姉ねえ、何を──早く逃にげ──」

　俯うつむいた由ゆ乃のは見えない表情で呟つぶやく。

「──あーくんが言ったんだからね。諦あきらめるなって。だから私も、それに付き合ってあげる」

　──だって私は、みんなのおねーちゃんだからね。

　そう言って、由ゆ乃のはいつの間にか手に持っていた二つの端たん末まつを目の前の空間に放った。

「レナちゃん、コレ、借りるね」

　否──それは端たん末まつなどではない。

　待機状態の航空ドローン。

　それも、自律式立体プリンターＡＴＡＰ。

　直後、二つの物質が高速で生成された。

　一つは由ゆ乃のの右みぎ腕うで。

　リング状に変形した自律式立体プリンターＡＴＡＰは由ゆ乃のの右みぎ腕うでを指先から肩かたにかけて紫し電でんを伴ともなって移動していく。腕うでの印刷ではない。服の印刷でもない。それは、外骨格の印刷。無骨なフレームやシリンダーが剝むき出だしになった、ただ腕わん力りよくを強化するためだけにデザインされた装備。

　もう一つは由ゆ乃のの足元。

　そこでもリング状に変形した自律式立体プリンターＡＴＡＰが、こちらは地面から天を目指すかのようにゆっくりと浮ふ上じようしていく。その中心に、複雑な造形の得物を作りながら。それはショットガンにもライフルにも見える何かの射出装置──否、ランチャーだ。

　その間、実に五秒。

　全ての印刷が終わったその時、由ゆ乃のは無骨な外骨格に包まれた右手で、地面に屹きつ立りつした正体不明のランチャーを引ひき抜ぬいた。

　サポート材が剝はがれ落おち、先せん端たんから乾かん燥そうが急速に進む。のっぺりとした白色が、見る見るうちに鮮あざやかな金属の色しき彩さいに変わっていった。

「──音声コントロール。大脳皮質ＬＫ区画の機能を制限。演算区画として仮想化を開始」

　由ゆ乃のの身体からだの右みぎ腕うでが一いつ瞬しゆん強こわ張ばり、脱だつ力りよくする。

　大脳皮質ＬＫ区画──それは右みぎ腕うでの運動機能を司つかさどる前頭葉の一部だ。まさか、演算能力を確保するために、自分の脳の一部を演算領域に変へん換かんするのか。

　由ゆ乃のの舌は止まらない。

「──音声コントロール。タクティカルスーツの給電アドレスを〈アークランチャー〉に設定。補助電源機能カット。生命維い持じ機能、カット」

　その時遂ついに、戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの銃じゆう口こうが由ゆ乃のを捉とらえた。

　しかし、由ゆ乃のは動じず、彼女もまた中央に立つ戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔに向けてランチャーを向ける。

　その動きは酷ひどく機械的だ。動作の全てをタクティカルスーツと外骨格に任せているのだろう。

　いつぞやか秋あき人とが対亜あ礼れい戦で使えなくなった右みぎ腕うでを強ごう引いんに動かしたのと同じ原理だ。

「──音声コントロール。〈アークランチャー〉の給電開始。給電終しゆう了りようとともに起動待機──」

　言葉と同時、キィイイン、と由ゆ乃のの構える得物から高音が鳴り始める。

　ランチャーの砲ほう身しんとも言うべきメインバレルの周辺に、青白い稲いな妻ずまが蛇へびの舌のように消えては現れた。変圧器と思われるパーツが急速回転し、由ゆ乃ののスーツから電力を貪むさぼるメインバレルも白い輝かがやきを増していく。

「射撃用意レデイ、照準固定セツト──」

　そして、三機の戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔが同時に引き金を引こうとしたその刹せつ那な。

「起動インパクト」

　単調な声とともに──由ゆ乃のが一いつ瞬しゆん先さきに、トリガーを絞しぼった。

　瞬しゆん間かん。

　世界が一面の蒼あおに染まった。

　視野が焼き付く。

　脳が色というクオリアを失う。蒼あおが色という概がい念ねんへと置おき換かわる。

　潰つぶれた瞳ひとみが微かすかに捉とらえたのは、暴力的な反動に一いつ瞬しゆんで背中側に弾はじかれた由ゆ乃のの巨きよ大だいな右みぎ腕うでと、上半身を削り取られ、その輪りん郭かくを溶よう解かいさせた三機の戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔだった。

　風は灼しやく熱ねつのソニックブームへと変わり、大気が焦こげ付ついて生まれた轟ごう音おんがこの場に存在するあらゆる物質に叩たたきつけられる。

　気が付けば、〈アークランチャー〉と呼ばれた兵装の砲ほう口こうがあった場所と、戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの背中側に一直線の光の柱が生まれていた。

　その光こそがこの蒼あおの世界の原因であり、結果だった。

　柱は徐じよ々じよに輝かがやきを失っていき、入いれ替かわるように世界が色しき彩さいを取とり戻もどす。それでも形までは元通りにはならない。柱の通り道には塵ごみ一いつ片ぺんすらも残されていない。

　肌はだが焼け付く感覚とともに、強きよう烈れつなオゾンの匂いが後になってやってくる。

　次に秋あき人とが五感の全てを取とり戻もどしたのは、実時間にして三十秒も後のことだった。

「────、──。い、ま、──なにが」

　嗄かれた声しか喉のどから出ない。

　脳が知覚したのは由ゆ乃のが未知の兵装を使ったということ。

　そして、戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔが三機まとめて消し飛んだということ。

　ただ在ったのは、戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの歪いびつな亡なき骸がらと、その眼前で巨きよ大だい化かした右みぎ腕うでを大きく後ろに反そらしたまま硬こう直ちよくしている由ゆ乃のの背中。

　音はない。

　ただ、風が吹ふいていた。

　その最さ中なか。

「──由ゆ乃の姉ねえッ!!」

　神かん崎ざき由ゆ乃のの身体からだがぐらりと傾かたむき、砂すな埃ぼこりの中に崩くずれ落おちた。







　由ゆ乃のの身体からだは酷ひどい状態だった。

　タクティカルスーツの表面は焦こげ、右みぎ腕うでを除くすべての体表が逃にげ場ばを失った高こう電でん荷かにより弾はじけ、裂さけ、焼やけ爛ただれている。綺き麗れいに整った顔は、血の混じった砂じや利りに汚よごれ、土気色になるまで血の気を失っていた。

　手足は氷のように冷たく、心肺の動きは微び弱じやく。蚊かのように細い呼吸と、僅わずかな脈みやく拍はくが辛かろうじて生きていることを示しているが、その実は死しに体ていである。

　それほどまでに、彼女の使用した〈アークランチャー〉なる代しろ物ものは、その瞬しゆん間かん的てきかつ莫ばく大だいな電力消費と〈ゼロクロ〉をも超こえる凶きよう悪あくな反動により使用者の身体からだをズタズタに引ひき裂さく諸もろ刃はの剣つるぎだった。

　秋あき人とは由ゆ乃のの身体からだを背負って薄うす暗ぐらい坑こう道どうの中を駆かけていた。その隣となりを道案内役のヨルタが並へい走そうする。サチは大事を取って、ヨルタの知り合いだという〝ホテル・ディヴァース〟の店主に預けていた。

　秋あき人とのすぐ斜ななめ後うしろをぴったりと追従しているキリが声を上げる。

「心しん拍ぱく数すう十三パーセントダウン！　血中酸素濃のう度ども急激に低下しています！」

　由ゆ乃ののタクティカルスーツと有線接続して生体反応をモニタリングしてくれているのだ。

「前頭葉のシナプスの活動が限界観測点の間ま際ぎわです……このままでは由ゆ乃のさんの記憶変数体マインドステートが破損してしまいます！」

　秋あき人とは一ひと際きわ大きく足を踏ふみ出だす。

「クソッ、由ゆ乃の姉ねえ、死ぬなよッ！」

「ヨルタさん、なんでこんな道があるの!?」

　秋あき人との背後から玲れ奈なが叫さけび、先頭を走るヨルタが首の動きだけで振ふり返かえる。

「アタシらテレサの憎にくまれっ子こは、こうして地下に逃にげ道みちを沢たく山さん作ってるんっスよ！」

「どこでもいい、テレサに捕ほ捉そくされない場所まで連れて行ってくれ！　このままだと由ゆ乃の姉ねえが死ぬ！」

　ヨルタは秋あき人との背中でぐったりとしている由ゆ乃のの姿を見て、前方へと視線を戻もどした。

「……廃棄区画トラツシユデイビジヨンの人間は恩を忘れないっス。安心してください。アタシたちが知る中で一番安全な場所に連れてくっス」

　ヨルタの言葉に、秋あき人とたちは互たがいの顔を見合わせた。

　それから走ること約二十分。大だい蛇じやの巣のように曲がりくねった地下道を抜ぬけ、ジャングルのようにじめじめと湿しめった地下水道へと繫つながる。

　そこは高さが十メートル以上ある巨きよ大だいな地下水道である。

　すると、不意にヨルタが立ち止まった。

「……どうした？　なぜ止まる？」

「ここっス」

　そうしてヨルタが見上げるのは、水道の中心に一定間かん隔かくで地上に向けて伸のびる鉄製の梯はし子ご。

　そのうちの一つに駆かけ寄よると、ヨルタはシャツの襟えりを引っ張り、首筋を露あらわにした。

　暗くら闇やみの中、彼女の首の上に稲いな妻ずまで出来た蜘く蛛ものホログラムが浮うかび上あがる。

　同時、遥はるか頭上でガコンッ、と何かのロックが解除される鈍どん重じゆうな音が鳴なり響ひびく。

「これで《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》の隠かくれ家がへ入れるっス」

「もしかして、《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》って私たちの真上にいるってこと？」

　玲れ奈なが訊きくと、ヨルタは短く頷うなずいた。

「……アタシはここまでっス。今、《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》は潜せん伏ぷく期間。その間は会わない取り決めっス」

「そうか……ここまで本当にありがとう」

「お礼を言うのはこっちっス。──妹を助けてくれてありがとうございました」

　その言葉を最後に、秋あき人とたちはヨルタと別れ、鉄製の梯はし子ごを登った。

　由ゆ乃のは秋あき人ととザインの二人がかりで持ち上げた。こんな時ばかりは、タクティカルスーツによるアシストの恩おん恵けいを感じずにはいられない。

　そうして先頭を行く秋あき人とは頭上で蓋ふたをするマンホールをゆっくりと押し上げた。

「────」

　一言で表すと、そこは機械の海だった。

　ケーブルが、ファンが、基き盤ばんが──壁かべという壁かべ、床ゆかという床ゆか、天てん井じようという天てん井じようを埋うめ尽つくしている。どこまでも無機質な場所なのに、その光景の異様さゆえか巨きよ大だいな生き物の体内にいるかのような錯さつ覚かくさえ得る。インジケーターが星空のように瞬またたき、ヒートシンクを冷やすファンの鈍にぶい駆く動どう音おんが鳴なり響ひびく。

　秋あき人とが部屋の奥に向けてハンドガンを構える中、次々と他のメンバーたちがマンホールから出てくる。そして全員が部屋に出たのを確かく認にんすると、それぞれ得物を構えて周囲を警けい戒かいしながら部屋の奥へと前進を始める。

　外気よりぐっと下がった気温に肌はだ寒さむさを感じながら、奥へ奥へと進んでいく。

　すると、淡あわい光とともに小さな空間が見えてくる。

　秋あき人とたちは一様に目を細めた。

　逆光の中に見えるのは横に長い大きな執しつ務む机づくえが一つ。その上には新旧様々な記録デバイスが山積みにされ、一メートル以上の山脈を形成していた。

「どういうつもりヨルタ。今、休業中だって伝えたはずだけど」

　その山脈の向こうから女の声が飛んできた。三十代前後を思わせる、艶つやのある声こわ音ね。

「俺たちはヨルタさんの代理だ、《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》。頼たのむ、力を貸してほしい」

「へえ……？　生あい憎にく、ただいま休業中なのよ。悪いけど他を当たってくれる──」

　秋あき人とたちがその執しつ務む机づくえの前で立ち止まるのと同時、声の主が山積みにされたハードディスクの陰かげから顔を出す。

　そして、互たがいの顔を見て、その場の全員が鋭するどく息を吞のんだ。

「ちょ──」

「なっ──」

　先頭に立っていた秋あき人ととフィリア、玲れ奈なが最速でハンドガンに指を滑すべらせる。

　同時、声の主も座ったまま右手をジャケットの内側へと這はわせる。

　その間コンマ二秒。

　次の瞬しゆん間かん、二十の銃じゆう口こうが互たがいに向けられた。

　誰だれも声を上げない。瞬まばたきもしない。

　トリガーに指をかけ、いつ銃じゆう口こうが火を噴ふいてもおかしくない状態。

　その緊きん迫ぱくの中、秋あき人とは口火を切った。




「──ここで何をしている、エルゼ」




　吊つり上あがった目に、チョコレート色の髪かみ。

　執しつ務む机づくえの奥に座るその女は、蠱こ惑わく的てきな貌かおで笑った。

「それはこっちのセリフよお、一いち之の瀬せ秋あき人と。第七プラントで包囲されているって話だったけど、情報が古かったようね。神かん崎ざき局長と同じように私も殺す？　命を弄もてあそんだ罪人として」

　そこにいたのは、かつて秋あき人とたちを飼っていた大人の一人。

　神かん崎ざき徹とおるの元秘書──エルゼ・アインハルトだった。

　エルゼはメタルパーツで補強されたジャケットに、同じく金属フレームが目を引く機械化されたタイトパンツという出いで立たちをしており、髪かみは嶺れい京きようでそうしていたように後ろにひとくくりにしている。インナーの類が見えないあたり、あの上下の一いつ張ちよう羅らはタクティカルスーツの代わりなのだろう。それなりの身体強化機能と防ぼう弾だん性能があると踏ふんでおいた方がよさそうだ。

　秋あき人との隣となりのフィリアが半歩前に出る。

「久しぶりねエルゼ。テレサの犬の次はモグラの真ま似ねかしら？　つくづく辛しん気き臭くさい日ひ陰かげがお似合いの女ね」

「フィリア・ロードレイン。あなたは相変わらず汚よごし甲が斐いのある小こ娘むすめだ」

「──まさかあなたが《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》ってわけ？　なるほどそれなら納なつ得とくがいくわ。テレサに追われていて、かつ内部情報に詳くわしい──それはそうよね。アルカディア開発局の秘書をやっていたあなたであれば機密情報なんていくらでも手に入ったでしょう」

「…………」

　エルゼは目を細め、握にぎったハンドガンに力を籠こめる。

　それを見て玲れ奈なが鋭するどい声で制する。

「私たちがこの距きよ離りでも弾たまを迎げい撃げきできるのは分かってるよね。この状じよう況きよう、エルゼの詰つみだよ」

「そう？　相変わらず天あま代しろ玲れ奈なは思い込みが激しいわね」

「それってどういう……っ」

　言葉と同時、秋あき人とたちの背後の天てん井じようから重じゆう機き関かん銃じゆうを備えた迎げい撃げきポッドが二機顔を出した。後衛のメンバーが銃じゆう口こうを迎げい撃げきポッドへと向ける。

　この密閉空間かつ至近距きよ離りだ。ひとたび発はつ砲ぽうされれば全員が避よけることはまず不可能。機き関かん銃じゆうの弾だん頭とうをハンドガンの弾たまで逸そらすことはできても、圧あつ倒とう的てきな質量の違ちがいから撃うち落おとすことはまず無理。跳ちよう弾だんして、同様に死傷者が出ることは必至だ。

　場が膠こう着ちやくし、辺りに緊きん張ちようが走る。

　そして打開策を狙ねらってフィリアが迎げい撃げきポッドにクラッキングを仕し掛かけようとしたその時、

「由ゆ乃のさんの心肺が停止！　タクティカルスーツの生命維い持じ機能もＯＳ側からロックされていて再さい稼か働どうできません！」

「なんだって……っ！」

　秋あき人とは慌あわてて振ふり返かえった。

　その隙すきを見み逃のがすエルゼではない。

　エルゼは僅わずかに生まれた注意の隙すき間まを突ついて、一気に秋あき人とへと距きよ離りを詰つめた。

「───っ！」

　振ふり返かえった時にはもう遅おそい。

　エルゼは秋あき人との懐ふところに居て、その距きよ離りは既すでにいかなる攻こう撃げきも避さけられない間合い。

　しくじった──

　心の中で奥おく歯ばを嚙かみ締しめる秋あき人と。

　しかし、いくら経たってもエルゼは銃じゆう口こうを秋あき人との眉み間けんに合わせてこないし、当然弾だん頭とうも飛んでこない。

　それもそのはず。

　エルゼは秋あき人とのことなど眼中になく、秋あき人とらを突つき飛とばすと少女へ駆かけ寄より──

「──由ゆ乃のお嬢じよう様さま!!」

　今にも泣きそうな表情で、そう叫さけんだのだった。







「ふ──……。……とりあえず一命はとりとめたわ」

　エルゼの言葉に、秋あき人とたちは胸を撫なでおろした。

　現在、由ゆ乃のは、隣となりの部屋のエルゼのものと思われるベッドに横たわっている。由ゆ乃のの全身の至る所からケーブルが伸のび、部屋の様々な機械類に接続されていた。

　それらを操あやつっていたエルゼはＡＲゴーグルを外して髪かみを振ふり解ほどくと、大きな溜ため息いきをついた。

「脳の焦こげ付ついていた箇か所しよを〈ニューラルゲート〉の補修機能を使って修しゆう繕ぜんしたわ。今はスーツの生命維い持じ機能で何とかなっているけど、油断は禁物ね。いつ、容態が悪化してもおかしくない」

「……そうか。助かった」

　エルゼは静かに寝ね息いきを立てる由ゆ乃のの顔を、慈じ愛あいにも悲ひ哀あいにも見て取れる複雑な表情で眺ながめる。

　それから床ゆかに横たわった巨きよ大だいな兵装を見た。

「……〈アークランチャー〉を使った、か。馬鹿ね。コレを生身の肉体で使えば、無事では済まないことくらい分かっているはずなのに」

「こんな兵装、嶺れい京きようで見たことないぞ」

　秋あき人とが言うと、エルゼは不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを立てて振ふり返かえる。

「コレは〈ゼロクロ〉以上に反動が強力で歩兵兵装の枠わくを超こえているという理由で開発中止が言いい渡わたされた代しろ物ものよ。それを、この子は生成速度を重視して右みぎ腕うでだけの補助外骨格と、反動制せい御ぎよの演算用に仮想化した前頭葉の一部を使って強ごう引いんに駆く動どうさせた。ほんとう──無茶にも程ほどがあるわよ」

「…………」

　誰だれも、何を言っていいか分からず言葉を吞のんだ。

　エルゼは呆あきれ目めで秋あき人とを睨にらみつける。

「……本当、どういう神経しているのかしら。どうして先に言わないの？　馬鹿じゃないの？　あと一歩遅おそかったら死んでいたのよ？」

「ぐっ……。あのなあ、俺たちだって由ゆ乃の姉ねえの治ち療りようをするためにテレサに見つからない場所を求めてここまで来たんだよ！　そしたらエルゼがいるからややこしくなったんだろ！」

「うるさい、黙だまりなさい一いち之の瀬せ秋あき人と。私の巣に入り込んできたのはあなたたちでしょう」

　エルゼは頭を押さえて溜ため息いきをつく。

「……どうしてお嬢じよう様さまがここにいるの」

「第七プラントにいた時、ＳＯＳ信号を受信したんだ。どうやら家出した後、第十三プラントでずっと眠ねむっていたらしい」

「……実験中に散々探したけど、どうりで見つからないわけだわ。最初からお嬢じよう様さまは嶺れい京きように居なかったってことか」

　──やられたわ。

　エルゼは嘆たん息そくして、顔を上げた。

「それで。あなたたちは何が目的」

　息を吸って、ひと思いに告げる。

「テレサ本社へのアクセスカードキーが欲ほしい」

「無いわ。他を当たって」

「噓うそ！　エルゼなら持ってるでしょ！　わたしなさいよ！」

　玲れ奈ながエルゼに摑つかみかかるが、エルゼはそれを振ふり払はらうこともせず冷たく醒さめた目で嘲ちよう笑しようした。

「へえ？　なに？　力で奪うばい取とる？　面おも白しろいわね。何やらご高説垂れてたあなたたちも結局はテレサとやっていることは変わらないじゃない」

「そ、それは──」

　すると、そこに混ざる誰だれかが身じろぐ音。

「……エル、ゼ。みんなを、いじめないで」

「由ゆ乃のお嬢じよう様さま!?」

　それは、由ゆ乃のが丸めた背中をゆっくりと起こす音だった。

「由ゆ乃の姉ねえ!?」

「いけません、前頭葉が一度焦こげ付ついてるんです。お願いですから安静にしていてください！」

「……ダメなんだ、エルゼ。私たちには、もう、時間がない。テレサに捕ほ捉そくされる前に、乗り込む。乗り込んで、全部壊こわすの」

　由ゆ乃のはそう言って、頭部や首元に接続されていた無数のケーブルを引ひき抜ぬいて投げ捨てた。

「壊こわすって、何をです」

「決まっているでしょ」

「……っ、まさか──アルカディアを？」

　由ゆ乃のは小さな動きで顎あごを引く。

「今度こそ、壊こわすんだよ。今度は二度と修復できないほど、内部から徹てつ底てい的てきに」

「しかし、アルカディアは由ゆ乃のお嬢じよう様さまの理想郷に必要不可欠な──」

　秋あき人とらへの態度とは一変して、縋すがるような声で言うエルゼに、由ゆ乃のは力なく首を横に振ふった。

「……もういいんだ。私の思おもい描えがいた理想郷は誰だれかの犠ぎ牲せいの上にしか成り立たないものだった」

「今いま更さら何を……っ。それを承知で作ったのがあのシステムでしょう！　しかもアルカディアを内部から壊こわす方法って、そんなことをしたら貴女あなたは──」

「エルゼ」

　由ゆ乃のは顔を上げ、真っすぐにエルゼの目を見る。

　あの神かん崎ざき徹とおるにも臆おくさずモノを言っていたエルゼが、その時だけは怯ひるんだように見えた。

「お願い。カードキーを頂ちよう戴だい」

「しかし──」

　その時だった。

　部屋全体にけたたましい警報が鳴ったのは。

「──何!?」

　フィリアがキリを振ふり返かえるが、キリは目を見開きながら首を小刻みに横に振ふる。

「……ッチ。全く、戦せん闘とうスキル以外は全くなってないわねえ一いち之の瀬せ。面めん倒どうな連中に尾つけられたわね」

「なんだって？」

「──来るわよ」

　エルゼの言葉と同時。

　視界の半分が粉ふん塵じんとともに真っ白に弾はじけた。

　咄とつ嗟さに秋あき人ととフィリアで、由ゆ乃のを庇かばう。

「ぐうッ──!!」

　直後、由ゆ乃のの身体からだが弾はじき飛とばされ、室内の設備が狭せまい空間にぐちゃぐちゃにかき混ぜられる。

　天てん井じようの至る所が崩ほう壊かいし、ケーブルが火花を撒まき散ちらしながら切断されていく。機器類が瓦が礫れきに押しつぶされ、リキッドドライブ方式の外部記き憶おく装置が破損し、内部から半はん透とう明めいの液体が噴ふき出だす。

　粉ふん塵じんに皆みなが咳せき込こみ、呻うめき、ゆっくり起き上がる。

　そこには、天てん井じようが抉えぐり取とられ、茜あかね色いろの空が丸見えになったエルゼの秘密基地の姿があった。

　そこでようやく自分たちが、地上にある小屋のひとつにいたことを認にん識しきする。

　木製の屋根が吹ふき飛とび、ガラスが粉々になって撒まき散ちる。

　砲ほう撃げきされたのだ、と混乱する頭で理解した。

　見み渡わたせば、秋あき人とたちが立っているのは川沿いの集落で、似たような木製やプレハブ製の家屋が乱立している。そこに今しがたの砲ほう撃げきによる火の手が広がり、住民が悲鳴を上げながら退たい避ひをしていた。

　そこに遠くから近づいてくる足音が幾いく重えにも鳴った。

　同時、通信ケーブルまみれだった壁かべが消失したことが理由で、秋あき人との〈ニューラルゲート〉がネット回線に復帰する。

　秋あき人とは眩暈めまいに歪ゆがむ視界の中で、高速で足音の分ぶん析せきツールを起動。

　その足音の正体を認にん識しきする。

『玲れ奈な、戦術立体プリンターＡＴＡＰ、借りるぞ』

『なに、する気、アキ……!?』

『みんな、量子迷彩クアンタムステルスを使って逃にげろ。俺が奴やつをやる……ッ！』

　秋あき人とは玲れ奈なの腰こしのマウントから戦術立体プリンターＡＴＡＰを外し、オンラインで接続する。

〈ゼロクロ〉を、印刷する。

　同時、二ふた振ふりの刀の切っ先が目の前にあった。

「──ッ！」

　刀は突つき出だされたのではない。飛来してきたのだ。

　足を、腰こしを、肩かたを、肘ひじを、手首をしならせ、最高速度で振ふり上あげる。

　果たして、深しん紅くの結合光を撒まき散ちらす形状可変合金の粒りゆ子うしが、ダイヤモンドに匹ひつ敵てきする硬こう度どで二ふた振ふりの刀とう剣けんを半ばから両断した。

　キキンッ、と小気味いい音とともに宵よい闇やみの空へと弾はじかれていく。

　しかし、そこで終わらない。

　三本目、四本目と同形の刀とう剣けん──〈マークエイト〉が飛来してくる。

　それを、秋あき人とは呼吸もせず、瞬まばたきも忘れ、全ての集中力をもって斬きり飛とばしていく。

　やがてその攻こう撃げきも止み、いつの間にか秋あき人とたちの前には黒い戦せん闘とう服ふくに身を包む兵士たちが立っていた。秋あき人とは眼前の、自分と瓜うり二ふたつの顔立ちの男に対して言う。

「単調な攻こう撃げきだな、幾いく島しま」

「単調な迎げい撃げきだな、一いち之の瀬せ」

　鼻で笑った亜あ礼れいは、一ひと際きわ強い生成光とともに左の手の中から、これまでのモノとは打って変わって黒く鈍にぶく光る一ひと振ふりの刀とう剣けんを抜ぬき出だした。

　それを一目見ただけで、ぞわりと秋あき人との背に悪お寒かんが走る。

　ただの色いろ違ちがいではない。明らかな業わざ物もの。

　何が違ちがう。長さ？　切れ味？　精度？　──否、分からない。

　それは一刀交えるまでは検証など不可能──！

　亜あ礼れいが走る。

　秋あき人とも大おお股またに一歩踏ふみ込こむ。

　視界端はしに〈ゼロクロ〉用反動制せい御ぎよプログラムのウィンドウが追加で展開し、文字列を高速に流す。

　タクティカルスーツの人工筋繊維バイオメタルフアイバーが唸うなり、出力を最大にして秋あき人との身体からだを動かし──

「大人しく死ね、肉人形ッ！」

「大人しく国に帰れ、ストーカー野や郎ろうッ！」

　両者、激げき突とつした。

　瞬しゆん間かん、波形に粉ふん塵じんが吹ふき飛とび、瓦が礫れきという瓦が礫れきが粉々に砕くだけて砂さ塵じんと化す。

　二人の力は拮きつ抗こうし、鍔つば迫ぜり合あいになる。

　否、〈マークエイト〉の切っ先が、僅わずかに〈ゼロクロ〉の刀身に斬きり込こんだ。

「──ッ!?」

　秋あき人とは驚おどろきに目を見開き、亜あ礼れいが不敵に笑った。

　このままでは斬きられる──ッ！

　すぐさまそう判断した秋あき人とは、〈ゼロクロ〉用反動制せい御ぎよプログラムを停止。

　同時、〈ゼロクロ〉の出力を〝三〟から、最大出力の〝五〟に変へん更こうする。

　直後、支えを失った身体からだは、〈ゼロクロ〉の生み出す暴力的なまでの反動に煽あおられ、弾はじかれて秋あき人とは後方へ吹ふき飛とばされた。

「かっ、ぐっ、ぅうっ──！」

　二度、三度と地面に全身を打ち付けながら、何とか静止する。

　追つい撃げきはない。お互たがいの得物は超ちよう近きん距きよ離り兵装。まだ致ち命めい傷しようの一つも与あたえていない秋あき人とを追つい撃げきするにはリスクが高いと堅けん実じつな判断を下したのだろう。

　秋あき人とは〈ゼロクロ〉の反動と亜あ礼れいとの衝しよう突とつに全身を震ふるわせながら身体からだを起こす。口の中に広がる血の味を、砂じや利り交じりの唾つばと一いつ緒しよに吐はき出だし、口元を拭ぬぐった。

　その時、自分の右みぎ腕うでに一本の切り傷が走っていることに気が付く。

　斬きられたのだ。

「…………」

「──ッチ。間かん一いつ髪ぱつのところで避よけたか」

「……なんだその〈マークエイト〉は」

「これか？　簡単なことだ。戦術立体プリンターＡＴＡＰからの印刷時にフィラメントの結合濃のう度どを最大まで高めたんだ。コストはかかるが、その分、簡単には切断されないぞ。君はどうにも人の身体からだを切断するよりも前に、兵装を無力化したがるようだからね。慈じ悲ひでもかけているつもりか？」

「クソ……っ」

　亜あ礼れいは黒の〈マークエイト〉を下段に構えながら距きよ離りを詰つめてくる。

　秋あき人とは再び〈ゼロクロ〉を起動した。秋あき人との足元が赤く照らされる。

「いい加減諦あきらめろ、一いち之の瀬せ」

　そこで秋あき人とは気が付く。

　亜あ礼れいの握にぎる〈マークエイト〉の先せん端たんが、僅わずかに削けずれていることに。

　……最後に出力を最大にした時のか？

　生まれるのは僅わずかな可能性。しかし、恐おそらくそれが唯ゆい一いつの希望。

　秋あき人とは無言で〈ゼロクロ〉の電源を切り、刀身を消した。

　そして〈ゼロクロ〉を腰こしのマウントに戻もどす。

「……観念したか」

　亜あ礼れいは息を吐はき、しかし油断のない足取りで着実に間合いを縮めてくる。

　その間、秋あき人とはゼロクロの設定を大おお幅はばに変へん更こうした。

　刀身の幅はばを三から一へ。

　長さは、四から三。

　そして出力を最大出力のまま固定した。

〈ゼロクロ〉の最大出力というものは、基本、使用されることを想定されていない設定だ。使えば使用者の身体からだは反動でズタボロになり、内部バッテリーも十秒と経たたずに空になる。その代わりにイージス戦車の超ちよう高こう硬こう度どの複合装そう甲こうだろうが戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの多重自律反応装そう甲こうだろうが、一いち撃げきで両断するだけの火力を手にすることができる、そんな諸もろ刃はの剣つるぎなのである。

　秋あき人との手元に今、代えのバッテリーはない。

　最大出力で使用できるのも、残り数秒といったところがぜいぜいだろう。

　だが、ここであの黒い〈マークエイト〉とそれを振ふるう幾いく島しま亜あ礼れいを突とつ破ぱしなければ秋あき人とたちに未来はない。

　なればこそ、取る方策は一つ。

　全身の力を抜ぬき、右の指先を緩ゆるく伸のばした。

　目を薄うすく閉じ、意識を広げ、音を聞く。

「……なんだ？」

　秋あき人とは再び反動制せい御ぎよ用ようのプログラムを走らせる。

　違い和わ感かんに気が付いたのか、亜あ礼れいの仮面に覆おおわれていない左目が一層鋭するどくなった。

「肉人形のクセに往おう生じよう際ぎわが悪い。おとなしく死んでいろ──ッ！」

　声と同時、黒の剣けん尖せんがやってくる。

　それを、呼吸一つ。

「──ッ!!」

　静から動。

　脱だつ力りよくから集中。あるいは、解放。

　鞭むちのようにしなった指先が〈ゼロクロ〉の柄つかを取り、トリガーを絞しぼる。

　視界端はしに流れる反動制せい御ぎよプログラムも最も早はや意識の外。

　あるのはただ、眼前に迫せまる黒の切っ先と、幾いく島しま亜あ礼れい一人だけ。

　振ふり抜ぬいた腕うでが最高速度に達したその瞬しゆん間かん、最大出力で生成された刀身が出現。

　瞬しゆん間かん、漆しつ黒こくの〈マークエイト〉を弾はじいた。

「な──」

　──にッ!?

　亜あ礼れいの声が僅わずかに意識の内側へと滑すべり込こんでくる。

　それもすぐに押し出し、秋あき人とは〈ゼロクロ〉の刀身を消した。

　そして再び、腰こしのマウントへと戻もどす。

　一いつ瞬しゆんの輝かがやき。

　まるで閃せん光こうのように現れては消えた〈ゼロクロ〉の刀身は、傍はたからはマズルフラッシュにも見えただろう。それだけの早はや業わざだった。

　亜あ礼れいは弾はじかれた態勢で表情を驚きよう愕がくのそれへと変える。

　しかし、それも長くは続かなかった。

　答えは単純。

「ここまでにしよう、一いち之の瀬せ」

　亜あ礼れいに、援えん軍ぐんが現れたのだ。

　亜あ礼れいの背に広がる河か川せん敷じきの堤てい防ぼう。ティーラの高層ビル群の輝かがやきを映す川かわ面もは、突とつ如じよとして吹ふき荒あれた突とつ風ぷうに乱された。否、それはただの突とつ風ぷうではない。

　亜あ礼れいの背後に現れたのは、何十機ものテレサ社製の輸送機だった。

　それらは空中で旋せん回かいしながらジェットエンジンを垂直に移行すると、そのうちの何機かが水みず飛沫しぶきを散らしながら亜あ礼れいの背後へと降り立った。

　それを見て玲れ奈なが叫さけぶ。

「アキ、脱だつ出しゆつしよう……ッ！」

「手て遅おくれだ」

　亜あ礼れいが言うと同時、背を向け着陸した輸送機の腹のハッチがガバリと開く。

　その中にいたのは、拘こう束そくされてすし詰づめ状態にされた嶺れい京きよう兵へいの姿だった。

　そして先頭に見えるのは、よく知る赤せき髪はつの男と、黒くろ髪かみショートの少女の二人。

「遼りよ太うた郎ろう……ッ！　システィ!!」

　同じく仲間たちの姿に気が付いた面々は次々にその名を叫さけぶ。

『何があった遼りよ太うた郎ろう！』

『すまねえ、俺たちの戦術データリンクが解除されてお互たがいの位置が把は握あくできなくなったタイミングを突つかれて捕つかまっちまったッ！』

　戦術データリンクの解除。

　それは、秋あき人とがサチを救出する際、情報統とう括かつ本部の計らいでテレサの援えん軍ぐんを足止めするため広域ジャミングをかけたことが原因だった。つまり、これは秋あき人とによる失策。

　秋あき人とが強く唇くちびるを嚙かんでいると、亜あ礼れいの部隊──〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟の連中が秋あき人とたちへ銃じゆうを構えてにじり寄ってくる。秋あき人とたちもまた、あの輸送機の中に閉じ込めようとしているのだ。

　秋あき人とたちは由ゆ乃のを中心に守るようにして円えん陣じんを組んでハンドガンの銃じゆう口こうを向けた。

　敵の包ほう囲い網もうの先頭に立った亜あ礼れいが秋あき人とに手を伸のばす。

「一いち之の瀬せ秋あき人と。我々とともに来い。他の〝死を超越した子供たちアクセプテイ〟も同様だ。我々の上長──バルドレッド准じゆん将しようは、君たちのことを非常に高く評価している。アルカディアの復旧後、テレサ社には処分せず我々に身み柄がらを引ひき渡わたすよう口くち利ききしよう」

「あーくん、騙だまされないで」

「分かってる」

　秋あき人との隣となりで呟つぶやく由ゆ乃のに、しかし亜あ礼れいはすかさず言葉を返す。

「神かん崎ざき由ゆ乃の、君にとっても悪くない話だ。アルカディアはやがてエルメア合衆国とローレリア連れん邦ぽうとの第二次二国間大戦を皮切りに世界中に広がるだろう。その後の世界は、君の望むところに最も近いはずだ」

「そんなもの、私が望んだ世界じゃ……っ！」

「由ゆ乃の姉ねえ……？　さっきも言ってたけど、由ゆ乃の姉ねえの望む理想郷って一体なんのこと──」

「違ちがう。そんなものはない。理想郷なんてないんだよあーくん。全部、この人たちの戯たわ言ごと。虚きよ言げんもいいところよ」

「虚きよ言げんもいいところなのは君の方だろう神かん崎ざき由ゆ乃の。知っているぞ。君が、全人類に肉体を棄すてさせ、アルカディアの中で生きさせる計画を進めていたことを」

「────」

　亜あ礼れいの言葉に、音が止まり、時が止まる。

「なに、それ……」

「由ゆ乃の姉ねえ、今の話、本当なのか……？」

　背後でフィリアが喉のどで呻うめき、秋あき人とは震ふるえる声で隣となりの少女に訊たずねた。

「そんなわけ、ないじゃない。そんな馬鹿なこと、できるわけないじゃない」

「由ゆ乃の姉ねえ」

「……っ」

　秋あき人とは由ゆ乃のの瞳ひとみを直視する。

　神かん崎ざき徹とおると同じ、感情の読めない灰色がかった瞳ひとみ。しかし、あの男と違ちがって情熱を秘めた赤の瞳ひとみ。それが複雑な感情によって細かく揺ゆれ動うごく。

　そして由ゆ乃のが言葉を作ろうとしたその時、

「──何してる幾いく島しま亜あ礼れい。さっさと回収しろ」

　場ば違ちがいな子供の声が響ひびいた。

　それは少年の声。

　秋あき人とは顔を上げ、その声の主を輸送機の放つサーチライトの強きよう烈れつな逆光の中に見た。

　金きん髪ぱつの少年。短パンに大きなパーカーを着ただけのどこにでもいるような少年だ。

　まるで公園で友達とサッカーをしてきましたと言わんばかりの様相。

　秋あき人とは──否、秋あき人とたちはハンドガンの銃じゆう口こうをその少年に向けるか迷った。

　相手は子供。向けるべき対象ではない。

　しかし──だがしかし、あの、人を人として見ない鋭するどい眼光に脳が激しく警けい鐘しようを鳴らすのはなぜだ──！

「ランド局長。来ていたんですか」

　亜あ礼れいは隣となりで立ち止まったその少年に短く言った。

　そのランドと呼ばれた少年は、特に言葉を返すこともなく、おもむろにポケットから何かを取り出す。それは葉巻とガスライターだった。

　一度吸ってやめたものなのか既すでに両りよう端たんは切り落とされている。ランドはそのまま宵よい闇やみの中に火を灯ともし、燻くゆらせた。そして口を付けて、紫し煙えんとともに溜ため息いきを一つつく。

「……神かん崎ざき由ゆ乃のと〝死を超越した子供たちアクセプテイ〟。ようやく顔を拝めた。そうか、こんな顔をしていたのか」

　その態度。その喋しやべり方かた。秋あき人とはピンと来た。

「──アンタ、第七プラントを襲しゆう撃げきしてきた巨きよ大だい戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔのパイロットか」

「半分正解で半分間ま違ちがいだ、モルモット。あれは俺であるし、俺ではない。あの場にいたのは確かに俺で間ま違ちがいないが、その記き憶おくはこの脳みそに引ひき継つがれてはいない」

　由ゆ乃のが隣となりで息を吞のむ音が聞こえた。

「まさか……破損状態のアルカディアを使ったの、ランド・ローガン!?」

「俺を知っているか、神かん崎ざき由ゆ乃の」

「……父から話は聞いているわ。防ぼう諜ちよう局きよく上がりの元準軍事工作オフィサーパラミリで、同期だったって。……私の母を最後まで諦あきらめられなかった哀あわれな男とも言っていたわ」

　由ゆ乃のの最後の言葉と同時、ランドの目が怪あやしく光った気がした。

　ランドは隣となりの亜あ礼れいの足のホルスターからハンドガンを抜ぬくと、〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟による包ほう囲い網もうから一人由ゆ乃のの前へと躍おどり出でる。

　そして由ゆ乃のに銃じゆう口こうを向ける。

　同時、秋あき人とはその間に入り、今度こそランドの眉み間けんにハンドガンを向けた。

　秋あき人ととランドは互たがいの頭部に銃じゆう口こうを向け合う。

「もう一度言ってみろ、試験管から生まれた人間モドキが。肉にく片へんに戻もどしてやろうかッ!!」

「それ以上近付いてみろ。眉み間けんにブチ込むぞッ!!」

「やってみるかモルモット。俺にはアルカディアがある」

「記憶変数体マインドステートも引ひき継つげないアルカディアか？　ハッ、あんた勘かん違ちがいしているぞ。アルカディアは人を生き返らせるシステムなんかじゃない。人を殺し続けるシステムだ。再生されるクローンはあんたと似て非なる存在──別人だよ」

「詭き弁べんは机の上でやってくれ。形容はどうであれ、アルカディアは人を再生する。その事実だけで充じゆう分ぶんだ」

　ランドは興が冷めたように踵きびすを返すと、亜あ礼れいにハンドガンを投げて寄よ越こす。

　それを片手でキャッチした亜あ礼れいに、ランドは葉巻を手に紫し煙えんを吐はき出だしながら言った。

「回収しろ。一匹残らず、確実にだ」

「──了りよう解かい」

　亜あ礼れいが言い、掲かかげた右の手首を短く二度振ふる。

　それを見た敵歩兵がじりじりと包囲を狭せばめてきた。

「……クソッ」

　秋あき人とは後じさり、やがて肩かたがフィリアと玲れ奈なに当たる。三人の背中に隠かくすのは由ゆ乃のの身体からだ。

　万ばん事じ休すか──。

　そう諦あきらめかけた、その時だった。

「頭を下げなさい、子供たち」

　女の声が、背後から響ひびいたのは。

　直後、視界を真っ赤に染め上げる警告表示。

　現れたのは〝小型高機動ミサイルＭＴＭ：接近〟の文字と、亜あ礼れいの部隊の足元を敷しき詰つめるように表示された着ちやく弾だん予測地点を示す円形のアイコン。

　秋あき人とは目を剝むいて、身体からだを反転させる。

　遅おくれて、敵兵の悲鳴が上がった。

「──総員、スーツの外がい殻かく補正強度を最大にしろ！」

　叫さけび、フィリアと玲れ奈なの身体からだごと自分の腕うでと背中でなるべく隠かくそうとする。二人も同様に背中を向けると、タクティカルスーツの人工筋繊維バイオメタルフアイバーを硬こう化かさせた。

　直後、衝しよう撃げき。

　宵よい闇やみに無数の爆ばく炎えんが立ち上り、夥おびただしい量の瓦が礫れきの破は片へんが舞まい上あがる。

　その粉ふん塵じんの中、秋あき人とたちの背後からゆっくりと歩いてくる人ひと影かげが一つ。

「ったく。厭いやなのよね、残業代の出ない仕事って」

　所々が淡あわく光るのは機械化されたタイトパンツとジャケット。

　シルエットは肉感の強い女のそれだが、似つかないものが二つ腰こしの辺りから翼つばさのように広がる。秋あき人とはそれを知っていた。

　ミサイルランチャーだ。

　エルゼ・アインハルトは髪かみ留どめを外し、吹ふき荒あれる夜風にその黒くろ髪かみを流す。

「印刷に手間取ったわ。ミサイルランチャーこれを使うのも久々ね」

　そしてエルゼはジャケットから右手で何かを取り出すと、秋あき人とに見せつけた。

　それは、一枚の金属製のカード。

「幾いくらで買う？」
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　秋あき人とは凄せい絶ぜつに笑った。

　やはりこの女は持っていたのだ。しかも、つくづく金が好きな奴やつらしい。曲がらぬその信念には、畏い敬けいすら感じる。

　だから、言った。

「支し払はらいは、テレサに怯おびえなくて済む未来ってことで」

「──乗ったわ」

　エルゼは口くち端はで笑い、秋あき人とにカードを投げる。

　それを秋あき人とが受け取った頃ころには、秋あき人とたちの正面に立っていた。

「タクティカルスーツが無いのは、少し分が悪いわね」

「なんだ、この女ぁ？」

　部下に支えられながら立ち上がったランドは、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを顰ひそめる。

　先の爆ばく撃げきで三割の負傷者を出していた敵兵士はしかし、その損失を感じさせない完かん璧ぺきなフォーメーションで再度秋あき人とたちを包囲し、その銃じゆう口こうをエルゼへと集中させていた。

　同時、斉せい射しや。

　それをエルゼは両手のライフルと腰こしから翼つばさのように広げたミサイルランチャーによって見事に迎げい撃げきする。その弾だん頭とうの応おう酬しゆうを皮切りに、秋あき人とたち嶺れい京きよう兵へいも戦いに身を投じた。

　それはエルゼ及および嶺れい京きよう兵へいにとって無む謀ぼうな戦いだった。

　倒たおれていく敵の数はごく少数。このままでは十秒と経たたずにこちらの手数が尽つき、圧あつ倒とう的てきな人数差で制圧されることは必至だった。

　エルゼの背中に、由ゆ乃のが叫さけぶ。

「エルゼっ、やめて、無茶よ！　今すぐ逃にげて！」

「お嬢じよう様さま、それは無理ですよ。たった今、そこの男と報ほう酬しゆうの契けい約やくを交かわしてしまいましたので」

「そんなのどうでもいいから！」

「あなたの理想郷が無くなった世界でまたお会いしましょう」

「エルゼ!!」

　そう──これは勝つための戦いではない。

　生きるための、撤てつ退たい戦せんなのだ。

『フィリア、玲れ奈な！　由ゆ乃の姉ねえを地下道に逃にがすぞ！』

『……ッ、分かったわ！』

『ちょっと、あーくん、勝手な真ま似ねしないで！　もう状じよう況きようは詰つんでるんだよ!?　大人しく投降しよ!?　諦あきらめよ!?　私たちは負けたんだよ！』

『うっさい由ゆ乃の姉ねえ、まだなんだよ!!』

　そう言って、秋あき人とは先ほどエルゼに渡わたされたカードキーを由ゆ乃のに握にぎらせる。

「あー、くん？」

「由ゆ乃の姉ねえ。これを持ってテレサ本社に──」

　そこまで言いかけた時、エルゼの声が飛んでくる。

「この大馬鹿！　そんな役回りのためにソイツを渡わたしたんじゃないわよ、一いち之の瀬せ！」

「……ッ！」

　振ふり返かえると、すぐ背後にエルゼが立っていた。エルゼは背を向けながらマズルフラッシュに横顔を真っ白に染め上げる。

「──これはあなたとフィリア・ロードレインが始めた叛はん逆ぎやく劇げきでしょう。最後までエスコートしなさい！」

　秋あき人とは目を見開き、自分の行動を恥はじた。

　そうだ。自分は何をしようとしていたんだ。三人の身を守る盾たてになるという大義名分から、ここで全ての責務を放ほう棄きしようとしていたのだ。

　それだけは絶対にしてはならない。アルカディアを壊こわした自分こそが、この手で決着をつけるべきなのだ。

「──ああ、そうだな。俺がケリをつける」

　秋あき人との言葉に、エルゼは一いつ瞬しゆんだけ笑った。

「分かったらさっさと行く！」

　エルゼはそう言って、由ゆ乃のの身体からだごと秋あき人ととフィリア、玲れ奈なの四人を蹴けり飛とばした。

「な──ッ！」

　僅わずかな滞たい空くう時間を経て、秋あき人とたちの身体からだは天てん井じようをなくしたエルゼの隠かくれ家がに倒たおれ込こむ。

　慌あわてて立ち上がって見ると、エルゼを始めとする嶺れい京きよう兵へいのみんなが笑って秋あき人とたちを見ていた。ある者は目だけで笑い、ある者は親指を立てている。

　その最中、仲間が次々に血を噴ふいて倒たおれていく。致ち命めい傷しようこそ受けていないが、タクティカルスーツを貫かん通つうしている。それが軽傷のはずがない。

　それもこれも全ては秋あき人とたちを──由ゆ乃のを逃にがすため。

　エルゼは片手を上げながら踵きびすを返すと、一発のミサイルを秋あき人とたちの足元へと打ち放った。

「────」

　足場が崩くずれ、暗い地下水道が見える。重力に引かれるまま秋あき人とたちは落下し──

　その間ま際ぎわに、エルゼの身体からだが大きくくの字に折れ曲がるのを見た。

　被ひ弾だんしたのだ。

「エルゼ──ッ！」

　由ゆ乃のが涙なみだを流しながら右手を伸のばす。

「離はなれろ由ゆ乃の姉ねえ！」

　秋あき人とは空中で由ゆ乃のの身体からだを抱だきしめる。

　そのまま十数メートル下の地下水道に落着。

　直後、重い水音とともに夥おびただしい量の瓦が礫れきが降り注いだかと思うと、地上一帯の地じ盤ばんが崩ほう落らく。

　次に瞼まぶたを持ち上げた時には、地下水道を丸々塞ふさぐ巨きよ大だいな壁かべが出来上がっていた。
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　真っ暗な地下道に、由ゆ乃のの嗚お咽えつだけが響ひびいていた。

　由ゆ乃のは抱かかえた膝ひざに顔を埋うめて、背中を小刻みに震ふるわせる。

「エルゼ……エルゼ……」

　由ゆ乃のとエルゼが実際どのような関係なのか秋あき人とは知らない。しかし、今の彼女の姿を見るだけで、それが決して浅くない関係だったことは容易に理解ができた。

　崩ほう落らくした瓦が礫れきの向こうから敵兵のくぐもった声が聞こえてくる。秋あき人とたちの行ゆく方えは見失っているようだが、見つかるのも時間の問題だろう。

「……由ゆ乃の姉ねえ、行こう。ここで捕つかまったらエルゼが身体からだ張った意味が無くなってしまう」

　少しして、由ゆ乃のの頭がこくん、と僅わずかに沈しずんだ。それを見た秋あき人ととフィリアは由ゆ乃のの身体からだを支えるようにして起こすと、無言で地下道を歩き始めた。

　足取りは重く、身体からだが痛い。

　しかし、そのことを口にする者は誰だれ一人ひとりとしていなかった。

　それよりも今はやることがある。

　連れ去られた仲間を救い、アルカディアを破は壊かいするのだ。

　秋あき人とたちがヨルタとサチの店の場所から地上へと出たのは、それから三十分後のことだった。

　外に出ると、既すでに深夜だった。

　早さつ速そく、廃棄区画トラツシユデイビジヨンの住民の手で復興作業が始まっており、手製のサーチライトが至る所に輝かがやいていた。戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの破は砕さいしたパーツだけは機密保持のためにテレサ社の無人機が回収していったのか、跡あと形かたもなく姿を消していた。

　すると、瓦が礫れきを運んでいた二人の少女が道具を放って駆かけてくる。

　見れば、サチとヨルタだった。

「なにがあったんスか!?」

「エルゼ──《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》の隠かくれ家がでテレサの特とく殊しゆ部隊に急きゆう襲しゆうされた。《電でん磁じ蜘ぐ蛛も》は撃うたれて……俺たちの仲間は連れ去られた」

「そん、な──」

　それから秋あき人とは辺り一帯を見回して言った。

「……二人ともごめん。俺たちがここに来たばかりに、多くのものを失わせてしまった」

　しかし、ヨルタは首を横に振ふる。

「それは違ちがうっス。アンタたちは何も悪くない。悪いのはテレサの奴やつら、そうでしょう？」

　しかし、事実秋あき人とたちを追ってテレサの連中は来たのだ。

　秋あき人とは唇くちびるをきつく嚙かんで、言った。

「……俺たちが必ずテレサの奴やつらを潰つぶす。二度とこんな真ま似ねはさせない」

「あーくんは、まだ、諦あきらめてない？」

　そこに、声が響ひびいた。

　振ふり返かえると、泣きじゃくっていた由ゆ乃のが、両手の甲こうで涙なみだを拭ぬぐいながら立っていた。

〈アークランチャー〉による傷も癒いえておらず、フィリアに肩かたを支えられながら辛かろうじて上体を起こしているといった状態だ。

　しかしその目は、今なお涙なみだの粒つぶを零こぼしながら、秋あき人とを一直線に見ている。

「諦あきらめないよ。諦あきらめるわけがない。仲間を全員助け出して、絶対にアルカディアを壊こわす」

「そっか──」

　由ゆ乃のはぎゅっと目を瞑つぶって精神を統一するかのように頭上を仰あおぐ。

　次に視線を下ろした時には、由ゆ乃のは憑つき物ものが落ちたような表情をしていた。

　それがどこか悟さとったような顔に見えて、秋あき人とは思わず声を掛かけようと口を開き──

「オイ、いつまでそこで立ち止まってんだ」

　そこに、野太い男の声が響ひびいた。

　その場にいる全員が振ふり返かえる。

　そこにいたのは、筋肉で膨ふくれ上あがった二にの腕うでを組む、一人の男。

　驚おどろくことに、それは昨夜、秋あき人とたちが泊まった宿しゆく泊はく施し設せつの店主だった。

　禿とく頭とうの店主は顎あごをしゃくった。

「いいから中に入れ。さっきからテレサの連中が遠目にここをパトロールに来ている。どうせ追っているのはあんたらだろう。ほら、ヨルタとサチも三階に上がって休んどけ」

「クリフォードさん！」

　すると、その店主を見るや、走って抱だき着つくヨルタとサチ。

　秋あき人とたちは顔を見合わせる。

　そこまで厄やつ介かいになっていいのかと逡しゆん巡じゆんしていると、その胸の内を見み透すかしたのかクリフォードと呼ばれた禿とく頭とうの店主は言った。

「あんたらテレサとやり合っているんだろう。なら仲間だ。ここにいる連中は全員テレサのクソ野や郎ろうをぶちのめしたい奴やつらなんだ」

　そう言ってクリフォードはヨルタとサチを連れて宿の中へと姿を消す。

　秋あき人とはフィリアと玲れ奈な、そして由ゆ乃のともう一度顔を見合わせてから頷うなずいて後を追った。

　宿の中に入って、秋あき人とは息を吞のんだ。

　そこは今日の昼頃にチェックアウトしたこぢんまりしたカウンターがあるのみの侘わびしいエントランス──ではなかった。

　カウンターの奥。

　本ほん棚だなが並んでいたその場所は、不自然に横にスライドしており、その奥に隠かくし部べ屋やが覗のぞいていた。その部屋は、床ゆかも天てん井じようも壁かべも全てが多種多様な銃じゆ火うか器きに埋うめ尽つくされていたのだ。

「な、なにこれ……っ」

　玲れ奈なは驚おどろいてカウンターから身を乗り出す。

　クリフォードは振ふり返かえっていった。

「戦争を始めるんだよ。テレサとのな。街をこんな滅め茶ちや苦く茶ちやにしやがって。我が慢まんの限界だ」

「それは俺たちのせいで──」

「違ちげえよ、少年。奴やつらは遅おそかれ早はやかれ、ああするつもりだったのさ」

　クリフォードは弾マガ倉ジンの入っていないアサルトライフルを一丁手に取ると、チャージングハンドルを三度引き、何もない壁かべに向けてトリガーを引く。カチリと撃げき鉄てつが下りる音が鳴ったのち、それを秋あき人とに投げて渡わたした。

　それは、年季の入った〈ＭＡＲ−16〉だった。

「これは──」

　秋あき人とは顔を上げる。クリフォードは首を回した。

「いらねえのか？」

「────。ありがたく、使わせてもらいます」

　クリフォードは無言で頷うなずき、再び背を向けて他の銃じゆうの物色を始める。

「最初はびびったよ。おめえらみたいな子供が歴戦の兵士のそれと同じ立たち居い振ふる舞まいをするからよ。目線、所作、重心の置き方……全てが完かん璧ぺきだった。これだけ教えてくれ。おめえらは何者だ。なぜテレサに立ち向かう」

　秋あき人とは隣となりのフィリアを見た。

　蒼あおの瞳ひとみが見つめ返してきて、秋あき人との手に彼女の指が一いつ瞬しゆんだけ触ふれる。

　それから秋あき人とはクリフォードに向き直って口を開いた。

「俺たちは、嶺れい京きようでテレサの実験に使われていた兵士なんです。何度も何度も死を経験して、殺し合って、戦ってきた」

　死、という言葉をどう捉とらえたのかは分からないが、クリフォードは息を吐はいて肩かたを落とす。

「……噂うわさには聞いていたが、一番事実であってほしくない奴やつが本当だったとはな。嶺れい京きようの辺りで日夜、テレサが人体実験を繰くり返かえしているってのは有名な話だった。──その復ふく讐しゆう、微び力りよくながら手助けさせてもらう」

「復ふく讐しゆうじゃないですよ」

　クリフォードは手を止めて振ふり返かえった。眉まゆを上げて秋あき人とを見み据すえる。

　秋あき人とは肺を膨ふくらませた。

「俺たちは、俺たちの自由のために戦うんです」

　クリフォードは笑った。

「それがいい。ああ、それがいい」

　それからフィリアは普ふ段だん使っているのと同形のライトマシンガンを、玲れ奈なは二丁のサブマシンガンを選び、装備を整えていった。

　カウンターを秋あき人と、フィリア、玲れ奈な、由ゆ乃のの四人で囲んで、弾マガ倉ジンに弾たまを込こめていく。

　カチ、カチ……と金属と強化プラスチックが擦こすれる音が響ひびく中、口を開いたのは玲れ奈なだった。

「ねえ、由ゆ乃の姉ちゃん。さっき、幾いく島しま亜あ礼れいが言っていたことって、本当なの？」

　秋あき人ととフィリアの手が一いつ瞬しゆん止まり、由ゆ乃のだけが無言でハンドガンの弾たまを弾マガ倉ジンに押し込んでいく。そして彼女の手元の弾マガ倉ジンに最後の一発が込こめられた時、ようやく由ゆ乃のは言葉を作った。

「……本当よ」

　秋あき人とは由ゆ乃のの顔を見た。

　彼女の横顔は寂さびしそうで、悲しそうで、黒く翳かげっている。いつか見た、孤こ高こうに戦い続けるフィリアの横顔によく似ていた。

「ねえ、あーくん。私の父は、何のためにあの実験をしていたかみんなに話した？」

「いや……アルカディアの軍事転用としか。記憶転写オーバーライトの上限年ねん齢れいの撤てつ廃ぱいとか話していたのは覚えているけど……」

　由ゆ乃のは半はん拍ぱく置いて、ゆっくりと口を開く。

「あの実験はね、記憶転写オーバーライト機能の実装が目的だったのよ。元々、アルカディアには、記憶変数体マインドステートを入力インポートする機能はあっても、それを出力エクスポートする機能はあくまで予サ備ブで主しゆ軸じくじゃなかったのよ」

「それってどういう……」

　秋あき人とは戸と惑まどう。

　出力エクスポートというのは複体再生リスポーンのことを指しているのだろう。しかし、アルカディアの本ほん懐かいとは人に死を回かい避ひする力を与あたえること──その出力エクスポートが主目的ではなかったというのは、一体どういうことなのか──

　その答えは、すぐに由ゆ乃のの口から飛び出してきた。

「アルカディアは人の死を回かい避ひするためのシステムなんかじゃない。人を量子世界で生きさせるためのプラットフォームだったんだよ。真の意味で死という概がい念ねんのない理想郷そのもの。それが、アルカディア」

「────」

　息を吞のむ。

　量子世界で生きるためのプラットフォーム。それはつまり、肉体を棄すて電子の世界で生きるということ。あまりにも非現実的。あまりにも空想的。

　同じことを思ったのか、フィリアがカウンターに身を乗り出した。

「そんなことが、可能なの……？」

「可能よ。アルカディアの中には記憶変数体マインドステートのエミュレーターが組み込まれているのよ」

「記憶変数体マインドステートのエミュレーター、ですって……？」

　エミュレーターとは、仮想化技術の一つで、システムの中に別のシステムを模も倣ほうして再現する機能のことだ。古いソフトウェアを使用するために、最新のＯＳの中で古いＯＳを疑ぎ似じ的てきに起動したり、ウイルスの挙動を確かく認にんするために敢あえてエミュレーターの中で感かん染せんさせたりと使用目的は様々だ。

　それを、由ゆ乃のは記憶変数体マインドステートをコンピューター上で動作させることができると言っている。

　つまりそれが意味することは──

「……システムの中で仮想的に人間が人間としての活動を送れるってことなのか」

「仮想という言葉は最も早はや古いわ。適切じゃない。現実世界も、量子世界も、媒ばい体たいが違ちがうだけでやり取りされる情報は同一よ」

「記き憶おくデータだけあっても、アルカディアで個人たりえるとは思えない」

　秋あき人との言葉に、由ゆ乃のが首を横に振ふる。

「記憶変数体マインドステートは、ただの記き憶おくデータではないわ。その中には遺伝子情報どころか、全ぜん細さい胞ぼうの状態が記録されている」

「なに、それ……。でも、それだとデータサイズが膨ぼう大だいになる──」

　フィリアがわななく。

「だから私は圧縮した。細さい胞ぼうひとつひとつを変数として扱あつかい、それらの状態を係数として保存することで大おお幅はばにね。──だから、記憶変数体マインドステート」

「ハードディスクに記録されているデータを複製するのではなく、データが記録されているハードディスクそのものを情報化するような、そういうやり方ってことなのか」

「ええ、その通りよ」

「────」

「だからこそ記憶変数体マインドステートさえあれば、アルカディアの中で生きていける。人間たりえるのよ」

　玲れ奈なは苛いら立だったように口を挟はさむ。

「……由ゆ乃の姉ちゃんは本気でそんなことができると思っていたの？」

「できると思っていたどころか、実現一歩手前までいったよ」

「無理でしょ、そんなの。それってテレサっていう会社ありきの話でしょ？　結局、アルカディアのあるサーバーを管理する人間が中の人たちを支配することになる。それってこの都市と何にも変わんないじゃん」

「本来のアルカディアの計画に、中央のサーバーはないわ。必要ないのよ」

「……どういうこと？」

「誰だれにも管理されず、地球上のどこからでもアクセスできて、それでいて半永久的に稼か働どうが可能なサーバー。それも私は作った」

　フィリアが目を細めて言う。

「それは、何」

「通エ信ー素テ子ルだよ」

　玲れ奈なの怪け訝げんな顔をして首を捻ひねる。

「通エ信ー素テ子ルって……あの通エ信ー素テ子ル？」

　由ゆ乃のは頷うなずいて言う。

「その通エ信ー素テ子ル。あれは中ちゆう継けい器きであると同時に、並へい列れつで接続することで巨きよ大だいな分散型サーバーとしても運用できるようになってるんだ」

「あれってただのオフライン領域対策なのかと思ってた……」

「それに変だと思わなかった？　ただの通信を中ちゆう継けいするための素子がエーテルだなんて大おお仰ぎような名前で呼ばれていることに」

「……命名者がそういうイタい人なのかと思った。ほら、軍用の装備とか作戦名ってどれもイカついやつばっかじゃん？」

「ちゃんと意味があるのよ」

　由ゆ乃のは溜ため息いきを一つついて言う。

「かつての偉い人じんは、天体を満たすとする第五元素をエーテルと名付けた。人の棲すむ世界の上部構造を天界と捉とらえる考え方だね。──翻ひるがえって、今じゃネットの世界は、私たちの棲すむ現実世界の上部構造と最も早はや同義。人類が新たに生きる世界たるアルカディアを天界とするならば、それを構成する通エ信ー素テ子ルこそエーテルだと言えるでしょ？」

　由ゆ乃のと玲れ奈なの言葉の往来に声を挟はさむ。

「電子の世界を天界と呼ぶか」

　由ゆ乃のは振ふり返かえり、秋あき人とに向かって柔やわらかく笑う。

「魂たましいだけが到とう達たつできる世界、という意味ではあながち間ま違ちがいじゃないと思うんだ、私」

「人ヒ間トのエゴを感じる呼び名だけど──大筋はまあ、同意する」

　そう言う秋あき人との隣となりで、玲れ奈ながぽつりと訊たずねた。

「……そこまでアルカディアってシステムが完成していて、由ゆ乃の姉ちゃんは壊こわしていいの？」

　由ゆ乃のは少し驚おどろいた顔をして、それから玲れ奈なの頭をゆっくりと撫なでながら言った。

「私は理解したのよ。ナイフが無くなったように、銃じゆうが無くならなかったように、そして核かく兵へい器きが無くならなかったように──兵器としてのアルカディアもまた、無くなることはないって。あの時はまだ、軍用に使われるなんて想像もしていなかった」

　それはいつかフィリアと覗のぞいたデータドライブの中に記録されていた由ゆ乃のの手記に残されていた言葉そのもの。

「──あなたたちが傷つき続けるのを見て、私は決めたの。もし、アルカディアを完全にこの世から消すことができる時が来たら、そうしようって。これはきっと、人を幸福にする以上に、不幸にするテクノロジーなのよ」

　それはどれだけの決意なのだろう。秋あき人とには到とう底てい想像ができなかった。

　血の滲にじむ努力をしただろう。託たくした思いは決して軽くなかっただろう。

　大切な人を喪うしないたくない──その想おもいは普ふ遍へんで、普ふ通つうで、ありふれた願いだ。

　それを、由ゆ乃のは自分自身で断罪した。

　消えるべき技術だと、決意した。

　その想おもいがどれほどの苦しみを伴ともなったかなど、考えも及およばない。

「────」

　秋あき人とは無言で由ゆ乃のの肩かたに触ふれた。

　由ゆ乃のは秋あき人とを見る。いつか小さい頃ころに見たような、柔やわらかい笑えみだった。

　お互たがいに何も言わない。既すでに由ゆ乃のが自分で決めたこと。そこに交かわすべき言葉はないのだ。

　秋あき人とは一呼吸置いて言った。

「由ゆ乃の姉ねえ。アルカディアを壊こわす方法だけどさ、何とかならないか」

　フィリアと玲れ奈ながばっと顔を上げる。

「ちょっと待って秋あき人と。それって何の話？」

「あーくん」

「由ゆ乃の姉ねえは自分の命と引ひき換かえに、アルカディアを壊こわそうとしているんだ。記憶変数体マインドステートに自じ壊かいプログラムを混入させて複体再生リスポーンをすることで強制的に読込ロードさせるらしい」

「あーくんっ！」

　由ゆ乃のが目を吊つり上あげて秋あき人とに摑つかみかかる。

　その肩かたを、秋あき人とは逆に両手で左右から挟はさみ込こんだ。

「……っ」

「昨日からずっと考えてたけどさ、やっぱ俺には無理なんだよ由ゆ乃の姉ねえ！　嶺れい京きようでフィリアを助けた時もそうだった。さっきサチを助けた時もそうだった。いつだって、いつだってそうなんだ、誰だれかが目の前で死ぬっていうことを、俺は見過ごせないんだよ！」

　言って、由ゆ乃のが口を噤つぐむ。代わりに、フィリアと玲れ奈なが言った。

「由ゆ乃のさん、今の秋あき人との話、どういうこと」

「由ゆ乃の姉ちゃん。今度ははぐらかさないでね。──一体、何をしようとしているの」

「……あーくんが今言った通りだよ」

　玲れ奈なが涙なみだ目めになりながら勢いよく立ち上がる。

「ダメだよそんなの！　絶対にだめ！　誰だれも死んじゃだめなんだって！」

「大だい丈じよ夫うぶ、レナちゃん。私がやるから、誰だれも死なないよ」

「何言ってんの！　それだと由ゆ乃の姉ちゃんが死んじゃうでしょ!?」

「私はいいの。元より父に人工的に作られた命。長生きすべき人間じゃないんだよ」

「それを言ったら私たちだって作られた命じゃん！　それでも変わらず生きてるじゃん！　普ふ通つうの人間じゃん！　長生きすべきとかすべきでないとか、そんなの関係ないよ！」

　玲れ奈なは由ゆ乃のに抱だき着つき、由ゆ乃のはその身体からだをそっと抱だきしめた。

「……ありがとうね、レナちゃん」

「……絶対、ダメだからね」

　秋あき人ととフィリアも由ゆ乃のに言う。

「他の方法を探そう」

「……由ゆ乃のさん。わたしも反対よ。秋あき人とと同意見。他の方法を探しましょう」

　会話はそれっきり途と切ぎれた。

　弾たまを込こめ、マズル内の煤すすを取り、銃じゆう管理用のアプリケーションを設定していく。

「クリフォードさん、お手洗い借りてもいいですか？」

「……二階のを使え。そっちの方が綺き麗れいだ」

「ありがとうございます」

　装備が護身用にハンドガンのみの由ゆ乃のが一足先に準備が終わり、トイレに立つ。

　残された三人の間に、得も言われぬ沈ちん黙もくが広がった。

　それから十分は経たっただろうか。いや、もしかしたらもっと経たっているかもしれない。誰だれも何も声に出さない鈍どん重じゆうな空気の中、玲れ奈なが口を開いた。

「……ねえ、アキ。どうする？」

　玲れ奈なはその翠みどりの瞳ひとみで秋あき人との表情を伺うかがう。

　玲れ奈なが聞いてきているのは、アルカディアをどう破は壊かいするのか、その方法についてだろう。

　秋あき人とは整備を一通り終えた〈ＭＡＲ−16〉を足元に立てかけて、長く息を吐はいた。

「……分からない。正面からアルカディアのセキュリティウォールを突とつ破ぱするにも、今の俺たちにはそんな演算能力の持ち合わせがないし」

「……カードキーがあるとはいえ、そもそもテレサ社に侵しん入にゆうするのだって一苦労よね」

「……クソ。早くみんなを助けないと。テレサも馬鹿じゃないから、アルカディアの修復が完かん了りようするまではリスクは取らないとは思うけど……幾いく島しまがやろうとしたみたいに全員の頭部だけ切きり離はなして記憶変数体マインドステートを取り出そうとしないとも言えない」

　ぞっとする想像をしてしまい、言った秋あき人とを含ふくめフィリアと玲れ奈なが青ざめる。

　その時だった。

　不意に外の見張り役を買ってくれていたヨルタが振ふり返かえって言ったのは。

「ユノさん、トイレ長いっスね」

　秋あき人とは聞き流そうとして、しかし手を止めた。

　顔を上げると、フィリアと玲れ奈なと目が合う。

「──まさか」

　秋あき人とは駆かけ出だし、その後ろを玲れ奈なが慌あわてて追う。

「ちょっとアキ！　女子トイレに入ったら怒おこるからね！」

「言ってる場合か！　クリフォードさん、トイレの場所は!?」

「……上がって右の突つき当あたりだ」

　勾こう配ばいの厳しい木製の階段を軋きしませながら駆かけ上あがり、目的の扉とびらの前まで走る。

「由ゆ乃の姉ねえ！　おい、由ゆ乃の姉ねえ！」

「アキ、単にお腹なか痛いだけかもしんないじゃん！」

　秋あき人とは玲れ奈なに言われ、視界上に仮想ウィンドウを呼び出す。それは近きん隣りんマップと、味方位置を報しらせる情報。秋あき人とを含ふくめ、赤い光点が玲れ奈なとフィリアの三つしかない。

「由ゆ乃の姉ねえの戦術データリンクが切れている。──突とつ入にゆうする」

「ちょっ、突とつ入にゆうって！」

「由ゆ乃の姉ねえ入るぞ！　恨うらむなよ！」

　秋あき人とは腰こしからハンドガンを抜ぬき、強化した右足で扉とびらを蹴けり破やぶった。

「────っ」

　秋あき人との動きに合わせて玲れ奈なも内部に突とつ入にゆうし、狭せまい空間をクリアリングしていく。

　並んでいるのは個室が二つ。

　そのどちらも扉とびらは開いている。

　もっと言えば、外気を取り込むためのガラス窓が開いていた。

　駆かけ寄より首を出せば、そこから屋上伝いに廃棄区画トラツシユデイビジヨンを渡わたれるような構造になっている。

　仄ほのかに空気の燃ねん焼しよう臭しゆうと生ぬるい風が吹ふく。

「ジェットキットを使った形けい跡せきがある。印刷したのか。──やられた」

「ちょっと二人とも大だい丈じよ夫うぶ!?」

　遅おくれてフィリアと、その後ろにヨルタとサチが続く。

　フィリアは一いつ瞬しゆんで状じよう況きようを理解したのか、表情を固くする。

　秋あき人とたちはいつまでもここにいるわけにもいかないので、取とり敢あえず階段を降りてカウンターの前まで戻もどることにする。

「まずいわね……。カードキーは由ゆ乃のさんが持っているわよ」

「分かってる。──クソ。俺たちはジェットキットもないし、追いつけないぞ」

「なんだ、仲間に先を越こされたか」

　クリフォードが軽い調子で言ってくるので、秋あき人とはそれを睨にらみつけた。

「……アンタ、由ゆ乃の姉ねえが一人で行くのを分かってて二階を教えたな」

　クリフォードは肩かたを竦すくめる。

「あの子は死に場所を探していた。そういう目をしていた。それを邪じや魔まするのは野や暮ぼっていうもんだろう」

「それを止めるのが人情ってもんだろう！」

「それはあんたらの仕事だ」

「────」

　言われ、秋あき人とは唇くちびるを嚙かんだ。

　クリフォードは振ふり返かえって秋あき人との顔を見て、それから片方の頰ほおを持ち上げて笑う。

　秋あき人とは自分の額が引ひき攣つるのを感じた。それから〈ＭＡＲ−16〉を引ひっ摑つかみ、カウンターに背を向ける。

「フィリア、玲れ奈な。出るぞ。由ゆ乃の姉ねえを追いかける」

「追いかけるっていったってどうやって！　ジェットキットを印刷するフィラメントももうないし、カードキーもないんだよ!?」

「走って正面から行くしかないだろう！」

「足がないなら、貸してやってもいい」

　そこに、クリフォードの低い声が響ひびいた。

「なに？」

　クリフォードは深い顔の傷の下で、真っ白な目をぎょろりと覗のぞかせる。

「だから言ったんだ。足を貸してやってもいいと」

「あんた、自分から由ゆ乃の姉ねえを逃にがしておいて何を──！」

「どうする」

　クリフォードの試ためすような目に、秋あき人とは言葉を詰つまらせる。

　秋あき人とはフィリアと玲れ奈なの顔を見てから両手に拳こぶしを作った。

「……貸してくれ。くだ、さい」

　クリフォードは一度だけ唇くちびるを持ち上げた。







　最大出力千五百ＨＰのターボシャフトエンジンが唸うなり声ごえを上げる。

　カウンターの奥。

　乗用車三台は入る車庫の中に、ソレはあった。

　埃ほこりを被かぶったタンカラーの布地の下から現れたのは、一いつ対ついの巨きよ大だいな履り帯たいと一門の巨きよ大だいな主しゆ砲ほう。

「これって──」

　フィリアが喉のどを晒さらし、眼前の力の化け身しんに蒼あおの目を見開く。

「今はＥＶ化だの無人化だのとうるさいが、戦車タンクと言ったらコイツだ」

「旧式の……戦車タンク？」

　クリフォードはエンジンルームからオイルで黒くなった顔を引ひき抜ぬき、メンテナンス用ハッチを閉めると喉のどを張った。

「エルメア陸軍、第三世代主力戦車ＭＢＴ──〈ディヴァース〉だ」

　秋あき人とは口くち端はを持ち上げた。なるほど。この宿の名の由来は、コイツだったわけだ。

　秋あき人とたちの後ろでヨルタがわななく。

「クリフォードおじさん……どうしてこんなものを」

「こういう時のために、戦友に横流ししてもらった。今や戦車タンクは第五世代まであるが、こいつの馬力は今でも現げん役えきだ」

「────」

「使い方は分かるか？」

「イージス戦車は散々壊こわしてきたし、乗ってきた。大だい丈じよ夫うぶだ。おおよそのことは分かる」

「イージス戦車──ハッ、奴やつらはそんなものまで開発しているのか。テレサは手て強ごわいぞ」

「分かってる。──ずっと、近くで見てきたから」

　戦車タンクの上部に立つ玲れ奈なが振ふり返かえり、言う。

「アキ、由ゆ乃の姉ちゃんとみんなを助けるのはそうなんだけど、どうやってアルカディアを壊こわす？　結局、由ゆ乃の姉ちゃんが言っていた方法でしかアルカディアに自じ壊かいプログラムは流し込めないわけだし……」

　秋あき人とは考え込み、それから玲れ奈なとフィリアのいる戦車の上部に登った。

「……ひとつだけ考えがある。でも、そのためには先に全員を無事に救出しないとならない」

「……？」

　玲れ奈なとフィリアは顔を見合わせ、首を傾かしげる。

　その二人に、秋あき人とは実現性にひどく乏とぼしい、しかし現状考えうる限り唯ゆい一いつの案を話した。







　由ゆ乃のは非常灯に切きり替かわったテレサ本社ビルの中を走っていた。

　地下の装置搬はん入にゆう口ぐちからカードキーを使用して、内部に侵しん入にゆうしたのだ。

　上着のフードを目ま深ぶかに被かぶり、白衣を風に流す。

　量子迷彩クアンタムステルスを起動しているため、自分の目にも身体からだが透とう過かしてうっすらとその輪りん郭かくが見えるだけだ。

「……電力をアルカディアのあるサーバーに集中させているんだわ。……まずい。〝死を超越した子供たちアクセプテイ〟の記憶変数体マインドステートの読込ロードが始まっている」

　読込ロードが終われば最後。

　彼らの記憶変数体マインドステートを元にアルカディア内部の基幹システムが修復され、完成した姿に逆ぎやく戻もどりになってしまう。

　それだけは、なんとしても止めないと。

　アルカディアを構築するシステムデータのサイズは膨ぼう大だいだ。アルカディア開発本部の中でも戦略統合システムＵＴＡＳのアドオンという形式をとっていたが、その実、容量の八割はアルカディア本体が占しめていた。

　それだけのデータ量、そしてそれを動かす演算能力を確保することができるサーバーなど、たとえテレサ本社としても数に限りがある。

　一番適しているのは、やはり容量が大きく演算速度が高い軍用サーバー。

　そのひとつが、四十六階Ｂ区画にある防ぼう諜ちよう局きよくの秘ひ匿とくサーバー。

　由ゆ乃のの爪つま先さきが向かうのは、そこだ。

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かを走る。

　途と中ちゆう、慌あわてた様子の職員たちとすれ違ちがうが、誰だれも由ゆ乃のの存在に気が付かない。せいぜいが聞こえるはずのない足音に人の気配を感じて不気味がる程度だ。

　時折、額の上辺りに刺さすような痛みが走り、視界が歪ゆがむ。〈アークランチャー〉を使った弊へい害がいだろう。エルゼは脳の一部が焦こげたと言っていた。どうやら〈ニューラルゲート〉を構成するマイクロマシンの一部が熱暴走したらしい。明らかに以前に比べて演算能力が落ちている気がする。

　全身の関節という関節が軋きしみ、痛む。

　しかしそれでも鞭むち打うって、由ゆ乃のは疾しつ駆くした。

　目的の場所は、ひどくアクセスが悪かった。

　無機質な白い廊ろう下かの先にある鉄製の両開きのドア。その横には電でん子し錠じようが備え付けられているだけで、ホロサイネージの一つも浮ういていない。

　この場所は清せい掃そう用ようの小部屋をわざわざ経由したり、メンテナンス用のダクトを通ったりと明らかに秘ひ匿とくされたルートを進まなければ辿たどり着つかないようになっていた。

　だからこそ確信する。ここに、アルカディア本体が保管されているのだと。

　由ゆ乃のは白衣をはためかせると、右みぎ腕うでを包む外骨格を露ろ出しゆつさせた。

　同時、量子迷彩クアンタムステルスのバッテリーが限界を迎むかえ、空間が解ほぐれるようにして由ゆ乃のの身体からだが表出する。

〈アークランチャー〉は置いてきた。もとより試作品。出力調整機能を備えていないあの兵装は、反動制せい御ぎよをまともにできない今の由ゆ乃のにとって、とてもではないが扱あつかえる代しろ物ものではなかったからだ。

　しかし、鉄てつ扉ぴを破る程度ならこの外骨格だけでも十分。

　由ゆ乃のは右みぎ腕うでを大きく振ふりかぶり、

「──ッ!!」

　鉄てつ扉ぴを内側へ殴なぐり飛とばした。

　ガランッ、と大だい音おん響きようが響ひびき渡わたる。

　そこは、半はん透とう明めいの液体の入った高さ二メートルの直方体の筐きよう体たいが無数に並ぶ機械の樹海だった。二階か三階分を縦にぶちぬいた空間で、空調の鈍にぶい駆く動どう音おんだけが鳴っている。

　その光景は、嶺れい京きようにあるアルカディア開発本部のサーバールームに酷こく似じしていた。

　嶺れい京きようのそれと異なるのは、サーバー自体が対たい爆ばく仕様と思われる分厚いガラスに覆おおわれていることだろうか。

　由ゆ乃のはコンソールとなっている筐きよう体たいの一つに駆かけ寄より、首元からケーブルを引ひき抜ぬいた。

　そして左手に一丁のハンドガンを握にぎる。

「…………」

　接続端たん子しを見て、一いつ瞬しゆんだけ止まった。

　既すでに自分の記憶変数体マインドステートにはアルカディア専用の自じ壊かいプログラムを混入させている。あとは繫つないでアルカディアに神かん崎ざき由ゆ乃のという存在を認にん識しきさせた状態で、命を絶つだけだ。

　そう、あとは、死ぬだけ。

　脳のう裏りに思おもい浮うかぶのは父の横顔と、子供たちの姿。秋あき人との姿──

「──迷っている場合か、私ッ！」

　由ゆ乃のは一いつ瞬しゆんだけ鎌かま首くびを持ち上げた死の恐きよ怖うふを振ふり払はらい、端たん子しを握にぎり直なおす。

　そしてそれをサーバーに挿さし込こみ──

「そこまでだ、神かん崎ざき由ゆ乃のッ」

　少年の声とともに一発の銃じゆう声せいが響ひびいた。

「ぐッ──！」

　右みぎ腕うでが穿うがたれ、血を噴ふきながら弾はじかれる。その衝しよう撃げきで、コンソールに接続していた端たん子しも抜ぬけてしまった。

「サーバーからゆっくり離はなれろ」

　更さらにそこに秋あき人とに似た若い男の声が続く。

　声はサーバールームの奥から聞こえてきていた。

　由ゆ乃のはちらりと視線を向ける。

　金きん髪ぱつの少年に、黒くろ装しよう束ぞくの部隊。

　ランドと、幾いく島しま亜あ礼れい率いる〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟だ。

「──そりゃあ、いるよね」

　その一いつ瞬しゆんで、思考が超ちよう高速で回転した。

　アルカディアへ神かん崎ざき由ゆ乃のの個人を認にん識しきさせ、記憶変数体マインドステートを読込ロードさせるのに十数秒はかかる。その工程が完かん了りようする前に死んでしまうと、むしろ記憶変数体マインドステートが破損し、自じ壊かいプログラムが完全にアップロードできなくなってしまう。

　ここで由ゆ乃のが死んだら勝ち筋を完全に失ってしまう。

　だから、由ゆ乃のは身動きが取れなかった。

　右みぎ腕うでから流れる血も止まらない。失血死するなどもってのほか。何か手を打たなければならない。でも打つ手もない──。

　すると、その僅わずかな膠こう着ちやく状じよう況きようの中で、唐とう突とつにランドの背後に控ひかえていた細身のフレームの眼鏡をかけた男が叫さけんだ。

「局長、残りの〝死を超越した子供たちアクセプテイ〟がビル正面に現れたとの情報です！」

「──回収しに行く手間が省けたな。確保しろ」

「それが、防衛線が今にも破られそうでして」

「何をやっている……ッ！　たかが歩兵三人だろう！　今いま更さら重武装をしているわけでもなし、早く奴やつらの身ガ体ラを俺の前に持ってこい！」

　顔を真っ赤にして叫さけぶランドに眼鏡の男が一言。

「──それが連中、戦車タンクに、乗っていると」

　呆ぼう然ぜんとした口調で言った。







「〈ディヴァース〉の射撃統制システムＦＣＳとリンク完かん了りよう、初しよ弾だん装そう塡てん──ちょっと秋あき人と、これ本当に撃うつ気!?」

「あったりまえだ、何のための主しゆ砲ほうだ！」

　エンジンが唸うなり、熱気が立ち込める。

　薄うす暗ぐらい社内を液えき晶しようディスプレイの淡あわい光が照らす中、秋あき人ととフィリア、玲れ奈なはぎゅうぎゅうに密着しながら戦車タンクを操縦していた。

　目標、距きよ離り五百メートル先。テレサ本社ビル。

　その道を阻はばむように立ちはだかるのは、何機もの戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔだ。

　秋あき人とは液えき晶しようディスプレイに映る照準を先頭の戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの腹部に重ね合わせ、双そう眼がんの光学照準器を覗のぞき込こむ。

　そして──

「──発フア射イア！」

　射しや撃げきボタンを押した。

　秋あき人との左側の空間で装そう塡てん装置が大きく後退し、狭せまい社内に火薬の破は砕さい音おんが鳴なり響ひびく。イヤーセットが減げん衰すいしているとはいえ、さすがの爆ばく音おんだ。内臓という内臓が震ふるえる。

　周囲に装そう飾しよくとして植えられていた木々が車体を中心に大きくしなり、噴ふん煙えんが波状に広がる。

　主しゆ砲ほうから真っ白な光の弾たまとなって射出された弾だん頭とうは、果たして戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの胸部を正面から喰くい破やぶり、一いち撃げきで弾だん薬やく庫こに引火──火を上げて大破させた。

「目標Ｅ１ターゲツトエコー・ワン、大破！　ナイスショット、アキ！」

「フィリア、次じ弾だん装そう塡てん！　次は装弾筒付徹甲弾ＡＰＦＳＤＳにしろ！」

「装弾筒付徹甲弾ＡＰＦＳＤＳって火薬入ってないわよ!?」

「どうせサプライユニット経由の弾だん薬やく庫この誘ゆう爆ばく狙ねらいだ！　それよりも貫かん通つう力りよくをもっと稼かせがないとあいつらの多重自律反応ＭＡＲ装そう甲こうを確実にぶち抜ぬけない！　今だって角度が甘くて弾はじかれそうだった！」

「……っ、わかったわ！」

　フィリアが背後から弾だん頭とうを抱かかえて取り出す隣となりで、リンクさせた〈ニューラルゲート〉で戦車タンクを操縦する玲れ奈なが叫さけぶ。

「正面から自爆ドローンのスウォーム来るよ！」

「アクティブ防護システムＡＰＳを起動するわ！　欺ぎ瞞まん信号を出して奴やつらにつき返す！　──こんな開けた場所でスウォームとは舐なめられたものね！　ただの的じゃない！」

　秋あき人とは覗のぞき込こんだ光学照準器の向こうで、二重螺ら旋せんを描えがきながら飛来してくる自爆ドローンの大群が、戦車タンクのすぐ目の前で透とう明めいな壁かべに弾はじかれたように踵きびすを返すのを見た。

　フィリアが操作したアクティブ防護システムＡＰＳにより、誤った戦車タンクの座標データを上書きされ旋せん回かいしたのだ。

　そして自爆ドローンは逆に味方機であるテレサの戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔに次々と突とつ撃げきする。

「目標Ｅ４ターゲツトエコー・フオーから８エイトに着ちやく弾だん！　中破二機、小破三機！」

「次じ弾だん装そう塡てん完かん了りよう！」

　フィリアが閉へい鎖さ弁べんをロックし、秋あき人との肩かたを叩たたく。

　同時、秋あき人とは発射ボタンを押し込んだ。

「──発フア射イア!!」

　マズルフラッシュとともに放たれる装弾筒付徹甲弾ＡＰＦＳＤＳ。

　火薬を積せき載さいしない代わりに極限まで軽量化を図はかられたその弾だん頭とうは、最高速度の最高運動エネルギーをもってして目標の装そう甲こうを貫かん徹てつするための代しろ物ものだ。戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔのようなミルフィーユ構造になった自律反応装そう甲こうを突とつ破ぱするための最適解がコレである。

　果たして、装弾筒付徹甲弾ＡＰＦＳＤＳは戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの多重自律反応ＭＡＲ装そう甲こうを易やす々やすと喰くい破やぶり、補助装そう甲こうの硬こう化かも許さずにその体たい軀くを貫つらぬいた。

　しかも、目標の背後に立っていた二台目も立て続けに穿うがつ。

　遅おくれて二台の機体が内側から膨ふくれ上あがったかと思うと、橙だいだい色いろの閃せん光こうを瞬またたかせて爆ばく散さんした。

「ナイスだよアキ！　二枚抜きツーインワン──目標Ｅ２ターゲツトエコー・ツーと３スリーの大破を確かく認にん！　路みちが開けた、一気に突つっ込こむよ！」

　玲れ奈なの声とともにエンジンの唸うなり声ごえが最高潮に達し、車体がぐんっと加速する。

　火の粉を散らしながら燃える戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔや自爆ドローンの亡なき骸がらを〈ディヴァース〉の車体で強ごう引いんに押しのけながら正面広場を縦断した。

　そしてそのまま、ガラス張りの正面ゲートを突つき破やぶり、エントランスへと突とつ入にゆうする。

　ガラス片へんが水の飛沫しぶきのようにキラキラと舞まい散ちる。

　そこは太陽光を巧たくみに取り込んだ、空間光が眩まぶしい美しいエントランスだった。

　しかし、今やその場所は慌あわてて退たい避ひしたらしい職員たちの事務用品が散乱しているばかりか、秋あき人とたちの戦車タンクを、銃じゆうを携たずさえて待ち構えていた二足歩行型自律兵器〈リッター〉が半円状の包ほう囲い網もうを形成している。

　それを、玲れ奈なは容よう赦しやなく轢ひき潰つぶした。

「うわ……ひどいことするのね玲れ奈な」

「他にどうしろって言うの!?　まさか敵のドローンも可か哀わいそうだから壊こわせないなんて言い出さないよね!?」

「い、言わないわよそんなこと！　……ただ、ちょっと、かわいそうかな、って」

「言ってんじゃんフィリアのばか！　壊こわしにくくなること言わないで！」

　そのまま玲れ奈なは戦車タンクでエントランスを突つっ切きると、エレベーターが何機も並ぶ中央ホールに乗りつけた。

　すると、エンジンが限界を迎むかえていたのか、異音を発しながら回転数を急激に落としていく。

「……後で絶対に直してやるからな」

　秋あき人とは車体を叩たたくと、ハッチを押し上げて外へと躍おどり出でた。

　続けてそのすらりとした肢し体たいをハッチから出したフィリアは、車内に同乗させていた相棒の名を口にする。

「〈イヴ〉！　由ゆ乃のさんの生体反応を探さぐって！」

　飛び出てきたのは、フィリアの専用機〈イヴ〉。

　戦術データリンクが切れている今、由ゆ乃のを追つい跡せきするには〈イヴ〉の持つ高出力ソナーが必ひつ須すなのだ。

　秋あき人とは周囲の敵に弾だん丸がんを撃うち込こみながらフィリアに問う。

「どうだ？　位置、分かったか!?」

「待って、あと少し、あと少し──来たわ！　四十六階、Ｂ区画、そこに由ゆ乃のさんの反応がある！」

「クソッ、アルカディアがあるサーバールームか！　ほぼ屋上だぞ！」

　秋あき人との横から玲れ奈ながフィリアに言う。

「他のみんなの反応は!?」

「待って、それもすぐに分かる──。近いわ！　そっちは四十二階のＡ区画よ！」

　玲れ奈なは秋あき人とに顔を向けた。

「予定通り私がみんなを解放してくる。アキとフィリアは先に由ゆ乃の姉ちゃんを追って」

　秋あき人とは逡しゆん巡じゆんの後、短く頷うなずく。

　危険度と優先度で言えば、確実に由ゆ乃のを確保する方が高い。それに、背後から生き残りの〈リッター〉が走ってくる音が聞こえるのだ。迷っている時間はなかった。

　秋あき人ととフィリア、玲れ奈なは互たがいの拳こぶしを打ち付け合うと、それぞれエレベーターの扉とびらを強ごう引いんに左右に引き破った。

「玲れ奈な、死ぬなよ」

「アキとフィリアもね」

　その短い言葉を最後に、玲れ奈なはエレベーターシャフトの中へと姿を消す。玲れ奈なだけは先に残り少ないフィラメントを使ってジェットキットを装備している。真っ先に仲間を解放して、状じよう況きようを少しでも好転させる狙ねらいだ。

「俺たちも急ごう」

　フィリアも頷うなずく。秋あき人ととフィリアは玲れ奈なが飛び込んだ場所とは反対側のシャフトを伝って、壁かべジャンプの要領で上じよう昇しようを開始した。

「こうしてエレベーターシャフトを登っていると、嶺れい京きようのことを思い出すわね」

「はは……違ちがいない」

「足滑すべらせて死んだりしないでよ」

　秋あき人とはフィリアの言葉に口元で笑えみを作った。

　思えば、大混乱の中、フィリアと二人でアルカディアを破は壊かいしにアルカディア開発本部ビルに突とつ入にゆうした時もこんなふうに強ごう引いんにビルを登ったものだ。

　ジェットキットがない分、登り切るのに相当な時間がかかる。

　目的の階層に辿たどり着ついたのは、登り始めてから実に十五分が経たってからのことだった。

「秋あき人と、ここに停止しないはずの階の扉とびらがある！」

「──ビンゴか」

　秋あき人とはフィリアが指し示したエレベーターの扉とびらを内側から蹴けり破やぶり、外へと躍おどり出でた。

　そして蛇へびのようにうねりくねる廊ろう下かを走ると、果たして目的の場所はすぐに見つかった。

　部屋の中に横よこ倒だおしになっているのは、大きくひしゃげている二枚の鉄てつ扉ぴ。

「────」

　秋あき人ととフィリアは〈イヴ〉とともにライフルを構えながら同時に内部へと踏ふみ込こんだ。

　そこはサーバールームだった。かつて嶺れい京きようで神かん崎ざき徹とおると対たい峙じした場所と酷こく似じしている。

「ようやく来たか」

「──っ！」

　そこに、声が響ひびいた。

　秋あき人ととフィリアは同時にライフルを声のした方──サーバールームの奥へ向ける。

　そこには、両手を掲かかげた由ゆ乃のと、その頭部に銃じゆう口こうを向けるランドの姿があった。

　由ゆ乃のは負傷しているようで、右みぎ腕うでから赤黒い血を垂らしている。

　その隣となりで銃じゆうを構えるのは、黒くろ装しよう束ぞくの兵士──幾いく島しま亜あ礼れいとその部隊だ。

　秋あき人との頰ほおを冷ひや汗あせがひとつ伝う。

「由ゆ乃の姉ねえを解放しろ」

　すると、秋あき人とたちの背後から夥おびただしい数の足音が聞こえてくる。

「なにっ、新手!?」

　フィリアが慌あわてて振ふり返かえり、秋あき人とも釣つられて視線を向ける。

　しかしそこに秋あき人とたちの背後に現れたのは敵などではなく──金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女を先頭にした見知った集団だった。

　全員、検査服のような薄うす着ぎに身を包んでおり、その手には敵から鹵ろ獲かくしたらしいハンドガンやサブマシンガンを手にしていた。

「玲れ奈な！　遼りよ太うた郎ろうにシスティも……っ！」

「遅おそくなって、ごめんっ！　みんな電磁隔かく離り室しつに入れられてて、場所を特定するのに時間かかっちゃった……！」

「上出来だ玲れ奈な！」

　秋あき人とは振ふり返かえり、ランドを見やる。

「この人数差、そっちの負けじゃあないのか」

「はっ──。一いち之の瀬せ秋あき人と。君は兵士には向いているが、指揮官にはつくづく向かない奴やつだ。大局を見る目がないな」

　ランドがそう言って片かた頰ほおを持ち上げるのと同時だった。

　突とつ如じよ、秋あき人との視界に一枚の仮想ウィンドウがポップアップしたのは。

『警告：マインドステート同期率……九五・六パーセント』

　それは、かつて嶺れい京きよう戦線で幾いく度どとなく目にしてきた仮想ウィンドウ。

　記憶変数体マインドステートのアップロードを示す表示だった。

　瞬しゆん間かん、秋あき人とはフィリアを振ふり返かえり叫さけぶ。

「フィリア、回線を切れ！」

「無理っ、間に合わない！」

「アキ、なにこれ、どうなってるの!?」

「迂う闊かつだなあ、一いち之の瀬せ。この数か月間、我々が何を目的に君たちを追いかけまわしていたのか忘れたのか？」

「────っ」

　秋あき人とは自分の愚おろかさを呪のろった。

　悲鳴を上げたのはフィリアと玲れ奈なのみ。

　他の嶺れい京きよう兵へいの記憶変数体マインドステートは既すでに読み込みを終えているということか。

　同時、秋あき人との視界端はしで記憶変数体マインドステートの同期率が百パーセントを指し示す。

　ランドは焦しよう点てんを虚こ空くうに移し、そして笑った。

「──完成だ。アルカディアの完成だ」

「なんだって──」

　ランドは部下に向かって顎あごをしゃくると、背後に控ひかえていた銀フレームの眼鏡の男がジャケットの内側から携行式戦術立体プリンターＡＴＡＰを取り出した。

　そしてそれを宙に放ると、リング状のドローンの形態へと姿を変える。

　ランドはそれを見るや否いなや、ポケットの中からハンドガンを一丁抜ぬく。

「複体再生リスポーンというやつがどんなものか試ためしてみるか」

　そう言うなり、ランドはおもむろにハンドガンで自分の顎あごを撃うち抜ぬいた。

「───っ！」

　真っ赤な血潮を半身に浴びる由ゆ乃の。

　彼女はあまりの光景に声を失い、悲鳴すら上げることもできずに身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　銃じゆう声せいの残ざん響きようの中、ドサリと重い肉が倒たおれる音が鳴る。

　直後、その死体の正面の空間で、携行式戦術立体プリンターＡＴＡＰが紫し電でんを伴ともなって起動した。

「あ、あ。あぁ……」

　隣となりでフィリアが後じさりする。

　秋あき人とも同様の気分だった。端たん的てきに言えば、最悪な気分だった。

　厭いやな記き憶おくがフラッシュバックする。

　何度も見てきた。骨が、血管が、内蔵が、筋きん繊せん維いが──そして真っ白な神経が印刷されていくこの光景。この景色が眼前に現れるのは、自分が殺したか、仲間が殺されたか、大たい抵ていはそのどちらかであった。

　そして、ものの数秒で印刷は終わり、秋あき人とらの目の前には仕立てのいいスーツに身を包んだ筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男が立っていた。少年の姿などどこにもない。ただそこにいるのは、顔に大きな古傷を携たずさえた古参の兵士。

　ランド・ローガンその人が立っていた。

「あー……これが、複体再生リスポーンか。はっきり言って最悪な気分だ。幻げん肢し痛つうがひでえじゃねえか」

　ランドは肌はだに付着したバイオフィラメントの粉を爪つめで搔かきながら、先ほど子供の姿だった自分を撃うち抜ぬいた顎あごの部分を摩さすった。

「──だが、素す晴ばらしい技術だ」

　その言葉は隣となりの返り血に塗まみれた由ゆ乃のを見ながら放ったもの。

　由ゆ乃のは泣いていた。眼前でランドという一つの命が散ったことに対してではないだろう。いともたやすく散って、そして安易に再生されたというその事実に涙なみだしていた。

　秋あき人とは怒いかりに肩かたが震ふるえた。

「……どうしてあんたたちはアルカディアに拘こだわる？　どうして一つの命で満足できない!?」

「それは君が一番よく分かっていることだろう、一いち之の瀬せ」

　一発の弾だん丸がんが秋あき人との頰ほおを掠かすめた。

「人の命は、一つで満足できるほど頑がん丈じようではない」

「アキっ！」

　玲れ奈なに腕うでを引っ張られ、たたらを踏ふむ。遅おくれて生ぬるいぬめりが右みぎ頰ほおを伝った。痛みはない。熱を纏まとっているだけだ。

　秋あき人とはランドを振ふり返かえった。

「あんた、そこに倒たおれている子供の姿の自分と、今の自分が同じ存在だと思うか？」

「哲てつ学がくを戦場に持ち込む奴やつは嫌きらいだ」

「哲てつ学がくでもなんでもない。これはただの事実だ。あんたはなまじ記き憶おくの連続性を保っているから勘かん違ちがいしているだけだ。どうして再生と呼んで、蘇そ生せいと呼ばないのか分からないのか？　別人なんだよ。死んだそこの個体と、今そこに立っているあんたという個体は！」

「どうでもいい話だ。俺の主観では同一の存在。その認にん識しきさえあれば何も問題ない」

「問題だらけなんだよこの大馬鹿野や郎ろうッ！　あんたが利用しようとしているアルカディアってやつは、人を殺し続けるシステムだっていうのがどうして分からない！」

「モノの捉とらえ方かたの違ちがいだ。それが分からない君はやはり子供だな」

「子供だとか子供じゃないとかそれこそどうでもいい、俺たちはあんたを止めるだけだ！」

「はっ──この状じよう況きようで何ができる？」

　ランドは薄うすら笑わらいを浮うかべながら隣となりに立つ幾いく島しまにハンドサインを飛ばす。

　黒くろ装しよう束ぞくの兵士たちが一いつ斉せいに得物を構えた。

　対して、秋あき人とたちもサーバーを遮カ蔽バ物ーにして銃じゆう口こうを向ける。

　それを見て由ゆ乃のが叫さけんだ。

「みんなもうやめて！　ランド局長もお願い！　アルカディアが完成したならもういいでしょう!?　この子たちのお陰かげでアルカディアがあるのよっ、見み逃のがしてあげてよ！」

「黙だまれ、神かん崎ざきのホムンクルス」

「痛……っ！」

　ランドは由ゆ乃のの頰ほおを張り、強ごう引いんに口を閉じさせる。

「実験に使ったモルモットは殺処分する。当たり前のことだ」

　血が上る。

　視界が真っ白に弾はじけ、手がトリガーに触さわれ──

「──お前っ、由ゆ乃の姉ねえに手ぇ出すんじゃねえッ！」

　絞しぼった。

　ボルトが後退し、真しん鍮ちゆう製せいの空から薬やつ莢きようが横回転しながら吐はき出だされる。

　放たれた弾だん頭とうは螺ら旋せんを描えがきながらランドの右手に肉にく薄はくし──その血肉を穿うがつ寸前で幾いく島しまの振ふるった〈マークエイト〉により両断された。

　その初しよ撃げきを皮切りに、双そう方ほう一いつ斉せい射しや撃げきが始まる。

　サーバーを保護する強化繊せん維いプラスチックに真っ白なヒビが次々に入り、その表面を数多あまたのマズルフラッシュが激しく照らした。

　黒くろ装しよう束ぞくの敵部隊と、検査服のみの嶺れい京きよう兵へいとがサーバールームの中で撃うち合あいを始める。

　秋あき人との斜ななめ前まえでフィリアがサーバーの陰かげからライトマシンガンを伏ふせ撃うちする。ベルトリンクが薬室チヤンバーに吸い込まれ、銃じゆう本体の右側から分ぶん離りしたリンク金具と空から薬やつ莢きようが吐はき出だされていった。そこから生まれる反動をフィリアは全身で受け止めながら、追尾弾スマートブレツトで敵の手足や銃じゆう本体を狙ねらい撃うちにしていく。

「やっばい、これは死ぬ死ぬ死ぬ死ぬだろッ！」

「うっさい葉は木ぎ遼りよ太うた郎ろう、黙だまって敵を撃うて！」

　背後から遼りよ太うた郎ろうとシスティが切せつ羽ぱ詰つまった悲鳴を上げるのを聞いて、秋あき人とは叫さけんだ。

「タクティカルスーツを着ていない連中は後方に回れ！　携行式戦術立体プリンターＡＴＡＰを持っている奴やつは順次、タクティカルスーツを印刷──絶対に死ぬな！」

　この場所はサーバールームという閉所。

　一いつ瞬しゆんの判断が生死を分ける戦場だ。その一いつ瞬しゆんの判断とは知識と経験の差がモノを言う。

　そして嶺れい京きよう兵へいは、その経験で敵のそれを遥はるかに凌りよ駕うがしていた。

「……っ、クソ、貴様らエルメアの懐ふところ刀がたなだろう！　後退するな、前進しろ！」

「無茶言うなテレサの局長さん！　あんたも軍上がりなら奴やつらの異常な強さが分かるでしょう！」

「局長危険です！　ここは彼らに任せて下がってください！」

「鬱うつ陶とうしいぞリム、貴様のような軟なん弱じやく者ものこそ下がっていろ！」

　ランドの腕うでを摑つかむ銀フレームの眼鏡の男。

　その腕うでを振ふり払はらおうとした瞬しゆん間かん、場の意識が僅わずかにそちらを向いた。

　刹せつ那な、敵の弾だん雨うに切れ間が生じる。

　そこを、フィリアの追尾弾スマートブレツトが潜くぐり抜ぬけた。

「ぐぅっ──！」

　果たして、弾だん丸がんはランドの左ひだり肩かたを貫つらぬき、衝しよう撃げきにその巨きよ体たいが数人の黒くろ装しよう束ぞくの兵士を巻き込んで横よこ倒だおしになる。その巻き込まれた人間の中には、由ゆ乃のも含ふくまれていた。

「きゃぁああ！」

　由ゆ乃のの悲鳴が上がり、人が塊かたまりとなって転てん倒とうする。

　その瞬しゆん間かんを逃のがさなかった少女が一人。玲れ奈なだ。

「ライガー隊、前進して！」

　彼女の指示に、断続的な射しや撃げき音おんとともに嶺れい京きよう兵へいたちが前進していく。制圧しながら敵に顔を出させないようにして、その合間に距きよ離りを詰つめているのだ。

　倒たおれている黒くろ装しよう束ぞくの部隊は慌あわてて身体からだを起こし、ランドの身体からだをサーバーの陰かげへと引ひき摺ずっていく。そして由ゆ乃のも同じように連れ去ろうとするが、それを玲れ奈なの正確な九ミリ弾だんの射しや撃げきが的確に牽けん制せいして近寄らせなかった。

　果たして、玲れ奈なを先頭にした部隊は由ゆ乃のの場所まで辿たどり着つくことに成功する。

「玲れ奈な、由ゆ乃の姉ねえを回収して下がれ！」

「りょーかいっ！」

　秋あき人とやフィリア、システィ、遼りよ太うた郎ろうの援えん護ご射しや撃げきで制圧を続け、その間に由ゆ乃のを連れた玲れ奈なたちが元いた位置まで後退する。

「由ゆ乃の姉ねえ、無事か!?」

　そして遂ついに由ゆ乃のが後退しきったところを見て、通路を挟はさんで叫さけぶ。

「ごめん、ごめんねあーくん。……私は大だい丈じよ夫うぶだから」

　由ゆ乃のは目を合わせようとせず、よろよろとした動きで立ち上がる。

　そして、そのままサーバーのコンソールへ近づこうとした。

　慌あわててフィリアがその腕うでを摑つかむ。

「ちょっと由ゆ乃のさん、一体何をしようとしているの!?」

「……お願い放してフィリちゃん。これは私が終わらせるべき問題なの」

「それをしたら由ゆ乃のさんが死んじゃうじゃない！」

「覚かく悟ごの上だよ」

　秋あき人とは奥歯を嚙かんで、サーバーの陰かげから飛び出す。

　そして弾だん雨うが往来する通路を横切って由ゆ乃のの元へと駆かけ寄よった。

「由ゆ乃の姉ねえのそれは覚かく悟ごなんかじゃない。ただの諦あきらめだよ」

　由ゆ乃のは振ふり返かえり、泣きそうな顔をした。

「違ちがう！　諦あきらめてなんかない！　私はみんなが生き残る方法を考えて考えて考えて、その結果が──」

「その結果がコレか？　由ゆ乃の姉ねえが死ぬんじゃ〝みんなが生き残る方法〟じゃないだろ！」

　由ゆ乃のは口を噤つぐみきゅっと唇くちびるを嚙かんだ。秋あき人とは一呼吸置き、言う。

「由ゆ乃の姉ねえ、アルカディアの自じ壊かいプログラムって、単体で持っているか？　記憶変数体マインドステートに組み込まなくても起動するようなパッケージ型のやつ」

「それはもちろん持っているけど……」

「よし。でも、そんなことを聞いて一体何を──」

　アルカディアを破は壊かいするためのもう一つの方法。それを実行するための関門が、一つ突とつ破ぱできた。今度はフィリアを振ふり返かえる。

「フィリア、ここにいる全員の〈ニューラルゲート〉とＮＬＩ接続するぞ」

「了解ラツジ」

「ちょっとあーくん、何する気!?」

「決まってるだろ、アルカディアを壊こわすんだよ。正面から、セキュリティウォールを突とつ破ぱしてさ」

「……っ、ＮＬＩ接続で演算能力をかさましするつもり!?　そんなことしたら今戦っている子たちの演算能力が──」

「ゼロになる。分かってるよ、そんなこと！」

「死んじゃうよみんな！」

「俺たちはそンなことで死ぬようなヤワな鍛きたえられ方かたしてねぇよ！」

　そこに遼りよ太うた郎ろうの声が割って入った。由ゆ乃のが遼りよ太うた郎ろうを振ふり向むく。

　その隣となりで、スナイパーライフルのボルトを引いて排はい莢きようしながらシスティが言った。

「演算能力がなくたって私たちには嶺れい京きようのバカみたいに沢たく山さんの経験値があるからさ──死にたくても死ねないくらいだよ由ゆ乃のちゃん」

「それに私たち、同じこと前に一回やってんだよね」

　笑って言う玲れ奈なの声に、由ゆ乃のは呆ぼう然ぜんとする。

「うそ……そんな、無理よ」

「最初っから諦あきらめたら、何にも手に入んないよ、由ゆ乃の姉ねえ」

「────」

　すると、サーバーのコンソールに張り付いて作業をしていたフィリアとキリが同時に声を上げる。

「アルカディア開発本部攻こう略りやく戦せんの時に作成した〈ニューラルゲート〉のバックドアを確かく認にんしました！　ＮＬＩ接続用のプロファイルも残っています！」

「了りよう解かい、キリ！　──秋あき人と、いつでもいけるわ！」

　フィリアの言葉を受けて、由ゆ乃のの両りよう肩かたを摑つかむ。

「由ゆ乃の姉ねえ、協力してくれ。俺たち全員が、笑ってこの先の路みちを進むために」

　由ゆ乃のは唇くちびるを引き結ぶ。

　目め尻じりが下がり、涙なみだの粒つぶがたまり、赤みがかった灰色の瞳ひとみが小刻みに揺ゆれる。

　それから目線を下げて溜ため息いきをついて呟つぶやいた。

「……私のやろうとしていたことは、ただの自じ己こ満まんだったってわけだ」

　前まえ髪がみの隙すき間まから涙なみだの粒つぶがひとつ床ゆかに弾はじけた。そして由ゆ乃のは顔を上げる。上げて、睨にらむ。

　そこにはもう、決意を固めた少女の貌かおがあるだけだった。

「──あーくんの案に乗る。みんな生きて、アルカディアを壊こわそう」

　視界の端はしに、ファイルが転送されてきた旨むねのメッセージがポップアップする。

　送り人の名前は、《ＪＵＮＯ》だ。

「ありがとう、由ゆ乃の姉ねえ」

「お礼なんてやめて、あーくん。これも全部、私の可か愛わいい弟と妹のためなんだから」

　由ゆ乃のは最後にそう言って笑った。

　自然とこちらの頰ほおも緩ゆるむ。その顔は、かつて〈パティオ〉でよく見たそれと似ていた。

　秋あき人とは今しがた受け取ったファイルに転送しながら、フィリアに視線を向けて叫さけぶ。

「フィリア、今、自じ壊かいプログラムを転送する！」

「オイ、秋あき人と！　何かやるならすぐにやれ！　こっちももう持たねえぞ！」

　遼りよ太うた郎ろうの必死の声に、秋あき人とは再びライフルを手に取る。

　そして嶺れい京きよう兵へい全員の参加するマインドトークのルームの回線を開いた。

「ライガー１ワンよりオールユニット。──また苦労をかける。今からアルカディアのセキュリティウォールを突とつ破ぱするためみんなの演算能力──もう一度だけ借りるぞ！」

　サーバールームのあちこちから「了解ラツジ!!」と鋭するどい声が響ひびく。

「〈ニューラルゲート〉の同期完かん了りよう──ＮＬＩ接続します！」

　キリの言葉と同時、視界にＮＬＩ接続のアプリケーションウィンドウが起動。

　秋あき人との演算能力を示す周波数が一気にゼロに回帰する。

　他の嶺れい京きよう兵へいも同様で、動きが一気に鈍にぶくなる。敵の弾だん丸がんの迎げい撃げきができなくなり、被ひ弾だん者しやの数が目に見えて増える。

「アルカディア・システム、外がい殻かくセキュリティ第一層解かい析せき開始──第三層突とつ破ぱまで残り百八十秒！　総員、耐たえてください!!」

　その場の嶺れい京きよう兵へい全員が気合いに息を吐はく。

　そこに、影かげがやってきた。

「──よそ見とは舐なめられたものだ」

「い──く島しまッ！」

　目算五メートル先で踏ふみ込こんだのは黒の〈マークエイト〉を下段に構えた幾いく島しま亜あ礼れい。

　接敵したのは先頭で弾だん幕まくを張っていたフィリア。

　演算能力がゼロになっている影えい響きようで、フィリアの回かい避ひの初動が遅おくれる。

　遅ち延えんした世界で、秋あき人とはフィリアの身体からだを左手で背後へと引っ張った。

　そして彼女の身体からだを庇かばうように腕うでを前に突つき出だし──

「──かッ、ぁあああっ！」

　右みぎ腕うでが、宙を舞まった。

　切断されたのだ、と半はん拍ぱく遅おくれて脳が知覚する。

「アキっ!!」

「秋あき人とッ!!」

「いいからセキュリティウォールの突とつ破ぱを……ッ！」

　玲れ奈なとフィリアの悲鳴が上がる。

　肩かたが異様に熱い。足元が滑すべる。この一いつ瞬しゆんで既すでにかなりの出血をしたらしい。痛みではなく熱を感じるということは、それだけ断面が鋭えい利りだということ。それは嶺れい京きようで学んだことの一つだった。

　亜あ礼れいが止めを刺さしに来た。追つい撃げきの二度目の斬ざん撃げきを繰くり出だそうと上段に切っ先を振ふり上あげる。

　秋あき人とはそのがら空きの胴どう体たい目め掛がけて、左手でライフルを射しや撃げきした。

「……っ、小こ癪しやくな！」

　亜あ礼れいはそれに反応し、秋あき人との放った弾だん丸がんを切り落とす。

　その秋あき人とを援えん護ごして、嶺れい京きよう兵へいの仲間が更さらに幾いく島しまに向かって制圧射しや撃げきを行った。

　秋あき人とは撃うちながら後退し、止血できる位置まで下がろうと試みる。

　その時だった。

「──アキ、ケーブル借りるよッ」

　すぐ背後に近寄ってきた玲れ奈なが短くそう言って、秋あき人とのタクティカルスーツの首元からケーブルを引ひき抜ぬいていったのは。数十センチ伸のばすだけかと思いきや、玲れ奈なの引き出したケーブルの長さは一メートルを超こえ、二メートル、三メートルとどんどん距きよ離りを伸のばしていく。

「玲れ奈な、何をするつもりだ!?」

「セキュリティウォールを破ってなくても私たちなら使えるはず。──アキなら、使えるはず」

　何を使うって言うんだ──そう問う余よ裕ゆうはなかった。

　そして遂ついに視界に表示されているケーブル長の数値が十メートルを超こえたところで、いよいよ様子がおかしいと思った瞬しゆん間かん──

　その音が、秋あき人との脳内に響ひびいた。
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　瞳どう孔こうが開く。毛穴が開く。喉のどが開き、肺が膨ふくらんだ。

　心音がうるさい。振ふり返かえる。その先で、秋あき人とのケーブル端たん子しを握にぎった玲れ奈なが挿そう入にゆうしていたのは、サーバーのコンソールだった。

　この感情はなんだ。懐なつかしさ？　それもある。哀かなしさ？　それもある。

　否──これは悔くやしさ。

「玲れ奈な、お前まさか──！」

「アキ、いいからこれ使って!!　止し血けつ剤ざいで塞ふさがる傷じゃない！」

　玲れ奈なが投げたのは一台の小型ドローン。携行式戦術立体プリンターＡＴＡＰだ。

　それを目にした幾いく島しまは疑念の感情とともに踏ふみ込こんだ。

「一いち之の瀬せ、何のつもりだッ！」

「クソ──」

　二度と使うまいと思っていた。

　二度と聞くまいと思っていた。

　しかし、その機械音声を耳にした瞬しゆん間かん、形容しがたい安あん堵どの念が胸の内を満たすのを自覚した。それがどうしようもなく不ふ甲が斐いなく、どうしようもなく悔くやしかった。痛いほど理解した。

　一度知った力は、二度と忘れられないのだと。

　一度識し　った力は、二度と手放せないのだと。

　だから秋あき人とは肚はらに刻む。

　ならばその力、飼い慣らしてやると。

「──アルカディア。今だけその力、借りてやる」

　視界にアルカディアのシステムウィンドウが展開。直後、起動。

　瞬しゆん間かん、秋あき人との右みぎ腕うでの印刷が始まった。

「──っぐ、ぅッ」

　骨が伸のび、肉が包み、神経が這はい、皮が覆おおった。最後にタクティカルスーツがそれに続き、全ては元通り。傷などどこにもない右みぎ腕うでがそこにある。

　歯を食いしばり、幻げん肢し痛つうを理性の外へと追い出す。

　秋あき人とは腰こしを沈しずめ、再生したばかりの右みぎ腕うでで〈ゼロクロ〉の柄つかに指を添そえた。

　眼前に迫せまった亜あ礼れいが憤ふん怒ぬに表情を歪ゆがめ、一いつ喝かつする。

「力に溺おぼれるか一いち之の瀬せ秋あき人と──ッ！」

「二度と溺おぼれないさ──二度となッ！」

　溺おぼれるというのは、まさしく嶺れい京きようの戦場に広がった死し屍し累るい々るいのこと。

　欲のままに評点スコアを求めて命を奪うばい、命を再生し続けた、あの日々のこと。

　だから秋あき人とは避よける。亜あ礼れいの攻こう撃げきを。致ち死しの攻こう撃げきを。死なないように。再生されないように。

　──命を、無む駄だにしないように。

　だが次の刹せつ那なには、秋あき人との右足は大だい腿たい骨こつを覗のぞかせて真っ二つに切断されていた。

　亜あ礼れいが振ふり抜ぬいた〈マークエイト〉の切っ先が、秋あき人との血で中空に筋を作る。

　リノリウムの床ゆかに右足が転がった。

「──ッかァっ！」

　肺はい腑ふが止まる。横おう隔かく膜まくが震ふるえる。目め尻じりに涙なみだが溜たまり、冷たさをもって痛みが背筋を這はい上あがる。痛い。痛い痛い痛い痛い痛いいたいいたいいたいいたい───────

　──ああ、生きている。

　秋あき人とは〈ゼロクロ〉を抜ぬいた。

　それと同時、秋あき人との右足が紫し電でんを纏まとって再生される。その間、コンマ六秒。

　血だまりに沈しずんだ秋あき人との旧ふるい右足。その肉にく塊かいの横に、再生されたばかりの足が突つき刺ささる。踏ふみ込こむ。重心を乗せ──前へ往く。

　刺し突とつの構えを取る幾いく島しまの顔が強こわ張ばったように見えた。

「その痛みで、なぜ、動ける──」

「い、く、島ぁあッ!!」

「──っく！」

　しかし、それも一いつ瞬しゆん。亜あ礼れいはすぐさま表情を消すと、左ひだり肩かたを前に出して腰こしを落とし、高こう硬こう度どに強化された漆しつ黒こくの〈マークエイト〉を突つき出だす。

「────」

　それを秋あき人とは、くぐった。

　地を這はうように上体を倒たおし、遅おくれて付いてくる黒の後うしろ髪がみの中を亜あ礼れいの切っ先が進む。千切れた毛先が舞まう中、既すでに秋あき人とは次の一歩を左足で踏ふみ出だし、捻ひねった腰こしと肩かたを戻もどす動きで〈ゼロクロ〉を左下段から右上段を真っすぐに結ぶ軌き道どうで振ふり上あげた。

　その最中、〈ゼロクロ〉を起動。

　形状記き憶おく合金の粒りゆ子うしが結合し、紅色の刀身が表出するとともに、莫ばく大だいな反動が全身を痛めつける。今は演算能力がない影えい響きようで〈ゼロクロ〉用の反動制せい御ぎよプログラムが稼か働どうしていないのだ。まともに柄つか部分を保持することすら難しい。それでも秋あき人とにはこの〈ゼロクロ〉を幾いく度どとなく使ってきた自信がある。矜きよ持うじがある。

　だから、斬きった。

「ぐぅッ!!」

　呻うめき声ごえを作ったのは亜あ礼れい。

　亜あ礼れいは突つき出だした〈マークエイト〉を強ごう引いんに引ひき戻もどし、〈ゼロクロ〉の軌き道どう上じように置いたのだ。

　斬きったのは〈マークエイト〉だった。破は片へんを散らして切っ先が回転すると、秋あき人との背後の床ゆかに勢いよく突つき刺ささった。その間に亜あ礼れいは二歩後退しながら、次の〈マークエイト〉を左手で作った筒つつの中から引ひき抜ぬく。

　亜あ礼れいが再び取るのは刺し突とつの構え。

　それを認にん識しきした刹せつ那な、追つい撃げきに走った秋あき人との脇わき腹ばらを新造された〈マークエイト〉が抉えぐっていた。

「ぁ────」

　避よけたつもりだった。躱かわしたつもりだった。だが結果は違ちがった。

　腎じん臓ぞうまで届いていたのか、意志に反して強きよう烈れつな痛みに視界が真っ白に明めい滅めつする。

　──だが、それをアルカディアは再生する。

　だから往ける。だから進める。否、アルカディアなどなくとも、この痛みが消えずとも、眼前に敵がいる限り秋あき人とは進み続ける。この心が決して諦あきらめを知らぬ限り──ッ！

「……ッ、なぜだ──なぜその痛みの中で動ける！」

　一いち撃げき、二ふた撃げき、と〈ゼロクロ〉の抜ばつ刀とう斬ぎりで〈マークエイト〉の斬ざん撃げきを弾はじいていく。

　その間に秋あき人との肌はだが、肉が、骨が斬きられ、血ち飛沫しぶきがサーバーの強化ガラスの表面を赤く汚よごした。しかし、その傍そばから携行式戦術立体プリンターＡＴＡＰが傷口を再生していく。

　負傷しても、秋あき人とは止まらない。その程度では、止まらない。

　亜あ礼れいはとうとう不気味なものを見る目を秋あき人とに向ける。

「死ぬ瞬しゆん間かんに比べたら、こんなの痛みのうちに入らねえよ！」

「そこまでするほどアルカディアが憎にくいか！」

「憎にくいから戦ってるんじゃない！　俺たちは俺たちが前に進むために戦ってるんだよ！」

〈ゼロクロ〉を横よこ薙なぎにしながら逆に問う。

「あんたこそ、なぜこんなテレサのために戦う!?　死んだらそこまでだろ!?」

　秋あき人との問に、亜あ礼れいは笑った。

「愚ぐ問もんだな──我々は兵士だ。命令に従う、それが国に尽つくすということ。戦う理由などそれ以外にあるものか！」

「────」

　秋あき人とは剣けん戟げきの舞まい散ちる火花の中、亜あ礼れいを見た。

　秋あき人とはこの男のことを思考停止と言った。

　しかし、もしかしたらそれは半分正解である一方で、半分は間ま違ちがいなのかもしれない。

　幾いく島しま亜あ礼れいという人間を見て思う。

　誰だれかの意志ために自分の意志を殺す──それもまた、在り方の一つなのだと。

「国を持たない君に、この感情は理解できまいよ」

「かもな。でも──」

　秋あき人とは隣となりで数多あまたの傷を作りながら制圧射しや撃げきを続ける蒼あおの目の少女を一いち瞥べつした。

「──守るために戦う感情なら、痛いほど分かる」

「……っ」

　瞬しゆん間かん、遂ついに幾いく島しまの体勢が僅わずかに崩くずれた。

　踏ふみ込こむ。

　隙すきを突ついて秋あき人とを狙ねらい撃うちにしてくる弾だん丸がんは全てフィリアたちが撃うち落おとしてくれている。

　亜あ礼れいまでの路みちに遮さえぎるものは最も早はやない。

　腰こしを落として、腰こしの〈ゼロクロ〉のトリガーに指をかけ、抜ばつ刀とう。

　右みぎ腕うでを振ふり抜ぬく最中で紅色の刀身が出現する。

　亜あ礼れいは強ごう引いんに体勢を戻もどして秋あき人とに斬きりかかった。

　しかし、それより一いつ瞬しゆん早く、〈ゼロクロ〉の切っ先が亜あ礼れいに肉にく薄はくする。

　甘い角度で〈マークエイト〉が〈ゼロクロ〉を弾はじこうと衝しよう突とつした。瞬しゆん間かん、夥おびただしい量の火花が散り、雨のように足元に広がっていく。通常ならそこで弾はじかれて終わりだ。しかし、角度が甘い分、〈ゼロクロ〉の勢いは殺されず、前進を続ける。

　結果──〈ゼロクロ〉が、遂ついに〈マークエイト〉の刀身を半ばから断たち切きった。

「──くッ！」

　亜あ礼れいは半歩下がる。

　しかし、その場所ですら秋あき人との間合い。

「ふッ──」

　肺はい腑ふの中身を吐はき出だし、止める。酸素が毛細血管を巡めぐる。消費される。

　思考が加速し、視界の周囲がぼやける中、中心に捉とらえた亜あ礼れいの表情だけがはっきりと見えた。

　亜あ礼れいは笑っていた。悔くやしさと諦あきらめが混じったような顔だった。

　──だからお前が嫌きらいなんだ、幾いく島しま亜あ礼れい！

　秋あき人とは奥おく歯ばを強く嚙かんで、最後の一歩を踏ふみ込こむ。

　そして愛刀を振ふり抜ぬき──

「ぐ、ぅ──ッ」

　亜あ礼れいの胸部に袈け裟さ懸がけの傷が生まれた。

　直前に亜あ礼れいが下がった距きよ離りに対して、踏ふみ込こみが浅かった。しかし、腐くさっても対戦車ブレード。〈ゼロクロ〉が生み出す衝しよう撃げき波はは並なみ大たい抵ていのものではなく、体勢を崩くずした亜あ礼れいの身体からだを豪ごう速そくで後方へと吹ふき飛とばした。

　その身体からだは他の〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟の兵士を巻き込み、倒たおれた。

　亜あ礼れいの身体からだへと黒くろ装しよう束ぞくの兵士たちが群がる。

「幾いく島しま隊長……っ！」

「まずい、傷が深いッ、すぐに後方の医い療りよう班はんのところまで連れていけ！」

「……やめろ、まだ、戦え、る」

「何を言っているんですか！　下がってください、殺されますよ！」

　亜あ礼れいはみるみるうちに部下たちに引ひき摺ずられ、制圧射しや撃げきの合間を縫ぬって後方の部隊へと下がっていく。

　秋あき人とはそれを見てしばらくしてから、大きく息を吐はき、膝ひざで床ゆかを突つく。

「は──っ、は──っ」

「大だい丈じよ夫うぶ、秋あき人と!?　よくあの幾いく島しま亜あ礼れいを──」

　通路を挟はさんだサーバーの陰かげから、部屋の奥を射しや撃げきするフィリアの声が飛んでくる。

　白銀の少女に向かって腕うでを上げて、大だい丈じよ夫うぶだと伝える。今の秋あき人とにはそれが限界だった。声が上う手まく出せず、全身が〈ゼロクロ〉の反動によりぼろぼろでまともに動けないのだ。

　その時だった。

『情報統とう括かつ本部よりオールユニット、アルカディアのセキュリティウォール、突とつ破ぱしました！』

　キリの声が脳内に響ひびく。

　各地から鬨ときの声こえが上がり、フィリアと視線がぶつかる。

　フィリアと同時に頷うなずくと、震ふるえる身体からだに鞭むち打うって立ち上がった。

　そしてコンソールまで駆かけ寄よる。

　すると、キリの隣となりで一いつ緒しよに作業をしていたらしい由ゆ乃のが振ふり返かえる。

「あーくん、アルカディアの中に内部コンソールがある。複体再生リスポーンを使わずに自じ壊かいプログラムをアルカディアに読み込ませるなら、方法はひとつしかない」

　由ゆ乃のは秋あき人との頰ほおに触ふれた。

「アルカディアの中に入って、内部コンソールに直接、自じ壊かいプログラムを打ち込んで」

「内部コンソールって──どんな形をしてるんだ？」

「行けば分かるわ」

「行けば分かるって、そんなこと言われても──」

「あーくんが一番よく覚えている場所だよ！　時間がない、行って！」

「あーもうっ、分かったよ！　行けばいいんだろ！」

　言われ、秋あき人とはコンソールに近寄る。

　そしてアルカディアとのリンク用に接続しているケーブルの端たん子しを、内部に侵しん入にゆうするためのポートに差さし替かえる。

　眼前にテレサ社製のサーバーとの接続を報しらせるメッセージが表出。続けて〈ニューラルゲート〉の五感のリンクが確立される。準備は整った。

　その場に座り込み、背中をサーバーの強化ガラスに預ける。

「行って、あーくん！」

「──りょーかいっ！」

　そして〝接続〟のボタンを──クマリイッンクドした。

　流れるログ表示。現れる警告ウィンドウ。

　現実世界の五感がフェードアウトし、入いれ替かわるように仮メ想タ空バ間ー帯スのブラウザが立ち上がる。そこはデフォルトのデザインである宇宙を模した空間で、安っぽい天の川が秋あき人との頭上を横断していた。ブラウザに最初からセットされているアドレスは現実世界の秋あき人との身体からだが預けられているテレサのサーバー。

　躊ちゆう躇ちよなく、サーバー内に構築されている仮メ想タ空バ間ー帯スのエントランスに接続した。ブラウザのホームだった宇宙空間が遠のき、世界が純白に染まる。眼前にロードアイコンが表示され、一いつ瞬しゆんにして百パーセントへと推移。

　直後、清せい涼りような音声エフェクトとともに世界がフェードインする。

　最初にやってきたのは草木の香り。そして葉は擦ずれの音に、小鳥の鳴き声。

　次に燦さん々さんと降り注ぐ太陽の光を感じ、目を細める。

　光に目が慣れてくると、その景色が飛び込んできた。

　それは、ひどく見慣れた場所だった。

　幼少期に暮らしていた、故郷とも実家とも言える懐なつかしの空間──

　近くの芝しば生ふの丘おかに見えるのは、一本の大きな樹木。

　視界にノイズが走った気がした。

　木の上に隠かくれていた少女の足元の細枝が今にも折れそうで、その真下に駆かけ寄よって──

「──っ、玲れ奈な」

　そうして出会ったのだ。

　金きん髪ぱつの髪かみに翠みどりの目をした、太陽が似合う少女に。

「ここって、まさか──」

「──まさかここって、〈パティオ〉なの？」

　不意に秋あき人との隣となりで少女の声が響ひびいて、慌あわてて振ふり返かえる。

　そこには真っ白な衣服に身を包んだフィリアが立っていた。

「フィリア、どうしてここに！」

　フィリアは不ふ機き嫌げんそうな顔でじろりと睨にらんでくる。

「どうしても何もないわよ。あなたを一人で行かせるわけがないじゃない」

　そう言う彼女の口元は恥はずかしそうにきゅっと引ひき締しまっていた。それが可か愛わいくて頰ほおを緩ゆるめると、一層鋭するどく睨にらまれたので秋あき人とは両手を上げた。

『情報統とう括かつ本部よりライガー１ワン及およびアッシュ１ワン。こちらの声は聞こえますか』

　すると、秋あき人との脳内にキリの声が響ひびく。

　フィリアと目が合い、彼女にも共通の回線で通信が入ったことが分かる。

「こちらアッシュ１ワン。感度良好、よく聞こえるわ」

『こちらから内部をモニターします。何かあればすぐに報告を』

「了解ラツジ」

　秋あき人ととフィリアは辺りを見回した。

　そこは薔ば薇ら園えんだった。

　中央に噴ふん水すい広場があり、そこを中心に円形の花か壇だんが何重にも連なっている。奥には薔ば薇らの花で出来たアーチのトンネルがあり、さらに隣となりには背の高い草木で作られた花の迷めい路ろがある。

　気が付けば、秋あき人とはフィリアの手を取っていた。

　夢遊病にかられたように足が動く。

「秋あき人と──急にどうしたの!?」

「ここ、覚えてる。夢で見た場所だ」

「夢って──」

　否、夢ではない。夢の形で何度も掘ほり起おこされてきた記き憶おく。

　思い出の残ざん滓しが次々に呼び起こされ、合わさり、像を結んでいく。

　煉れん瓦が敷じきの路みちを駆かる。

　木々の合間を抜ぬけ、薔ば薇らのアーチで出来たトンネルを進む。
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　由ゆ乃のは言った。アルカディア開発本部の〈パティオ〉は一部で、その大部分の空間は仮メ想タ空バ間ー帯スの中にあったのだと。

「俺たちは、最初からアルカディアの中にいたんだ」

　フィリアが秋あき人との手を強く握にぎり返してくる。

「……そうだ。ここ、初めてこっちの〈パティオ〉に来た時、迷まよい込こんで来ちゃった場所だ。それで確か、その後──」

　秋あき人とは走る。フィリアも走る。

　逸はやる気持ちを抑おさえきれず、二人は手を取り合って駆かけた。

　そして薔ば薇らのアーチを抜ぬけ──辿たどり着つく。

　そこは、白はく亜あのドームを同色の柱が支えるガゼボ。

　記き憶おくの中で、ガゼボに座った白銀の髪かみの少女が涙なみだを拭ぬぐいながら振ふり返かえった気がした。

　立ち止まる。

「思い出した。俺、ここで初めてフィリアに会ったんだ」

「黒くろ髪かみの男の子が来て、慰なぐさめてくれたのよ。俺も迷っちゃったんだ、って笑いながら」

　フィリアを見る。

　彼女もまた秋あき人とを見た。

　互たがいに互たがいの手を握にぎる指に力が強くなる。それ以上の言葉は不要だった。

　頷うなずき、視線を前に向ける。

　それから同時にガゼボの階段を登り始めた。

　ガゼボの中心が見えてくる。

　そこには、質感が金属の類の異質な箱が鎮ちん座ざしていた。

　由ゆ乃のは言った。一番記き憶おくに残っている場所、それがコンソールであると。

　幾いく度どとなく複体再生リスポーンを繰くり返かえしても、唯ゆい一いつ最後まではっきりと覚えていた思い出の場所。

　今なら分かる。この箱がそうなのだ。

『ライガー１ワン及およびアッシュ１ワン。そこに箱型のオブジェクトがあるはずです。探してください。それがアルカディアの内部コンソールになります』

　フィリアと肩かたを並べて階段を進みながら秋あき人とは通信に声を乗せる。

「ライガー１ワンより情報統とう括かつ本部。それらしきオブジェクトを発見。これより接続を試みる」

『本部了りよう解かい。神かん崎ざき由ゆ乃の曰いわくこれ以上のセキュリティはないとのことでしたが、念のため注意してください』

「秋あき人と、これを」

　フィリアは手のひらを上に向けた。

　すると、その何もなかった空間にポリゴンが形成されたかと思いきや、やがて一枚のデータドライブの形を作った。

　それを秋あき人とに渡してくる。

　秋あき人とはそれを受け取り階段を登りきると、データドライブをコンソールに挿さし込こんだ。

『システムメッセージ：自シヨ壊ート命コマ令ンドを確かく認にん、読込ロードを開始します』

　アルカディアの自じ壊かいプログラムの取り込みが開始される。

　コンソール上部にウィンドウが一枚ポップアップし、自じ壊かいプログラムの読込ロード状じよう況きようを示すバーがゆっくりと左から進行し始める。この間にも既すでに数値は三パーセントまで進んでいる。数分と経たたずに作戦は完かん了りようするだろう。

　秋あき人との肩かたに手が置かれる。

　見れば、フィリアが目を細めてそこに立っていた。

「これで、全てが終わるぞ、フィリア」

「ええ……そうね」

　そう言ってフィリアの手に自分の手を重ねたその時だった。

　コンソールの横に、光が生じたのは。

「一体なに……っ!?」

　フィリアは慌あわてて腰こしのハンドガンを探さぐるが、指先が空を切ってここがアルカディアの内部であることを思い出す。

『──外部からの接続を確かく認にんッ！　接続元はサーバールームの第二コンソール、アカウント権限階級はクラスＳ──そこにいるのはテレサ安全保障局・局長、ランド・ローガンです！』

　現れたのは男だった。

　ほとんどが白に変わった刈かり込こんだ毛もう髪はつに、皺しわのように無数に刻み込まれた顔の傷きず跡あと。窮きゆう屈くつそうに着た仕立てのいいグレースーツと、その下から存在感を押し出す剛ごう健けんな筋肉。

　その間にも人型の輪りん郭かくは明確になり、テクスチャが読込ロードされ、中身が入った。

　テレサ安全保障局・局長──ランド・ローガン。

　出現したランドのアバターの瞼まぶたが開く。

「そこまでだモルモット」

　フィリアが隣となりでわなないた。

「どうして、ここに──」

「俺は一度、不完全ながらアルカディアを使っている。セキュリティウォールを正規に通過できる分、貴様らより内部に入るのが早いのは道理だろう」

　そう言って、ランドはコンソールに触ふれる。

　直後、ただの無機質な直方体だったオブジェクトに無数の光が走査した。そしてオブジェクト天てん面めんに起動エフェクトが映し出されたかと思うと、その上部の空間に幾いく枚まいものウィンドウが展開する。ランドはそれを脳波によって次々と操作した。

　同時、秋あき人との視界に外部からのクラッキングを報しらせるメッセージがポップアップ。仮想ウィンドウが無数に展開し、深しん紅くの警告を瞬まばたかせる。

　一いつ瞬しゆんのノイズの後、キリの声が響ひびいた。

『緊きん急きゆう警告！　外部から神経ネットワークエンジンＮＮＥへの強制介かい入にゆうコマンドを確かく認にんしました！　今すぐ五感フィードバック設定を双方向インタラクテイブから単方向アクテイブに変へん更こうしてください!!』

「もう遅おそい」

「ぐ──」

　ランドが短く呟つぶやくと同時、秋あき人との全身に鋭するどい痛みが走る。身動きが取れず、仮かり初そめの痛覚が脳を侵おかす。そして喉のどから呻うめき声ごえが漏もれたその時、

「いっ、っぁぁああああッ！」

　フィリアの悲鳴が響ひびいた。

　秋あき人とに比べフィリアの〈ニューラルゲート〉は情報伝達速度が各段に速い。その分、ランドより送られてくる痛覚の疑ぎ似じ信号を、大量に受信できてしまうのだ。

　フィリアの身体からだに触ふれようと藻も搔がくが、指一本たりとも動かない。

　ランドはそんな秋あき人ととフィリアの様子を蔑さげすんだ目で見下ろし、眺ながめていた。

「モルモットの脱だつ走そうならまだしも飼い主の家にまで穴を開けるとは──ここまで来ると不ふ愉ゆ快かいを通とおり越こして殺意に変わる。アルカディアに自じ壊かいプログラムを流し込むなど言語同断だ」

「こ、の──っ」

　痛みに視界が歪ゆがむ。

　サーバー上の身体からだの位置情報がロックされているわけではなく、あくまで五感情報を再現する神経ネットワークエンジンＮＮＥが制圧されているようだ。強きよう烈れつな痛覚を与あたえられると同時に脳からの運動命令を中継侵入インターセプトされているのか、〝動け〟という意志を働かせても手足が僅わずかに震ふるえるのみで微び動どうだにしない。

『アルカディアの自じ壊かいプログラムの進行状じよう況きようが五十パーセントを超こえました！　お二人とも退たい避ひしてください！　想定より演算回路のショートポイントの増ぞう殖しよくが速いです！』

　キリの声が脳内に響ひびくが、しかしその報告に言葉を返している暇ひまがない。

　ランドはコンソールに視線を戻もどし、操作を続行する。

　しかし、その表情はみるみるうちに硬かたくなっていき、鬼おにの形相へと変わっていく。

「……ックソ、なんだこれは！　コンソールのくせに操作がロックされているだと!?」

「あなた、なんかに……わたす、ものですか……っ」

　響ひびいたのは、フィリアの苦く悶もんに満ちた言葉。

　彼女は身体からだを痛みに折りながらも、戦意に爛らん々らんと光らせた蒼あおの瞳ひとみでランドを睨にらみつけた。

　それだけで理解する。フィリアが限られた演算能力を使って内部コンソールの操作をロックしているのだ。

　ランドも同様にその事実に気が付き、額に青筋を浮うかべる。

「そんなに死に急ぎたいか。──ならその希望を叶かなえてやるのもやぶさかではない」

『自じ壊かいプログラムの進行度、七十パーセント！　アルカディアの全基幹システムは制圧されました！　今すぐ退たい避ひを！』

「──やめろ」

　秋あき人とは呆ぼう然ぜんと言う。

「ここで貴様らの記憶変数体マインドステートとやらを消去してくれる」

「やめろやめろやめろ──、それだけ、は、やめろ──っ！」

　喉のどからこぼれる言葉。

「今、ここに接続している貴様らの記憶変数体マインドステートを空データで上書きしてやればいいのか。どうなるのか楽しみだな。赤子のように退化するのか、はたまた抜ぬけ殻がらのようになるのか。どちらにせよ、コンソールのロックは間ま違ちがいなく外れるな」

　画面が次々に切きり替かわっていくコンソール上の仮想ウィンドウ。

　響ひびき続つづけるフィリアの悲鳴。

　力を籠こめ続つづける。

　動け、動けと叫さけびながら。

　すると、激痛の果てに、遂ついに指先一つがぴくりと反応した。人差し指の第一関節が動き、次に第二、第三と続き、手首が、肘ひじが、肩かたが──まるで石化した像が内側からその呪じゆ縛ばくを破るように動き始める。

　ランドの目が愉ゆ悦えつに歪ゆがみ、その眼前で仮想ウィンドウが記憶変数体マインドステートの管理画面へと遷せん移いする。

「苦しそうだなぁ、フィリア・ロードレイン。今、楽にしてやろう」

　右みぎ腕うでは動いた。しかしそれまでだ。

　到とう底てい間に合わない。

　それが事実として脳へと降りかかり思考を冷やす。

　だが、諦あきらめない。諦あきらめられない。

　そして秋あき人とは奥おく歯ばを嚙かみ砕くだかんばかりに食いしばって更さらに手を伸のばし──




「──まったく、世話が焼けるね」




　誰だれかの声とともに、秋あき人との身体からだが一いつ瞬しゆんで軽くなった。気が遠くなるほどの痛みは変わらずあるが、脳からの運動命令が正確に手足へと伝わっているのが分かる。

「……っ!?」

　ガクンッ、と身体からだが勢いづいて前のめりになるが、すんでのところで右足を前に出して踏ふみとどまる。

　身体からだが動いたのだ。

　ランドが秋あき人とを見て驚おどろきに目を見開く。

「貴様、なぜ動ける……っ！　くそ、二人纏まとめて記憶変数体マインドステートを消去してやる──ッ」

「させるか──ッ！」

　秋あき人とは倒たおれ込こんだ勢いのまま駆かける。

　ここパティオは現実世界との違ちがいが認にん識しきできないほど高度に物理法則が再現された仮メ想タ空バ間ー帯スだ。つまり、斬きれば血は出るし、殴なぐれば痛みとともに吹ふき飛とぶ。

　半秒でランドの間合いに入り、次の一秒でランドが遅おくれて身体からだを捻ひねって蹴けりを繰くり出だした。

　しかし、全てが遅おそい。

　それを左の前ぜん腕わんで受け流しながら、更さらに一歩踏ふみ込こみ──

「こっの──出で来き損そこないのクローンがッ！」

「人間ナメんのもいい加減にしろよッ!!」

　秋あき人との右の拳こぶしがランドの頰ほお骨ぼねに突つき刺ささった。

　ランドの巨きよ軀くは上半身から捩ねじれるように後方へと吹ふき飛とび、ガゼボの階段から転がり落ちる。

　秋あき人とは慌あわてて振ふり返かえり、白銀の少女の姿を探す。

　そこにはよろけながら階段を上るフィリアがいた。

「フィリア、大だい丈じよ夫うぶか!?」

「わた、しは大だい丈じよ夫うぶ……っ、それよりも、あれを──！」

「あれってなんだ……!?」

　フィリアがその瞳ひとみで見み据すえる先を振ふり返かえり──言葉を失う。

　そいつはまるで最初からそこにいたように──ガゼボの柱に背を預けて立っていた。

　肩かたまで伸のびる亜あ麻ま色いろの髪かみに、灰色の瞳ひとみ。

　細身のスーツの上から羽織るのは大おお振ぶりの白衣──。

　誰だれが見み紛まがうだろう。

　そこにいたのは、かつての嶺れい京きよう戦線の長にして、黒幕。

　神かん崎ざき徹とおる、その人だった。

「かんっ──」

　──ざきっ!?

　そう叫さけぼうとした手前。

　ガゼボの下で起き上がったもう一人の男が先に喉のどを張った。

「貴様っ、神かん崎ざきか!?　なぜここに死んだはずの貴様がいる──!?」

「久しぶりだね、ランド。相変わらず意い地じ汚きたない男だ。まったく、才能のない人間は辛つらいね」

「質問に答えろ！」

　神かん崎ざきは体重を預けていた柱から背を離はなすと、一直線にランドの元へと歩き出す。

「死んでいないからさ。──事実はいつだって単純で明解だ。そうだろう？」

「今いま更さらなにを──！　いつもいつもいつも貴様は俺の邪じや魔まをする！　今度ばかりは大人しく死んでいろ！」

　立ち上がり、木の幹のように太い二にの腕うでを振ふりかぶるランド。

　それを──

「結果を残せなかった人間が騒さわぐんじゃないよ、みっともない」

　──それを神かん崎ざきは、細ほそ腕うで一本でいなした。

　ランドの目が見開かれる。

「君、さっき面おも白しろいことを言っていたね。記憶変数体マインドステートを空データで上書きだって？　そう言えばその実験はまだ、成人では試してなかったよ」

「おい、貴様何を──」

　そして神かん崎ざきは、ランドの耳元に顔を寄せ、手の平をランドの首元に添そえた。

「ちなみにね、それをやった子供たちは皆、自我を失ったよ」

「……っ」

　断だん末まつ魔まはなかった。

　起きた現象は二つ。

　一つはランドが白目を剝むき、

　一つはランドが両りよう膝ひざから地面に崩くずれ落おちたこと。

　秋あき人ともフィリアも問うことはできなかった。ランドの中身が、一体どうなったのかなど。

　代わりに口から出るのは別の言葉。

「……どういうつもりだ。俺たちを、助けたつもりか」

「この男にアルカディアを渡わたしたところで、いい未来が見えなかっただけさ」

　そう言って、神かん崎ざきはいつもの人をモノとして見るかのような冷めた視線をランドの空のアバターに向けた。

「どうしてトオルがここにいるの……？　あの時、あなたは自分で　自分の頭を撃うち抜ぬいたはずじゃ──」

　フィリアの言葉に神かん崎ざきは口くち端のはで笑う。

「我が娘むすめから聞いていないのか？　アルカディアには、記憶変数体マインドステートのエミュレーターが内蔵されていると」

「────」

　秋あき人ととフィリアは同時に言葉を失った。

　それはつまり、神かん崎ざき徹とおるという男が、肉体なくして人格を宿す存在だということか。

　由ゆ乃のはアルカディアを構築するためのネットワークを天エー界テルと呼んだ。そこに住まう人間は、これまで人々が信じて疑い、畏おそれた〝神〟とされる存在に近いのではなかろうか？

「────」

　否、こんな奴やつが〝神〟であってなるものか。

　だがしかし、この状態の神かん崎ざき徹とおるを〝人ヒ間ト〟と呼ぶには、あまりにも時代の認にん識しきが追い付かなすぎる──

「おいおい、そんな幽ゆう霊れいを見るような顔をしないでくれよ。これでもちゃんと個としての人格を維い持じしている自覚があるんだ」

「……なまじ信じられないわね。今わたしたちの目の前にいるのが、肉体を持たない魂たましいだけの人間だということが」

「魂たましいという言葉は酷ひどく曖あい昧まいだが──僕は肉体なくして記憶変数体マインドステートのみで生きる最初の人間だろうね。慣れればこの姿も死の恐きよ怖うふから解放されているという点で素す晴ばらしいが──しかし、この仮想の花はな園ぞのをもってしても、嶺れい京きようの廃はい骸がい都市の姿の方が何倍も美しく思えるから不思議だ。──電子情報と現実情報との間に、差異なんてないと思っていたんだけどね」

　神かん崎ざきは遠い目をしてそう言った。そこにキリの切せつ羽ぱ詰つまった声が割り込んでくる。

『自じ壊かいプログラムの進行度が九十五パーセントを超ちよ過うか！　聞こえていますか!?　ロードレイン中佐、一いち之の瀬せ少しよ尉うい、今すぐ回線の切断を！』

「大だい丈じよ夫うぶだ、聞こえてる」

『少しよ尉うい!?　なぜ──!?』

　キリの言葉を脳の隅すみで聞きながら、秋あき人とは一つの仮説に辿たどり着つく。

「……もしかしてあんた、最初から由ゆ乃の姉ねえの〝理想郷〟ってやつに気が付いて、それを阻そ止しするためにアルカディアを接収したんじゃないのか」

　それを、神かん崎ざきは笑え顔がおで黙もく殺さつした。

「一いち之の瀬せ少しよ尉うい。僕は娘むすめの研究を奪うばって、この世のありとあらゆる戦争を管理するために実験を行った。アルカディアを軍事転用した悪い大人なんだよ」

　そういうことにしておこうじゃないか──。神かん崎ざきは呟つぶやくようにそう言った。

　フィリアは困こん惑わくの声を上げる。

「どうして──それじゃあ、あなたは永遠に報むくわれないじゃない！」

「別にいいじゃないか」

「別にいいって、そんなこと──」

「娘むすめに嫌きらわれるのは父親の宿命だろう？」

　本気とも冗じよう談だんとも取れない言葉に、秋あき人ともフィリアもただ神かん崎ざきを見つめた。

　神かん崎ざきの目に映る色は、諦あきらめのそれにも、慈じ愛あいのそれにも見える。その目を見て、ああ、大人ってこういう目をした人間のことを言うのか、と不意に思い至った。

　同時、視界に〝警告〟の文字を映したウィンドウが表出する。

『自じ壊かいプログラムの進行が完かん了りよう──アルアディアの基幹データの崩ほう壊かい開始を確かく認にんしました！　二人とも今すぐに落ちてください！　このままではアルカディアごとお二人の記憶変数体マインドステートまで意味消失してしまいます！』

　秋あき人ととフィリアは顔を見合わせる。

　見れば、神かん崎ざきの背後の空間から輪りん郭かくを虹にじ色いろに輝かがやかせた漆しつ黒こくのブロックノイズが広がっていることに気が付く。

　噴ふん水すい広場が、薔ば薇らのアーチが、草花の迷めい路ろが──〈パティオ〉そのものがブロックノイズに急速に覆おおわれ始はじめていた。

　それは世界の終わり。

　電子の世界の崩ほう壊かいの合図だった。

　すると、神かん崎ざきはキリからの通信すらも筒つつ抜ぬけで聞こえていたのか、しっしっと追おい払はらうように手の平を振ふった。

「さっさと行きたまえ。こんな問答のために命を無む駄だにするな。人が繰くり返かえし再生されることのないアルカディアのない世界──それが君たちの望んだものだろう？」

　秋あき人とは作った拳こぶしをきつく握にぎる。

　逡しゆん巡じゆんの末、叫さけぶ。

「神かん崎ざき、あんたも今すぐ落ちろ！　命を無む駄だにするなと言うなら、それはあんたも同じことだ！　そして由ゆ乃のに会って全てを話せ！」

「落ちるってどこに？　僕の肉体は存在していないよ。アルカディアが崩ほう壊かいを始めた今、現実世界に肉体を出力する術は最も早はやない」

「────」

「そんな顔をしてくれるなよ、一いち之の瀬せ。僕は一足先に次の世界を歩むだけだ。娘むすめの作り出した〝天エー界テル〟という新しい世界を」

『中佐、少しよ尉うい！　早く!!』

　──最も早はやこれまでか。

　漆しつ黒こくのブロックノイズはここガゼボまで差さし迫せまっている。

　秋あき人とは鋭するどく息を吐はいて意志を固めると、フィリアの手を取った。

「フィリア、落ちるぞ」

「──ええ」

　そして表示させた回線切断のウィンドウをクマリイッンクドしようとして、声がかかる。

「一いち之の瀬せ。君は立派な扇アジ動テー者ターだよ」

　アルカディアの破は壊かい。その目的一つのために、大勢の仲間を巻き込み、嶺れい京きようの外へと連れ出した。

　人を指揮して、苛か烈れつな戦地へと連れていく。

　それはかつて嶺れい京きようで秋あき人とたちを指揮していた統合本部アジテーターとやっていることは同じと言えた。

　違ちがいない──。

　神かん崎ざきに、そう言おうとした矢先だった。

「──トオル。それは違ちがうわ」

　フィリアがそう言い返したのは。

　毅き然ぜんと向き直った彼女は、凜りんと言い放つ。

「秋あき人とは私たちの先導者リーダーよ。同じにしないで」

　秋あき人とは驚おどろいてフィリアの横顔を見る。そのフィリアは冷静ぶって無表情を装よそおいながら、恥はずかしさに頰ほおを染めながら視線を逸そらした。

　彼女にそう言われてしまったら、しょうがない。

「──だ、そうだ。神かん崎ざき大佐」

　神かん崎ざきは口くち端はで笑った。

「その二つは同義であり表ひよ裏うり一いつ体たいだ。──一いち之の瀬せ。もう迷うなよ」

　秋あき人とは混じり気のない笑え顔がおを返す。

「──言われなくても」

　そして秋あき人ととフィリアは同時に接続を切った。




『ALCADIA is Offline』




　記き憶おくの隅すみで、最後の音を聞く。





10






　目が覚めると、翠みどりの瞳ひとみが目の前にあった。

　エメラルドよりも輝かがやきの強いその光に、秋あき人とは喉のどの奥でその名を呼ぶ。

「……れ、な？」

「アキ、アキ!!　よかった、帰ってきた！　意識あるよね、私のこと分かるよね!?　アキのばかっ、なんであんなギリギリまで落ちないの!?　ほんっとにもうサルベージ間に合わないかと思ったよ！」

「オイ玲れ奈な、そこまでにしとけ、時間がねえンだ！」

　泣いて縋すがりついてくる玲れ奈なと、周囲を警けい戒かいしてショットガンを構えながら叫さけぶ遼りよ太うた郎ろう。

　見れば、そこは激戦を繰くり広ひろげたテレサ社内部のサーバールームだった。

　辺りにはけたたましい警報が鳴なり響ひびき、黄色と赤色の警告灯の光が乱れていた。

　そこでようやく、現実世界に戻もどってきたことを実感する。

「玲れ奈な」

　顔を上げた玲れ奈なの耳元に顔を寄せて短く言った。

「──俺、思い出したよ」

「……？」

　玲れ奈なは頭上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。

「アルカディアの中に〈パティオ〉があった。そこで見て思い出したよ。玲れ奈なと初めて会った時のこと」

「ぁ──」

　ツウ、と玲れ奈なの頰ほおを一筋の涙なみだが伝う。

「お、おい、なんでそこで泣くんだよ……っ」

「え……？　あれ？　あはは、なんだろう、なんでだろうね……」

　玲れ奈なは何度も何度も目元を拭ぬぐい、しかしその大おお粒つぶの翠みどりの瞳ひとみから涙なみだは止まらなかった。

　そして遂ついに手を止めた玲れ奈なは、秋あき人との胸むな元もとに飛びこんで顔を押し付けてくる。

「お、おいっ、俺のタクティカルスーツ、血ち塗まみれだぞ……!?　玲れ奈なの顔、汚よごれるって！」

「……《血も無き兵ブラツドノート》らしくていいじゃん」

「その名前はもう忘れてくれ……」

「……………とにかく、本当によかった」

　安あん堵どの声を漏もらす玲れ奈な。

　それから目元を拭ぬぐった玲れ奈なは立ち上がると、サブマシンガンを抱かかえて背を向けた。

「……散らばってる部隊をまとめてくる。さっきまで幾いく島しまの部隊と交戦してたから負傷してる子の手当もしないとだから」

　秋あき人とは玲れ奈なに手を上げて見送る。そこで大切な存在を思い出し、秋あき人とは近くでスナイパーライフルを構えて周囲を警けい戒かいしていたシスティに向かって叫さけんだ。

「おいシスティ、フィリアはどこにいるか知ってるか？　一いつ緒しよに落ちたはずなんだ！」

　すると、システィは心底軽けい蔑べつしたような目を向けてくる。足元に唾つばでも吐はいてきそうな勢いだ。

「……アンタの目、石ころでも詰つまってんじゃないの？　そこにいるじゃん」

「……？」

　システィが顎あごをしゃくった先は秋あき人と自身。

　わけが分からず視線を巡めぐらせ、最後に首を右に向けると──果たしてそこには秋あき人との肩かたに頭を預けて昏こん倒とうしているフィリアの姿があった。

「ん……。んぅ……」

　フィリアが小さく呻うめき声ごえを上げる。

「フィリア……っ！」

　秋あき人とはフィリアの肩かたを抱だき、その身体からだを揺ゆさぶる。

　蒼あおの瞳ひとみがゆっくりと開く。

　直後、フィリアは秋あき人との首元に抱だき着ついた。

「ちょっ、フィリア……!?」

「……やったよ。わたしたち、遂ついにやったよ」

「……ああ、そうだな」

　秋あき人とはフィリアの胸の鼓こ動どうを感じながら、その背中に腕うでを回した。

「あーくん、フィリちゃん」

　すると、由ゆ乃のが歩み寄ってくる。

「……ありがとう。全部終わらせてくれて」

「……ごめん、由ゆ乃の姉ねえの作ったもの、壊こわしちゃって。恨うらむなら指揮を執とった俺を恨うらんでくれ」

「いいのよ。そのためにここまで来たんだし、私も自分のしたことの責任を取りたかった。あーくんたちに感謝しこそすれ、恨うらむなんてことはないよ」

　由ゆ乃のはそう言って微ほほ笑えんだ。

「由ゆ乃のさん。わたしたち、トオルに会ったわ」

「……っ」

　由ゆ乃のはその言葉を聞いた瞬しゆん間かん、身体からだを強こわ張ばらせた。

　その一いつ瞬しゆんで表情までも動かさなかったのは秋あき人とたちに気を遣つかってだろう。しかし、傍はたから見ても喜んでいることは明らかだった。事実、その肩かたは歓かん喜きに震ふるえている。

「……、何か言ってた？」

「一足先に娘むすめの作った次の世界を歩むとさ」

「……そっか。確かに、あの人にとってこの世界は息苦しいだろうしね」

　そう言って、由ゆ乃のは口元に笑えみを浮うかべた。

　そこに、キリの鋭するどい声が飛んでくる。

『リキッドドライブの臨界点を突とつ破ぱしました！　もう間もなくサーバーが破は裂れつします！』

「ちょっ、由ゆ乃の姉ねえ、臨界点突とつ破ぱって何の話だ!?」

　秋あき人とはフィリアの肩かたを抱だきながら由ゆ乃のに言う。

「アルカディアを二度と修復できないように、入れ物ごとぶっこわしちゃえって私が言ったんだよ～。これなら、断だん片ぺんも残らず跡あと形かたもなく消すことができるしね」

　そう言っている間に、サーバールームの奥で破は砕さい音おんとともに夥おびただしい量の火花が散るのが見えた。同時、熱された水蒸気が一気に押し寄せ、足元を半はん透とう明めいの液体が攫さらっていく。

「なんでサーバーが爆ばく発はつするの!?」

　フィリアが慌あわてふためいて立ち上がる。

「リキッドドライブって要するに液体の記き憶おく装置じゃん？　ってことは蒸発するじゃん？」

「おいおいおいおいおいそれってまさか」

　水蒸気爆ばく発はつってことじゃ──

　言っている傍そばから誘ゆう爆ばくが誘ゆう爆ばくを呼び、連続して爆ばく発はつの轟ごう音おんが鳴なり響ひびく。

　秋あき人とも震ふるえる足で立ち上がると、回線を開いた。

「ライガー１ワンよりオールユニット、総員テレサ本社ビルより退たい避ひ！　繰くり返かえす、総員退たい避ひ！」

『『『了解ラツジっ！』』』

　秋あき人とは気化したリキッドドライブによる霧きりが立ち込める中、先頭を走って仲間を誘ゆう導どうする。

　目指す場所は秋あき人とたちが昇のぼってきたエレベーターシャフト。

　すると、斜ななめ後ろで秋あき人とに続いていた遼りよ太うた郎ろうが前方を指さした。

「オイ、脱だつ出しゆつ口こうに誰だれかいンぞ！」

　秋あき人とは目を凝こらし、スマートコンタクトレンズの倍率を引き上げる。

　すると、更さらに後ろを走っていた玲れ奈なが半はん拍ぱく早く声を上げた。

「幾いく島しま亜あ礼れい……ッ！」

　彼女が声を上げると同時、秋あき人ともその姿を濃のう霧む越ごしに捉とらえる。

　亜あ礼れいは同様に周囲に指示を飛ばしながら、部下をエレベーターシャフト経由で退たい避ひさせているところだった。その胸部には止血バンドで覆おおわれた袈け裟さ懸がけの傷があった。

　遅おくれて敵も秋あき人とたちの存在に気が付く。

　秋あき人とは急制動をかけ、後続の部隊も立ち止まりすぐさま横に展開する。

　そして双そう方ほう、至近距きよ離りから得物を構えた。

　その距きよ離り、実に三十メートル。

　背後から迫せまるのはサーバールームから放たれる爆ばく炎えんの渦うず。

　そして血みどろの弾だん雨うが往来する直前──

「待てッ！」

「落ち着け。総員、撃うつなッ」

　期せずして、秋あき人とと亜あ礼れいは同時に叫さけんだ。

　秋あき人とと亜あ礼れいがそれぞれ先頭に立ち、互たがいに互たがいを睨にらんだまま停止命令のハンドサインを出している。空気が張りつめ、痛ささえ覚える。

　義眼に覆おおわれた瓜うり二ふたつのその男を睨にらみつける。

　そして肺を膨ふくらまし、息を吐はいた。

「雇やとい主ぬしを守らずに自分たちだけ撤てつ退たいか、幾いく島しま」

「我々は顔を持たない部隊。故ゆえに属する国もなければ雇やとい主ぬしもいない。当然、守るべき存在もいない」

「そうやって毎度、理り屈くつばっか捏こねて回まわるんだなお前は」

「ものが分からない子供が筋というものを理り屈くつという言葉に変えて勝手に納なつ得とくするものだ」

「この石頭」

「石頭で結構。邪じや魔まをする者は全て排はい除じよする。それがうちのやり方だ」

　亜あ礼れいの言葉に、遼りよ太うた郎ろうがショットガンを構えたまま一歩前へ踏ふみ出だす。

「秋あき人と、俺らが壁かべになる。テメェらは先に行け……！」

「ここを通すと思うか嶺れい京きようの実験動物ども！」

　その遼りよ太うた郎ろうの言葉に敵兵が反応して、同じく銃じゆう口こうを構え直した。

　その場にいる全員の指がトリガーの遊びを限界まで絞しぼる。

　弾だん頭とうが飛とび交かうまでごく僅わずか。

　一いつ触しよく即そく発はつの緊きん張ちようの中、しかし秋あき人とと亜あ礼れいは右手に拳こぶしを掲かかげ続つづけた。

「俺たち嶺れい京きよう兵へいの目的はテレサからの解放。その過程にアルカディアの破は壊かいがあっただけだ。あんたら〝否認されるべき特殊部隊デイナイアルズ〟に手出しするつもりはない」

「────」

　広がる一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　やがて亜あ礼れいは握にぎった拳こぶしを解いて身体からだの前で振ふった。それに合わせて敵兵は戸と惑まどいつつも銃じゆう口こうを下げる。

　秋あき人とも同様に銃じゆうを下げる指示を出す。

　それを見て亜あ礼れいも口を開いた。

「……我々の目的はアルカディアの早期納品であって、その実験動物が脱だつ走そうしようが行いき倒だおれようが知ったことではない。なにせ、報ほう酬しゆうたるアルカディアが破は壊かいされたのだからな」

　最後まで理り屈くつを捏こねる幾いく島しまに苦笑いが出る。

　しかし、それこそが亜あ礼れいにとっての最大の譲じよ歩うほであることも同時に理解した。

「クローンは嫌きらいなんじゃなかったのか」

「嫌きらいさ。しかし、私情は挟はさまない。それが兵士というものだ」

　亜あ礼れいは部下にハンドサインを飛ばし、撤てつ退たいを続行させる。

　渋しぶ々しぶ了りよう解かいした敵兵たちは亜あ礼れいを補佐する数名の兵を残して、エレベーターシャフトへ次々に身を投じた。

　そして最後に亜あ礼れいのみとなると、黒くろ髪かみの男はゆっくりと後退する。

「一いち之の瀬せ秋あき人と。確かに君は、俺とは違ちがうようだ。俺は尻しりに敷しかれたりはしない」

　そう言って幾いく島しまはフィリアと玲れ奈なを一いち瞥べつする。

　秋あき人とは薄うすく笑った両側の少女二人を見てから、溜ため息いきをついた。

「組織に組くみ敷しかれるくらいなら、こっちの方がギリマシだ」

　同時、左右から太ふと腿ももの辺りを蹴けられる。

「覚えておくといい一いち之の瀬せ秋あき人と。そっちの方が百倍マシだ」

　亜あ礼れいは羨せん望ぼうともとれる表情でそう言うと、背後のエレベーターシャフトへ身を投じた。

「先に行っているぞ」

　最後にそう言い残して。







　秋あき人とたち全員が一階に降り立った頃ころには、すでにビルは崩ほう壊かいを始めていた。

「やっばい、総員全力で走れ！　崩くずれるぞ!!」

「なんで私たちって作戦が終わってもいっつも走ってんのかなあ!?」

「家に帰るまでが作戦だろーが！　っつーことでこれも作戦のうちだぜ玲れ奈な！」

「ちょっと葉は木ぎ遼りよ太うた郎ろう、足おっそいんだけど！　風穴開けてその身体からだ軽くしてあげようか!?」

「あーもうっ、あなたたちうるさい！　喋しやべってる暇ひまがあったら走って！」

　床ゆかも壁かべも天てん井じようも。視界に入るもの全ての建材がヒビ割れて瓦が礫れきを滝たきのように流している。テレサの職員は例のごとくどこにも姿がなく、とっくの昔に脱だつ出しゆつしたあとのようだった。相変わらず社員の安全確保だけは一流な企き業ぎようである。

　落下してきたコンクリートの塊かたまりを跳とんで避よけながら秋あき人とたちは走った。

　そして──遂ついにテレサビルの外へと飛び出す。

　それでも立ち止まらない。走って走って走って──テレサビルの全体が視界に収まるほど距きよ離りを開けて、ようやく足を止める。そこは、先日、由ゆ乃のとともに観光と称しようして敵情視察に訪おとずれたテレサビル前に広がる公園だった。

　すると、そこに一人の人ひと影かげがこちらに手を上げて立っているのが見える。

「……？」

　秋あき人とは首を捻ひねってスマートコンタクトレンズの倍率を引き上げようとし──それよりも先に由ゆ乃のが秋あき人とを追おい越こしてその人ひと影かげに向かって走った。

「エルゼっ！　エルゼ、無事だったんだね……っ!!」

　驚おどろくことに、そこに立っていたのは亜あ礼れいの部隊による襲しゆう撃げきで被ひ弾だんしたはずのエルゼだった。

　彼女は多少髪かみを乱しながらも、しっかりと自分の足で立っている。その脇わき腹ばらには、メディカルナノが染しみ込こんだ包帯と思おぼしきバンドが巻かれていた。

　エルゼは由ゆ乃のを抱だきしめた。

「お嬢じよう様さまこそ、ご無事で何よりです。……目的は達成できましたか？」

「……うん。何もかも。全てにケリがついたよ」

　そう言って由ゆ乃のはエルゼに子供のように純じゆん粋すいな笑えみを向けた。

　すると、遅おくれて到とう着ちやくした玲れ奈なが秋あき人との隣となりで停止し、荒あらい息をつく。

「は──っ、は──っ、は──っ。ちょっと、アキ……なんでこんなとこまで走ったの」

「お疲つかれ玲れ奈な。見てれば分かるさ。──っと、ほら」

　直後、辺りにどよめきが走った。

　玲れ奈なは顔を上げ、秋あき人ともまた振ふり返かえって視線を上げた。

　最初に感じたのは地じ響ひびき。

　続いて耳じ朶だに届く鈍にぶい低音。

　そして最後にやってきたのは──夥おびただしい土つち煙けむりとともに崩ほう落らくを始めたテレサ本社ビルだった。

「……これで、終わったのね秋あき人と」

　隣となりに並んだフィリアが染しみ入いるような声で言う。

「ああ、終わったんだ。長い長い戦いが、やっと終わったよフィリア」

　秋あき人とは彼女とともに落城の煙けむりを見る。

　二人で始めた叛はん逆ぎやく劇げき。

　その結末を。











エピローグ






「……って感じで、テレサの武装解除は着々と進んでるぜ。兵へい站たんの拠きよ点てんの一つは街の外れの倉庫にあったから、ひとまず資材も医薬品類もそこから調達できる」

「ありがとう、葉は木ぎ班長。了りよう解かいしたわ」

　フィリアは虚こ空くうに浮うかぶ幾いく枚まいかの仮想ウィンドウから目を離はなすと、首にかけたタオルで額の汗あせを拭ぬぐう葉は木ぎ遼りよ太うた郎ろうを見た。

「ところで復旧作業の進しん捗ちよくはどう？」

「六割方……ってところだろうよ。テレサの施し設せつが全部ダウンしやがったせいで発電所もストップしたままだ。そのせいで作業効率も半分程度しかねえ。ただテレサの妨ぼう害がいはもうねえンだ。ペースはこの先上がる一方だろうよ」

「そう……それは良かったわ。日が暮れると事故の危険性が高まるわ。作業に当たっているみんなには、なるべく早く切り上げるように伝えておいて」

「りょーかい」

　フィリアは顔を上げて辺りを見回した。

　そこはかつて廃棄区画トラツシユデイビジヨンと呼ばれたティーラの街の一角。

　丁度二日前、フィリアたちがテレサ本社ビルに突とつ入にゆうする前に、テレサが戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔを三機降下させ、破は壊かいしていった商店街である。

　夕暮れの中、フィリアたち嶺れい京きよう兵へいは街の住民に協力して復旧作業に従事していた。

　奇き跡せき的てきに死傷者はいなかったものの、自分たちが遠因となって住居を奪うばわれるという大だい迷めい惑わくをかけた身だ。住民はむしろこの都ま市ちにおけるテレサの覇は権けんを壊こわした嶺れい京きよう兵へいを英えい雄ゆう視しして歓かん迎げいしてくれたが、けじめとしても気持ちとしても全員が復旧作業に参加するのは自然な流れだった。

　遠くから黄金の髪かみを揺ゆらす少女が小走りに駆かけてくるのが見える。

　視線を移すと、遼りよ太うた郎ろうも同様に気が付いたのか、その少女をじっと見つめた。しかし、不意に目線を外して、まるで何事もなかったかのような態度で立ち去ろうとする。

　フィリアはそのやけに小さく見えた背中を見た瞬しゆん間かん、無意識に声をかけていた。

「この先、いつ何があるか分からない。思い残さないよう、想おもっていることは伝えた方がいいわよ」

　遼りよ太うた郎ろうは立ち止まり、少ししてから振ふり返かえった。ずいぶん不ふ機き嫌げんそうな顔だ。

「余計な世話だぜ《致死の蒼リーサルブルー》」

「……次その名前で呼んだら〈ニューラルゲート〉に言語統制プログラム仕込むわよ」

「そりゃ怖こわい。そういうあんたこそ、秋あき人とにはちゃんと言葉にして伝えたほうがいいと思うぞ」

「な、なによ。あなたには関係ないでしょう」

「あいつはああ見えてクソ真面目だからな。言葉に裏があるなんてことも知らずに額面通りに受け取る奴やつだぜ」

「……そんなこと知ってるわよ」

　思わずむっとして言い返してしまい、慌あわてて表情を取とり繕つくろう。秋あき人とならここで追つい撃げきの一つや二つしてくるところだが、しかし遼りよ太うた郎ろうはそれきり肩かたを竦すくめるのみだ。

「そいつは失礼。──じゃあな、中佐殿」

　それからそう言い残して葉は木ぎ遼りよ太うた郎ろうは手を上げて立ち去った。

　その道中、玲れ奈なとすれ違ちがって軽く手を上げて声を掛かけ合あう。

　フィリアはそんな遼りよ太うた郎ろうの様子を見て両手を腰こしに当てると鼻から息を吐はいた。

　遼りよ太うた郎ろうと別れた玲れ奈なが、フィリアの元へとやってくる。

　ポニーテールに髪かみをまとめた玲れ奈なは、手て袋ぶくろや頰ほおを泥どろだらけにしていた。そんな姿がやけに様になって見えるのは、ひとえに彼女の快活さ故ゆえだろうか。

　フィリアにとって玲れ奈なのそんな天てん真しん爛らん漫まんなところが、羨うらやましく思えた。

「フィリアがリョウと会話なんて珍めずらしいじゃん。結構話し込んでるみたいだったけど」

「別に。同じ委員会なんだから会話くらいするわよ」

「ふーん？」

「それよりも何か用があったんじゃないの？」

　フィリアは会話を逸そらすと、玲れ奈なは少々訝いぶかしんだ目を向けてくるが、声の調子を変えて言葉を続ける。

「アキから伝言を預かってきたんだ。テレサ本社ビルの隣となりにある第二ビルの屋上に来てくれだって」

「秋あき人とが……？　そんなこと、マインドトークで連れん絡らくくれればいいのに」

「あの辺りって今、私たちが先週ばら撒まいた通エ信ー素テ子ルが風の流れで集まってるからさ。通エ信ー素テ子ル密度が高すぎて逆に通信障害が起きてるんだよ」

「そう言えばそうだったわね……。それにしても何かしら、テレサの残存した自律兵器の監かん視し報告は昨日したけど……玲れ奈なは何か聞いてる？」

「さあね～」

「……ちょっと玲れ奈な。あなた、その様子だと何か知ってるのね」

「なんかテレサの自律兵器っぽい奴やつが屋上から観測できたから確かく認にんしてほしいとかなんとか言ってたかな～」

「なによそれ、聞いてないわよ！　本部にそんな情報入ってきてないし──」

「いいから行った行った！　そんな深刻なやつじゃないからどーせ！」

「ちょ、ちょっと玲れ奈なっ！　深刻じゃないってどういうことよ！」

「行けば分かるから！　あーっ、もう、なんで私って毎回フクロウ係なのかなあ！」

　そう言ってフィリアは玲れ奈なに背中を押されるままに、テレサ本社ビルへと向かった。




　フィリアの後ろ姿を見送った後、玲れ奈なは大きな溜ため息いきをついた。

　その隣となりに足音が一つ鳴って、止まる。

「ねえ、天あま城しろ玲れ奈な」

「なに、シーちゃん」

　見れば、それは作業着をドロドロに汚よごしたシスティだった。

　彼女もまた、遠い目をしてフィリアの後ろ姿を目で追っている。フィリアの足取りはどこか軽く、スキップしているようにすら見える。

　そんな様子を見れば見るほど、二人の肩かたの位置は下がっていった。

「この後ちょっと付き合ってよ。なんだか強きよう烈れつに強い炭酸が飲みたい気分なんだけど」

「気が合うね、シーちゃんが言わなかったら私から誘さそってたよ」

　玲れ奈なとシスティは顔を合わせてほくそ笑えむ。しかしすぐに表情を消し、互たがいに、はぁーっ、と盛せい大だいな溜ため息いきをついて再び肩かたを落とした。

「ここいらが引ひき際ぎわなのかなあ。あーあ。親友ポジションは辛つらいなあ」

「……私は諦あきらめてない。諦あきらめてなんかないから」

「はいはい、後でたっぷり話聞いてあげるから」

　そう言ってシスティは作業用手て袋ぶくろを外すと、玲れ奈なの頭をポンポンと撫なでたのだった。




　テレサ第二ビル屋上。

　ヘリポートが二つ並ぶ巨きよ大だいなその屋上の中央──そこに位置する塔とう屋やに、秋あき人とは背中を預けてじっと夜空を見ていた。

　テレサ本社を急きゆう襲しゆうし、アルカディアを破は壊かいしてから二日。

　インフラに打だ撃げきを受け、未いまだ電力が本格的に復旧しないティーラの街は、一部の重要施し設せつを除いて暗くら闇やみに満ちていた。

　そんな静かな夜の屋上に、くぐもった足音が一つ。

　それは段々近づいてくると、やがて秋あき人との隣となりの鉄てつ扉ぴが外側に開いた。

　屋上に現れたのは、一人の少女。

　白銀の長ちよう髪はつを揺ゆらす彼女は、立ち止まって夜空を見上げて釘くぎ付づけになった。

「すごい……」

　そこに広がるのは満天の星。

　わずらわしい都市の光も今だけはない。

　見る場所全てが天の川かと錯さつ覚かくするほど白銀の絨じゆう毯たんが一面に広がる。それはこの都市のどこよりも高く、どこよりも暗い場所だからこそ見ることのできる景色だった。

　ほう、と風の中で息を吐はいたフィリアは、我に返ったのか、一歩二歩と歩いてきょろきょろと辺りを見回す。

「……玲れ奈なったら、場所間ま違ちがえたかしら」

　秋あき人とは口元で笑えみを作り、塔とう屋やから背中を離はなす。

「間ま違ちがってないよ」

「……っ」

　白銀の少女は驚おどろきに肩かたを震ふるわせて振ふり返かえった。

　絹のように滑なめらかな長ちよう髪はつが弧こを描えがき、蒼あおの瞳ひとみが現れる。

　そのサファイアよりも深い蒼あおの色は、この夜空に踊おどるどの星よりも美しい。

　フィリアは悪いた戯ずらっぽく笑った。

「なんだか見たような光景ね」

「そうか？　覚えがないな。なにせ俺の記憶変数体マインドステートは損傷しているもので」

　フィリアは近寄ると、秋あき人との鼻先をその長い人差し指でちょんと突ついてきた。

「噓うそ」

　フィリアはティーラの街並みを振ふり返かえって視線を巡めぐらせる。

「もしかしてテレサの自律兵器を観測したっていうのもでっちあげ？」

「さあ、どうだったかな。見たような気もするけど勘かん違ちがいだったかもな。もしかしたら、蜃しん気き楼ろうか何かだったのかもしれない」

「悪い人ね」

「フィリアがそれを言うのか？」

「何のことか分からないわ。なにせ、わたしの記憶変数体マインドステートの損傷も激しいから」

　秋あき人とはフィリアと顔を見合わせて、それから小さく吹ふき出だした。

　誰だれよりも殺し殺され合った二人の間だけに通じる、ブラックジョークだった。

　秋あき人とは手のひらを上に向けてフィリアに差し出す。

　少ししてフィリアは反対側の手をそこに重ねた。彼女の手は細く、冷えていた。それを包み込むように握にぎってから二人並んでヘリポートの際まで歩いていく。

「全部、終わったわね」

「まだ復旧作業が残ってるじゃないか」

「そういう意味じゃなくて。……テレサとの因いん縁ねんの話よ」

　フィリアは一いつ拍ぱく置いて、こちらを見上げてきた。

「これからどうするつもり？」

　風が吹ふき、前まえ髪がみが揺ゆれた。

「一度きりの人生だ。めいいっぱい楽しむさ」

「……そうね。一度きりだものね。一つも二つも命がない──正しよう真しん正しよう銘めいの一球勝負」

「きっと、だからこそ辛つらくて、しんどくて、そして楽しいんだろうな」

「あら、わたしは嶺れい京きようの生活も楽しかったわよ？」

「……お前、俺が綺き麗れいに纏まとめようとしているところを」

「結局、誰だれと一いつ緒しよにいるかじゃないかしら」

「────」

　ヘリポートの際で立ち止まる。

　それからしばらく二人の間に言葉もなく、肩かたを寄せ合って満天の星を見上げた。

　風の中に聞こえるのは互たがいの息いき遣づかいのみ。

　時たま手を握にぎり直なおし、指で指をさすり、互たがいの熱を探さぐる。

　幾いくばくかの時間が経たった頃ころ、不意にフィリアが口を開いた。

「約束、覚えていてくれたのね」

　視線を下ろし、その整った横顔を眺ながめる。

　蒼あおの瞳ひとみに星ほし粒つぶが閉じ込められているように見える様は、息を吞のむほどに美しい。

　再び宵よいの天の川に視線を戻もどして言う。

「大事な約束だ。忘れるわけがない」

「……ありがとう、秋あき人と」

　秋あき人とはそれに対して言葉は返さず、代わりに手を握にぎり返かえして応えとした。

「綺き麗れいだな」

「ジオシティ・イオタとこっち、どっちの方が？」

「比べられないなぁ。あれはあれで、別の美しさがあった」

　秋あき人とはフィリアを見た。

「大事なのは誰だれと一いつ緒しよにいるか──ね。同感だよフィリア」

　続いて視線を下ろしたフィリアは訝いぶかしむような目を向けてくる。

「本当かしら」

「な、なんで疑いの目を向けられるんだよ」

「だってあなた、ふらりとどこかへいなくなってしまいそうなんだもの」

「そいつは心外だ」

「嶺れい京きようでアルカディアを壊こわしに行った時も、第七プラントを目指した時も、そして今回も、いつも急に決めて次の世界に行こうとするし」

「それは全部、フィリアとの約束を果たそうと──」

「どうだか。また困っている女の子がいたら助けるために全力で走り出すんでしょう？」

「そ、そんな言い方するなよ」

「これくらい受け止めて。他の子のために奔ほん走そうするあなたは正直言って恰かつ好こういいけれど、それを横で見る身にもなって欲しいわ」

　そう言ってフィリアは頰ほおを膨ふくらます。

　秋あき人とは真っすぐにカッコイイと言われ鼻を摘つままれた猫ねこのようになる。こんなに素す直なおなフィリアは見たことがない。秋あき人とは降参を報しらせるためフィリアと手をつないだまま両手を上げた。

「こう言えば満足か。──特別なのはフィリアだけだ」

「言い方が気に食わない。もう一回」

「お前な……」

　溜ため息いきをつく。

　そこで、秋あき人とはひとつだけ小さな──それでいて急速に大きく膨ふくらむ自分の欲に気が付いた。

「──これがその約束になるかは分からないけど」

「……？」

　フィリアが首を傾かしげて秋あき人とを見上げる。

　こんなことをする自分の姿など、過去に想像したことなど一度もなかったが。

　何かに背中を押されるような気持ちで秋あき人とはフィリアの肩かたを抱だき寄よせた。

　抱だき寄よせて、口を寄せた。

「────」

　一秒が三秒に──否、三分にも三時間にも感じた。

　鼓こ動どうが、呼吸が、熱が、肌はだ触ざわりが──全てが溶とけ合あうように感じた。

　重なった唇くちびるが柔やわらかく震ふるえる。

　永遠にも感じた時間の後、名残なごり惜おしさを感じながらゆっくりと離はなれた。

　フィリアはそのまま俯うつむく。表情は前まえ髪がみに隠かくれて見なかった。

　突とつ然ぜんすぎたか──そう大きな不安が胸の内をよぎり始めた時。

　不意にフィリアは真っ赤にした顔で見上げてきた。

「ねえ」

「ん？」

「約束、足りないわ」

　気が付けば、再び彼女の桃もも色いろに触ふれていた。何度も、何度も。

　お互たがいの熱を求め合うように。

　それから顔を見合わせた二人は、恥はずかしくなって少し身を離はなす。

　しかしそれはそれで寂さびしかったので、秋あき人とがフィリアの身体からだを後ろから抱だきしめる形で空を見た。

　夜風の中で、フィリアが言う。

「秋あき人と、またわたしと約束をして」

「どんな？」

「なんでもいいの。食べたいものとか、行きたい場所とか、そういうのでいい。それで、ひとつ達成するたびにまた約束するの」

「いいな、それ。……でも、そうなると果たせない約束をしたくなるな」

「……どうしてそんないじわる言うのよ」

「それならずっと一いつ緒しよにいられるだろ？」

　肩かたを竦すくめて言う秋あき人とに、フィリアは頰ほおを染めて唇くちびるを尖とがらせる。

「……バカ。そんなことしなくても一いつ緒しよにいるわよ」

　秋あき人とは気き恥はずかしくて頰ほおを指で搔かいた。

　そしてフィリアの両手を取ると、緩ゆるむ頰ほおを抑おさえられないまま言う。

「じゃあさ、フィリア。今度俺と──」

　フィリアはそれを、柔やわらかい笑えみで迎むかえながら、秋あき人との手を握にぎり返かえした。




　それから二人は星空の下で語り合う。

　二人の夢を。

　二人の希望を。

〝理アル想カデ郷イア〟を超こえた先に広がる未来の話を。

[image: ]







　　　あとがき




　お久しぶりです。蒼あお井い祐ゆう人とです。

　一巻からここまで読んでくださった方も、本巻から読み始められた方も、お手に取っていただき誠まことにありがとうございます。

　シリーズ一巻目から続いた秋あき人ととフィリアたちの旅路はいかがだったでしょうか？

　ばっちばちのＳＦとミリタリーアクションという二つのロマンを五倍濃のう縮しゆくくらいで詰つめ込こんだ世界で、秋あき人ととフィリアたちを始めとする少年少女たちが繰くり広ひろげるドラマの数々を楽しんでいただけたら著者冥みよ利うりに尽つきます。

『エンド・オブ・アルカディア』のシリーズは本書の第三巻で一旦一区切りとなります。

　一巻が序、二巻が破、三巻が急といった具合で、これは担当編集さんと相談の上、賞を頂いた段階から決めていた構想でした。「一巻目で〝エンド〟してんのにこれどーすんの!?」と脳内の小こ悪あく魔まシスティがしばしば罵ば倒とうしてきましたが、ひとえに皆みな様さまのお陰かげでここまで辿たどり着つくことができました。ありがとうございます。

　一巻のあとがきではシリーズのいきさつについて、二巻では中二病（!?）について書きましたので、この三巻では少し真面目にテーマについて綴つづらせていただこうと思います。

　本シリーズのテーマは「自分の頭で考えろ」です。

　秋あき人とは〝同年代の子供を殺して当たり前の世界〟に疑問を持ち、最終的に心を共にしたフィリアと一いつ緒しよにアルカディアの破は壊かいを決意します。選せん択たくをした先で秋あき人とは悩なやみました。自分のしていることは先導リードなのか扇動アジテートなのか。その二つは同義で紙一重です。

　秋あき人との決断が正しかったのかは誰だれにも分かりません。アルカディアの普ふ及きゆうにより由ゆ乃のの考えた理想郷が理想郷として機能する未来もあり得たかもしれませんし、はたまた神かん崎ざき徹とおるが示した戦争の管理というディストピアが待っていたかもしれません。

　それでも彼は必死に考え、道を選びました。

　そんな秋あき人との選せん択たくについて皆みな様さまはどうお考えでしょうか？　皆みな様さまの心の中に投じられた一石となって、本シリーズの幕とさせていただければと思います。

　最後にはなりましたが関係者の皆みな様さまに御お礼れいを。いつもドストライクなイラストを生誕させてくださるＧｒｅｅＮさん、張り過ぎた伏ふく線せんで縛しばりプレイ状態の本シリーズを最後の最後まで洗練くださった担当の黒くろ川かわさん・井い澤ざわさん、出版に漕こぎ着つけるまでに大変お世話になりました関係者の皆みな様さま、そしていつも支えてくれる家族に御おん礼れい申もうし上あげます。

　そしてそして何よりも、ここまでお付き合いくださった読者の皆みな様さまに至上の感謝を!!





二〇二二年十二月十五日　　蒼あお井い祐ゆう人と
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